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Ⅰ 調査
ち ょ う さ

の概要
が い よ う

 

１．調査
ち ょ う さ

の目的
も く て き

 

 この調査は、変化する市民意識の動向と多様な市民ニーズを統計的に把握し、今後の市の施策・事業の検討、推進、評

価の基礎データとして活用することを目的とする。 

２. 調査
ち ょ う さ

の方法
ほ う ほ う

 

（１）調査地域  久留米市全域 

（２）調査対象者  久留米市に在住する満 1５歳以上の人 

（３）サンプル数  7,000 人 

（４）抽出方法  住民基本台帳からの無作為抽出法 

（５）調査方法  郵送調査または、インターネット回答 

（６）調査期間  令和 6 年 6 月 26 日～7 月 31 日 

（７）回収数（％）  3,245 票（46.4％）うちインターネット回答 1,184 票 

（８）調査主体  久留米市 協働推進部 広聴・相談課 

（９）調査実施機関  エイジス九州株式会社 ＲＣ事業部 

３．調査
ち ょ う さ

項目
こ う も く

 

 今回の意識調査は、１．久留米の住みやすさや愛着度について ２．ふだんの生活について ３．市の情報発信につい

て ４．インターネット利用について 5．環境について ６．文化・芸術の鑑賞や活動について ７．こころの健康について

という７つのテーマについて実施した。 

１．久留米市
く る め し

の住みやすさ
す    

や愛着度
あ い ち ゃ く ど

について 

  久留米市の住みやすさや愛着度、市の状況をどう感じるか、定住意向を把握する。 

２．ふだんの生活
せ いか つ

について 

  環境に配慮した取り組み、自身の健康、運動・スポーツの習慣、ワークライフバランス、生涯学習、市民活動の参加

状況、まちづくりに関する取り組みの満足度などを把握する。 

３．市
し

の情報
じょうほう

発信
は っ し ん

について 

  市政情報の入手先、期待する情報発信、久留米の魅力について、「広報久留米」の閲読状況などについて把握す

る。 

 ４．インターネット利用
り よ う

について 

  使用している情報機器、SNS の利用状況、久留米市の SNS の利用状況や充実して欲しい内容を把握する。 

５．環境
かんきょう

について 

  周りの環境の満足度や市民・事業者の環境配慮行動指針の認知度について調査し、第三次久留米市環境基本

計画の実現に向け、市民の満足度を把握する。 

６．文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

や活動
か つ ど う

について 

  文化・芸術の鑑賞や活動状況、文化芸術によるまちづくりを進める上で今後力を入れるべき点について調査し、久留

米市文化芸術振興基本計画の実現に向け、市民の現状・意向を把握する。 

７．こころの健康
け ん こ う

について 

  久留米市が取り組んでいるセーフコミュニティのうち、市民の不安や悩みの状況を把握し、安心安全に暮らしていける

まちづくりを実現するための基礎資料とする。  
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◆設問
せ つ も ん

概要図
が い よ う ず

 

令和
れ い わ

６年度
  ね ん ど

久留米
く る め

市民
し み ん

意識
い し き

調査
ち ょ う さ

 

久留米市
く る め し

の住みやすさ
す    

や愛着度
あ い ち ゃ く ど

について 

久留米市の住みやすさ ·························································································· （問１） 

久留米市の愛着度 ······························································································ （問２） 

久留米市の状況 ································································································· （問３） 

久留米市への定住意向 ························································································· （問４） 

ふだんの生活
せ いか つ

について 

環境に配慮した取り組みの状況 ················································································ （問５） 

自分自身の健康状況 ··························································································· （問６） 

運動・スポーツ活動の状況 ······················································································ （問７） 

自身や周囲の人のワークライフバランス ·········································································· （問８） 

公共交通機関の利用頻度 ····················································································· （問９） 

生涯学習活動の状況 ··························································································· （問 10） 

市民活動の参加意向 ··························································································· （問 11） 

市民活動の参加状況 ··························································································· （問 12） 

オンライン開催による市民活動への参加状況 ·································································· （問 12 付問１） 

人権に対する意識向上 ························································································· （問 13） 

人権に対する感覚を高めるためにしたいこと ···································································· （問 13 付問１） 

家庭で使用する水の種類 ······················································································· （問 14） 

まちづくりに関する取り組みの満足度 ············································································ （問 15） 

市
し

の情報
じょうほう

発信
は っ し ん

について 

市政情報の入手先 ······························································································ （問 16） 

期待する情報発信 ······························································································· （問 17） 

久留米の魅力 ···································································································· （問 18） 

「広報久留米」の閲読状況 ····················································································· （問 19） 

「広報久留米」の見やすさ ······················································································· （問 19 付問１） 

読まない理由 ····································································································· （問 19 付問２） 

インターネット利用
り よ う

について 

情報収集に利用する情報機器端末 ··········································································· （問 20） 

SNS の利用状況 ································································································ （問 21） 

利用している SNS ······························································································· （問 21 付問１） 

久留米市公式 SNS の閲覧状況 ·············································································· （問 21 付問２） 

久留米市公式 SNS の登録状況 ·············································································· （問 21 付問３） 

市公式 YouTube の希望動画 ················································································· （問 22） 

環境
かんきょう

について 

住んでいる周りの環境の満足度 ················································································· （問 23） 

住んでいる周りの環境の具体的な事柄の満足度 ····························································· （問 24） 

「市民・事業者の環境配慮行動指針」の認知度 ····························································· （問 25） 
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文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

や活動
か つ ど う

について 

文化・芸術の鑑賞状況 ·························································································· （問 26） 

文化・芸術の活動状況 ·························································································· （問 27） 

文化・芸術のまちづくりのための取り組み ········································································ （問 28） 

こころの健康
け ん こ う

について 

不安や悩み、ストレスの状況 ···················································································· （問 29） 

不安や悩み、ストレスの原因 ···················································································· （問 29 付問１） 

相談や助けを求めることへのためらい ············································································ （問 30） 

ためらいを感じる原因 ···························································································· （問 30 付問１） 

不安や悩み、ストレスを抱えた場合の相談先 ·································································· （問 31） 

どのような人か ····································································································· （問 31 付問１） 

「自殺はその多くが防ぐことのできる社会的な問題である」に対する考え ······································ （問 32） 

「ゲートキーパー」の認知度 ······················································································ （問 33） 
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４. 調査
ち ょ う さ

結果
け っ か

の表示
ひ ょ う じ

方法
ほ う ほ う

 

 回答は、各質問の回答者（n）を基数とした百分率（%）で示している。また、小数点以下第 2 位を四捨五入しているた

め、内訳の合計が 100%にならない場合がある。 

 複数回答が可能な質問の場合、基数（標本数）に対するその項目を選んだ回答者の比率である。したがって、回答比率の

合計が 100%を超える場合がある。 

 クロス集計とは、複数項目の組み合わせで分類した集計の事で、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成すること

により、その相互の関係を明らかにするための集計方法である。なお、クロス集計表では「18・19 歳」と「20 歳代」を合計し、

『18～29 歳』として記載している場合がある。 

 文中の選択肢の表示は「 」で行い、選択肢のうち二つ以上のものを合計して表す場合は『 』とした。その場合の数値について

は、選択肢の数値を合計したものである。 

 数表、図表に示す選択肢は、スペースの関係で文言を省略している場合があるので、巻末の調査票を参照のこと。 

 各属性別の集計結果の最高値には、網掛けを行っている。 

 本調査における標本誤差は、回答数（n）と得られた結果の比率によって異なるが、単純無作為抽出法を仮定した場合の

誤差（95%は信頼できる誤差の範囲）は、下表のとおりである。 

 

過去の調査で今回の同様の質問を行っている場合、随時その結果を掲載している。 

各テーマ別に比較した過去の調査は、以下の通りである。 

 久留米市の住みやすさや愛着度について 

令和４年度・令和５年度  久留米市民意識調査 

 ふだんの生活について 

令和４年度・令和５年度  久留米市民意識調査 

 市の情報発信について 

令和３年度・令和４年度・令和５年度  久留米市民意識調査 

 インターネット利用ついて 

令和３年度  久留米市民意識調査 

 環境について 

平成 30 年度・令和４年度  久留米市民意識調査 

 文化・芸術の鑑賞や活動について 

平成 30 年度  久留米市民意識調査 

 こころの健康について 

平成 29 年度・令和元年度・令和３年度・令和４年度・令和５年度  久留米市民意識調査 

 

  

4,000 ±0.9 ±1.2 ±1.4 ±1.5 ±1.5

3,000 ±1.1 ±1.4 ±1.6 ±1.7 ±1.8

2,000 ±1.3 ±1.8 ±2.0 ±2.1 ±2.2

1,000 ±1.9 ±2.5 ±2.8 ±3.0 ±3.1

500 ±2.6 ±3.5 ±4.0 ±4.3 ±4.4

100 ±5.9 ±7.8 ±9.0 ±9.6 ±9.8

各回答の比率

回答者数　　　　　　　.
10％

（または90％）
20％

（または80％）
30％

（または70％）
40％

（または60％）
50％

（または50％）
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５． 標本
ひょうほん

誤差
ご さ

 

 本調査は全数調査（悉皆調査）ではなく、標本調査（サンプル調査）であり、ある集団の中から一部の対象だけを抽出して調

査されている。調査対象となる調査対象集団（母集団）の中から抽出した標本を調査し、全体の数を推定するものであり、一定

の範囲で誤差が含まれる可能性がある。真の値（全数調査の値）と誤差が生じる可能性を考慮して、調査結果が調査対象集

団の縮図とみなすことができるように、本調査の標本は無作為抽出法により抽出した。 

 標本調査で得られた回答結果の数値が、信頼性の高い数値（偶然の結果ではない）とみなすことができるかどうかの基準として

世論調査で一般的に用いられるのが、「信頼度 95%の確率で標本誤差が±5%の範囲に収まる」という基準である。 

 標本誤差±5%とは、「ある質問の回答比率が 50%のとき、母集団の回答比は 45～55％と推定される」という意味であり、

100 回標本調査を行って、95 回は標本誤差が±5%以内に収まると判断することができれば、本調査で得られた回答結果の数

値は偶然の結果ではなく、信頼性の高いものと判断される。 

 

母集団 260,219［久留米市の 1５歳以上の人口（令和 6 年３月１日時点）］ 

信頼度 95%の信頼係数 1.96 

 
 

 標本誤差は回答比率が 50%のとき最大になるため、本調査の標本誤差は最大±1.72%となる。したがって、本調査の標本誤

差は基準である標本誤差±5%の範囲内に収まっており、本調査で得られた回答結果は偶然の結果ではなく、真の値に近い信頼

性の高いものと判断される。 

  

回答比率 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

標本数 95% 90% 85% 80% 75% 70% 65% 60% 55% 50%

±0.75 ±1.03 ±1.23 ±1.38 ±1.49 ±1.58 ±1.64 ±1.69 ±1.71 ±1.723,245
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６. 地域
ち い き

区分
く ぶ ん

別
べ つ

・年齢
ねんれい

別
べ つ

の回収
かいしゅう

状況
じょうきょう

 

地域別の特性をみるために、市全体を合計 11 ブロックに区分し、分析を行っている。 

各ブロックに対応する小学校区および校区別の有効回収率は下記の通りである。 

 

  ブロック別 校区別 配布数
有効

回答数
有効

回収率(%)

山川 161 79 49.1

山本 57 25 43.9

草野 44 24 54.5

善導寺 170 80 47.1

大橋 32 12 37.5

船越 34 11 32.4

水縄 52 10 19.2

田主丸 123 98 79.7

水分 48 13 27.1

竹野 54 19 35.2

川会 50 17 34.0

柴刈 43 18 41.9

小森野 105 41 39.0

合川 365 142 38.9

宮ノ陣 211 92 43.6

弓削 61 23 37.7

北野 225 135 60.0

大城 98 39 39.8

金島 45 23 51.1

西国分 399 231 57.9

東国分 312 128 41.0

御井 218 91 41.7

上津 355 142 40.0

高良内 218 95 43.6

青峰 47 20 42.6

荘島 127 60 47.2

日吉 174 91 52.3

篠山 178 78 43.8

京町 141 63 44.7

南薫 233 123 52.8

⾧門石 128 59 46.1

鳥飼 272 97 35.7

金丸 302 132 43.7

南 370 155 41.9

津福 265 141 53.2

安武 115 59 51.3

荒木 280 149 53.2

大善寺 169 88 52.1

城島 106 72 67.9

下田 30 11 36.7

江上 73 22 30.1

青木 65 20 30.8

浮島 17 10 58.8

西牟田 120 42 35.0

犬塚 143 48 33.6

三潴 165 105 63.6

わからない・無回答 - 12 -

全市 7,000 3,245 46.4

中央部

中央南部

南西部

西部A
（城島）

西部B
（三潴）

南東部

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

中央東部

ブロック別 配布数
有効

回答数
有効

回収率(%)

東部A 464 220 47.4

 東部B（田主丸） 404 186 46.0

北部A 681 275 40.4

 北部B（北野） 429 220 51.3

中央東部 929 450 48.4

南東部 620 257 41.5

中央部 981 474 48.3

中央南部 1,209 525 43.4

南西部 564 296 52.5

 西部A（城島） 291 135 46.4

 西部B（三潴） 428 195 45.6

わからない・無回答 - 12 -

全市 7,000 3,245 46.4

年齢別 配布数
有効

回答数
有効

回収率(%)

15・16・17歳 276 104 37.7

18～29歳 1,807 487 27.0

30歳代 1,123 487 43.4

40歳代 1,167 536 45.9

50歳代 1,076 569 52.9

60～64歳 384 252 65.6

65～69歳 349 247 70.8

70～74歳 393 284 72.3

75歳以上 425 279 65.6

無回答 - - -

全市 7,000 3,245 46.4
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性別 年齢別 住まいの形態別
回
答
者
数

女
性

男
性

（
　
　
）

無
回
答

１
５
・
１
６
・
１
７
歳

１
８
・
１
９
歳

２
０
歳
代

３
０
歳
代

４
０
歳
代

５
０
歳
代

６
０
～
６
４
歳

６
５
～
６
９
歳

７
０
～
７
４
歳

７
５
歳
以
上

無
回
答

持
ち
家
（
一
戸
建
て
）

持
ち
家
（
集
合
住
宅
・
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
）

賃
貸
住
宅
（
一
戸
建
て
）

賃
貸
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
）

勤
務
先
給
与
住
宅
（
公
務
員
住

宅
・
社
宅
・
寮
な
ど
）

間
借
り
、
そ
の
他

無
回
答

3,245 1,809 1,427 3 6 104 72 415 487 536 569 252 247 284 279 - 1,964 346 100 746 57 23 9
100.0 55.7 44.0 0.1 0.2 3.2 2.2 12.8 15.0 16.5 17.5 7.8 7.6 8.8 8.6 - 60.5 10.7 3.1 23.0 1.8 0.7 0.3

0.5

33.3 16.7 8.3 33.3 - - 8.3

83.1 - 3.1 11.8 0.5 1.0

0.3

88.9 - 1.5 9.6 - - -

76.7 3.4 3.4 15.2 0.7 0.3

-

49.7 12.8 2.9 32.6 0.8 1.1 0.2

31.0 33.5 3.0 30.0 2.3 0.2

67.3 - 4.3 21.4 6.2 - 0.8

47.3 21.1 4.0 24.7 2.7 0.2

0.5 0.9

44.4 4.4 3.3 44.7 2.5 0.4

-

- 0.5 2.1 1.0

-

88.2 - 2.7 5.4 1.1 2.7 -

82.7 0.5 2.7 11.8 - 2.3

0.4

85.9 - 1.4 10.5 0.9

- 16.7 - 8.3 33.3 -

-

50.0 50.0 - - 8.3 8.3 8.3 - 16.7

19.0 18.5 9.2 6.7 9.7 8.253.8 45.6

57.1 42.2 - 0.7 2.7

14.1 17.8 10.4 10.4

6.1 6.8 7.658.9 41.1 -

9.7 15.9

6.7

11.8 10.8

58.5 41.5 - - 9.6 1.5 11.1

10.5 15.2 15.2 14.2 8.1 8.4

61.0 39.0 - - 1.5 2.1 13.0 19.0 15.8 19.0 6.7 6.9 8.0

3.0

10.4 -

8.0 -

-

8.1

- 3.0 1.9 15.0 15.2

12.8

6.9 6.9 -18.4 17.8 8.4 7.1

8.9 -16.3 14.4 6.2 8.6 8.6

-17.9 20.0 6.5

17.5

13.3 16.953.6 46.0 0.2 0.2 2.0 2.2

44.0 - - 2.9 3.6

51.4 48.2 0.4 - 3.1 3.5

13.4

14.5 8.6 10.0 9.1 13.6 -

-

53.2 46.4 - 0.5 2.3 - 11.8 13.6 16.4

13.5 19.6 9.1 6.9 7.6 6.256.0

52.3 46.8 0.5 0.5 5.0

17.7 17.7 8.6 9.1- 8.1 3.2 7.5

10.0 14.5 15.5 16.4 6.41.4

4.8 -

474

525

296

135

195

12

220

186

275

220

450

257

15.6 14.9

9.7

11.4 11.4 -

49.5 50.5 -

8.2

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

全体

◆ブロック地図
ち ず

 

 

７. 標本
ひょうほん

の構成
こ う せ い

 

 

  

(％) 
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（内 WEB 回答分）  

n=3,245
回収数
（票）

比率
（％）

農林漁業 51 1.6

自営業 223 6.9

給与所得者（常勤） 1,372 42.3

パート・アルバイト（学生は除く） 515 15.9

学生 243 7.5

家事に専念 301 9.3

無職 512 15.8

その他 21 0.6

無回答 7 0.2

持ち家（一戸建て） 1,964 60.5

持ち家（集合住宅・分譲マンション） 346 10.7

賃貸住宅（一戸建て） 100 3.1

賃貸住宅（アパート・マンション） 746 23.0

勤務先給与住宅（公務員住宅・社宅・寮など） 57 1.8

間借り、その他 23 0.7

無回答 9 0.3

５年未満 330 10.2

５～１０年未満 246 7.6

１０～２０年未満 519 16.0

２０～３０年未満 597 18.4

３０～４０年未満 479 14.8

４０年以上 1,072 33.0

無回答 2 0.1

ずっと久留米市在住 1,249 38.5

東京圏（埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県） 208 6.4

名古屋圏（岐阜県・愛知県・三重県） 33 1.0

大阪圏（京都府・大阪府・兵庫県・奈良県） 93 2.9
福岡都市圏(福岡市・筑紫野市・春日市・大野城市・太宰府市・那珂川市・古賀市・宇美町・
篠栗町・志免町・須恵町・新宮町・久山町・粕屋町・宗像市・福津市・糸島市)

469 14.5

佐賀県内 168 5.2

その他 1,002 30.9

無回答 23 0.7

久
留
米
市
以
前
の
居
住
地

居
住
年
数

住
ま
い
の
形
態
別

職
業
別

n=1,184
回収数
（票）

比率
（％）

女性 610 51.5

男性 573 48.4

（　　） 1 0.1

無回答 - -

性
別

n=1,184
回収数
（票）

比率
（％）

１５・１６・１７歳 53 4.5

１８・１９歳 36 3.0

２０歳代 240 20.3

３０歳代 276 23.3

４０歳代 266 22.5

５０歳代 198 16.7

６０～６４歳 52 4.4

６５～６９歳 36 3.0

７０～７４歳 15 1.3

７５歳以上 12 1.0

無回答 - -

年
齢
別

n=3,245
回収数
（票）

比率
（％）

女性 1,809 55.7

男性 1,427 44.0

（　　） 3 0.1

無回答 6 0.2

１５・１６・１７歳 104 3.2

１８・１９歳 72 2.2

２０歳代 415 12.8

３０歳代 487 15.0

４０歳代 536 16.5

５０歳代 569 17.5

６０～６４歳 252 7.8

６５～６９歳 247 7.6

７０～７４歳 284 8.8

７５歳以上 279 8.6

無回答 - -

単身 416 12.8

夫婦・パートナーのみ 748 23.1

親・子（２世代） 1,720 53.0

親・子・孫（３世代） 279 8.6

その他 70 2.2

無回答 12 0.4

世帯の中に就学前の子どもがいる 402 12.4

世帯の中に小学生がいる 428 13.2

世帯の中に中学生がいる 306 9.4

世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる 361 11.1

世帯の中に６５歳以上の人がいる 1,075 33.1

世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる 354 10.9

世帯に上記にあてはまる人はいない 1,134 34.9

無回答 40 1.2

年
齢
別

性
別

同
居
家
族
別

家
族
構
成
別
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◇性別
せ いべ つ

 

 

◇年齢
ねんれい

 

 

◇家族
か ぞ く

構成
こ う せ い

 

 

  

単身

12.8%

夫婦・パートナーのみ

23.1%
親・子（２世代）

53.0%

親・子・孫（３世代）

8.6%

その他

2.2%

無回答

0.4%

全 体

（ｎ＝3,245）

１５・１６・１７歳

3.2%
１８・１９歳

2.2%
２０歳代

12.8%

３０歳代

15.0%

４０歳代

16.5%

５０歳代

17.5%

６０～６４歳

7.8%

６５～６９歳

7.6%

７０～７４歳

8.8%

７５歳以上

8.6%
無回答

0.0%

全 体

（ｎ＝3,245）

女性

55.7%

男性

44.0%

（ ）

0.1%

無回答

0.2%

全 体

（ｎ＝3,245）
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◇同居
ど う き ょ

家族
か ぞ く

 

◇職業
しょくぎょう

 

 

◇住まい
す   

の形態
け い た い

  

持ち家（一戸建て）

60.5%

持ち家

（集合住宅・分譲マンション）

10.7%

賃貸住宅

（一戸建て）

3.1%

賃貸住宅

（アパート・マンション）

23.0%

勤務先給与住宅

（公務員住宅・社宅・寮など）

1.8%

間借り、その他

0.7%
無回答

0.3%

全 体

（ｎ＝3,245）

農林漁業

1.6%
自営業

6.9%

給与所得者

（常勤）

42.3%

パート・アルバイト

（学生は除く）

15.9%

学生

7.5%

家事に専念

9.3%

無職

15.8%

その他

0.6%

無回答

0.2%

全 体

（ｎ＝3,245）

12.4

13.2

9.4

11.1

33.1

10.9

34.9

1.2

0.0 25.0 50.0

世帯の中に就学前の子どもがいる

世帯の中に小学生がいる

世帯の中に中学生がいる

世帯の中に上記以外の１８歳未満の子どもがいる

世帯の中に６５歳以上の人がいる

世帯の中に障害者手帳を持っている人がいる

世帯に上記にあてはまる人はいない

無回答

令和6年度調査

（n=3,245）
【回答はいくつでも】

％ ％ ％
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◇居住
きょじゅう

年数
ね ん す う

 

 

◇久留米市
く る め し

以前
い ぜ ん

の居住地
き ょ じ ゅ う ち

 

 

  

ずっと久留米市在住

38.5%

東京圏

6.4%名古屋圏

1.0%

大阪圏

2.9%

福岡都

市圏

14.5%
佐賀県内

5.2%

その他

30.9%

無回答

0.7%

全 体

（ｎ＝3,245）

５年未満

10.2%

５～１０年未満

7.6%

１０～２０年未満

16.0%

２０～３０年未満

18.4%

３０～４０年未満

14.8%

４０年以上

33.0%

無回答

0.1%

全 体

（ｎ＝3,245）
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自治会（町内会）の加入
回
答
者
数

加
入
し
て
い
る

加
入
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

3,245 2,441 458 321 25
100.0 75.2 14.1 9.9 0.8

66.7 8.3 25.0 -

87.7 7.2 4.6 0.5

83.0 7.4 9.6 -

6.8 -

70.9 17.0 11.0 1.1

0.4

78.6 12.8 7.8 0.8

1.3

84.1 9.5 5.5 0.9

1.1

79.0 11.8 8.1 1.1

0.5

195

12

82.3 11.8 5.5

66.5 19.6 12.7

70.2 17.8 10.7

65.6 17.9 16.0

85.5 7.8

257

474

525

296

135

220

186

275

220

450

全体

中央南部

ブ
ロ
ッ

ク
別

 西部B（三潴）

わからない・無回答

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

東部A

 東部B（田主丸）

南西部

 西部A（城島）

自治会（町内会）の加入
回
答
者
数

加
入
し
て
い
る

加
入
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

3,245 2,441 458 321 25
100.0 75.2 14.1 9.9 0.8

- - - -

88.9 7.2 2.9

89.1 7.0 2.5 1.4

89.5 8.1 2.0 0.4

86.1 8.7 4.4 0.8

77.9 14.9 6.3 0.9

78.4 14.0 7.1 0.6

63.7 20.5 15.0 0.8

52.4 21.8 25.5 0.4

71.2 9.6 18.3 1.0

252

247

284

279

-

104

487

487

536

569

1.1

83.3 16.7 - -

- - -

73.2 15.5 10.3 1.1

13.0 9.6 0.61,809

1,427

3

6

76.8

100.0

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

◇自治会
じ ち か い

（町内会
ちょうないかい

）加入
か に ゅ う

状況
じょうきょう

 

 

【経年比較】 

自治会（町内会）に「加入している」は 75.2%、「加入していない」は 14.1%である。「加入している」割合は、令和５年度

調査と比較すると 0.5 ポイント減少、「加入していない」割合は、0.4 ポイント減少し、「わからない」割合が 0.6 ポイント増加し

ている。 

 

 

【性別】「加入している」割合は、女性が 76.8%、男性が 73.2%となり、女性が男性よりも 3.6 ポイント高い。 

 

【年齢別】高い年齢層で「加入している」割合が高く、60 歳以上の年齢層では８割を超えている。一方で、『18～29 歳』は、

「加入している」割合が 52.4%と最も低く、「加入していない」と「わからない」の割合が、他の年齢層に比べ最も高い。 

 

【ブロック別】「加入している」割合は、「西部 B（三潴）」が 87.7%と最も高く、次いで「南西部」が 85.5%、「北部 B（北

野）」が 84.1%、「西部 A（城島）」が 83.0%、「東部 A」が 82.3%と、８割を超えている。 

75.2 

75.7 

78.8 

14.1 

14.5 

13.3 

9.9 

9.3 

7.6 

0.8 

0.6 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

加入している 加入していない わからない 無回答

(％) (％) 
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日常生活で利用する移動手段
回
答
者
数

徒
歩

自
転
車

バ
イ
ク

（
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
）

自
動
車

バ
ス

鉄
道

そ
の
他

無
回
答

3,245 1,238 681 122 2,659 527 645 28 6
100.0 38.2 21.0 3.8 81.9 16.2 19.9 0.9 0.2

3.6 -

- - - - - - - -

23.3 2.5 78.5 19.7 14.7

0.4 -

49.6 19.4 2.8 80.6 18.3 13.7 1.1 0.7

19.0 4.9 87.9 17.4 15.842.5

1.8 -

32.9 15.1 6.3 88.1 13.5 15.1 0.4 0.4

17.2 3.5 87.2 14.1 16.730.8

- 0.2

32.8 17.2 3.0 90.9 11.2 15.7 0.2 0.4

15.4 3.3 87.5 11.9 18.531.4

- -

45.0 28.5 4.1 65.3 24.0 36.3 0.4 -

69.2 6.7 43.3 26.9 40.456.7

252

247

284

279

-

104

487

487

536

569

45.5

-

33.3 - - 83.3 - - - -

- 100.0 33.3 66.7 -33.3 -

0.2

34.4 22.1 6.3 82.2 13.2 18.9 0.4 0.1

1.8 81.7 18.7 20.7 1.341.1 20.21,809

1,427

3

6

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

日常生活で利用する移動手段
回
答
者
数

徒
歩

自
転
車

バ
イ
ク

（
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
）

自
動
車

バ
ス

鉄
道

そ
の
他

無
回
答

3,245 1,238 681 122 2,659 527 645 28 6
100.0 38.2 21.0 3.8 81.9 16.2 19.9 0.9 0.2

- -25.0 - 66.7 16.7 16.733.3

- 0.7

27.2 13.8 2.6 93.8 5.1 23.1 0.5 -

17.0 8.1 94.1 7.4 9.625.9

85.5 9.5 24.7 0.7 -35.5 18.6 4.4

28.1 27.0 1.3 -

45.0 24.2 3.4 79.4 14.5 23.8 1.1 0.4

54.2 27.6 3.4 71.3

19.6 18.4 0.2 0.4

31.1 19.5 2.3 79.8 24.1 13.2 2.3 -

42.0 25.8 4.4 77.6

17.8 20.7 0.4 -

23.6 14.1 3.6 90.5 6.4 16.8 0.9 -

42.9 20.0 4.7 79.6

17.7 13.6 0.9 0.5

23.7 12.4 1.1 91.4 8.6 9.7 0.5 -

29.5 18.2 4.5 86.8

195

12

257

474

525

296

135

220

186

275

220

450

全体

中央南部

ブ
ロ
ッ

ク
別

 西部B（三潴）

わからない・無回答

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

東部A

 東部B（田主丸）

南西部

 西部A（城島）

◇日常
にちじょう

よく利用
り よ う

する移動
い ど う

手段
し ゅ だ ん

 

【経年比較】 

「自動車」、「自転車」を利用する人の割合は、緩やかな減少傾向にある。一方で、「徒歩」、「鉄道」を利用する人の割合は

増加傾向にあり、「徒歩」の割合は、令和５年度調査から 6.2 ポイント増加して 38.2%となっている。 

【性別】「徒歩」の割合は、女性が 41.1%、「男性」が 34.4%となり、「女性」が「男性」よりも 6.7 ポイント高い。一方で、「バイク

（原動機付自転車を含む）」の割合は、「男性」が 6.3%、「女性」が 1.8%となり、「男性」が「女性」よりも 4.5 ポイント高

い。 

 

【年齢別】「自動車」の割合は、「40 歳代」が 90.9%と最も高く、次いで「60～64 歳」が 88.1%となっている。「徒歩」、「自転

車」、「バイク（原動機付自転車を含む）」、「バス」、「鉄道」は、それぞれ「15・16・17 歳」の割合が最も高い。 

 

【ブロック別】「自動車」の割合は、「西部 A（城島）」が 94.1%と最も高く、次いで「西部 B（三潴）」が 93.8%、「東部 B

（田主丸）」が 91.4%、「北部 B（北野）」が 90.5%と、９割を超えている。「徒歩」、「自転車」、「バス」、「鉄道」の割

合は、それぞれ「中央部」が最も高い。 

 

  

81.9 

38.2 

21.0 

19.9 

16.2 

3.8 

0.9 

0.2 

82.9 

32.0 

22.0 

18.1 

16.6 

3.8 

1.2 

0.3 

84.3 

37.3 

22.7 

16.3 

14.8 

3.9 

0.9 

0.3 

0.0 50.0 100.0

自動車

徒歩

自転車

鉄道

バス

バイク（原動機付自転車を含む）

その他

無回答

令和６年度調査

（n=3,245）
令和５年度調査

（n=3,010）
令和４年度調査

（n=3,532）
【回答はいくつでも】

％ ％ ％

(％) (％) 
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Ⅱ 調査
ち ょ う さ

結果
け っ か

の分析
ぶ ん せ き

 

１． 久留米市
く る め し

の住
す

みやすさや愛着度
あ い ち ゃ く ど

について 

（１）久留米市
く る め し

の住
す

みやすさ 

「住みやすい」の 47.4%と「どちらかといえば住みやすい」の 45.8%をあわせた『住みやすい』は、93.2%となっている。一方で、

「住みにくい」の 1.5%と「どちらかといえば住みにくい」5.1%をあわせた『住みにくい』は、6.6%となっている。 

 

【経年比較】 

「住みやすい」の割合は年々0.1 ポイントずつ低下しているが、「どちらかといえば住みやすい」の割合は増加し、『住みやすい』の

割合は 93.2%と令和５年度から 1.9 ポイント増加している。 

 

 

【性別】「住みやすい」の割合は、「女性」が 48.3%、「男性」が 46.2%となり、「女性」が「男性」よりも 2.1 ポイント高い。一方

で、「どちらかといえば住みやすい」の割合は、「男性」が 47.2%、「女性」が 44.9%と、「男性」が「女性」よりも 2.3 ポイント高

い。 

 

【年齢別】『住みやすい』の割合は、全ての年齢層で９割を超えており、「75 歳以上」が 95.7%と最も高く、次いで『18～29 歳』

が 94.1%。 

 

【ブロック別】『住みやすい』の割合は、「中央東部」が 95.6%と最も高い。一方で、「西部 A（城島）」は 81.5%、「東部 B

（田主丸）」は 87.1%となり、８割台にとどまっている。 

 

 

  

93.2 6.6

7.8

5.793.1

91.3

47.4 

47.5 

47.6 

45.8 

43.8 

45.5 

5.1 

6.0 

4.5 

1.5 

1.8 

1.2 

0.2 

0.9 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

住みやすい どちらかといえば住みやすい どちらかといえば住みにくい 住みにくい 無回答

『住み

やすい』

『住み

にくい』

問
と い

１ あなたは、久留米市
く る め し

は住
す

みやすいと思
お も

いますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 
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久留米市の住みやすさ
回
答
者
数

住
み
や
す
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

住
み
や
す
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

住
み
に
く
い

住
み
に
く
い

無
回
答

『
住
み
や
す
い
』

『
住
み
に
く
い
』

3,245 1,538 1,487 166 48 6 3,025 214
100.0 47.4 45.8 5.1 1.5 0.2 93.2 6.6

- 95.7 4.3

- - - - - - - -

279 56.6 39.1 3.6 0.7

0.4 91.5 8.1

284 50.4 41.2 6.0 2.1 0.4 91.6 8.1

247 47.4 44.1 6.9 1.2

- 93.7 6.4

252 45.2 46.8 5.6 2.0 0.4 92.0 7.6

569 50.3 43.4 4.6 1.8

- 93.7 6.3

536 45.5 47.0 5.2 2.2 - 92.5 7.4

487 37.4 56.3 5.3 1.0

- 93.3 6.7

487 49.5 44.6 4.3 1.0 0.6 94.1 5.3

104 51.0 42.3 6.7 -

81.5 18.5

93.8 6.1

83.3 16.7

92.8 7.0

94.7 5.2

94.6 5.1

94.1 5.9

95.6 4.5

94.2 5.1

93.6 5.9

87.1 12.9

93.8 6.2

-

12 33.3 50.0 16.7 - -

195 48.2 45.6 5.6 0.5

0.3

135 22.2 59.3 14.8 3.7 -

296 46.6 48.0 3.7 1.4

0.2

525 50.3 44.4 4.4 0.8 0.2

474 49.8 43.0 5.1 1.9

-

257 46.3 47.9 3.9 1.2 0.8

450 54.0 41.6 3.6 0.9

-

220 41.4 52.7 3.6 2.3 -

275 49.8 44.0 4.7 1.5

0.5

186 34.4 52.7 10.2 2.7 -

220 53.6 40.0 4.1 1.8

33.3

50.0 33.3 - - 16.7 83.3 -

- 33.3 - - 66.7

6.6

46.2 47.2 4.7 1.8 0.1 93.4 6.5

44.9 5.4 1.2 0.2 93.21,809

1,427

3

6

48.3

66.7

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

（１）久留米市
く る め し

の住
す

みやすさ 

 

  

(％) 
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（２）久留米市
く る め し

の愛着度
あ い ち ゃ く ど

 

「愛着がある」の 42.1%と「どちらかといえば愛着がある」の 45.9%をあわせた『愛着がある』は、88.0%となっている。一方で、

「愛着がない」の 3.1%と「どちらかといえば愛着がない」の 8.2%をあわせた『愛着がない』は、11.3%となっている。 

 

【経年比較】 

『愛着がある』の割合は、令和５年度調査と変わらず 88.0%となっている。一方で、『愛着がない』の割合は、11.3%となり、

令和 5 年度から 0.3 ポイント増加している。 

 

 

【性別】「愛着がある」の割合は、「男性」が 44.9%、「女性」が 40.0%で、「男性」が「女性」よりも 4.9 ポイント高い。一方で、

「どちらかといえば愛着がある」の割合は、「女性」が 49.0%、「男性」が 42.0%となり、「女性」が「男性」よりも 7.0 ポイント高

くなっている。 

 

【年齢別】『愛着がある』は、高い年齢層で割合が高くなる傾向にある。「愛着がある」の割合は、「70～74 歳」の 51.4%が最も

高く、「どちらかといえば愛着がある」の割合は、「65～69 歳」の 52.2%が最も高い結果となっている。 

 

【ブロック別】『愛着がある』の割合は、「北部 A」が 89.9%と最も高く、次いで「南西部」が 89.2%、「南東部」が 89.1%となっ

ている。一方で、「東部 B（田主丸）」は 85.5%と最も低い。 

 

 

  

問
と い

２ あなたは、久留米市
く る め し

に愛着
あいちゃく

がありますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

87.3 9.5

88.0 11.3

88.0 11.0

42.1 

43.9 

41.0 

45.9 

44.1 

46.3 

8.2 

7.8 

7.2 

3.1 

3.2 

2.3 

0.6 

1.0 

3.2 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

愛着がある どちらかといえば愛着がある どちらかといえば愛着がない 愛着がない 無回答

『愛着が

ある』

『愛着が

ない』
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（２）久留米市
く る め し

の愛着度
あ い ち ゃ く ど

 

 

  

(％) 

久留米市の愛着度
回
答
者
数

愛
着
が
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

愛
着
が
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

愛
着
が
な
い

愛
着
が
な
い

無
回
答

『
愛
着
が
あ
る
』

『
愛
着
が
な
い
』

3,245 1,367 1,490 267 102 19 2,857 369
100.0 42.1 45.9 8.2 3.1 0.6 88.0 11.3

0.5 88.2 11.3

12 41.7 25.0 - 33.3 - 66.7 33.3

195 45.1 43.1 6.7 4.6

1.0 89.2 9.8

135 30.4 58.5 9.6 1.5 - 88.9 11.1

296 44.3 44.9 8.1 1.7

0.4 86.5 13.1

525 43.8 44.2 8.8 2.7 0.6 88.0 11.5

474 42.0 44.5 9.1 4.0

0.4 88.9 10.7

257 43.6 45.5 7.4 2.7 0.8 89.1 10.1

450 42.7 46.2 7.6 3.1

0.7 89.9 9.4

220 39.1 49.5 8.6 2.7 - 88.6 11.3

275 41.5 48.4 5.8 3.6

1.4 86.9 11.8

186 36.0 49.5 12.4 1.6 0.5 85.5 14.0

220 46.4 40.5 7.7 4.1

0.7 90.3 9.0

- - - - - - - -

279 50.9 39.4 6.8 2.2

0.8 93.5 5.7

284 51.4 39.4 6.7 1.1 1.4 90.8 7.8

247 41.3 52.2 4.9 0.8

0.2 89.8 10.0

252 43.7 46.8 6.3 2.8 0.4 90.5 9.1

569 44.6 45.2 8.1 1.9

0.6 84.8 14.6

536 39.4 48.1 8.2 3.9 0.4 87.5 12.1

487 33.7 51.1 10.1 4.5

1.9 83.6 14.4

487 40.0 43.7 10.1 5.7 0.4 83.7 15.8

104 41.3 42.3 12.5 1.9

- 66.7 33.3

6 50.0 33.3 - - 16.7 83.3 -

3 - 66.7 - 33.3

0.6 89.0 10.5

1,427 44.9 42.0 8.5 4.0 0.6 86.9 12.5

1,809 40.0 49.0 8.1 2.4

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答
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（３）久留米市
く る め し

の状況
じょうきょう

 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた『思う』の割合は、「（ア）季節感あふれるまち」が 85.9%と最も高く、次いで

「（カ）心豊かに暮らせるまち」が 72.2%、「（キ）子育てしやすいまち」が 72.0%となっている。一方で、「そう思わない」と「ど

ちらかといえばそう思わない」をあわせた『思わない』の割合は、「（コ）国際性豊かなまち」が 69.3%と最も高く、次いで「（サ）

にぎわいのあるまち」が 63.2%となっている。 

  

問
と い

３ 久留米市
く る め し

の状況
じょうきょう

として、次
つ ぎ

の（ア）～（シ）の事柄
こ と が ら

について、あなたはどう思
お も

いますか? 

    （あてはまる番号
ば ん ご う

それぞれ１つずつ） 

85.9 13.7

64.7 34.9

59.5 40.0

65.0 34.3

68.3 31.2

72.2 27.2

72.0 26.5

61.3 37.8

56.8 42.3

55.5 43.4

29.9 69.3

36.0 63.2

39.9 

17.2 

15.4 

10.8 

14.4 

17.4 

15.1 

10.9 

9.6 

5.4 

7.9 

18.6 

46.0 

47.5 

44.1 

54.2 

53.9 

54.8 

56.9 

50.4 

45.9 

24.5 

28.1 

38.2 

9.9 

25.5 

30.6 

27.1 

24.4 

21.9 

19.6 

29.9 

33.9 

45.4 

43.0 

28.3 

3.8 

9.4 

9.4 

7.2 

6.8 

5.3 

6.9 

7.9 

9.5 

23.9 

20.2 

14.0 

0.4 

0.4 

0.4 

0.8 

0.5 

0.6 

1.4 

0.9 

1.0 

0.9 

0.7 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

(ア)季節感あふれるまち

(イ)都市環境が充実しているまち

(ウ)外で活動しやすいまち

(エ)人権が尊重されているまち

(オ)安全で安心して暮らせるまち

(カ)心豊かに暮らせるまち

(キ)子育てしやすいまち

(ク)地域で支えあいや助け合いが

充実しているまち

(ケ)働きやすいまち

(コ)国際性豊かなまち

(サ)にぎわいのあるまち

(シ)県南の中核都市である

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』

(ク)地域で支えあいや助け合いが

充実しているまち

全体（n=3,245） 
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（ア）季節感あふれるまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 1,295 1,493 321 123 13 2,788 444
100.0 39.9 46.0 9.9 3.8 0.4 85.9 13.7

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

0.6 88.2 11.2

1,427 36.1 47.0 11.6 5.3 0.1 83.1 16.9

1,809 42.9 45.3 8.6 2.6

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

- 66.7 33.3

6 33.3 50.0 - - 16.7 83.3 -

3 66.7 - - 33.3

92.1 7.951 49.0 43.1 5.9 2.0
274 40.5 46.0 10.9 2.6 - 86.5 13.5

-

274 33.9 50.7 10.2 5.1 - 84.6 15.3

290 39.3 50.7 7.6 2.4
42.8 47.5 6.8 2.7 0.3 90.3 9.5

- 90.0 10.0

135 42.2 47.4 7.4 2.2 0.7 89.6 9.6

339

138 55.1 33.3 9.4 1.4

52.7 33.8 10.1 1.4 2.0 86.5 11.5

0.7 88.4 10.8

160 48.1 40.6 7.5 1.3 2.5 88.7 8.8
148

53 41.5 49.1 5.7 3.8

35.4 48.1 9.9 6.6 - 83.5 16.5

- 90.6 9.5

212 27.4 50.5 17.5 4.2 0.5 77.9 21.7
212

245 33.9 46.5 11.4 7.8

37.6 49.8 8.3 4.4 - 87.4 12.7

0.4 80.4 19.2

117 32.5 48.7 13.7 5.1 - 81.2 18.8
229

109 39.4 45.9 11.0 3.7

42.6 41.9 10.3 5.1 - 84.5 15.4

- 85.3 14.7

114 45.6 37.7 13.2 3.5 - 83.3 16.7

136

11.1 77.7 11.19 44.4 33.3 - 11.1

（ア）季節感
き せ つ か ん

あふれるまち 

『思う』の割合は 85.9%、『思わない』の割合は 13.7%である。 

 

【経年比較】 

「そう思う」の割合は、39.9%と増加傾向にあり、令和４年度調査以降で最も高い。「どちらかといえばそう思う」の割合は、

年々低下しているが、『思う』の割合は 85.9%と、令和４年度調査以降最も高い。 

【性別】『思う』の割合は、「女性」が 88.2%、「男性」が 83.1%と、「女性」が「男性」よりも 5.1 ポイント高い結果となっている。 

 

【性年齢別】『思う』の割合は、「女性:15・16・17 歳」が 92.1%と最も高く、次いで「男性:15・16・17 歳」が 90.6%となっ

ている。一方で、「男性:30 歳代」は『思う』の割合が最も低く、77.9%である。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は、「東部 A」が 92.7%と最も高く、次いで「東部 B（田主丸）」が 92.0%と、９割を超えている。

一方で、『思わない』の割合は「西部 A（城島）」が 22.3%で最も高い。 

  

85.9 13.7

85.0 14.1

85.7 14.2

39.9 

35.8 

31.3 

46.0 

49.2 

54.4 

9.9 

10.5 

11.4 

3.8 

3.6 

2.8 

0.4 

0.9 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』

(％) (％) 
（ア）季節感あふれるまち

回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 1,295 1,493 321 123 13 2,788 444
100.0 39.9 46.0 9.9 3.8 0.4 85.9 13.7

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

全体

0.5 92.7 6.8

186 62.4 29.6 6.5 1.1 0.5 92.0 7.6

220 51.8 40.9 3.6 3.2

0.7 84.2 15.1

257 38.1 48.2 10.1 3.1 0.4 86.3 13.2

450 38.0 46.2 11.8 3.3

- 88.8 11.3
220 46.4 39.5 9.1 4.5 0.5 85.9 13.6
275 40.4 48.4 9.1 2.2

33.4 54.7 7.8 2.7

- 86.1 14.0

525 33.5 48.4 13.5 4.4 0.2 81.9 17.9

474 38.0 48.1 9.1 4.9

- 85.7 14.3

12 50.0 25.0 8.3 16.7 - 75.0 25.0

195 42.6 43.1 9.2 5.1

1.4 88.1 10.5

135 28.9 48.1 15.6 6.7 0.7 77.0 22.3

296
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（イ）都市環境が充実しているまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 558 1,540 829 305 13 2,098 1,134
100.0 17.2 47.5 25.5 9.4 0.4 64.7 34.9

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

全体

186

220

257

450

220

275

525

474

12

195

135

296

11.8 40.3 28.5 18.3 1.1 52.1 46.8

15.0 50.9 22.7 10.9 0.5 65.9 33.6

22.9 48.0 24.4 4.7 - 70.9 29.1

71.7 27.7

11.8 49.5 28.2 10.0 0.5 61.3 38.2

17.5 46.3 25.7 10.1 0.4 63.8 35.8

23.3 48.4 20.4 7.3 0.4

17.3 47.6 28.0 6.9 0.2 64.9 34.9

20.3 52.5 20.9 6.3 - 72.8 27.2

47.0 28.7 8.4 1.0 61.9 37.1

3.0 25.9 41.5 28.9 0.7 28.9 70.4

14.9

33.3 41.7 8.3 16.7 - 75.0 25.0

12.8 49.7 26.2 10.8 0.5 62.5 37.0

（イ）都市環境が充実しているまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 558 1,540 829 305 13 2,098 1,134
100.0 17.2 47.5 25.5 9.4 0.4 64.7 34.9

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

1,427

1,809

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答 6

3

48.9 25.5 8.7 0.5

18.3 45.6 25.6 10.2 0.2 63.9 35.8

65.3 34.216.4

- 66.7 - 33.3 - 66.7 33.3

16.7 33.3 16.7 16.7 16.7 50.0 33.4

25.5 43.151

274 25.5 50.4 19.7 4.4

17.6 13.7 - 68.6 31.3

274 12.8 50.7 28.5 8.0 - 63.5

- 75.9 24.1

290

36.5

13.0 47.2 29.2 10.6

30.7 11.0 - 58.2 41.711.0 47.2

135 11.9 46.7 28.9 11.9 0.7 58.6

- 60.2 39.8339

138

40.8

18.2 52.7 20.9 6.8

23.2 9.4 0.7 66.7 32.614.5 52.2

160 24.4 47.5 19.4 5.6 3.1 71.9

1.4 70.9 27.7148

53

25.0

25.9 46.7 20.3 7.1

13.2 9.4 - 77.4 22.632.1 45.3

212 16.0 43.4 30.2 9.9 0.5 59.4

- 72.6 27.4212

245

40.1

16.6 45.9 27.5 10.0

26.9 10.2 - 62.9 37.120.0 42.9

117 11.1 43.6 29.1 15.4 0.9 54.7

- 62.5 37.5229

109

44.5

16.9 44.1 25.7 13.2

23.9 9.2 - 67.0 33.113.8 53.2

114 14.9 50.0 24.6 9.6 0.9 64.9

- 61.0 38.9136

34.2

11.1 22.2 11.1 55.5 33.311.1 44.49

（イ）都市
と し

環境
かんきょう

が充実
じゅうじつ

しているまち 

『思う』の割合は 64.7%、『思わない』の割合は 34.9%である。 

 

【経年比較】 

『思う』の割合は 64.7%と、令和５年度調査から 0.3 ポイント減少し、令和４年度調査以降２番目に高い割合となってい

る。 

【性別】『思う』の割合は「女性」が 65.3%、「男性」が 63.9%と、「女性」が「男性」よりも 1.4 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『思う』の割合は「男性:15・16・17 歳」の 77.4%が最も高く、次いで『女性:18～29 歳』が 75.9％となってい

る。また、『男性:18～29 歳』が 72.6%、「女性:75 歳以上」が 71.9%、「女性:70～74 歳」が 70.9％と、７割を超

えている。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は、「中央部」が 72.8%で最も高く、次いで「中央東部」が 71.7%、「北部 A」が 70.9%と、７割を

超えている。一方で、「西部 A（城島）」は 28.9%と最も低く、２割台にとどまっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.7 34.9

65.0 34.1

62.9 36.9

17.2 

17.3 

14.5 

47.5 

47.7 

48.4 

25.5 

24.6 

27.5 

9.4 

9.5 

9.4 

0.4 

0.9 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』

(％) (％) 
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（ウ）外
そ と

で活動
か つ ど う

しやすいまち 

『思う』の割合は 59.5%、『思わない』の割合は 40.0%である。 

 

【経年比較】 

『思う』の割合は 59.5%で、令和５年度調査より 0.3 ポイント減少しているが、「そう思う」は 15.4%と、増加傾向にあり、令

和 5 年度から 1.1 ポイント増加している。 

 

【性年齢別】『思う』は、若い年齢層で割合が高い傾向にあり、「女性:15・16・17 歳」が 80.4%と最も高く、次いで「男性:

15・16・17 歳」が 71.7%、『男性:18～29 歳』が 71.2%となっている。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は、「北部 A」が 73.0%と、７割を超えて最も高い。次いで「中央部」が 65.9%、「中央南部」が

60.8%、「中央東部」が 60.0%と、６割台となっている。一方で、「西部 A（城島）」は 41.5%と最も低く、４割にとどまっ

ている。 

 

【同居家族別】すべての世帯において『思う』の割合は、５割を超えている。「上記以外の 18 歳未満の子どもがいる」は『思う』の

割合が 64.8%と最も高く、「そう思う」においても 18.3%と最も高い。 

  

59.5 40.0

59.8 39.2

55.7 43.9

15.4 

14.3 

10.4 

44.1 

45.5 

45.3 

30.6 

30.4 

34.6 

9.4 

8.8 

9.3 

0.4 

0.9 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』
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（ウ）外で活動しやすいまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 500 1,431 994 306 14 1,931 1,300
100.0 15.4 44.1 30.6 9.4 0.4 59.5 40.0

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

1,427

1,809

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答 6

3

16.7 44.8 28.2 10.2 0.1 61.5 38.4

8.8 0.7 57.8 41.514.4 43.4 32.7

- 66.7 - 33.3 - 66.7 33.3

16.7 50.0 - 16.7 16.7 66.7 16.7

51

274

80.4 19.627.5 52.9 13.7 5.9 -

274

25.5 5.5 - 69.0 31.021.9 47.1

290

- 59.9 40.113.9 46.0 31.0 9.1

50.0 50.011.0 39.0 39.7 10.3 -

135

34.8 10.3 - 54.8 45.110.3 44.5339

138

0.7 54.1 45.28.9 45.2 36.3 8.9

50.7 48.513.0 37.7 39.1 9.4 0.7

160

31.8 8.8 2.0 57.5 40.614.9 42.6148

53

4.4 58.1 37.518.1 40.0 29.4 8.1

71.7 28.332.1 39.6 20.8 7.5 -

212

23.1 5.7 - 71.2 28.824.5 46.7212

245

0.5 63.2 36.315.6 47.6 26.4 9.9

60.0 40.013.9 46.1 26.5 13.5 -

117

29.7 8.7 - 61.5 38.417.0 44.5229

109

- 56.5 43.610.3 46.2 33.3 10.3

58.7 41.314.7 44.0 31.2 10.1 -

114

32.4 14.0 - 53.7 46.416.2 37.5136

- 57.0 43.012.3 44.7 31.6 11.4

66.7 22.211.1 55.6 - 22.2 11.19

（ウ）外
そ と

で活動
か つ ど う

しやすいまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(％) (％) 
（ウ）外で活動しやすいまち

回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 500 1,431 994 306 14 1,931 1,300
100.0 15.4 44.1 30.6 9.4 0.4 59.5 40.0

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

全体

186

220

257

450

220

275

525

474

12

195

135

296

0.5 57.8 41.8

5.8 0.7 73.0 26.2

12.9 37.6 34.9 14.0 0.5 50.5 48.9

10.5 47.3 27.3 14.5

22.5 50.5 20.4

16.2 43.8 31.3 8.0 0.7 60.0 39.3

11.4 43.2 35.0 10.0 0.5 54.6 45.0

17.5 40.5 31.5 10.1 0.4 58.0 41.6

13.9 46.9 30.7 8.4 0.2 60.8 39.1

20.3 45.6 27.4 6.8 - 65.9 34.2

10.8 42.9 35.1 10.1 1.0 53.7 45.2

- 59.0 41.0

8.9 32.6 42.2 15.6 0.7 41.5 57.8

16.7 58.3 8.3 16.7 - 75.0 25.0

16.9 42.1 31.3 9.7

18.3 46.5 25.5 9.7 -

16.3 47.4 27.1 9.2 -

16.4 43.9 29.7 10.0 -

15.2 43.0 29.6 12.2 - 58.2 41.8

50.0 27.5 5.0 2.5

16.9 44.1 29.9 8.4 0.7

14.1 45.8 27.7 11.9 0.6

13.1 41.8 34.9 9.8 0.5

65.0 32.5

402

428

306

361

1,075

354

1,134

40

54.9 44.7

59.9 39.6

61.0 38.3

60.3 39.7

63.7 36.3

64.8 35.2

15.0



Ⅱ 調査結果の分析（１．久留米市の住みやすさや愛着度について） 

25 

（エ）人権が尊重されているまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 349 1,758 879 233 26 2,107 1,112
100.0 10.8 54.2 27.1 7.2 0.8 65.0 34.3

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

全体

186

220

257

450

220

275

525

474

12

195

135

296

32.257.3 23.69.5

12.4

49.5 29.611.3

25.5 3.6 1.1 69.9

34.17.3 0.9 65.0

8.6 0.9 66.8

38.2

10.9

55.0 26.8

8.6 1.1 60.8

29.1

10.0

57.5

54.5 23.0

32.0

13.6

56.4 26.2 5.8 0.7 67.3

31.28.2 0.8 68.1

9.7

55.9 23.612.0

7.8

53.3 28.2

32.08.4 - 67.9

35.87.6 1.1 63.0

9.2

43.0 35.6

37.2

11.1

54.1 31.8 5.4 1.0 61.9

44.58.9 1.5 54.1

39.5

25.0

50.8 31.3 8.2 0.5 60.0

33.341.7 25.0 8.3 - 66.7

（エ）人権が尊重されているまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 349 1,758 879 233 26 2,107 1,112
100.0 10.8 54.2 27.1 7.2 0.8 65.0 34.3

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

1,427

1,809

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答 6

3

35.8

13.2

54.6 29.2 6.6 0.9 63.38.7

32.4

33.3

53.7 24.6 7.8 0.6 66.9

-66.7 - - 16.7 83.4

66.7

16.7

- - 66.7 - 33.3

51 2.0 - 80.3 19.6

274

17.6 62.7 17.6

67.8 32.1

274

14.2 53.6 24.8 7.3 -

290

32.1 10.2 0.4 57.3 42.34.0 53.3

6.6 0.3 62.5 37.36.6 55.9 30.7

59.9 39.8

135

7.1 52.8 32.4 7.4 0.3339

138

31.1 7.4 0.7 60.8 38.55.2 55.6

0.7 0.7 65.2 34.06.5 58.7 33.3

68.2 29.7

160

10.1 58.1 24.3 5.4 2.0148

53

25.0 4.4 5.0 65.6 29.415.6 50.0

3.8 - 88.7 11.339.6 49.1 7.5

75.9 23.6

212

25.9 50.0 17.9 5.7 0.5212

245

24.1 12.7 0.9 62.2 36.87.5 54.7

6.5 0.8 66.6 32.68.6 58.0 26.1

65.1 34.0

117

13.1 52.0 26.6 7.4 0.9229

109

25.6 8.5 - 65.8 34.17.7 58.1

7.3 - 62.3 37.67.3 55.0 30.3

63.2 36.7

114

10.3 52.9 27.9 8.8 -136

1.8 63.2 35.113.2 50.0

22.2 11.1 66.6 22.222.2 44.4 -9

28.1 7.0

（エ）人権
じ ん け ん

が尊重
そんちょう

されているまち 

『思う』の割合は 65.0%、『思わない』の割合は 34.3%である。 

 

【経年比較】  

「そう思う」の割合は、10.8%と増加傾向にあり、令和 5 年度から 1.9 ポイント増加している。 

 

【性別】『思う』の割合は「男性」が 66.9%、「女性」が 63.3%となり、「男性」が「女性」よりも 3.6 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『思う』の割合は、「男性:15・16・17 歳」が 88.7％と最も高く、次いで「女性:15・16・17 歳」が 80.3％となっ

ている。一方で、「女性:30 歳代」は 57.3％と、最も低い割合となっている。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は、「北部 A」が 69.9%と最も高く、次いで「南東部」が 68.1%となっている。「そう思う」では、「南東

部」が 13.6%で最も高い結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.0 34.3

64.4 34.4

61.0 38.1

10.8 

8.9 

8.2 

54.2 

55.5 

52.8 

27.1 

27.2 

30.2 

7.2 

7.2 

7.9 

0.8 

1.2 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』

(％) (％) 
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（オ）安全
あ ん ぜ ん

で安心
あ ん し ん

して暮
く

らせるまち 

『思う』の割合は 68.3%、『思わない』の割合は 31.2%である。 

 

【経年比較】 

「そう思う」の割合は、令和５年度から 1.2 ポイント減少したが、『思う』の割合は 68.3%と、令和５年度調査から 0.4 ポイ

ント増加している。 

【性別】『思う』の割合は、「女性」が 70.3%、「男性」が 65.6%となり、「女性」が「男性」よりも 4.7 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『思う』の割合は、「女性:75 歳以上」が 86.3%で最も高く、次いで「女性:65～69 歳」が 81.8%となってい

る。一方で、「男性:30 歳代」が 54.7%と最も低く、次いで「女性:30 歳代」が 59.5%と低い。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は、すべての地域で６割を超えており、「中央東部」が 73.3%、「西部 B（三潴）」が 71.8%、「南

西部」が 70.6%と、７割を超えている。 

 

【同居家族別】『思う』の割合は「上記以外の 18 歳未満の子どもがいる」が 73.2%と最も高く、次いで「65 歳以上の人がいる」

が 72.5%である。 

 

  

68.3 31.2

67.9 31.2

71.9 27.8

14.4 

15.6 

14.5 

53.9 

52.3 

57.4 

24.4 

23.1 

21.9 

6.8 

8.1 

5.9 

0.5 

0.9 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』
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（オ）安全で安心して暮らせるまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 466 1,749 793 221 16 2,215 1,014
100.0 14.4 53.9 24.4 6.8 0.5 68.3 31.2

9 11.1 44.4 22.2 11.1 11.1 55.5 33.3

114 15.8 52.6 26.3 5.3 - 68.4 31.6

136 14.7 59.6 18.4 6.6 0.7 74.3 25.0

109 12.8 58.7 19.3 9.2 -

245

71.5 28.5

117 15.4 55.6 23.9 5.1 - 71.0 29.0

13.5 46.9 29.0 10.2 0.4 60.4 39.2

229 20.1 47.6 24.5 7.9 - 67.7 32.4

212 7.5 47.2 31.6 13.2 0.5 54.7 44.8

212 19.3 45.3 25.0 9.9 0.5 64.6 34.9

53 26.4 50.9 18.9 3.8 -

138

77.3 22.7

160 24.4 61.9 9.4 1.9 2.5 86.3 11.3

15.9 65.9 15.2 2.2 0.7 81.8 17.4

148 23.0 56.1 14.2 3.4 3.4 79.1 17.6

135 11.9 62.2 18.5 6.7 0.7 74.1 25.2

339 10.6 59.3 25.4 4.7 - 69.9 30.1

290 9.3 52.4 32.4 5.9 - 61.7 38.3

274 6.9 52.6 31.0 9.5 - 59.5 40.5

274 15.7 52.9 25.9 5.5 - 68.6 31.4

51 17.6 56.9 23.5 2.0 - 74.5 25.5

6 - 66.7 16.7 - 16.7 66.7 16.7

3 33.3 - 33.3 33.3 - 33.3 66.6

1,427 15.4 50.2 25.3 8.8 0.3 65.6 34.1

1,809 13.5 56.8 23.8 5.3 0.6 70.3 29.1

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

（オ）安全
あ ん ぜ ん

で安心
あ ん し ん

して暮
く

らせるまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(％) (％) 
（オ）安全で安心して暮らせるまち

回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 466 1,749 793 221 16 2,215 1,014
100.0 14.4 53.9 24.4 6.8 0.5 68.3 31.2

14.7 52.3 25.1 7.2 0.6 67.0 32.3

14.4 54.0 23.4 7.1 1.1 68.4 30.5

16.1 56.4 21.6 5.3 0.7 72.5 26.9

20.8 52.4 22.4 4.4 - 73.2 26.8

40

10.9 49.0 31.1 9.0 - 59.9 40.1

13.4 55.9 25.8 4.9 - 69.3 30.7

7.5 65.0 20.0 5.0 2.5 72.5 25.0

10.7 51.6 29.9 7.7 - 62.3 37.6

1,134

12 16.7 58.3 8.3 16.7 - 75.0 25.0

402

428

306

361

1,075

354

195 19.5 52.3 23.1 4.1 1.0 71.8 27.2

135 11.1 54.1 23.7 10.4 0.7 65.2 34.1

296 12.8 57.8 23.0 5.7 0.7

257

70.6 28.7

525 14.5 54.7 24.2 6.1 0.6 69.2 30.3

14.8 48.2 26.5 10.1 0.4 63.0 36.6

474 14.3 49.2 29.5 7.0 - 63.5 36.5

450 15.1 58.2 20.4 5.6 0.7 73.3 26.0

220 12.7 55.0 22.7 8.6 0.9 67.7 31.3

275 15.6 53.1 26.2 4.7 0.4 68.7 30.9

186 11.3 55.4 25.8 7.5 - 66.7 33.3

220 14.1 54.5 22.7 8.2 0.5 68.6 30.9

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる
６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

全体
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（カ）心
こころ

豊か
ゆ た   

に暮
く

らせるまち 

『思う』の割合は 72.2%、『思わない』の割合は 27.2%である。 

 

【経年比較】 

「そう思う」は 17.4%、「どちらかといえばそう思う」は 54.8%となり、『思う』の割合は 72.2%と令和 5 年度調査から 1.3 ポイ

ント増加している。 

【性別】「そう思う」では、「男性」が 18.4%、「女性」が 16.6%で、「男性」が「女性」よりも 1.8 ポイント高い。一方で、「どちらかと

いえばそう思う」の割合は、「女性」が 55.8%、「男性」が 53.5%となり、「女性」が「男性」よりも 2.3 ポイント高い結果となっ

ている。 

 

【性年齢別】男女ともに若い年齢層で『思う』の割合が高い傾向にある。「男性:15・16・17 歳」が 90.5%と最も高く、次いで、

『男性:18～29 歳』が 78.8%、『女性:15・16・17 歳』が 78.4%となっている。一方で「女性:60～64 歳」の

64.5%が最も低く、次いで「男性:75 歳以上」の 64.9%が２番目に低い。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は、ほとんどの地域で７割を超えており、「東部 A」は 78.2%と最も高い。一方で、「西部 A（城

島）」は 55.5%と最も低く、次いで「東部 B（田主丸）」61.8%となっている。 

 

【同居家族別】『思う』の割合は、「中学生がいる」が 77.8％、「上記以外の 18 歳未満の子どもがいる」が 77.5％、「小学生が

いる」が 77.4％で７割を超えている。一方で、「障害者手帳を持っている人がいる」は 69.2%と最も低い。 

 

  

72.2 27.2

70.9 28.0

68.1 31.4

17.4 

16.4 

13.5 

54.8 

54.5 

54.6 

21.9 

22.9 

25.8 

5.3 

5.1 

5.6 

0.6 

1.2 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』
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（カ）心豊かに暮らせるまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 565 1,778 710 173 19 2,343 883
100.0 17.4 54.8 21.9 5.3 0.6 72.2 27.2

9 22.2 55.6 - 11.1 11.1 77.8 11.1

114 12.3 52.6 25.4 7.9 1.8 64.9 33.3

136 16.9 49.3 23.5 10.3 - 66.2 33.8

109

245

11.9 60.6 20.2 7.3 - 72.5 27.5

117 12.0 56.4 28.2 3.4 - 68.4 31.6

17.6

229 20.1 49.8 24.5 5.7 - 69.9 30.2

51.4 25.3 5.3 0.4 69.0 30.6

212 15.1 60.4 17.5 6.6 0.5 75.5 24.1

212 27.4 51.4 16.5 3.8 0.9 78.8 20.3

53

138

37.7 52.8 7.5 1.9 - 90.5 9.4

160 20.0 51.3 22.5 2.5 3.8 71.3 25.0

16.7

148 14.2 54.7 23.6 5.4 2.0 68.9 29.0

53.6 26.8 2.2 0.7 70.3 29.0

135 8.9 55.6 27.4 7.4 0.7 64.5 34.8

339 14.7 56.3 24.5 4.4 - 71.0 28.9

290 13.4 59.7 22.1 4.8 - 73.1 26.9

274 12.0 62.8 17.2 8.0 - 74.8 25.2

274 26.3 50.7 19.3 3.3 0.4 77.0 22.6

43.1 15.7 5.9 - 78.4 21.651 35.3

6 33.3 50.0 - - 16.7 83.3 -

3 - 66.7 - 33.3 - 66.7 33.3

1,427 18.4 53.5 21.7 5.9 0.4 71.9 27.6

55.8 22.1 4.9 0.7 72.4 27.01,809 16.6

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

（カ）心
こころ

豊か
ゆ た   

に暮
く

らせるまち 

 

 

 

 

 

  

（カ）心豊かに暮らせるまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 565 1,778 710 173 19 2,343 883
100.0 17.4 54.8 21.9 5.3 0.6 72.2 27.2

12.5 55.0 27.5 2.5 2.5 67.5 30.0

17.3 53.4 22.8 5.6 0.9 70.7 28.4

15.5 53.7 21.5 7.6 1.7 69.2 29.1

77.8 22.2

16.8 53.7 23.5 5.4 0.6 70.5 28.9

27.1 50.4 18.6 3.9 - 77.5 22.5

40

16.7

19.6

17.8

1,134

57.5 19.7 6.2 - 74.2 25.9

59.6 17.3 5.4 - 77.4 22.7

12 16.7

402

428

306

361

1,075

354

58.2 19.3 2.9 -

50.0 25.0 8.3 - 66.7 33.3

195 18.5 55.9 22.6 2.6 0.5 74.4 25.2

135 8.1 47.4 32.6 10.4 1.5 55.5 43.0

296

257

15.9 54.1 26.0 3.4 0.7 70.0 29.4

525 18.5 54.3 22.1 4.8 0.4 72.8 26.9

16.0

474 18.8 55.7 19.4 5.9 0.2 74.5 25.3

53.7 21.8 7.8 0.8 69.7 29.6

450 17.6 58.2 19.8 3.8 0.7 75.8 23.6

220 16.4 54.1 19.5 8.6 1.4 70.5 28.1

275 21.5 55.3 19.6 3.3 0.4 76.8 22.9

186 16.1 45.7 30.6 7.0 0.5 61.8 37.6

220 17.3 60.9 15.9 5.5 0.5 78.2 21.4

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる
６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

全体

(％) (％) 
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（キ）子
こ

育て
そ だ   

しやすいまち 

『思う』の割合は 72.0%、『思わない』の割合は 26.5%である。 

 

【経年比較】 

『思う』の 72.0%は、過去３か年の調査で最も低く、『思わない』の 26.5%は、最も高い。 

 

【性別】『思う』の割合は、「女性」が 72.1%、「男性」が 72.0%と大差ない。『思わない』の割合は、「男性」が 26.9%、「女性」

が 26.3%と、「男性」が 0.6 ポイント高くなっている。 

 

【年齢別】『思う』の割合は、「15・16・17 歳」が 82.7%と８割を超えており、最も高い。一方で、「40 歳代」は 69.8%、「30

歳代」は 63.5%と、低くなっている。 

 

【性年齢別】『思う』の割合は、男女ともに「15・16・17 歳」が最も高く、「30 歳代」が最も低い。一方で、「女性:75 歳以上」は

79.4%と女性で２番目に高いが、「男性:75 歳以上」は 69.3%と、男性で２番目に低い割合となっている。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は、「北部 A」が 76.4%で最も高く、「西部 A（城島）」が 56.3%で最も低い。「そう思う」の割合

は、「西部 B（三潴）」が 20.0%と最も高く、「どちらかといえばそう思う」の割合は「南東部」が 61.1%と、最も高い結果とな

っている。 

 

【同居家族別】『思う』の割合は「上記以外の 18 歳未満の子どもがいる」が 79.8%で最も高い。一方で、「就学前の子どもがい

る」が 65.4%と最も低く、次いで、「小学生がいる」が 66.6%と次に低い。 

  

72.0 26.5

72.2 26.1

72.5 26.0

15.1 

15.0 

14.6 

56.9 

57.2 

57.9 

19.6 

19.3 

19.5 

6.9 

6.8 

6.5 

1.4 

1.7 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』
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（キ）子育てしやすいまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 491 1,848 636 224 46 2,339 860
100.0 15.1 56.9 19.6 6.9 1.4 72.0 26.5

9 11.122.2 44.4 11.1

69.3 27.2

11.1 66.6 22.2

114 14.0 55.3 21.1 6.1 3.5

55.9 16.9 7.4 2.2 73.5 24.3136 17.6

109 19.3

245

15.6 64.2 14.7 4.6 0.9 79.8

17.1 6.8 0.9 75.2 23.9

27.1

117 13.7 61.5

229 17.0 54.6 21.0 6.1 1.3 71.6

11.415.1 55.5 17.6

64.6 34.9

0.4 70.6 29.0

212 9.4 55.2 24.1 10.8 0.5

50.9 19.3 6.6 0.9 73.1 25.9212 22.2

53 15.1

138

18.9 66.0 11.3 3.8 - 84.9

11.3 2.5 6.9 79.4 13.8

19.0

160 22.5 56.9

148 16.2 60.8 14.9 4.1 4.1 77.0

2.915.2 58.7 21.0

72.6 25.2

2.2 73.9 23.9

135 8.9 63.7 21.5 3.7 2.2

59.9 21.5 4.1 0.9 73.5 25.6339 13.6

290 29.712.8 56.6 22.8 6.9 1.0 69.4

24.1 13.5 - 62.4 37.6274 12.0 50.4

274 16.8 56.9 19.7 6.6 - 73.7 26.3

7.8 - 80.4 19.615.7 64.7 11.851

- - - - - - -

104

487

487

536

569

252

247

284

279

-

16.9 58.5 15.8 5.6 3.2 75.4 21.4

19.0 56.6 15.1 3.9 5.4 75.6 19.0

11.1 62.7 19.4 5.2 1.6 73.8 24.6

15.4 61.1 18.2 3.6 1.6 76.5 21.8

13.8 56.0 20.5 9.0 0.7 69.8 29.5

14.9 57.6 21.3 5.1 1.1 72.5 26.4

19.1 54.2 19.5 6.6 0.6 73.3 26.1

11.1 52.4 24.0 12.3 0.2 63.5 36.3

-- - 16.7 83.4

17.3 65.4 11.5 5.8 - 82.7 17.3

6 16.7 66.7

33.3 33.3 - 33.3 66.63 33.3 -

1,427 15.8 56.2 19.1 7.8 1.1 72.0 26.9

6.2 1.6 72.1 26.314.5 57.6 20.11,809

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

（キ）子
こ

育
そ だ

てしやすいまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(％) (％) 
（キ）子育てしやすいまち

回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 491 1,848 636 224 46 2,339 860
100.0 15.1 56.9 19.6 6.9 1.4 72.0 26.5

6.7

15.0 5.0 7.5 72.5 20.020.0 52.5

13.6 57.8 20.4

73.7 24.9

71.4 27.1

19.2 5.7

0.3 79.8 20.0

1.6

16.1 50.6 22.3 7.6 3.4 66.7 29.9

1.5

17.0 59.2 18.6

14.8 58.9

66.6 33.4

20.5 59.3 15.0 5.0

5.2 - 76.2 23.8

40

1,134

11.9 53.5 22.4 11.9 0.2 65.4 34.3

16.7 - 66.6 33.4

17.8 48.8 23.6 9.8

12

402

428

306

361

1,075

354

-

33.3 33.3 16.7

71.3 28.2195 20.0 51.3 21.0 7.2 0.5

48.9 29.6 11.9 2.2 56.3 41.5135 7.4

296 25.3

257

13.2 60.5 19.6 5.7 1.0 73.7

21.9 5.1 1.5 71.5 27.0

25.7

525 14.9 56.6

474 16.5 56.8 19.4 6.3 1.1 73.3

9.312.5 61.1 15.6

75.4 23.4

1.6 73.6 24.9

450 16.7 58.7 16.7 6.7 1.3

56.8 15.0 10.5 3.2 71.3 25.5220 14.5

275 22.217.1 59.3 17.5 4.7 1.5 76.4

25.8 8.6 1.6 63.9 34.4

25.5

186 13.4 50.5

220 14.5 59.1 20.0 5.5 0.9 73.6

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる
６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

全体
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（ク）地域
ち い き

で支えあい
さ さ       

や助け合い
た す   あ    

が充実
じゅうじつ

しているまち 

『思う』の割合は 61.3%、『思わない』の割合は 37.8%である。 

 

【経年比較】 

『思う』の割合は、過去３か年の調査で令和４年度の 62.0%に次いで高く、「そう思う」の割合は、最も高く 10.9％である。 

 

 

【性別】『思う』の割合は「女性」が 62.8%、「男性」が 59.4%となり、「女性」が「男性」よりも 3.4 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『思う』の割合は「男性:15・16・17 歳」が 77.3％と最も高く、次いで「女性:15・16・17 歳」が 72.6％となって

いる。一方で、「男性:30 歳代」は 49.5％と最も低く、「女性:30 歳代」は 54.4％と２番目に低い。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は「東部 B（田主丸）」が 70.4%と最も高く、唯一７割を超えている。次いで「西部 B（三潴）」が

69.7%、「北部 B（北野）」が 69.1%となっている。 

 

【同居家族別】『思う』の割合は、「上記以外の 18 歳未満の子どもがいる」が 69.3%と最も高く、次いで「中学生がいる」が

66.0%となっている。一方で、「就学前の子どもがいる」は 57.5%で最も低い。 

 

  

61.3 37.8

60.1 38.7

62.0 37.5

10.9 

9.2 

9.9 

50.4 

50.9 

52.1 

29.9 

31.3 

30.3 

7.9 

7.4 

7.2 

0.9 

1.2 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』
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（ク）地域で支えあいや助け合いが充実しているまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 354 1,634 971 257 29 1,988 1,228
100.0 10.9 50.4 29.9 7.9 0.9 61.3 37.8

9 44.4 44.4

11.0

11.1

9.6 50.9 30.7 7.9 0.9

22.2 22.2 22.2 22.2

60.5 38.6

7.4 2.2 58.1 39.8

114

33.9

136

109

47.1 32.4

10.1 56.0 27.5 6.4 - 66.1

245

8.5

11.8 51.5 29.3 6.6

8.5 53.0 29.9

0.9 63.3 35.9

117 - 61.5 38.4

55.5 44.1

229

20.3

0.4

4.2 45.3 38.2 11.8 0.5

10.2 45.3 33.1 11.0

49.5 50.0

12.3 0.5 60.9 38.7

212

22.7

212

53

40.6 26.4

35.8 41.5 20.8 1.9 - 77.3

138

6.9

11.5 54.7 26.4 4.1

15.0 47.5 25.0

3.4 66.2 30.5

160 5.6 62.5 31.9

67.4 30.4

148

8.3

2.2

6.7 50.4 36.3 5.2 1.5

8.0 59.4 27.5 2.9

57.1 41.5

6.2 - 62.9 37.2

135

34.8

339

290

54.6 31.0

7.9 57.2 27.9 6.9 - 65.1

11.3

14.6 51.1 26.3 8.0

8.0 46.4 34.3

- 65.7 34.3

274 - 54.4 45.6

72.6 27.5

274

15.7 56.9 21.6 5.9 -51

16.7 33.3 16.7 16.7 16.7 50.0 33.4

- 33.3 66.6

6

33.3 - 33.3 33.3

11.9 47.5 30.8 9.1 0.6 59.4 39.9

3

62.8 36.1

1,427

10.1 52.7 29.2 6.9 1.11,809

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

（ク）地域
ち い き

で支えあい
さ さ       

や助け合い
た す   あ    

が充実
じゅうじつ

しているまち 

 

 

  

(％) (％) 
（ク）地域で支えあいや助け合いが充実しているまち

回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 354 1,634 971 257 29 1,988 1,228
100.0 10.9 50.4 29.9 7.9 0.9 61.3 37.8

5.0 62.5 32.57.5 55.0 25.0 7.5

11.7 52.7 28.5 6.0

9.7 48.6 31.0 9.8 1.0 58.3 40.8

31.9 6.2 2.0 59.9 38.1

17.5

34.5

12.7 47.2

53.3 28.1 5.9

1.1 64.4

51.8 24.4 6.4 - 69.3 30.8

11.4 52.8 28.3 7.5 -

66.0 34.012.7

40

1,134

9.7 47.8

16.7 50.012 66.7 33.3

402

428

306

361

1,075

354

8.3 25.0

64.2 35.8

31.3 11.2 - 57.5 42.5

-

12.6

-

16.9 52.8 24.6 5.1 0.5 69.7 29.7

7.4 0.7 63.0 36.3

195

39.9

135

296

50.4 28.9

8.1 50.7 30.4 9.5 1.4 58.8

257

8.2

9.5 50.4 31.0 8.9

10.3 46.3 34.3

0.2 59.9 39.9

525 1.0 56.6 42.5

60.7 38.9

474

11.4

0.4

10.9 44.2 34.9 8.4 1.6

9.7 51.0 28.8 10.1

55.1 43.3

4.5 2.3 69.1 28.6

450

37.8

220

275

57.7 24.1

10.9 50.5 31.3 6.5 0.7 61.4

5.4

11.8 55.5 23.6 8.6

12.9 57.5 23.7

0.5 67.3 32.2

186 0.5 70.4 29.1

220

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる
６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

全体
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（ケ）働
はたら

きやすいまち 

『思う』の割合は 55.5%、『思わない』の割合は 43.4%である。 

 

【経年比較】 

『思う』の割合は、令和５年度調査より 0.5 ポイント減少しているが、「そう思う」は 9.6％となり、令和 5 年度調査より 0.6

ポイント増加している。 

【性別】「そう思う」の割合は、「男性」が 10.9%、「女性」が 8.6%で、「男性」が「女性」よりも 2.3 ポイント高い。「どちらかといえ

ばそう思う」の割合は「女性」が 47.4%、「男性」が 44.1%となり、「女性」が「男性」よりも 3.3 ポイント高い結果となってい

る。 

 

【性年齢別】『思う』の割合は、「男性:15・16・17 歳」の 71.7%と最も高く、唯一７割を超えている。次いで、「女性:15・

16・17 歳」が 64.7％、『男性:18～29 歳』が 62.2％、『女性:18～29 歳』が 60.2％となっている。一方で、「男性:

60～64 歳」は 47.0％と最も低く、唯一４割台にとどまっている。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は、「南東部」が 63.8%で最も高く、次いで「北部 A」が 59.7%となっている。「そう思う」の割合は、

「中央東部」が 11.8%、「中央南部」が 11.6%、「北部 A」と「南東部」がともに 11.3%と大差ない結果となっている。 

  

55.5 43.4

56.0 42.6

52.9 45.8

9.6 

9.0 

8.1 

45.9 

47.0 

44.8 

33.9 

33.4 

36.2 

9.5 

9.2 

9.6 

1.0 

1.3 

1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』
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（ケ）働きやすいまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 312 1,490 1,100 309 34 1,802 1,409
100.0 9.6 45.9 33.9 9.5 1.0 55.5 43.4

136 10.3 45.6 30.1 11.0 2.9 55.9 41.1

229 10.0 48.0 32.3 9.2 0.4 58.0 41.5

212 17.9 44.3 29.2 7.1 1.4 62.2 36.3

148 5.4 49.3 33.1 8.8 3.4 54.7 41.9

339 6.8 47.5 37.2 8.6 - 54.3 45.8

274 15.7 44.5 31.4 8.4 - 60.2 39.8

51 15.7 49.0 27.5 7.8 - 64.7 35.3

2.6 51.7 45.6

11.1 55.5 33.3

114 9.6 42.1 35.1 10.5

9 11.1 44.4 11.1 22.2

- 47.0 53.0

0.9 53.3 45.9

117 7.7 39.3 45.3 7.7

109 8.3 45.0 35.8 10.1

0.5 50.5 49.1

0.4 51.4 48.1

212 5.7 44.8 35.4 13.7

245 11.4 40.0 36.3 11.8

5.6 58.1 36.3

- 71.7 28.3

160 12.5 45.6 26.9 9.4

53 20.8 50.9 22.6 5.7

0.7 52.6 46.7

2.2 57.2 40.6

135 5.9 46.7 37.8 8.9

138 7.2 50.0 34.8 5.8

0.4 55.1 44.5

- 53.8 46.2

274 7.3 47.8 32.8 11.7

290 5.5 48.3 36.9 9.3

16.7 50.0 33.46 16.7 33.3 16.7 16.7

3 - 66.7 - 33.3 - 66.7 33.3

1,427 10.9 44.1 34.0 10.1 1.0 55.0 44.1

1.1 56.0 42.91,809 8.6 47.4 33.9 9.0

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

（ケ）働きやすいまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 312 1,490 1,100 309 34 1,802 1,409
100.0 9.6 45.9 33.9 9.5 1.0 55.5 43.4

135 3.7 37.0 40.7 17.8 0.7 40.7 58.5

474 8.2 46.6 36.3 8.4 0.4 54.8 44.7

220 9.1 45.0 35.0 8.2 2.7 54.1 43.2

220 8.2 49.5 31.8 10.0 0.5 57.7 41.8

0.5 55.9 43.6

- 66.7 33.3

195 8.7 47.2 36.9 6.7

12 16.7 50.0 - 33.3

0.8 55.6 43.6

1.0 55.7 43.2

525 11.6 44.0 33.1 10.5

296 8.1 47.6 32.4 10.8

1.8 54.7 43.6

0.8 63.8 35.4

450 11.8 42.9 35.6 8.0

257 11.3 52.5 26.1 9.3

1.6 50.0 48.3

1.1 59.7 39.2

186 7.0 43.0 39.2 9.1

275 11.3 48.4 30.5 8.7

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

全体

（ケ）働
はたら

きやすいまち 

  

(％) (％) 
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（コ）国際性
こ く さ い せ い

豊
ゆ た

かなまち 

『思う』の割合は 29.9%、『思わない』の割合は 69.3%である。 

 

【経年比較】 

『思う』の割合は、増加傾向にあり、過去３か年の調査で最も高い。令和４年度調査の 25.7%と比較すると 4.2 ポイント増

加している。 

【性別】「そう思う」の割合は、男女ともに 5.4%となっている。「どちらかといえばそう思う」の割合は「女性」が 25.1%、「男性」が

23.8%となり、「女性」が「男性」よりも 1.3 ポイント高い。 

 

【性年齢別】男女ともに若い年齢層で『思う』の割合が高い傾向にある。「男性:15・16・17 歳」が 43.4%と最も高く、次いで、

『女性:18～29 歳』の 41.3%である。一方で、「男性:60～64 歳」が 20.5%と最も低く、次いで、「男性:65～69 歳」

が 21.1%である。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は、「北部 B（北野）」が 38.6%で最も高く、次いで「南東部」が 34.6%、「中央東部」が 31.5%

となっている。「そう思う」の割合は、「北部 A」が 8.4%と最も高い。 

  

29.9 69.3

26.7 72.1

25.7 73.4

5.4 

4.2 

3.7 

24.5 

22.5 

22.0 

45.4 

48.5 

47.9 

23.9 

23.6 

25.5 

0.9 

1.3 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』
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（コ）国際性豊かなまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 174 796 1,472 774 29 970 2,246
100.0 5.4 24.5 45.4 23.9 0.9 29.9 69.3

135 3.7 19.3 37.8 37.8 1.5 23.0

- 58.4 41.7

474 6.1 24.9 47.0 21.7 0.2 31.0

220 7.7 30.9 39.1 19.5 2.7 38.6

220 3.6 20.5 49.1 26.4 0.5 24.1

49.2 24.6 0.5 25.7 73.8

16.7 25.0

2.6 23.1

16.7 41.7

195

12

75.6

1.7 30.8 67.6

28.0 71.5

41.6 26.0

5.5 22.5

3.4 27.4

525

296

46.9 24.6 0.6

68.7

0.8 34.6 64.6

31.5 67.8

42.0 22.6

5.1 26.4

5.4 29.2

450

257

48.9 18.9 0.7

58.6

0.7 30.9 68.3

23.1 75.2

46.5 21.8

4.8 18.3

8.4 22.5

186

275

43.5 31.7 1.6

75.5

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

全体

（コ）国際性豊かなまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 174 796 1,472 774 29 970 2,246
100.0 5.4 24.5 45.4 23.9 0.9 29.9 69.3

136 1.5 19.9 50.7 27.2 0.7 21.4

229 4.8 24.9 46.7 23.1 0.4 29.7

212 10.8 24.5 42.9 21.7 - 35.3

148 2.7 21.6 48.0 25.0 2.7 24.3

339 3.5 26.0 50.1 20.4 - 29.5

274 10.6 30.7 36.5 21.9 0.4 41.3

51 17.6 21.6 31.4 29.4 - 39.2

11.1 33.3 55.5

22.8 74.5

22.2 33.3

4.4 18.4

- 33.3

114

9

48.2 26.3 2.6

77.9

- 21.1 78.9

20.5 79.4

59.6 19.3

3.4 17.1

4.6 16.5

117

109

53.8 25.6 -

69.8

0.4 31.4 68.1

33.5 66.0

42.4 25.7

2.8 30.7

6.1 25.3

212

245

34.4 31.6 0.5

64.6

- 43.4 56.6

25.0 68.1

34.0 22.6

2.5 22.5

11.3 32.1

160

53

45.0 23.1 6.9

73.0

2.2 22.5 75.3

25.2 74.1

57.2 18.1

1.5 23.7

2.2 20.3

135

138

54.1 20.0 0.7

70.5

- 30.0 70.0

32.8 66.8

45.9 24.1

6.2 26.6

5.9 24.1

274

290

40.5 26.3 0.4

58.4

60.8

16.7 33.3 16.7 33.3 50.0- 33.36

66.63 - 33.3 33.3 33.3 - 33.3

0.5 29.2 70.41,427 5.4 23.8 45.2 25.2

45.6 22.8 1.2 30.5 68.45.4 25.11,809

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

（コ）国際性
こ く さ い せ い

豊
ゆ た

かなまち 

 

 

  

(％) (％) 
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（サ）にぎわいのあるまち 

『思う』の割合は 36.0%、『思わない』の割合は 63.2%である。 

 

【経年比較】 

『思う』の割合は、過去３か年の調査で比較すると、令和５年度調査に次いで２番目に高い。「そう思う」の割合は、令和５

年度調査の 7.2%よりも 0.7 ポイント増加して 7.9%となり、「どちらかといえばそう思う」の割合は 1.4 ポイント減少して

28.1%となっている。 

 

【性別】『思う』の割合は、男女ともに３割後半となっている。「男性」が 36.9%、「女性」が 35.4%と、「男性」が「女性」よりも

1.5 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『思う』の割合は、若い年齢層が高い傾向にあり、「男性:15・16・17 歳」が 64.1％と最も高く、次いで「女性:

15・16・17 歳」が 62.8％と、６割を超えている。また、『女性:18～29 歳』が 59.5％、『男性:18～29 歳』が 55.1%

と、５割後半となっている。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は、すべての地域で３割を超えている。「北部 A」は最も高く、42.1%と４割を超える結果となってい

る。 

 

 

 

  

36.0 63.2

36.7 62.2

31.8 67.7

7.9 

7.2 

5.3 

28.1 

29.5 

26.5 

43.0 

42.5 

45.1 

20.2 

19.7 

22.6 

0.7 

1.0 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』
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（サ）にぎわいのあるまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 257 913 1,394 657 24 1,170 2,051
100.0 7.9 28.1 43.0 20.2 0.7 36.0 63.2

136

229

212

148

339

274

51

- 44.4 11.1 44.4 44.422.2 22.2

25.5 72.04.4 21.1 47.4 24.6 2.6114

9

- 27.2 72.84.4 22.8 44.9 27.9

57.8 21.1 - 21.1 78.96.4 14.7

24.8 75.23.4 21.4 48.7 26.5 -117

109

0.4 34.1 65.56.6 27.5 45.4 20.1

42.0 19.6 0.4 37.9 61.67.3 30.6

40.5 58.59.4 31.1 36.8 21.7 0.9212

245

- 55.1 44.819.3 35.8 34.4 10.4

28.3 7.5 - 64.1 35.828.3 35.8

27.5 67.54.4 23.1 45.0 22.5 5.0160

53

2.0 29.1 68.93.4 25.7 44.6 24.3

50.0 21.7 2.2 26.1 71.75.1 21.0

20.0 79.23.0 17.0 60.7 18.5 0.7135

138

- 27.4 72.62.9 24.5 49.3 23.3

46.2 23.4 - 30.4 69.65.2 25.2

41.6 58.49.5 32.1 39.4 19.0 -274

290

0.4 59.5 40.114.2 45.3 28.1 12.0

21.6 15.7 - 62.8 37.321.6 41.2

33.3 50.0- 33.3 - 50.0 16.76

- 66.7 33.366.7 - - 33.33

42.6 20.0 0.5 36.9 62.69.2 27.71,427

35.4 63.76.9 28.5 43.4 20.3 0.91,809

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

（サ）にぎわいのあるまち
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 257 913 1,394 657 24 1,170 2,051
100.0 7.9 28.1 43.0 20.2 0.7 36.0 63.2

135

33.3 25.0 - 41.7 58.325.0

474

220

220

16.7

39.0 60.58.2 30.8 40.0 20.5 0.5195

12

1.5 32.5 65.94.4 28.1 40.7 25.2

39.9 25.7 1.0 33.5 65.66.1 27.4

31.4 67.87.2 24.2 45.5 22.3 0.8525

296

0.2 37.8 62.07.8 30.0 42.0 20.0

43.6 19.5 0.4 36.5 63.19.7 26.8

39.3 60.08.9 30.4 44.2 15.8 0.7450

257

2.3 36.4 61.47.3 29.1 45.0 16.4

40.7 16.7 0.4 42.1 57.410.5 31.6

31.8 67.28.1 23.7 42.5 24.7 1.1186

275

0.5 34.6 65.06.4 28.2 45.5 19.5

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

全体

（サ）にぎわいのあるまち 

 

  (％) (％) 
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（シ）県
け ん

南
なん

の中核
ちゅうかく

都市
と し

である 

『思う』の割合は 56.8%、『思わない』の割合は 42.3%である。 

 

【経年比較】 

『思う』の割合は、最も高い令和５年度調査の 59.0%と比較して 2.2 ポイント減少しているが、「そう思う」の割合は 18.6%

となり、令和５年度調査の 18.3%と比較して 0.3 ポイント増加している。 

 

【性別】『思う』の割合は、「男性」が 62.3%、「女性」が 52.7%となり、「男性」が「女性」よりも 9.6 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『思う』の割合は、男女の各年齢において「男性」が「女性」より高くなっている。「男性:40 歳代」の 64.5%と、「女

性:40 歳代」の 48.2%とを比較すると、「男性:40 歳代」が「女性:40 歳代」よりも 16.3 ポイント高く、各年齢において

最も差が大きい。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は、「北部 A」が 67.6%と最も高く、次いで「中央東部」が 63.4%となっている。「西部Ｂ（城

島）」、「東部Ｂ（田主丸）」は、『思う』より『思わない』の割合が高い。 

  

55.1 44.1

56.8 42.3

59.0 39.8

18.6 

18.3 

14.3 

38.2 

40.7 

40.8 

28.3 

27.3 

28.7 

14.0 

12.5 

15.4 

0.9 

1.2 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』
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（シ）県南の中核都市である
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 604 1,241 917 455 28 1,845 1,372
100.0 18.6 38.2 28.3 14.0 0.9 56.8 42.3

50.0 50.0

55.8 42.9

135

16.7 33.3 25.0 25.0 -

54.5 45.2

474

67.6 32.0

220

220

19.5 35.9 32.8195

12

25.2 30.4 1.5 43.0 55.6

10.3 1.5 55.4 43.1

12.6 30.4

15.9 1.4

18.3 38.9 29.3

16.9 38.9 27.0

525

296

30.6 12.4 0.2 56.8 43.0

13.0 0.6 57.2 42.3

18.4 38.4

11.3 0.4

21.6 41.8 24.2

25.3 29.2 33.9

450

257

25.0 19.1 2.7 53.2 44.1

11.8 0.7 63.4 36.0

15.5 37.7

8.7 0.4

11.8 35.5 32.3

21.1 46.5 23.3

186

275

28.2 15.5 0.5 55.9 43.7

18.8 1.6 47.3 51.1

17.3 38.6

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

全体

（シ）県南の中核都市である
回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 604 1,241 917 455 28 1,845 1,372
100.0 18.6 38.2 28.3 14.0 0.9 56.8 42.3

33.3 44.4

59.7 40.4

136

64.5 34.7

229

73.6 26.4

212

59.4 39.2

148

48.2 51.8
339

274
51

22.2 22.2
20.2 31.6 30.7

- 33.3 22.2
114

9

30.1 16.9 0.7 52.2 47.0

14.9 2.6 51.8 45.6

14.0 38.2

10.1 -

20.5 40.2 24.8

14.7 45.0 30.3

117

109

23.6 13.5 0.4 62.4 37.1
14.5 - 60.7 39.3

21.8 40.6

11.8 0.8

24.1 37.7 24.1

27.8 36.7 22.9

212

245

19.8 8.0 0.5 71.7 27.8
13.7 0.5 61.8 37.8

25.0 46.7

3.8 -

13.1 32.5 30.6

39.6 34.0 22.6

160

53

33.8 16.9 2.0 47.3 50.7
18.1 5.6 45.6 48.7

12.8 34.5

16.7 1.4

11.1 38.5 31.9

13.0 46.4 22.5

135

138

32.7 13.6 - 53.7 46.3

17.8 0.7 49.6 49.7

13.9 39.8
16.6 -

11.7 39.4 33.9

14.1 34.1 35.2

274

290

27.4 11.7 0.4 60.6 39.1

14.6 0.4 51.1 48.5

25.9 34.7
15.7 19.6 -

16.7 33.3 16.7 50.0- 16.7 33.3

64.7 35.329.4 35.3

6

- 33.3 - 66.7 33.3- 66.7
62.3 37.0

3
22.8 39.5 24.7 12.3 0.6

15.3 0.9 52.7 46.4

1,427

15.4 37.3 31.11,809

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

（シ）県
け ん

南
なん

の中核
ちゅうかく

都市
と し

である 

 

  (％) (％) 
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久留米市への定住意向
回
答
者
数

住
み
続
け
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

住
み
続
け
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

移
り
た
い

移
り
た
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
住
み
続
け
た
い
』

『
移
り
た
い
』

3,245 1,396 1,098 311 105 303 32 2,494 416
100.0 43.0 33.8 9.6 3.2 9.3 1.0 76.8 12.8

- - - - - - - - -

279 59.9 25.4 7.2 0.7 3.9 2.9 85.3 7.9

284 56.0 30.3 5.6 0.7 6.3 1.1 86.3 6.3

247 54.3 30.8 6.5 1.6 6.1 0.8 85.1 8.1

252 50.0 31.0 8.3 1.2 7.9 1.6 81.0 9.5

569 40.9 37.1 7.9 3.3 9.5 1.2 78.0 11.2

536 40.7 33.2 12.3 4.1 9.0 0.7 73.9 16.4

487 33.3 38.6 11.5 4.3 11.7 0.6 71.9 15.8

487 35.3 35.9 10.7 4.7 13.1 0.2 71.2 15.4

13.9

78.5 11.4

66.7 -

83.3 16.7

1.0

104 24.0 33.7 18.3 8.7 15.4 - 57.7 27.0

1.0

- 66.7 - - 33.3 -

-

75.51,809

1,427

3

6

41.8 33.7 11.0 2.9 9.6

50.0 33.3 - 16.7 -

44.6 33.9 7.8 3.6 9.0

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

（４）久留米市
く る め し

への定住
ていじゅう

意向
い こ う

 

久留米市に「住み続けたい」の 43.0%と、「どちらかといえば住み続けたい」の 33.8%をあわせた『住み続けたい』の割合は、

76.8%である。一方で、久留米市から「移りたい」の 3.2%と、「どちらかといえば移りたい」の 9.6%をあわせた『移りたい』の割合

は、12.8%である。 

 

【経年比較】 

『住み続けたい』の割合は、76.8%と、令和 5 年度調査より１ポイント増加。『移りたい』の割合も令和 5 年度調査より 0.7

ポイント増加している。 

 

【性別】『住み続けたい』の割合は、「男性」が 78.5%、「女性」が 75.5%となり、「男性」が「女性」よりも 3.0 ポイント高い。 

 

【年齢別】高い年齢層で『住み続けたい』の割合が高い傾向にあり、「70～74 歳」が 86.3%と最も高い。一方で、「15・16・17

歳」は 57.7%と最も低く、次いで低い割合である『18～29 歳』の 71.2%と比較すると 13.5 ポイント低い結果となっている。 

 

【ブロック別】『住み続けたい』の割合は、「東部 A」が 81.9%と最も高く、「住み続けたい」の割合においても 51.4%と最も高い

結果となっている。 

問
と い

４ あなたは、事情
じ じ ょ う

が許
ゆ る

せば今後
こ ん ご

も久留米市
く る め し

に住
す

み続
つ づ

けたいと思
お も

いますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

76.8 12.8

75.8 12.1

82.0 11.2

43.0 

43.4 

48.5 

33.8 

32.4 

33.5 

9.6 

8.9 

8.4 

3.2 

3.2 

2.8 

9.3 

8.6 

6.7 

1.0 

3.5 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

住み続けたい どちらかといえば住み続けたい どちらかといえば移りたい

移りたい わからない 無回答

『住み

続けたい』 『移りたい』

(％) (％) 
久留米市への定住意向

回
答
者
数

住
み
続
け
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

住
み
続
け
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

移
り
た
い

移
り
た
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
住
み
続
け
た
い
』

『
移
り
た
い
』

3,245 1,396 1,098 311 105 303 32 2,494 416
100.0 43.0 33.8 9.6 3.2 9.3 1.0 76.8 12.8

12 33.3 25.0 25.0 - 8.3 8.3 58.3 25.0

195 42.6 36.9 6.7 2.6 11.3 - 79.5 9.3

135 33.3 34.8 12.6 5.2 12.6 1.5 68.1 17.8

296 44.6 33.8 8.1 3.0 9.5 1.0 78.4 11.1

525 46.9 31.6 10.5 3.0 7.4 0.6 78.5 13.5

474 41.4 34.0 8.6 3.8 11.2 1.1 75.4 12.4

257 42.8 33.1 8.9 3.1 11.3 0.8 75.9 12.0

450 44.9 32.7 10.7 3.6 7.3 0.9 77.6 14.3

220 36.4 38.2 9.5 4.1 10.0 1.8 74.6 13.6

275 41.8 36.7 9.8 2.9 7.3 1.5 78.5 12.7

186 37.6 34.9 11.3 2.7 12.4 1.1 72.5 14.0

220 51.4 30.5 8.2 1.8 7.3 0.9 81.9 10.0

ブ
ロ
ッ
ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

全体
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２. ふだんの生活
せ い か つ

について 

（１）環境
かんきょう

に配慮
は い り ょ

した取
と

り組
く

みの状況
じょうきょう

 

環境に配慮した取り組みについて、「少し不便を感じることがあっても積極的に取り組んでいる」と「生活に不便のない範囲で取

り組んでいる」をあわせた『取り組んでいる』の割合は 83.2%。「取り組む必要性を感じない」と「必要性は感じるが、取り組んで

いない」をあわせた『取り組んでいない』の割合は、16.5%である。 

 

【経年比較】 

「少し不便を感じることがあっても積極的に取り組んでいる」の割合は、11.6%であり、最も高い令和５年度調査の 14.1%と

比較すると 2.5 ポイント減少した。一方で、「生活に不便のない範囲で取り組んでいる」の割合は 71.6%で、過去３か年の調

査で最も高い結果となっている。 

 

【性別】『取り組んでいる』の割合は、「女性」が 85.8%、「男性」が 80.1%と、「女性」が「男性」よりも 5.7 ポイント高い。「少し

不便を感じることがあっても積極的に取り組んでいる」の割合は、「男性」が 12.3%、「女性」が 11.1%と、「男性」が「女性」よ

り 1.2 ポイント高い。「生活に不便のない範囲で取り組んでいる」の割合は、「女性」が 74.7%、「男性」が 67.8%と、「女

性」が「男性」よりも 6.9 ポイント高い結果となっている。 

 

【性年齢別】『取り組んでいる』の割合は、「女性:65～69 歳」の 92.7%が最も高く、次いで、「女性:40 歳代」が 90.7%で

ある。一方で、『取り組んでいない』は、「男性:15・16・17 歳」の 28.3%が最も高い。 

 

【ブロック別】『取り組んでいる』の割合はすべての地域で８割を超えており、「中央部」が 86.5%と最も高い。「少し不便を感じる

ことがあっても積極的に取り組んでいる」の割合は、「南東部」が 14.4%で最も高く、次いで「北部 B（北野）」が 14.1%、

「西部 A（城島）」が 13.3%、「中央部」が 13.1%である。 

 

  

問
と い

５ あなたは、ふだんの生活
せ いか つ

の中
なか

で、環境
かんきょう

に配慮
は い り ょ

した取
と

り組
く

みをしていますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

83.2 16.5

82.2 16.4

83.8 15.4

11.6 

14.1 

13.7 

71.6 

68.1 

70.1 

14.0 

14.6 

12.9 

2.5 

1.8 

2.5 

0.3 

1.4 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

少し不便を感じることが

あっても積極的に

取り組んでいる

生活に不便のない

範囲で取り組んでいる

必要性は感じるが、

取り組んでいない

取り組む必要性を

感じない

無回答

『取り組ん

でいる』

『取り組ん

でいない』
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環境に配慮した取り組みの状況
回
答
者
数

少
し
不
便
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

生
活
に
不
便
の
な
い
範
囲
で

取
り
組
ん
で
い
る

必
要
性
は
感
じ
る
が
、

取
り
組
ん
で
い
な
い

取
り
組
む
必
要
性
を
感
じ
な
い

無
回
答

『
取
り
組
ん
で
い
る
』

『
取
り
組
ん
で
い
な
い
』

3,245 376 2,324 453 82 10 2,700 535
100.0 11.6 71.6 14.0 2.5 0.3 83.2 16.5

- 66.6 33.312 8.3 58.3 25.0 8.3

0.7 85.2 14.1

195 8.7 76.4 12.3 2.6 - 85.1 14.9

135 13.3 71.9 12.6 1.5

0.8 82.3 16.9

296 12.2 71.3 12.5 3.7 0.3 83.5 16.2

525 10.5 71.8 13.7 3.2

0.4 81.7 17.9

474 13.1 73.4 11.6 1.9 - 86.5 13.5

257 14.4 67.3 15.2 2.7

0.5 80.5 19.1

450 11.8 71.8 13.6 2.4 0.4 83.6 16.0

220 14.1 66.4 16.4 2.7

- 80.6 19.3

275 10.2 72.4 16.0 1.5 - 82.6 17.5

186 9.1 71.5 17.7 1.6

11.1 77.8 11.1

220 9.5 73.2 14.5 2.7 - 82.7 17.2

9 11.1 66.7 11.1 -

- 82.4 17.7

114 19.3 63.2 14.0 3.5 - 82.5 17.5

136 20.6 61.8 14.0 3.7

- 82.0 18.0

109 12.8 67.0 14.7 5.5 - 79.8 20.2

117 17.9 64.1 15.4 2.6

- 81.2 18.8

229 12.7 68.6 14.4 3.9 0.4 81.3 18.3

245 9.4 71.8 14.3 4.5

- 77.4 22.6

212 6.6 71.7 17.0 4.7 - 78.3 21.7

212 9.9 67.5 19.3 3.3

3.1 81.9 15.0

53 5.7 66.0 22.6 5.7 - 71.7 28.3

160 15.0 66.9 11.9 3.1

- 92.7 7.2

148 9.5 71.6 14.9 2.7 1.4 81.1 17.6

138 15.2 77.5 7.2 -

0.3 87.6 12.1

135 10.4 79.3 8.9 1.5 - 89.7 10.4

339 13.6 74.0 10.6 1.5

- 84.0 16.1

290 11.7 79.0 8.6 0.7 - 90.7 9.3

274 6.6 77.4 14.6 1.5

- 82.3 17.6

274 8.8 71.2 19.3 0.7 - 80.0 20.0

51 9.8 72.5 17.6 -

-

16.7 50.0 16.7 - 16.7 66.7 16.7

100.0 - - - 100.0

13.8

12.3 67.8 15.8 4.1 0.1 80.1 19.9

74.7 12.5 1.3 0.4 85.81,809 11.1

1,427

3

6

-

 西部B（三潴）

わからない・無回答

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

性
別
×
年
齢
別

中央南部

南西部

 西部A（城島）

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

（１）環境
かんきょう

に配慮
は い り ょ

した取
と

り組
く

みの状況
じょうきょう

 

 

  

(％) 
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（２）自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

の健康
け ん こ う

状況
じょうきょう

 

「健康である」の 25.5%と、「どちらかといえば健康である」の 55.1%をあわせた『健康である』の割合は、80.6%となっている。

一方で、「健康でない」の 3.8%と、「どちらかといえば健康でない」の 15.5%をあわせた『健康でない』の割合は、19.3%であ

る。 

 

【経年比較】 

「健康である」の割合は 25.5%となり、過去３か年の調査で最も高くなっている。令和５年度調査の 21.1%と比較すると

4.4 ポイント増加している。 

【性別】『健康である』の割合は、「女性」が 82.2%、「男性」が 78.6%となり、「女性」が「男性」よりも 3.6 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『健康である』の割合は、「女性:15・16・17 歳」の 92.1%が最も高く、次いで「男性:18～29 歳」が 87.2%、

「女性:40 歳代」と「女性:65～69 歳」が 86.2%となっている。一方で、「男性:75 歳以上」は、70.2%で最も低い割

合となっている。。 

 

【ブロック別】『健康である』の割合は、「中央部」が 85.4%で最も高い。「北部 B（北野）」は 77.7%、「西部 A（城島）」は

77.0%、「南東部」は 76.6%、「東部 A」76.3%と７割台となっており、その他の地域は８割台である。 

 

 

  

問
と い

６ あなたは、あなた自身
じ し ん

の健康
け ん こ う

についてどう感
か ん

じますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

80.6 19.3

78.9 20.0

79.3 20.3

25.5 

21.1 

22.4 

55.1 

57.8 

56.9 

15.5 

15.1 

15.7 

3.8 

4.9 

4.6 

0.1 

1.1 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

健康である どちらかといえば健康である どちらかといえば健康でない 健康でない 無回答

『健康で

ある』

『健康で

ない』
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（２）自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

の健康
け ん こ う

状況
じょうきょう

 

 

  

(％) 

自分自身の健康状況
回
答
者
数

健
康
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

健
康
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

健
康
で
な
い

健
康
で
な
い

無
回
答

『
健
康
で
あ
る
』

『
健
康
で
な
い
』

3,245 827 1,789 504 123 2 2,616 627
100.0 25.5 55.1 15.5 3.8 0.1 80.6 19.3

- 83.3 16.612 8.3 75.0 8.3 8.3

- 77.0 23.0

195 24.6 55.9 14.9 4.6 - 80.5 19.5

135 25.9 51.1 19.3 3.7

0.2 80.6 19.3

296 20.3 60.5 14.9 4.4 - 80.8 19.3

525 27.8 52.8 16.8 2.5

- 76.6 23.3

474 29.7 55.7 11.8 2.5 0.2 85.4 14.3

257 26.8 49.8 19.8 3.5

- 77.7 22.3

450 24.2 58.0 13.8 4.0 - 82.2 17.8

220 21.8 55.9 15.9 6.4

- 81.2 18.8

275 25.5 54.9 16.0 3.6 - 80.4 19.6

186 28.0 53.2 16.1 2.7

- 55.5 44.4

220 21.8 54.5 17.3 6.4 - 76.3 23.7

9 11.1 44.4 33.3 11.1

- 72.8 27.3

114 16.7 53.5 20.2 9.6 - 70.2 29.8

136 16.2 56.6 19.9 7.4

- 83.8 16.3

109 15.6 59.6 21.1 3.7 - 75.2 24.8

117 19.7 64.1 13.7 2.6

- 80.8 19.2

229 14.0 59.4 20.1 6.6 - 73.4 26.7

245 22.4 58.4 15.9 3.3

- 87.2 12.7

212 26.4 52.8 17.5 3.3 - 79.2 20.8

212 52.8 34.4 9.9 2.8

- 71.3 28.8

53 56.6 28.3 13.2 1.9 - 84.9 15.1

160 12.5 58.8 21.9 6.9

- 86.2 13.8

148 10.1 60.8 19.6 8.8 0.7 70.9 28.4

138 18.8 67.4 10.9 2.9

- 81.8 18.3

135 15.6 65.9 14.1 4.4 - 81.5 18.5

339 20.4 61.4 15.6 2.7

- 85.1 15.0

290 26.2 60.0 11.7 2.1 - 86.2 13.8

274 30.7 54.4 13.9 1.1

- 92.1 7.8

274 44.5 40.5 12.8 1.8 0.4 85.0 14.6

51 52.9 39.2 7.8 -

33.3

16.7 33.3 33.3 16.7 - 50.0 50.0

66.7 33.3 - - 66.7

17.7

25.6 53.0 16.7 4.6 - 78.6 21.3

56.8 14.5 3.2 0.1 82.21,809 25.4

1,427

3

6

-

性
別
×
年
齢
別

中央南部

南西部

 西部A（城島）

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

 西部B（三潴）

わからない・無回答

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:40歳代

女性:50歳代

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:30歳代

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

男性:65～69歳

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:60～64歳
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（３）運動
う ん ど う

・スポーツ活動
か つ ど う

の状況
じょうきょう

 

健康づくりのための運動を行う頻度について、「週に２日以上」の 36.8%と「週に１日程度」の 20.9%をあわせた『週に１日

以上』の割合は、57.7%となっている。一方で、「まったく行っていない」の割合は 24.1%である。 

 

【経年比較】 

「週に２日以上」と「週に１日程度」の割合は増加傾向にあり、『週に１日以上』の割合は令和５年度調査から 3.9 ポイント

増加した 57.7%である。 

 

【性別】『週に１日以上』の割合は、「男性」が 61.7%、「女性」が 54.4%となり、「男性」が「女性」よりも 7.3 ポイント高い。一

方で、「まったく行っていない」の割合は、「女性」が 27.6%、「男性」が 19.6%となり、「女性」が「男性」よりも 8.0 ポイント高

い結果となっている。 

 

【年齢別】『週に１日以上』の割合は、「15・16・17 歳」の 79.8％が最も高く、次いで「75 歳以上」が 77.8％、「70～74 歳」

が 77.1%となっている。一方で、「30 歳代」が 46.4％で最も低く、「40 歳代」は 48.4%で２番目に低い。 

 

【ブロック別】『週に１日以上』の割合は、「北部 A」が 63.6%と最も高く、次いで「中央東部」が 62.2%となっている。一方で、

「西部 A（城島）」は 50.4%と、最も低い。「まったく行っていない」の割合は、「西部 B（三潴）」が 30.8%と最も高く、次

いで「北部 B（北野）」が 30.0%となっている。 

 

【同居家族別】『週に１日以上』の割合は、「上記にあてはまる人はいない」が 61.3%で最も高い。「月に１～３日程度」の割合

は「小学生がいる」が 16.1%で最も高く、「３か月に１～２日程度」の割合は「就学前の子どもがいる」が 9.0%で、最も高

い。 

 

  

問
と い

７ あなたは、どれくらいの頻度
ひ ん ど

で、健康
け ん こ う

づくりのために体
からだ

を動
う ご

かしたり、運動
う ん ど う

をしたりしていますか?（１日
に ち

３０分
ぷ ん

以上
い じ ょ う

）。 

（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

57.7

53.8

51.2

36.8 

34.3 

31.5 

20.9 

19.5 

19.7 

10.9 

11.5 

11.9 

4.4 

4.0 

4.5 

2.8 

3.1 

3.0 

24.1 

26.4 

28.7 

0.2 

1.2 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

週に２日以上 週に１日程度 月に１～３日程度
３か月に１～２日程度 年に１～３日程度 まったく行っていない
無回答

『週に

１日以上』
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（３）運動
う ん ど う

・スポーツ活動
か つ ど う

の状況
じょうきょう

 

 

  

(％) 
運動・スポーツ活動の状況

回
答
者
数

週
に
２
日
以
上

週
に
１
日
程
度

月
に
１
～
３
日
程
度

３
か
月
に
１
～
２
日
程
度

年
に
１
～
３
日
程
度

ま
っ
た
く
行
っ
て
い
な
い

無
回
答

『
週
に
１
日
以
上
』

3,245 1,193 677 355 143 91 781 5 1,870
100.0 36.8 20.9 10.9 4.4 2.8 24.1 0.2 57.7

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

1,809 33.7

1,427

3

6

20.7 9.9 4.7 3.3

33.3 - 33.3 - -

27.6 0.1 54.4

40.6 21.1 12.3 4.1 2.2 19.6 0.2 61.7

33.3 - 33.3

50.0 33.3 - - - 16.7 - 83.3

104 67.3 12.5 8.7 1.0 - 10.6 - 79.8

487 30.4 24.6 12.5 6.8 3.7 22.0 - 55.0

487 26.1 20.3 15.0 6.0 3.9 28.7 - 46.4

536 28.4 20.0 12.5 7.3 4.1 27.8 - 48.4

569 30.2 20.6 10.0 4.0 2.1 33.0 - 50.8

252 38.5 18.3 11.5 2.4 3.2 26.2 - 56.8

247 45.7 21.5 8.5 2.0 2.8 18.6 0.8 67.2

284 53.9 23.2 6.0 1.1 0.7 14.8 0.4 77.1

279 57.7 20.1 7.5 1.4 1.1 11.5 0.7 77.8

- - - - - - - - -

220 35.0 18.6 14.5 1.8 3.2 26.4 0.5 53.6

186 39.2 17.7 10.2 4.3 2.7 25.3 0.5 56.9

275 42.5 21.1 9.1 2.5 1.8 22.9 - 63.6

220 35.0 17.3 10.9 3.2 3.6 30.0 - 52.3

450 38.0 24.2 10.2 4.4 2.7 20.0 0.4 62.2

257 41.2 16.0 10.5 6.6 3.1 22.2 0.4 57.2

474 33.8 24.3 11.4 5.3 3.6 21.7 - 58.1

525 32.4 24.0 10.3 5.3 3.0 25.0 - 56.4

296 38.2 20.9 11.8 4.7 1.7 22.6 - 59.1

135 28.9 21.5 14.1 5.2 2.2 28.1 - 50.4

195 41.5 12.3 10.3 2.6 2.6 30.8 - 53.8

12 75.0 8.3 - 8.3 - 8.3 - 83.3

402 24.4 19.7 13.9 9.0 2.7 30.3 - 44.1

428 28.5 20.3 16.1 6.3 2.8 25.7 0.2 48.8

306 35.6 19.6 11.4 7.2 3.3 22.5 0.3 55.2

361 38.5 19.4 12.2 2.8 4.2 23.0 - 57.9

1,075 39.6 19.9 10.0 3.5 2.3 24.4 0.3 59.5

354 36.2 19.5 11.0 2.5 2.3 28.5 - 55.7

1,134 39.7 21.6 9.6 4.2 3.2 21.5 0.2 61.3

40 45.0 25.0 12.5 - - 17.5 - 70.0
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（４）自身
じ し ん

や周囲
し ゅ う い

の人
ひ と

のワークライフバランス 

ワークライフバランスについて「とれいている」の 12.9%と、「どちらかといえばとれている」の 51.5%をあわせた『とれている』の割合

は、64.4%である。一方で、「とれていない」の 9.2%と、「どちらかといえばとれていない」の 25.8%をあわせた『とれていない』の

割合は、35.0%である。 

 

【経年比較】 

『とれている』の割合は 64.4%となり、令和５年度調査の 58.9%と比較すると、5.5 ポイント増加している。令和５年度調

査と比較すると、「とれている」は 2.2 ポイント増加した 12.9%、「どちらかといえばとれている」は、3.3 ポイント増加した 51.5%

である。 

【性別】「とれている」の割合は「男性」が 14.0%、「女性」が 12.0%で、「男性」が「女性」より 2.0 ポイント高い。一方で、「どちら

かといえばとれている」の割合は「女性」が 52.6%、「男性」が 50.1%で、「女性」が「男性」より 2.5 ポイント高い。 

 

【年齢別】『とれている』の割合は「15・16・17 歳」が 73.0％で最も高く、次いで『18～29 歳』が 72.7%と、7 割を超えている。

一方で、「30 歳代」は 59.5％と、最も低い結果となっている。 

 

【同居家族別】『とれている』の割合は、「上記にあてはまる人はいない」が 68.3%で最も高い。一方で、「就学前の子どもがいる」

が 57.0%と最も低くなっている。 

 

  

問
と い

８ あなたやあなたの周囲
し ゅ う い

の人
ひ と

は、仕事
し ご と

と生活
せ いか つ

（子
こ

育
そ だ

てや地域
ち い き

活動
か つ ど う

、趣味
し ゅ み

の時間
じ か ん

など）が両立
りょうりつ

できるワークライフバラ 

ンスがとれていますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

64.4 35.0

58.9 39.3

12.9 

10.7 

51.5 

48.2 

25.8 

28.2 

9.2 

11.1 

0.6 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

とれている どちらかといえばとれている どちらかといえばとれていない とれていない 無回答

『とれて

いる』

『とれて

いない』

(％) (％) 
自身や周囲の人のワークライフバランス

回
答
者
数

と
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

と
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

と
れ
て
い
な
い

と
れ
て
い
な
い

無
回
答

『
と
れ
て
い
る
』

『
と
れ
て
い
な
い
』

3,245 418 1,671 836 300 20 2,089 1,136
100.0 12.9 51.5 25.8 9.2 0.6 64.4 35.0

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

1,809 12.0

1,427

3

6

52.6 26.3 8.4 0.7

- 66.7 - 33.3 -

64.6 34.7

14.0 50.1 25.1 10.3 0.5 64.1 35.4

66.7 33.3

16.7 33.3 33.3 - 16.7 50.0 33.3

104 24.0 49.0 18.3 7.7 1.0 73.0 26.0

487 19.7 53.0 19.7 7.0 0.6 72.7 26.7

487 12.5 47.0 30.8 9.7 - 59.5 40.5

536 11.8 49.3 27.8 11.2 - 61.1 39.0

569 11.1 50.8 28.5 9.7 - 61.9 38.2

252 4.4 60.7 25.0 9.5 0.4 65.1 34.5

247 12.1 54.7 25.5 7.3 0.4 66.8 32.8

284 10.6 53.2 24.6 9.2 2.5 63.8 33.8

279 14.0 50.5 22.9 10.0 2.5 64.5 32.9

- - - - - - - -

自身や周囲の人のワークライフバランス
回
答
者
数

と
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

と
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

と
れ
て
い
な
い

と
れ
て
い
な
い

無
回
答

『
と
れ
て
い
る
』

『
と
れ
て
い
な
い
』

3,245 418 1,671 836 300 20 2,089 1,136
100.0 12.9 51.5 25.8 9.2 0.6 64.4 35.0

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる

全体

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

402 12.7 44.3 31.6 11.2 0.2 57.0 42.8

428 13.3 47.2 30.4 8.9 0.2 60.5 39.3

306 16.3 49.0 26.8 7.5 0.3 65.3 34.3

361 17.5 50.7 26.0 5.8 - 68.2 31.8

1,075 11.0 51.7 27.2 9.3 0.8 62.7 36.5

354 7.6 47.5 30.5 13.6 0.8 55.1 44.1

1,134 14.5 53.8 22.0 9.3 0.5 68.3 31.3

40 15.0 52.5 17.5 7.5 7.5 67.5 25.0
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（５）公共
こうきょう

交通
こ う つ う

機関
き か ん

の利用
り よ う

頻度
ひ ん ど

 

公共交通機関の利用頻度について、「ほぼ毎日利用」の割合は「（ア）鉄道」の 8.0%が最も高く、次いで「（イ）路線バ

ス」が 3.3%、「（ウ）タクシー」と「（エ）コミュニティバス」はともに 0.1%となっている。「週に数回程度利用」の割合は、

「（イ）路線バス」が 4.2%、「（ア）鉄道」が 4.1%と大差ない結果となっている。 

 

 

 

 

※コミュニティバスとは 

北野地域及び城島地域を走る、どなたでも利用できるバスです。 

生活支援交通「よりみちバス」の詳しい概要はこちら 
 

 

 

 

 

  

8.0 

3.3 

0.1 

0.1 

4.1 

4.2 

1.0 

0.1 

17.6 

13.6 

6.0 

0.2 

44.5 

36.8 

33.8 

1.0 

25.1 

41.3 

58.2 

97.6 

0.6 

0.8 

0.7 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

(ア)鉄道

(イ)路線バス

(ウ)タクシー

(エ)コミュニティバス

ほぼ毎日利用 週に数回程度利用 月に数回程度利用

年に数回程度利用 全く利用しない 無回答

全体数 n=3,245

問
と い

９ あなたは、ふだんの生活
せ いか つ

の中
なか

で、次
つ ぎ

の（ア）～（エ）の公共
こうきょう

交通
こ う つ う

機関
き か ん

などをどのくらいの頻度
ひ ん ど

で利用
り よ う

していますか?

（あてはまる番号
ば ん ご う

それぞれ１つずつ） 
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（６）生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

活動
か つ ど う

の状況
じょうきょう

 

生涯学習について「行っている」の割合は 22.5%、「行っていない」の割合は 77.3%である。 

 

【経年比較】 

「行っている」の割合は、過去３か年の調査で最も低く 22.5％で、最も高い令和５年度調査の 28.0%と比較すると、5.5

ポイント減少している。 

 

【性別】「行っている」の割合は、「男性」が 24.2%、「女性」が 21.2%となり、「男性」が「女性」よりも 3.0 ポイント高い。 

 

【性年齢別】「行っている」の割合は、「男性:15・16・17 歳」が 37.7％と最も高く、次いで、「女性:70～74 歳」が 33.1％。

一方、「女性:30 歳代」が 10.2%と、最も低い。 

 

【ブロック別】「行っている」の割合は、「北部 A」が 26.5%と最も高く、次いで「中央部」が 24.1%となっている。一方で、「東部 B

（田主丸）」は 19.4%、「北部 B（北野）」は 18.6%、「南西部」は 18.2%と、１割台にとどまっている。 

 

  

問
と い

10 あなたは、ふだんの生活
せ いか つ

の中
なか

で、生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

活動
か つ ど う

を行
おこな

っていますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

22.5 

28.0 

26.5 

77.3 

70.1 

72.9 

0.2 

1.9 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

行っている 行っていない 無回答
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生涯学習活動の状況
回
答
者
数

行
っ
て
い
る

行
っ
て
い
な
い

無
回
答

3,245 729 2,508 8
100.0 22.5 77.3 0.2

 西部B（三潴）

わからない・無回答

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

性
別
×
年
齢
別

中央南部

南西部

 西部A（城島）

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

1,809 21.2 78.6 0.2

24.2 75.5 0.3

- 100.0 -

16.7 83.3 -

1,427

3

6

51 31.4 68.6 -

274 16.1 83.6 0.4

274 10.2 89.8 -

290 16.9 82.8 0.3

339 22.4 77.6 -

135 19.3 80.7 -

138 31.2 68.8 -

148 33.1 66.2 0.7

160 32.5 66.9 0.6

53 37.7 62.3 -

212 25.5 74.5 -

212 20.8 79.2 -

245 24.9 75.1 -

229 18.8 81.2 -

117 20.5 79.5 -

109 30.3 68.8 0.9

136 27.2 72.1 0.7

114 25.4 72.8 1.8

9 11.1 88.9 -

220 22.3 77.3 0.5

186 19.4 80.6 -

275 26.5 73.5 -

220 18.6 80.9 0.5

450 23.1 76.9 -

257 21.0 79.0 -

474 24.1 75.7 0.2

525 23.6 75.6 0.8

296 18.2 81.4 0.3

135 21.5 78.5 -

195 23.1 76.9 -

12 50.0 50.0 -

（６）生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

活動
か つ ど う

の状況
じょうきょう

 

 

  

(％) 
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（７）市民
し み ん

活動
か つ ど う

の参加
さ ん か

意向
い こ う

 

市民活動の参加意向について、「そう思う」の 7.8%と「どちらかといえばそう思う」の 34.3%をあわせた『思う』は、42.1%。「そ

う思わない」の 23.6%と「どちらかといえばそう思わない」の 34.1%をあわせた『思わない』は、57.7%である。 

 

【経年比較】 

「そう思う」の 7.8%と「どちらかといえばそう思う」の 34.3%は、過去３か年の調査で最も低い割合となっている。『思う』の割合

は、令和５年度調査から 10.1 ポイント減少し、42.1%である。 

【性別】『思う』の割合は、「男性」が 43.1%、「女性」が 41.2%となり、「男性」が「女性」よりも 1.9 ポイント高い。「そう思う」の割

合は「男性」が 9.2%、「女性」が 6.7%で、「男性」が「女性」よりも 2.5 ポイント高い結果となっている。 

 

【性年齢別】『思う』の割合は、「男性:65～69 歳」が 58.7%と最も高く、次いで「女性:75 歳以上」が 54.4%と高い。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は「西部 A（城島）」が 52.6%と最も高く、次いで「東部 B（田主丸）」が 50.5%と５割を超えて

いる。一方で、「中央南部」は 38.9%、「北部 A」は 38.6%、「中央部」は 36.1%で、３割台にとどまっている。 

 

【同居家族別】『思う』の割合は、「65 歳以上の人がいる」が 49.7%と最も高く、次いで「上記以外の 18 歳未満の子どもがい

る」が 46.5%となっている。「そう思う」の割合は、「上記以外の 18 歳未満の子どもがいる」が 10.5%、「65 歳以上の人がい

る」が 10.1%となっている。 

 

  

問
と い

11 あなたは、地域
ち い き

をよりよくするために、校区
こ う く

コミュニティ活動
か つ ど う

や自治会
じ ち か い

活動
か つ ど う

、ボランティア活動
か つ ど う

などの市民
し み ん

活動
か つ ど う

に参加
さ ん か

 

したいと思
お も

いますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

42.1 57.7

52.2 45.9

50.9 48.4

7.8 

12.7 

11.3 

34.3 

39.5 

39.6 

34.1 

29.3 

30.8 

23.6 

16.6 

17.6 

0.3 

1.9 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』
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（７）市民
し み ん

活動
か つ ど う

の参加
さ ん か

意向
い こ う

 

 

  

(％) 
市民活動の参加意向

回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 253 1,112 1,105 766 9 1,365 1,871
100.0 7.8 34.3 34.1 23.6 0.3 42.1 57.7

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる

（　　）・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

性
別
×
年
齢
別

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

0.3 41.2 58.5

1,427

3

0.2 43.1 56.7

- 66.6 33.3

1,809 6.7 34.5 35.9 22.6

9.2 33.9 31.8 24.9

33.3 33.3 - 33.3

- 33.3 33.3 16.7 16.7 33.3 50.0

51 3.9 47.1 31.4 17.6 - 51.0 49.0

6

- 33.2 66.8

274 5.1 27.0 35.8 32.1 - 32.1 67.9

274 5.1 28.1 36.1 30.7

- 37.9 62.0

339 5.0 31.6 40.4 22.7 0.3 36.6 63.1

290 3.8 34.1 41.7 20.3

- 50.4 49.6

138 12.3 42.0 29.0 15.9 0.7 54.3 44.9

135 6.7 43.7 32.6 17.0

0.7 52.1 47.3

160 11.9 42.5 25.0 19.4 1.3 54.4 44.4

148 12.2 39.9 36.5 10.8

- 50.9 49.0

212 4.7 27.8 37.3 30.2 - 32.5 67.5

53 13.2 37.7 26.4 22.6

- 38.2 61.8

245 7.8 28.6 37.6 26.1 - 36.4 63.7

212 6.1 32.1 28.8 33.0

- 43.3 56.8

117 12.8 35.0 32.5 19.7 - 47.8 52.2

229 9.2 34.1 32.3 24.5

0.9 58.7 40.4

136 15.4 38.2 27.9 17.6 0.7 53.6 45.5

109 16.5 42.2 25.7 14.7

0.9 50.0 49.1

9 11.1 33.3 22.2 22.2 11.1 44.4 44.4

114 6.1 43.9 26.3 22.8

0.5 42.7 56.8

186 9.1 41.4 29.0 20.4 - 50.5 49.4

220 7.7 35.0 33.2 23.6

- 38.6 61.5

220 8.2 35.0 28.6 27.3 0.9 43.2 55.9

275 5.5 33.1 38.2 23.3

0.2 42.3 57.6

257 8.2 32.7 35.8 23.3 - 40.9 59.1

450 8.7 33.6 34.0 23.6

- 36.1 63.9

525 8.2 30.7 33.5 27.0 0.6 38.9 60.5

474 5.7 30.4 38.4 25.5

0.7 47.7 51.7

135 7.4 45.2 28.1 19.3 - 52.6 47.4

296 7.8 39.9 31.4 20.3

- 45.6 54.3

12 - 41.7 25.0 33.3 - 41.7 58.3

195 11.8 33.8 37.4 16.9

0.2 41.0 58.7

428 8.2 36.2 34.8 20.8 - 44.4 55.6

402 8.2 32.8 35.3 23.4

- 42.8 57.2

361 10.5 36.0 34.1 19.4 - 46.5 53.5

306 7.8 35.0 38.6 18.6

0.2 49.7 50.0

354 6.5 34.2 35.0 23.4 0.8 40.7 58.4

1,075 10.1 39.6 30.2 19.8

0.3 37.2 62.6

40 7.5 37.5 27.5 22.5 5.0 45.0 50.0

1,134 6.2 31.0 35.2 27.4
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（８）市民
し み ん

活動
か つ ど う

の参加
さ ん か

状況
じょうきょう

 

市民活動の参加について、参加している頻度では「年に数回程度」の 11.2%が最も高く、次いで「年に１回程度」が

4.5%、「月に１回程度」が 3.7%となっている。 

 

【経年比較】 

「週に１日以上」の割合は、過去２回の調査と同水準の 0.9%となっている。「年に１回程度」の割合は過去３か年の調査

で２番目に高く、「月に１回程度」と「月に２～３日程度」は、最も低い割合となっている。 

【性別】「年に数回程度」の割合は「男性」が 12.3%、「女性」が 10.3%と、「男性」が「女性」よりも 2.0 ポイント高く、参加して

いる中では、「男性」と「女性」の割合の差が最も大きい。 

 

【性年齢別】男女ともに高い年齢層で、年に数回以上参加している割合が高い傾向にある。一方で、「年に１回程度」の割合は

「女性:15・16・17 歳」が 11.8%と最も高く、次いで「男性:15・16・17 歳」が 7.5%となっている。 

 

【ブロック別】「中央部」が「まったく参加していない」の割合が最も高く、86.1%となっている。そのほか、「南西部」が 82.5%、「中

央東部」が 81.6%、「北部 A」が 80.4%で８割を超えている。 

 

【同居家族別】「週に１日以上」の割合は 1.3%、「月に２～３日程度」の割合は 2.8％で、ともに「65 歳以上の人がいる」が

最も高い。一方で、「月に１回程度」の割合は 5.6％、「年に数回程度」の割合は 16.4％で、ともに「小学生がいる」が最も

高くなっている。また、「年に１回程度」の割合は、「上記以外の 18 歳未満の子どもがいる」が 9.7％で、最も高い結果となっ

ている。 

 

  

0.9 

0.9 

0.9 

2.1 

3.0 

2.7 

3.7 

5.0 

4.0 

11.2 

12.4 

10.9 

4.5 

4.7 

4.4 

76.6 

72.6 

76.6 

1.0 

1.5 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

週に

１日以上

月に

２～３日程度

月に

１回程度

年に

数回程度

年に

１回程度

まったく

参加していない

無回答

問
と い

12 あなたは、オンライン開催
か い さ い

での参加
さ ん か

も含
ふ く

めて、この１年間
ねんかん

に、市民
し み ん

活動
か つ ど う

にどの程度
て い ど

参加
さ ん か

しましたか? 

    （あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 
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（８）市民
し み ん

活動
か つ ど う

の参加
さ ん か

状況
じょうきょう

 

 

  

(％) 
市民活動の参加状況

回
答
者
数

週
に
１
日
以
上

月
に
２
～
３
日
程
度

月
に
１
回
程
度

年
に
数
回
程
度

年
に
１
回
程
度

ま
っ
た
く
参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

3,245 29 67 119 365 147 2,487 31
100.0 0.9 2.1 3.7 11.2 4.5 76.6 1.0

2.5 - 2.5 20.0 2.5 57.5 15.0

0.3 2.5 3.7 13.0 4.0 74.9 1.7

1.1 1.9 2.5 8.3 3.5 82.2 0.6

1.1 1.4 3.3 11.6 9.7 72.6 0.3

1.3 2.8 4.8 13.9 4.3 71.6 1.3

0.9 1.9 5.6 16.4 8.4 66.6 0.2

0.7 2.3 3.9 12.1 7.8 73.2 -

8.3 8.3 - 16.7 - 66.7 -

0.5 2.5 4.5 10.9 4.0 77.1 0.5

2.2 4.4 4.4 16.3 8.1 64.4 -

- 2.1 6.2 19.5 6.7 65.1 0.5

1.1 1.3 3.0 6.7 4.2 82.5 1.1

0.3 1.7 4.1 15.2 6.1 69.9 2.7

1.2 0.8 2.7 13.2 3.5 77.8 0.8

1.1 1.7 1.5 6.3 3.2 86.1 0.2

0.9 1.8 5.5 18.6 3.2 67.7 2.3

0.9 1.8 2.9 7.1 4.9 81.6 0.9

1.1 4.8 7.5 14.5 2.2 69.9 -

0.4 1.8 2.9 9.1 5.1 80.4 0.4

- - - 33.3 - 44.4 22.2

0.5 3.6 5.5 15.5 5.5 68.2 1.4

3.7 5.9 5.9 13.2 5.9 64.0 1.5

2.6 2.6 4.4 16.7 2.6 67.5 3.5

- 2.6 5.1 18.8 5.1 67.5 0.9

2.8 5.5 6.4 22.0 4.6 57.8 0.9

0.8 2.9 2.4 14.3 5.7 73.5 0.4

0.9 1.7 3.9 12.2 3.5 77.3 0.4

0.9 0.5 1.9 4.2 2.8 89.2 0.5

- 2.8 3.3 9.0 3.8 81.1 -

0.6 6.3 7.5 12.5 4.4 63.1 5.6

1.9 - 1.9 3.8 7.5 84.9 -

2.9 2.9 5.8 13.8 5.1 68.8 0.7

0.7 2.7 3.4 14.9 6.8 69.6 2.0

9.4 3.8 79.9 1.2

1.5 1.5 5.9 14.8 4.4 71.9 -

2.6 89.4 -

0.3 0.7 5.5 14.1 7.2 71.7 0.3

11.8 78.4 -

0.4 - 0.4 3.6 2.9 92.7 -

- 66.7 -

- - - 33.3 - 33.3 33.3

361

1,075

354

1,134

40

1.3 2.7 3.7 12.3

- - - 33.3

- - - 9.8

- 0.4 1.5 6.2

0.3 1.8 3.5

474

525

296

135

195

12

402

428

306

136

114

9

220

186

275

220

450

257

148

160

53

212

212

245

229

117

109

3

6

51

274

274

290

339

135

138

1,809 0.6 1.6 3.6 10.3 4.7 78.2 1.0

1,427 4.3 74.9 0.8

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる

（　　）・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

性
別
×
年
齢
別

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答
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（８）市民
し み ん

活動
か つ ど う

の参加
さ ん か

状況
じょうきょう

 

市民活動に参加した人のうち、オンライン参加について「はい」の割合は 11.0%、「いいえ」の割合は 78.5%である。 

 

【経年比較】 

「はい」の割合は、令和５年度調査の 12.8%と比較して 1.8 ポイント減少し、過去３か年の調査で最も低い割合となってい

る。 

 

【性別】「はい」の割合は、「男性」が 12.7%、「女性」が 9.5%となり、「男性」が「女性」よりも 3.2 ポイント高い。 

 

【性年齢別】「はい」の割合は、「男性:15・16・17 歳」が 25％と最も高く、次いで『男性:18～29 歳』が 18.2％となってい

る。 

 

【ブロック別】「はい」の割合は、「中央東部」が 13.9%と最も高く、次いで「中央部」が 13.8%、「北部 A」が 13.2%となってい

る。一方で、「南東部」は 5.5%と最も低い。 

 

【同居家族別】「はい」の割合は、「上記にあてはまる人はいない」が 15.4%と最も高く、次いで「中学生がいる」が 14.6%となって

いる。一方で、「障害者手帳を持っている人がいる」は 9.6%となり、唯一１割を下回っている。 

 

 

  

問
と い

12付
ふ

問
も ん

1 【問
と い

12 で選択肢
せ ん た く し

１から５の『市民
し み ん

活動
か つ ど う

に参加
さ ん か

した』と回答
か い と う

した人
ひ と

に 】 

あなたは、この１年間
ねんかん

にオンライン開催
か い さ い

による市民
し み ん

活動
か つ ど う

に参加
さ ん か

しましたか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

11.0 

12.8 

12.0 

78.5 

80.9 

78.3 

10.5 

6.3 

9.7 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=727）

令和５年度調査

（n=781）

令和４年度調査

（n=806）

はい いいえ 無回答
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（８）市民
し み ん

活動
か つ ど う

の参加
さ ん か

状況
じょうきょう

 

 

  

(％) 
オンライン開催による

市民活動への参加状況
回
答
者
数

は
い

い
い
え

無
回
答

727 80 571 76
100.0 11.0 78.5 10.5

11 - 90.9 9.1

83 9.6 75.9 14.5

195 15.4 71.3 13.3

98 12.2 85.7 2.0

291 10.0 76.3 13.7

142 11.3 85.2 3.5
82 14.6 84.1 1.2

4 50.0 25.0 25.0

90 13.3 81.1 5.6

48 10.4 68.8 20.8

67 7.5 79.1 13.4

86 12.8 76.7 10.5

81 9.9 81.5 8.6

55 5.5 81.8 12.7

65 13.8 78.5 7.7

66 10.6 77.3 12.1

79 13.9 74.7 11.4

56 10.7 78.6 10.7

53 13.2 81.1 5.7

3 - 66.7 33.3

67 9.0 88.1 3.0

47 12.8 66.0 21.3

33 9.1 75.8 15.2

37 13.5 78.4 8.1

45 17.8 68.9 13.3

64 9.4 81.3 9.4

51 13.7 76.5 9.8

22 18.2 72.7 9.1

40 7.5 87.5 5.0

50 10.0 72.0 18.0

8 25.0 75.0 -

42 14.3 71.4 14.3

42 16.7 73.8 9.5

64 6.3 84.4 9.4

38 13.2 78.9 7.9

29 3.4 86.2 10.3

81 9.9 87.7 2.5

11 - 90.9 9.1

20 - 90.0 10.0

1 - 100.0 -

2 - 50.0 50.0

377 9.5 80.9 9.5

347 12.7 76.1 11.2

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

性
別
×
年
齢
別

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる
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（９）人権
じ ん け ん

に対する
たい     

意識
い し き

向上
こうじょう

 

人権に対する感覚について、「そう思う」の 19.1%と、「どちらかといえばそう思う」の 40.5%をあわせた『思う』は 59.6%。「そう

思わない」の 11.2%と、「どちらかといえばそう思わない」の 27.7%をあわせた『思わない』は、38.9%である。 

 

【経年比較】 

『思う』の割合は、令和５年度調査の 62.0%から 2.4 ポイント減少し、59.6%。一方で、「どちらかといえばそう思う」の割合

は令和 5 年度調査から 1.1 ポイント増加し、40.5%である。 

 

【性別】『思う』の割合は「女性」が 61.5%、「男性」が 57.2%で、「女性」が「男性」よりも 4.3 ポイント高い。「そう思う」の割合は

「男性」が 19.8%、「女性」が 18.6%で、「男性」が「女性」よりも 1.2%高い。一方で、「どちらかといえばそう思う」の割合

は、「女性」が 42.9%、「男性」が 37.4%となり、「女性」が「男性」よりも 5.5 ポイント高い結果となっている。 

 

【性年齢別】男女ともに、若い年齢層で『思う』の割合が高い傾向にあり、『女性:18～29 歳』が 78.1%と最も高い。次いで、

「女性:15・16・17 歳」が 74.6%、「男性:15・16・17 歳」が 73.5%となっている。一方で、「女性:70～74 歳」は

37.9%と最も低く、唯一３割台となっている。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は、「中央東部」が 63.4%で最も高い。次いで、「中央部」が 62.7%、「南東部」が 62.2%、「中央

南部」が 60.0%と、６割台となっている。 

 

 

  

問
と い

13 近年
き んね ん

、久留米市
く る め し

において差別
さ べ つ

事件
じ け ん

や人権
じ ん け ん

侵害
し ん が い

事案
じ あ ん

が発生
は っ せ い

しています。 

     あなたは、同和
ど う わ

問題
も ん だ い

をはじめとする人権
じ ん け ん

問題
も ん だ い

の解決
か い け つ

に向
む

けて、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

の人権
じ ん け ん

に対
た い

する感覚
か ん か く

を高
た か

めたいと思
お も

います 

か?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

 

59.6 38.9

62.0 35.9

55.2 43.3

19.1 

22.6 

18.3 

40.5 

39.4 

36.9 

27.7 

25.8 

32.1 

11.2 

10.1 

11.2 

1.5 

2.1 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『思う』 『思わない』
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（９）人権
じ ん け ん

に対する
たい     

意識
い し き

向上
こうじょう

 

 

  

(％) 
人権に対する意識向上

回
答
者
数

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 620 1,314 899 364 48 1,934 1,263
100.0 19.1 40.5 27.7 11.2 1.5 59.6 38.9

- 33.3 66.712 8.3 25.0 41.7 25.0

4.4 59.3 36.3

195 14.9 44.1 28.7 10.3 2.1 59.0 39.0

135 23.0 36.3 24.4 11.9

1.1 60.0 38.9

296 17.2 39.5 27.4 12.8 3.0 56.7 40.2

525 20.0 40.0 26.9 12.0

0.4 62.2 37.4

474 19.2 43.5 28.7 8.2 0.4 62.7 36.9

257 19.8 42.4 26.5 10.9

3.2 59.5 37.2

450 21.6 41.8 25.3 10.7 0.7 63.4 36.0

220 18.6 40.9 22.7 14.5

2.2 56.5 41.4

275 17.8 38.5 30.5 12.0 1.1 56.3 42.5

186 19.9 36.6 31.7 9.7

11.1 66.6 22.2

220 16.8 37.3 32.7 11.8 1.4 54.1 44.5

9 22.2 44.4 11.1 11.1

3.7 45.6 50.8

114 10.5 31.6 34.2 20.2 3.5 42.1 54.4

136 16.2 29.4 32.4 18.4

2.6 47.9 49.6

109 19.3 32.1 36.7 11.0 0.9 51.4 47.7

117 18.8 29.1 39.3 10.3

0.8 58.4 40.8

229 21.4 35.8 23.1 18.8 0.9 57.2 41.9

245 14.7 43.7 24.5 16.3

0.5 68.8 30.6

212 19.3 44.3 21.7 13.7 0.9 63.6 35.4

212 27.8 41.0 21.2 9.4

7.5 41.9 50.6

53 37.7 35.8 9.4 17.0 - 73.5 26.4

160 11.3 30.6 38.1 12.5

2.2 50.0 47.8

148 12.2 25.7 46.6 11.5 4.1 37.9 58.1

138 14.5 35.5 37.7 10.1

0.3 59.0 40.7

135 13.3 44.4 33.3 7.4 1.5 57.7 40.7

339 16.8 42.2 31.6 9.1

- 71.1 28.8

290 17.6 49.7 24.8 7.6 0.3 67.3 32.4

274 20.4 50.7 21.9 6.9

- 74.6 25.5

274 28.8 49.3 15.7 5.5 0.7 78.1 21.2

51 37.3 37.3 21.6 3.9

66.6 33.3

66.7 16.7

1,427

3

6 16.7 50.0 16.7 - 16.7

33.3 33.3 - 33.3 -

1.5 61.5 37.0

19.8 37.4 26.5 14.9 1.4 57.2 41.4

1,809 18.6 42.9 28.7 8.3

 西部B（三潴）

わからない・無回答

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

性
別
×
年
齢
別

中央南部

南西部

 西部A（城島）

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代
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（９）人権
じ ん け ん

に対
た い

する意識
い し き

向上
こうじょう

 

人権に対する感覚を高めるために取りたい行動として、「市の広報紙やホームページで人権に関する記事を読む」が 49.6%と

最も高い。次いで「家族や友人など身近な人と人権問題について話をする」が 34.3%、「職場の講座や研修に参加する」が

22.2%となっている。 

 

【経年比較】 

「職場の講座や研修に参加する」の割合は増加傾向にあり、令和 4 年度調査から 3.3 ポイント増加した 22.2％である。 

【性別】男女ともに「市の広報紙やホームページで人権に関する記事を読む」の割合が最も高く、「女性」は 51.9%、「男性」は

46.4%となり、「女性」が「男性」よりも 5.5 ポイント高い結果となっている。 

 

【性年齢別】「市などが主催する人権問題の講演会、学習会に参加する」の割合は、「男性:65～69 歳」が 30.4%で、最も

高い。「ＰＴＡや学校の講座、研修に参加する」の割合は、「男性:15・16・17 歳」が 28.2%で最も高く、次いで「女性:

40 歳代」が 26.7%となっている。「職場の講座や研修に参加する」の割合は、「女性:30 歳代」が 36.9%と最も高く、次

いで「男性:40 歳代」が 34.3%となっている。 

 

【ブロック別】「市などが主催する人権問題の講演会、学習会に参加する」は、すべての地域が１割台となっており、「西部 A（城

島）」の 18.8%が最も高い。「地域で開催する講演会、学習会に参加する」の割合は、「東部 A」が 16.0%と最も高く、次

いで「東部 B（田主丸）」が 15.2%となっている。 

  

問
と い

13付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

13 で「１．そう思
お も

う」または「２．どちらかといえばそう思
お も

う」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】  

       あなたは、人権
じ ん け ん

に対
た い

する感覚
か ん か く

を高
た か

めるために、どのようなことをしたいと思
お も

いますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 

 

49.6 

34.3 

22.2 

21.8 

15.1 

11.0 

10.9 

2.0 

2.0 

51.9 

36.9 

20.9 

23.2 

18.3 

15.2 

11.5 

4.1 

1.6 

55.8 

29.8 

18.9 

22.2 

18.5 

16.7 

9.0 

2.2 

2.5 

0.0 35.0 70.0

市の広報紙やホームページで人権に関する

記事を読む

家族や友人など身近な人と人権問題に

ついて話をする

職場の講座や研修に参加する

書籍などで自主学習をする

市などが主催する人権問題の

講演会、学習会に参加する

地域で開催する講演会、学習会に参加する

ＰＴＡや学校の講座、研修に参加する

その他

無回答

令和６年度調査

（n=1,934）

令和５年度調査

（n=1,865）

令和４年度調査

（n=1,950）

家族や友人など身近な人と人権問題に

ついて話をする

【回答はいくつでも】

市の広報紙やホームページで人権に関する

記事を読む

市などが主催する人権問題の

講演会、学習会に参加する

％ ％ ％
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（９）人権
じ ん け ん

に対
た い

する意識
い し き

向上
こうじょう

 

 

  

(％) 
人権に対する感覚を高めるためにしたいこと

回
答
数

市
な
ど
が
主
催
す
る
人
権
問
題
の

講
演
会
、
学
習
会
に
参
加
す
る

地
域
で
開
催
す
る
講
演
会
、
学
習

会
に
参
加
す
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
の
講
座
、
研
修
に

参
加
す
る

職
場
の
講
座
や
研
修
に
参
加
す
る

市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

人
権
に
関
す
る
記
事
を
読
む

書
籍
な
ど
で
自
主
学
習
を
す
る

家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
人
と
人

権
問
題
に
つ
い
て
話
を
す
る

そ
の
他

無
回
答

1,934 293 212 211 430 960 421 663 38 39
100.0 15.1 11.0 10.9 22.2 49.6 21.8 34.3 2.0 2.0

50.0 25.0 25.0 - -4 - - - -

53.0 17.4 32.2 4.3 1.7115 16.5 12.2 15.7 17.4

46.3 10.0 25.0 3.8 1.380 18.8 12.5 16.3 22.5

50.0 24.4 31.0 0.6 1.2168 17.9 6.5 11.9 23.8

51.7 24.4 33.0 1.3 3.2315 14.0 11.7 8.9 24.8

51.9 26.3 41.1 1.7 1.3297 11.1 8.8 8.1 21.2

48.8 15.0 38.1 1.9 2.5160 16.9 9.4 8.8 16.9

46.3 28.8 36.5 1.8 2.5285 17.9 11.2 9.1 27.4

52.7 20.6 36.6 2.3 2.3131 13.0 12.2 9.2 21.4

44.5 20.6 30.3 3.2 0.6155 13.5 10.3 12.9 19.4

45.7 16.2 28.6 2.9 -105 17.1 15.2 16.2 21.9

52.9 11.8 31.1 0.8 4.2119 15.1 16.0 16.0 21.0

66.7 16.7 16.7 - -6 16.7 16.7 16.7 -

70.8 16.7 22.9 - 4.248 10.4 12.5 - 10.4

67.7 21.0 25.8 3.2 6.562 21.0 14.5 3.2 3.2

66.1 19.6 23.2 - 3.656 30.4 14.3 1.8 17.9

55.4 21.4 19.6 3.6 3.656 25.0 19.6 8.9 23.2

45.8 19.8 27.5 2.3 4.6131 14.5 10.7 11.5 28.2

45.5 18.2 34.3 2.1 1.4143 21.7 16.1 19.6 34.3

40.7 25.2 31.9 1.5 0.7135 11.1 9.6 8.9 32.6

29.5 26.7 37.0 2.7 1.4146 11.6 5.5 6.8 21.2

30.8 48.7 53.8 2.6 -39 10.3 2.6 28.2 5.1

70.1 13.4 28.4 1.5 3.067 14.9 26.9 1.5 1.5

57.1 16.1 33.9 5.4 3.656 25.0 17.9 7.1 10.7

72.5 14.5 27.5 2.9 5.869 23.2 17.4 - 10.1

64.1 23.1 37.2 2.6 1.378 17.9 12.8 1.3 16.7

61.5 17.5 33.0 2.5 2.0200 15.5 8.5 8.5 27.5

51.8 21.5 29.2 1.5 0.5195 11.3 8.2 26.7 18.5

41.5 19.5 37.9 0.5 1.0195 12.8 9.2 15.4 36.9

39.7 27.1 48.1 1.4 0.9214 9.8 6.5 5.1 22.0

- -

38 10.5 7.9 26.3 - 21.1 34.2 57.9 2.6 -

- - 75.0 25.0 25.0

2.1 2.6

50.0 - 50.0 - 50.0 - - - -

10.3 23.7 46.4 23.0 31.1816

2

4

16.5 11.4

- 25.0

51.9 20.9 36.7 1.9 1.61,112 14.1 10.6 11.3 21.3

男性:30歳代

男性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

性
別
×
年
齢
別

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答
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（10）家庭
か て い

で使用
し よ う

する水
みず

の種類
し ゅ る い

 

家庭で使用する水は、「水道水（上水道）のみ」が 81.7%と最も高く、次いで「水道水（上水道）と地下水（井戸水）

との併用」が 10.5%、「地下水（井戸水）のみ」が 7.3%となっている。 

【ブロック別】「水道水（上水道）のみ」の割合は、「中央南部」が 95.2%、「中央部」が 95.1%、「中央東部」が 92.7%と 9

割を超えている。「地下水（井戸水）のみ」の割合は、「東部Ｂ（田主丸）」が 81.2%と、最も高い結果となっている。 
 

 

 

  

水道水（上水道）のみ

81.7%

地下水（井戸水）のみ

7.3%

水道水（上水道）と

地下水（井戸水）と

の併用

10.5%

無回答

0.5%

全 体

（ｎ＝3,245）

問
と い

14 ご家庭
か て い

で使用
し よ う

する水
みず

の種類
し ゅ る い

は何
なん

ですか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

家庭で使用する水の種類
回
答
者
数

水
道
水
（
上
水
道
）
の
み

地
下
水
（
井
戸
水
）
の
み

水
道
水
（
上
水
道
）
と
地
下
水

（
井
戸
水
）
と
の
併
用

無
回
答

3,245 2,650 238 340 17
100.0 81.7 7.3 10.5 0.5

195 71.8 2.6 25.6 -
12 91.7 - 8.3 -

296 85.5 1.7 11.5 1.4

135 81.5 - 18.5 -

474 95.1 0.2 4.4 0.2

525 95.2 0.2 3.6 1.0

450 92.7 0.7 6.2 0.4

257 87.9 2.7 8.6 0.8

275 89.8 1.5 8.7 -

220 59.5 12.3 27.7 0.5

220 66.4 15.5 17.7 0.5

186 9.7 81.2 8.6 0.5

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

全体

(％) 
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（11）まちづくりに関
か ん

する取
と

り組
く

みの満足度
ま ん ぞ く ど

 

久留米市の取り組みについて、「満足」と「やや満足」をあわせた『満足』の割合は、「（オ）水道水の安全性や水質」の

71.5%が最も高く、７割台となっている。次いで「（カ）下水道や浄化槽などの生活排水処理の整備・充実」が 67.1%、

「（コ）花や緑、水辺等の魅力の向上」が 60.2%と、６割を超えている。 

令和５年度調査に比べ、「国道・県道・バイパスなど広域幹線道路の整備」は、『不満』が 10.4 ポイント減少した 37.5%。

「水害やがけ崩れ・山崩れの防止などの防災対策及び総合防災訓練の充実」は、『不満』が 10.8 ポイント減少した 40.3%と

なっている。 

 

60.2 20.5

30.8 21.2

33.3 40.3

40.9 18.4

40.7 35.9

42.3 52.2

71.5 13.1

67.1 16.8

58.5 29.1

54.1 37.5

36.6 31.9

15.6 

12.8 

6.3 

10.8 

31.5 

28.3 

7.2 

7.9 

10.9 

15.4 

6.0 

42.9 

41.3 

30.3 

31.5 

40.0 

38.8 

26.1 

33.0 

29.8 

44.8 

24.8 

19.8 

24.9 

22.1 

29.1 

9.2 

10.5 

24.9 

14.5 

23.5 

15.8 

15.8 

9.3 

12.6 

9.8 

23.1 

3.9 

6.3 

15.4 

3.9 

12.4 

4.7 

5.4 

11.8 

7.9 

30.8 

4.9 

14.8 

15.6 

25.7 

39.8 

22.7 

18.6 

47.0 

0.6 

0.6 

0.7 

0.6 

0.5 

0.5 

0.6 

0.8 

0.8 

0.7 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

(ア)公園や広場の整備・充実

(イ)国道・県道・バイパスなど広域幹線道路

の整備

(ウ)観光地の魅力づくりや大規模なイベント・

学会・会議・大会の誘致などの観光コンベン

ションの振興

(エ)家のまわりの生活道路や側溝の整備

(オ)水道水の安全性や水質

(カ)下水道や浄化槽などの生活排水処理の

整備・充実

(キ)水害やがけ崩れ・山崩れの防止などの防

災対策および総合防災訓練の充実

(ク)自治会などの校区コミュニティ活動や、

NPO・ボランティア活動など市民自らが進める

まちづくり活動の振興

(ケ)バス、鉄道、タクシーなどの公共交通機関

やよりみちバスなどの生活支援交通の現状

(コ)花や緑、水辺等の魅力の向上

(サ)ＩＣＴ環境などの教育環境

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

『満足』 『不満』

(イ)国道・県道・バイパスなど

広域幹線道路の整備

(ウ)観光地の魅力づくりや大規模な

イベント・学会・会議・大会の誘致などの

観光コンベンションの振興

(カ)下水道や浄化槽などの

生活排水処理の整備・充実

(キ)水害やがけ崩れ・山崩れの防止などの

防災対策および総合防災訓練の充実

(ク)自治会などの校区コミュニティ活動や、

NPO・ボランティア活動など

市民自らが進めるまちづくり活動の振興

(ケ)バス、鉄道、タクシーなどの公共交通機関

やよりみちバスなどの生活支援交通の現状

全体数 n=3,245

問
と い

15 久留米市
く る め し

では、市民
し み ん

のニーズを的確
て き か く

に把握
は あ く

し、政策
せ い さ く

へと反映
は んえ い

させるまちづくりを進
すす

めています。 

そこで、次
つ ぎ

の（ア）～（サ）の取
と

り組
く

みについておたずねします。あなたは、これらの取
と

り組
く

みにどの程度
て い ど

満足
ま ん ぞ く

していま 

すか?（あてはまる番号
ば ん ご う

それぞれ１つずつ） 
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（ア）公園
こ う え ん

や広場
ひ ろ ば

の整備
せ い び

・充実
じゅうじつ

 

「満足」と「やや満足」をあわせた『満足』の割合は 58.5%、「不満」と「やや不満」をあわせた『不満』の割合は 29.1%である。 

 

【経年比較】 

『満足』の割合は、令和５年度調査から 0.2 ポイント増加した 58.5%となり、令和４年度調査の 59.5%に次いで高い。 

※令和５年度調査:「まちづくり政策の重要度と満足度(カ)公園や広場の整備・充実」 

 

【性別】『満足』の割合は、「男性」が 59.4%、「女性」が 57.8%となり、「男性」が「女性」よりも 1.6 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『満足』の割合が男女とも、若い年齢層で高い傾向にある。「女性:15・16・17 歳」が 70.6%と最も高く、次いで

「男性:15・16・17 歳」が 69.8%、『女性:18～29 歳』が 67.5%、『男性:18～29 歳』が 65.1%となっている。一方

で、「女性:60～64 歳」は 48.1%と、最も低い。 

 

【ブロック別】「北部 A」は、『満足』が 67.2%、「満足」が 22.5%と、それぞれ最も高い割合となっている。「やや満足」の割合は、

「西部 B（三潴）」が 46.2%で最も高く、次いで「北部 B（北野）」が 45.5%である。一方で、「西部 A（城島）」は「満

足」が 5.9%、「やや満足」が 38.5%となり、ともに最も低く、『満足』が 44.4%である。 

 

【同居家族別】『満足』の割合は、すべての世帯で５割を超えており、「上記以外の 18 歳未満の子どもがいる」は 67.9%と最も

高い。次いで「中学生がいる」が 60.8%、「上記にあてはまる人はいない」が 59.8%となっている。 

  

58.5 29.1

58.3 33.2

59.5 31.5

15.6 

15.4 

12.4 

42.9 

42.9 

47.1 

19.8 

24.6 

23.5 

9.3 

8.6 

8.0 

11.8 

7.2 

8.8 

0.6 

1.4 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

『満足』 『不満』
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（ア）公園
こ う え ん

や広場
ひ ろ ば

の整備
せ い び

・充実
じゅうじつ

 

  

（ア）公園や広場の整備・充実
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 506 1,393 642 303 382 19 1,899 945
100.0 15.6 42.9 19.8 9.3 11.8 0.6 58.5 29.1

22.2 - 66.6 11.19 22.2 44.4 - 11.1

14.0 0.7 55.8 29.4

114 16.7 38.6 20.2 10.5 13.2 0.9 55.3 30.7

136 13.2 42.6 12.5 16.9

13.7 0.9 60.6 24.7

109 10.1 41.3 26.6 9.2 11.9 0.9 51.4 35.8

117 16.2 44.4 16.2 8.5

13.1 - 59.6 27.3

229 24.5 40.2 15.7 8.7 10.9 - 64.7 24.4

245 18.0 41.6 20.8 6.5

14.2 - 65.1 20.8

212 14.6 38.7 20.8 14.6 10.8 0.5 53.3 35.4

212 20.8 44.3 15.1 5.7

16.9 4.4 58.8 20.0

53 17.0 52.8 15.1 5.7 9.4 - 69.8 20.8

160 18.8 40.0 14.4 5.6

13.8 0.7 50.7 34.7

148 13.5 45.3 17.6 10.1 12.8 0.7 58.8 27.7

138 12.3 38.4 24.6 10.1

13.0 0.6 57.9 28.6

135 11.1 37.0 23.7 10.4 15.6 2.2 48.1 34.1

339 14.5 43.4 21.5 7.1

8.0 - 55.1 36.9

290 11.0 44.5 23.8 12.4 8.3 - 55.5 36.2

274 11.3 43.8 26.3 10.6

33.33

6

17.6 41.8 18.1

- 33.3 -

33.3 50.0 -

5.9 - 70.6 23.5

274 18.6 48.9 16.8 7.3 8.4 - 67.5 24.1

51 15.7 54.9 15.7 7.8

11.2 0.8 57.8 30.3

1,427 9.6 12.5 0.4 59.4 27.7

1,809 14.0 43.8 21.2 9.1

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

- 16.7 - 83.3 -

33.3 33.3 - 33.3

性
別
×
年
齢
別

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

（ア）公園や広場の整備・充実
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 506 1,393 642 303 382 19 1,899 945
100.0 15.6 42.9 19.8 9.3 11.8 0.6 58.5 29.1

14.4 0.7 59.8 25.1

40 17.5 35.0 15.0 - 27.5 5.0 52.5 15.0

1,134 17.4 42.4 17.7 7.4

13.8 0.5 55.4 30.4

354 15.0 40.7 21.2 7.1 15.0 1.1 55.7 28.3

1,075 13.8 41.6 20.0 10.4

6.5 - 60.8 32.6

361 17.5 50.4 15.8 7.5 8.6 0.3 67.9 23.3

306 15.4 45.4 26.1 6.5

4.5 0.2 53.0 42.3

428 13.6 43.9 25.2 12.9 4.4 - 57.5 38.1

402 13.4 39.6 24.4 17.9

33.3 - 33.3 33.312 - 33.3 25.0 8.3

13.3 2.2 44.4 40.0

195 16.9 46.2 18.5 6.2 12.3 - 63.1 24.7

135 5.9 38.5 25.2 14.8

11.2 0.4 62.5 25.9

296 12.8 39.9 24.7 8.8 13.2 0.7 52.7 33.5

525 18.5 44.0 16.0 9.9

11.7 - 61.9 26.4

474 17.7 45.1 19.0 9.1 8.6 0.4 62.8 28.1

257 17.5 44.4 17.1 9.3

17.3 0.5 56.0 26.4

450 17.3 41.8 23.6 6.9 9.8 0.7 59.1 30.5

220 10.5 45.5 17.3 9.1

12.4 2.2 45.7 39.8

275 22.5 44.7 16.7 5.8 9.8 0.4 67.2 22.5

186 6.5 39.2 23.1 16.7

220 11.8 39.1 20.5 12.3 15.9 0.5 50.9 32.8

 西部B（三潴）

わからない・無回答

無回答

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる
６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

全体

(％) (％) 



Ⅱ 調査結果の分析（２．ふだんの生活について） 

67 

（イ）国道
こ く ど う

・県道
け ん ど う

・バイパスなど広域
こ う い き

幹線
か ん せ ん

道路
ど う ろ

の整備
せ い び

 

「満足」と「やや満足」をあわせた『満足』の割合は 54.1%、「不満」と「やや不満」をあわせた『不満』の割合は 37.5%である。 

 

【経年比較】 

 『満足』の割合は、令和５年度調査から 8.2 ポイント増加した 54.1%となり、令和４年度の 55.4%に次いで高い。『不

満』の割合は令和５年度調査から 10.4 ポイント減少した 37.5%である。 

※令和５年度調査:「まちづくり政策の重要度と満足度(ウ)幹線道路の整備」 

 

【性別】『満足』の割合は、「女性」が 55.4%、「男性」が 52.4%で「女性」が「男性」よりも 3.0 ポイント高い。 

 

【性年齢別】男女ともに若い年齢層で『満足』の割合が高い傾向にある。「男性:15・16・17 歳」が 69.8%と最も高く、次いで

『女性:18～29 歳』が 68.7%、『男性:18～29 歳』が 60.9%、「女性:15・16・17 歳」が 60.8%と、６割を超えて

いる。一方で、「男性:65～69 歳」は 37.6%で最も低く、「男性:70～74 歳」は 41.9%と、２番目に低い。 

 

【ブロック別】『満足』の割合は「北部 A」が 63.7%と最も高く、唯一６割を超えている。一方で、「西部 A（城島）」は

46.7%、「東部 B（田主丸）」は 47.3%、「北部 B（北野）」は 49.5%、「西部 B（三潴）」は 49.7%と低い。 

  

54.1 37.5

45.9 47.9

55.4 37.4

12.8 

10.2 

10.9 

41.3 

35.7 

44.5 

24.9 

31.8 

25.1 

12.6 

16.1 

12.3 

7.9 

4.8 

6.8 

0.6 

1.4 

0.2 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

『満足』 『不満』
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（イ）国道・県道・バイパスなど広域幹線道路の整備
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 414 1,339 809 410 255 18 1,753 1,219
100.0 12.8 41.3 24.9 12.6 7.9 0.6 54.1 37.5

22.2 22.2 22.2 22.2 11.1 - 44.4 44.4

12.3 34.2 36.8 10.5 6.1 - 46.5 47.3

41.9 47.133.8 26.5 20.6 10.3 0.7

5.5 32.1 36.7 22.0 2.8 0.9 37.6 58.7

8.5 41.9 29.9 14.5 4.3 0.9 50.4 44.4

14.4 41.0 23.6 15.7 5.2 - 55.4 39.3

12.7 43.7 21.6 19.2 2.9 - 56.4 40.8

50.5 45.340.1 26.9 18.4 3.8 0.5

18.9 42.0 19.3 10.4 9.4 - 60.9 29.7

22.6 47.2 13.2 3.8 13.2 - 69.8 17.0

16.9 36.9 18.8 6.9 16.3 4.4 53.8 25.7

7.4 50.0 27.0 3.4 11.5 0.7 57.4 30.4

44.2 42.034.1 27.5 14.5 13.0 0.7

8.1 39.3 30.4 11.1 8.9 2.2 47.4 41.5

8.8 43.4 25.7 12.1 9.4 0.6 52.2 37.8

10.3 45.2 27.6 12.1 4.8 - 55.5 39.7

12.0 42.0 25.9 11.7 8.4 - 54.0 37.6

68.7 22.645.3 16.4 6.2 8.8 -

25.5 35.3 19.6 9.8 9.8 - 60.8 29.4

16.7 33.3 16.7 16.7 16.7 - 50.0 33.4

33.3 - 33.3 33.3 - - 33.3 66.6

12.5 39.9 25.6 15.9 5.8 0.3 52.4 41.5

55.4 34.442.5 24.4 10.0 9.5 0.812.9

23.4

10.1

10.4

8.1

9

114

136

109

117

229

245

212

212

53

160

148

138

135

339

290

274

3

6

274

51

1,427

1,809

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

（イ）国道・県道・バイパスなど広域幹線道路の整備
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 414 1,339 809 410 255 18 1,753 1,219
100.0 12.8 41.3 24.9 12.6 7.9 0.6 54.1 37.5

16.7 16.7 25.0 8.3 33.3 - 33.4 33.3

13.3 36.4 28.7 12.8 8.7 - 49.7 41.5

7.4 39.3 26.7 15.6 9.6 1.5 46.7 42.3

9.5 40.5 30.1 10.8 8.4 0.7 50.0 40.9

56.5 36.643.2 23.8 12.8 6.5 0.4

13.3 41.1 24.7 10.8 9.7 0.4 54.4 35.5

14.0 39.7 24.5 15.6 6.2 - 53.7 40.1

13.8 42.4 21.1 15.6 6.4 0.7 56.2 36.7

10.9 38.6 26.4 13.6 10.0 0.5 49.5 40.0

63.7 29.146.2 21.8 7.3 6.9 0.4

9.7 37.6 26.9 16.7 7.0 2.2 47.3 43.6

12.3 43.6 25.9 10.0 7.7 0.5 55.9 35.9

17.5

13.3

12

195

135

296

525

474

257

450

220

275

186

220

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ
ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

全体

（イ）国道
こ く ど う

・県道
け ん ど う

・バイパスなど広域
こ う い き

幹線
か ん せ ん

道路
ど う ろ

の整備
せ い び

 

  

(％) (％) 
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（ウ）観光地
か ん こ う ち

の魅力
み り ょ く

づくりや大規模
だ い き ぼ

なイベント・学会
が っ か い

・会議
か い ぎ

・大会
た い か い

の誘致
ゆ う ち

などの 

観光
か ん こ う

コンベンションの振興
し ん こ う

 

「満足」と「やや満足」をあわせた『満足』の割合は 36.6%、「不満」と「やや不満」をあわせた『不満』の割合は 31.9%である。 

 

【経年比較】 

『満足』の割合は、令和５年度調査から 7.3 ポイント減少して 36.6%となり、過去３か年の調査では令和５年度の

43.9%に次いで高い。 

※令和５年度調査:「まちづくり政策の重要度と満足度(ヘ)魅力ある観光やイベントの振興」 

 

【性別】『満足』の割合は、「女性」が 38.5％、「男性」が 34.2％となり、「女性」が「男性」よりも 4.3 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『満足』の割合は、「女性:15・16・17 歳」が 56.9%、『女性:18～29 歳』が 51.8%と、５割を超えている。次

いで、「男性:15・16・17 歳」が 49.0%、『男性:18～29 歳』45.7%、「女性:30 歳代」が 43.5%、「女性:40 歳

代」が 40.3%と、４割台となっている。 

 

【ブロック別】『満足』の割合は、「北部 A」が 41.4％と、最も高く、次いで「南東部」が 40.9%、「中央部」が 40.1%となってい

る。一方で、「東部 A」は 30.9%と、最も低い結果となっている。 

 

 

  

36.6 31.9

43.9 30.2

35.4 36.2

6.3 

9.2 

5.5 

30.3 

34.7 

29.9 

22.1 

21.7 

26.7 

9.8 

8.5 

9.5 

30.8 

24.4 

28.1 

0.7 

1.6 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

『満足』 『不満』

（ウ）観光地の魅力づくりや大規模なイベント・学会・会議・大会の
誘致などの観光コンベンションの振興

回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 203 984 716 317 1,001 24 1,187 1,033
100.0 6.3 30.3 22.1 9.8 30.8 0.7 36.6 31.9

16.7 33.3- 16.7 8.3 25.0 50.0 -

37.4 - 35.9 26.78.2 27.7 20.5 6.2

34.83.7 28.1 24.4 10.4 31.9 1.5 31.8

0.7 37.2 30.75.1 32.1 22.6 8.1 31.4

11.4 29.0 0.8 38.5 31.86.5 32.0 20.4

40.1 32.96.1 34.0 21.3 11.6 26.6 0.4

27.6 0.4 40.9 31.18.6 32.3 23.3 7.8

33.47.3 26.4 22.7 10.7 31.8 1.1 33.7

0.9 32.7 31.43.6 29.1 25.0 6.4 35.0

8.0 29.1 0.7 41.4 28.76.9 34.5 20.7

31.7 36.14.8 26.9 23.7 12.4 30.6 1.6

36.4 0.5 30.9 32.35.9 25.0 22.3 10.0

12

195

135

296

525

474

257

450

220

275

186

220

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ
ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

全体

（ウ）観光地の魅力づくりや大規模なイベント・学会・会議・大会の
誘致などの観光コンベンションの振興

回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 203 984 716 317 1,001 24 1,187 1,033
100.0 6.3 30.3 22.1 9.8 30.8 0.7 36.6 31.9

-22.2 11.1 - - 66.7 - 33.3

2.6 22.8 44.74.4 18.4 33.3 11.4 29.8

14.0 34.6 0.7 24.3 40.53.7 20.6 26.5

24.7 56.91.8 22.9 40.4 16.5 17.4 0.9

27.4 - 29.1 43.61.7 27.4 32.5 11.1

38.07.4 27.9 22.3 15.7 26.2 0.4 35.3

- 36.3 33.96.9 29.4 20.0 13.9 29.8

13.7 28.3 0.5 35.4 35.93.3 32.1 22.2

45.7 24.512.7 33.0 19.3 5.2 29.7 -

28.3 - 49.0 22.67.5 41.5 13.2 9.4

22.58.8 23.1 18.1 4.4 39.4 6.3 31.9

0.7 28.4 29.81.4 27.0 23.0 6.8 41.2

10.9 38.4 0.7 25.3 35.54.3 21.0 24.6

29.7 35.63.0 26.7 26.7 8.9 32.6 2.2

35.1 0.3 35.7 28.96.8 28.9 18.9 10.0

30.73.4 36.9 21.0 9.7 28.6 0.3 40.3

- 43.5 25.97.7 35.8 19.0 6.9 30.7

4.7 27.0 - 51.8 21.110.6 41.2 16.4

56.9 21.611.8 45.1 19.6 2.0 21.6 -

66.7 - 33.4 -16.7 16.7 - -

-33.3 - - - 66.7 - 33.3

0.5 34.2 37.16.0 28.2 24.6 12.5 28.2

7.7 32.7 0.9 38.5 27.96.4 32.1 20.2

9

114

136

109

117

229

245

212

212

53

160

148

138

135

339

290

274

3

6

274

51

1,427

1,809

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

(％) (％) 
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（エ）家
い え

のまわりの生活
せ い か つ

道路
ど う ろ

や側溝
そ っ こ う

の整備
せ い び

 

「満足」と「やや満足」をあわせた『満足』の割合は 42.3%、「不満」と「やや不満」をあわせた『不満』の割合は 52.2%である。 

 

【経年比較】 

『満足』の割合は過去３か年の調査で最も低く、最も高い令和５年度調査の 49.6%から 7.3 ポイント減少した 42.3%で

ある。 

 

【性別】『満足』の割合は、「女性」が 43.1％、「男性」が 41.4%で、「女性」が「男性」よりも 1.7 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『満足』の割合は、『女性:18~29 歳』が 59.1%と最も高く、次いで「男性:15・16・17 歳」が 54.7%。 

 

【ブロック別】『満足』の割合は、「北部 A」が 52.3％と５割を超えており、最も高く、次いで、「中央部」が 49.4%。その他の地

域では、『満足』より『不満』の割合が高い。 

  

42.3 52.2

49.6 46.5

43.3 52.0

10.8 

15.0 

8.7 

31.5 

34.6 

34.6 

29.1 

26.8 

29.8 

23.1 

19.7 

22.2 

4.9 

2.5 

4.4 

0.6 

1.4 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

『満足』 『不満』

（エ）家のまわりの生活道路や側溝の整備
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 352 1,023 943 750 159 18 1,375 1,693
100.0 10.8 31.5 29.1 23.1 4.9 0.6 42.3 52.2

22.2 - 44.4 33.311.1 33.3 22.2 11.1

56.232.5 23.7 1.8 - 42.110.5 31.6

0.7 32.3 62.55.1 27.2 30.9 31.6 4.4

29.4 1.8 0.9 32.1 65.24.6 27.5 35.8

37.6 60.730.8 29.1 31.6 1.7 -6.8

5.7 - 38.0 56.313.5 24.5 29.7 26.6

54.728.6 26.1 3.3 - 42.19.4 32.7

0.5 41.0 55.68.0 33.0 26.4 29.2 2.8

13.7 5.7 - 53.7 40.617.9 35.8 26.9

54.7 30.130.2 22.6 7.5 15.1 -24.5

6.9 4.4 49.4 39.413.8 35.6 20.0 19.4

50.026.4 23.6 6.1 0.7 43.28.1 35.1

1.4 37.0 55.88.7 28.3 30.4 25.4 5.8

23.0 4.4 2.2 40.0 53.411.1 28.9 30.4

39.8 52.533.0 32.7 19.8 7.4 0.36.8

3.8 0.3 35.1 60.77.2 27.9 34.8 25.9

55.530.3 25.2 4.0 - 40.59.5 31.0

- 59.1 36.920.8 38.3 22.3 14.6 4.0

13.7 11.8 - 43.1 45.117.6 25.5 31.4

50.0 16.750.0 16.7 - 33.3 --

- - 33.3 66.633.3 - 33.3 33.3

54.329.1 25.2 4.1 0.2 41.410.8 30.6

0.8 43.1 50.710.9 32.2 29.1 21.6 5.4

9

114

136

109

117

229

245

212

212

53

160

148

138

135

339

290

274

3

6

274

51

1,427

1,809

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

（エ）家のまわりの生活道路や側溝の整備
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 352 1,023 943 750 159 18 1,375 1,693
100.0 10.8 31.5 29.1 23.1 4.9 0.6 42.3 52.2

33.3 8.3 - 41.7 50.016.7 25.0 16.7

40.5 55.429.2 28.7 26.7 4.1 -11.3

5.2 0.7 33.4 60.76.7 26.7 34.8 25.9

55.028.0 27.0 5.4 0.3 39.210.1 29.1

0.6 47.2 47.313.1 34.1 26.3 21.0 5.0

15.8 6.1 0.4 49.4 44.111.6 37.8 28.3

44.8 50.632.7 26.5 24.1 4.7 -12.1

4.0 0.9 40.2 54.912.2 28.0 31.1 23.8

58.630.9 27.7 4.5 0.9 35.95.9 30.0

0.4 52.3 42.113.8 38.5 23.6 18.5 5.1

24.2 4.8 1.6 31.7 61.87.0 24.7 37.6

31.8 63.625.0 32.7 30.9 4.1 0.56.8

12

195

135

296

525

474

257

450

220

275

186

220

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

全体

(％) (％) 
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（オ）水道
す い ど う

水
すい

の安全性
あ ん ぜん せ い

や水質
す い し つ

 

「満足」と「やや満足」をあわせた『満足』の割合は 71.5%、「不満」と「やや不満」をあわせた『不満』の割合は 13.1%である。 

 

【経年比較】 

「満足」の割合は、31.5%となっており、令和４年度調査の 26.8%と比較すると 4.7 ポイント高く、令和５年度調査の

35.9%と比較すると 4.4 ポイント低い。 

【性別】『満足』の割合は、「男性」が 74.2%、「女性」が 69.5%となり、「男性」が「女性」よりも 4.7 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『満足』の割合は、「男性:15・16・17 歳」が 81.1%と最も高く、次いで「男性:60～64 歳」が 80.3%と、８割

を超えている。一方で、「女性:70～74 歳」と「男性:70～74 歳」は 66.2%と最も低く、次いで「女性:50 歳代」は

66.3%である。 

 

【ブロック別】『満足』の割合は、「中央南部」が 78.3%と最も高く、次いで「南東部」が 77.8%となっている。「満足」の割合は

「南東部」が 36.2%で最も高く、「やや満足」の割合は「北部 A」が 44.7%で最も高い。一方で、「東部 B（田主丸）」は

「わからない」が 36.0%と最も多い。 

 

【家庭で使用する水の種類別】『満足』の割合は、「水道水（上水道）のみ」が 75.1%と最も高く、次いで「水道水（上水

道）と地下水（井戸水）との併用」が 69.7%となっている。一方、「地下水（井戸水）のみ」は 36.6%と、最も満足度が

低い。 

  

71.5 13.1

76.6 12.6

73.3 13.9

31.5 

35.9 

26.8 

40.0 

40.7 

46.5 

9.2 

9.1 

10.5 

3.9 

3.5 

3.4 

14.8 

9.1 

12.5 

0.5 

1.6 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

『満足』 『不満』
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（オ）水道
す い ど う

水
すい

の安全性
あ ん ぜん せ い

や水質
す い し つ

 

  
（オ）水道水の安全性や水質

回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 1,023 1,298 300 126 481 17 2,321 426
100.0 31.5 40.0 9.2 3.9 14.8 0.5 71.5 13.1

22.2 - 55.5 22.29 44.4 11.1 11.1 11.1

114 33.3 41.2 11.4 1.8 11.4 0.9 74.5 13.2

21.3 0.7 66.2 11.7136 22.1 44.1 8.8 2.9

9.4 - 80.3 10.2117 29.9 50.4 6.8 3.4

109 30.3 39.4 10.1 5.5 13.8 0.9 69.7 15.6

229 34.9 40.6 7.9 3.9 12.7 - 75.5 11.8

10.6 - 75.5 13.9245 35.9 39.6 9.4 4.5

13.2 - 71.7 15.1212 42.0 29.7 8.5 6.6

212 34.4 42.0 10.4 1.9 10.8 0.5 76.4 12.3

53 50.9 30.2 5.7 1.9 11.3 - 81.1 7.6

16.3 4.4 72.5 6.9160 35.0 37.5 4.4 2.5

15.2 0.7 67.4 16.6138 22.5 44.9 10.1 6.5

148 22.3 43.9 11.5 5.4 16.2 0.7 66.2 16.9

135 23.0 45.2 9.6 3.0 17.0 2.2 68.2 12.6

18.6 - 66.3 15.0339 21.8 44.5 10.9 4.1

17.9 - 68.2 13.9274 28.1 40.1 8.4 5.5

290 26.9 40.7 12.8 3.4 15.9 0.3 67.6 16.2

274 43.4 33.2 7.3 2.2 13.9 - 76.6 9.5

17.6 - 76.4 5.951 52.9 23.5 5.9 -

- - 33.3

6 50.0 16.7 16.7 - 16.7 - 66.7 16.7

1,427 34.5 39.7 9.0 3.9 12.6 0.3 74.2 12.9

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

16.5 0.7 69.5 13.41,809 29.1 40.4 9.5 3.9

33.3 - 33.3 33.33 33.3

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

（オ）水道水の安全性や水質
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 1,023 1,298 300 126 481 17 2,321 426
100.0 31.5 40.0 9.2 3.9 14.8 0.5 71.5 13.1

35.3 11.8 35.3 17.717 11.8 23.5 11.8 5.9

43.3 1.3 36.6 18.9

340 27.6 42.1 10.3 5.3 13.8 0.9 69.7 15.6

238 13.9 22.7 12.2 6.7

2,650 33.7 41.4 8.8 3.4 12.3 0.3 75.1 12.2

25.0 - 50.0 25.012 16.7 33.3 8.3 16.7

195 31.3 38.5 11.3 4.1 14.9 - 69.8 15.4

8.1 1.5 71.9 18.5135 32.6 39.3 13.3 5.2

12.2 0.4 78.3 9.2525 35.4 42.9 6.5 2.7

296 34.1 37.5 10.1 1.7 16.2 0.3 71.6 11.8

474 31.6 41.1 8.9 3.4 14.6 0.4 72.7 12.3

8.6 - 77.8 13.6257 36.2 41.6 8.9 4.7

13.6 0.9 66.4 19.1220 26.4 40.0 13.2 5.9

450 33.8 42.4 8.4 4.0 10.7 0.7 76.2 12.4

275 30.5 44.7 6.5 4.4 13.5 0.4 75.2 10.9

36.0 1.6 41.9 20.5186 13.4 28.5 14.0 6.5

220 30.5 33.2 8.6 3.2 24.1 0.5 63.7 11.8

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

全体

問
1
4
　
家

庭
で
使
用
す

る
水
の
種
類

水道水（上水道）のみ

地下水（井戸水）のみ

水道水（上水道）と地下
水（井戸水）との併用
無回答

(％) (％) 
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（カ）下水道
げ す い ど う

や浄化槽
じ ょ う か そ う

などの生活
せ い か つ

排水
はいすい

処理
し ょ り

の整備
せ い び

・充実
じゅうじつ

 

「満足」と「やや満足」をあわせた『満足』の割合は 67.1%、「不満」と「やや不満」をあわせた『不満』の割合は 16.8%である。 

 

【経年比較】 

『満足』の割合は減少傾向にある一方で、「満足」は増加しており、28.3%と過去３か年の調査で最も高い。 

※令和５年度調査:「まちづくり政策の重要度と満足度(オ)生活排水処理の整備」 

 

【性別】『満足』の割合は「男性」が 69.3%、「女性」が 65.5%となり、「男性」が「女性」よりも 3.8 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『満足』の割合は、「男性:15・16・17 歳」が 73.6％で最も高く、次いで「男性:75 歳以上」が 72.8％、「女

性:15・16・17 歳」が 72.6％、『女性:18～29 歳』が 71.2%となっている。 

 

【ブロック別】『満足』の割合は、「南東部」が 75.5%で最も高く、次いで「中央東部」が 72.2%、「南西部」が 71.9%、「中央

南部」が 71.4%と、７割を超えている。 

 

  

67.1 16.8

68.6 21.6

69.1 18.1

28.3 

24.4 

23.9 

38.8 

44.2 

45.2 

10.5 

13.6 

12.3 

6.3 

8.0 

5.8 

15.6 

8.5 

12.4 

0.5 

1.3 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

『満足』 『不満』

（カ）下水道や浄化槽などの生活排水処理の整備・充実
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 919 1,259 340 204 506 17 2,178 544
100.0 28.3 38.8 10.5 6.3 15.6 0.5 67.1 16.8

41.7 25.025.0 16.7 8.3 33.3 -16.712

12.3 - 54.3 33.3195 21.5 32.8 19.5 13.8

56.3 30.434.1 17.8 12.6 11.9 1.522.2135

40.4

14.5 0.7 71.9 12.9

31.0525

296 28.7 43.2 8.8 4.1

17.7 0.6 69.2 12.4

6.7 4.4 17.1 0.4 71.4 11.1

474 30.0 39.2 8.6 3.8

75.5 12.938.9 8.2 4.7 11.7 -36.6257

39.5

15.3 0.7 72.2 11.8

21.4220

450 31.1 41.1 7.8 4.0

14.5 0.4 69.8 15.3

15.5 10.5 12.7 0.5 60.9 26.0

275 28.0 41.8 11.3 4.0

53.7 25.333.3 11.3 14.0 19.9 1.120.4186

18.6 0.5 59.1 21.8220 26.8 32.3 14.5 7.3

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ
ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

全体

（カ）下水道や浄化槽などの生活排水処理の整備・充実
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 919 1,259 340 204 506 17 2,178 544
100.0 28.3 38.8 10.5 6.3 15.6 0.5 67.1 16.8

22.233.39

7.9 - 72.8 19.3

11.1 11.1 22.2 - 55.5 22.2

114 31.6 41.2 10.5 8.8

67.6 22.046.3 11.0 11.0 10.3 -21.3136

46.2

6.4 0.9 66.0 26.6

19.7117

109 28.4 37.6 17.4 9.2

13.1 - 70.8 16.2

11.1 14.5 8.5 - 65.9 25.6

229 33.2 37.6 9.6 6.6

69.0 16.736.3 9.8 6.9 14.3 -32.7245

31.6

16.0 0.5 69.3 14.2

38.2212

212 29.7 39.6 9.0 5.2

20.8 - 73.6 5.7

9.0 4.2 16.5 0.5 69.8 13.2

53 41.5 32.1 5.7 -

68.8 13.836.3 8.8 5.0 13.1 4.432.5160

39.1

14.9 0.7 67.6 16.9

21.7138

148 25.7 41.9 10.1 6.8

12.6 2.2 68.9 16.3

14.5 9.4 14.5 0.7 60.8 23.9

135 23.7 45.2 8.9 7.4

62.6 18.643.1 12.1 6.5 18.3 0.619.5339

36.5

16.6 - 64.9 18.6

23.7274

290 26.6 38.3 13.8 4.8

18.6 - 71.2 10.2

9.5 6.2 24.1 - 60.2 15.7

274 34.3 36.9 8.4 1.8

72.6 3.931.4 3.9 - 23.5 -41.251

33.3 33.3-

16.7 - 66.6 16.76 33.3 33.3 16.7 -

13.0 0.2 69.3 17.51,427 30.9 38.4 10.2 7.3

65.5 16.239.2

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

10.7 5.5 17.6 0.826.31,809

- 33.3 33.3 -33.33

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

(％) (％) 
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（キ）水害
す い が い

やがけ崩れ
く ず   

・山崩れ
や ま く ず   

の防止
ぼ う し

などの防災
ぼ う さ い

対策
た い さ く

および総合
そ う ご う

防災
ぼ う さ い

訓練
く ん れ ん

の充実
じゅうじつ

 

「満足」と「やや満足」をあわせた『満足』の割合は 33.3%、「不満」と「やや不満」をあわせた『不満』の割合は 40.3%である。 

 

【経年比較】 

『満足』の割合は、令和 5 年度調査から 2.7 ポイント増加した 33.3%、『不満』の割合は、令和 5 年度調査から 10.8 ポ

イント減少した 40.3%である。 

 

【性別】『満足』の割合は、「男性」が 33.9%、「女性」が 32.8%となり、「男性」が「女性」よりも 1.1 ポイント高い。 

 

【性年齢別】男女ともに若い年齢層で『満足』の割合が高い。 

 

【ブロック別】『満足』の割合は、「中央東部」が 38.2%と最も高く、次いで「南東部」が 37.7%。その他の地域は、『満足』より 

も『不満』の割合が高い。 

 

 

  

33.3 40.3

30.6 51.1

35.3 41.0

7.2 

7.6 

6.5 

26.1 

23.0 

28.8 

24.9 

27.9 

25.6 

15.4 

23.2 

15.4 

25.7 

16.7 

23.2 

0.6 

1.6 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

『満足』 『不満』

（キ）水害やがけ崩れ・山崩れの防止などの
防災対策および総合防災訓練の充実

回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 233 848 808 501 835 20 1,081 1,309
100.0 7.2 26.1 24.9 15.4 25.7 0.6 33.3 40.3

9

30.7 40.322.8 29.8 10.5 28.1 0.97.9

22.2 33.3 - 44.4 22.211.1 33.3 -

114

21.3 22.1 0.7 26.4 50.75.1 21.3 29.4136

26.7 59.623.9 36.7 22.9 12.8 0.92.8

117

109

40.6 39.730.6 25.3 14.4 19.7 -10.0

17.9 17.1 0.9 30.8 51.23.4 27.4 33.3

229

19.6 24.1 - 31.8 44.16.9 24.9 24.5245

28.8 42.421.7 22.6 19.8 27.8 0.97.1

212

212

51.0 24.532.1 11.3 13.2 24.5 -18.9

13.2 25.9 - 41.9 32.116.0 25.9 18.9

53

5.6 33.8 4.4 38.2 23.711.3 26.9 18.1160

36.5 34.435.8 20.9 13.5 28.4 0.70.7

138

148

32.6 43.726.7 25.9 17.8 21.5 2.25.9

13.0 30.4 0.7 26.8 42.05.1 21.7 29.0

135

15.0 30.1 0.3 29.2 40.44.7 24.5 25.4339

25.2 48.320.7 33.1 15.2 26.2 0.34.5

274

290

43.1 31.732.5 19.7 12.0 25.2 -10.6

18.6 27.7 - 31.7 40.55.1 26.6 21.9

274

7.8 29.4 - 39.2 31.37.8 31.4 23.551

33.3 - -

50.0 16.750.0 - 16.7 33.3 --6

33.3 33.3 - 33.3 33.3

33.9 42.825.4 25.6 17.2 22.9 0.48.51,427

14.0 27.9 0.8 32.8 38.56.1 26.7 24.5

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

1,809

3

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

（キ）水害やがけ崩れ・山崩れの防止などの
防災対策および総合防災訓練の充実

回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 233 848 808 501 835 20 1,081 1,309
100.0 7.2 26.1 24.9 15.4 25.7 0.6 33.3 40.3

16.7 58.3 - 8.3 33.4- 8.3 16.712

32.3 34.325.1 20.5 13.8 33.3 -7.2195

19.3 23.7 1.5 31.1 43.711.1 20.0 24.4135

36.8 31.430.7 20.6 10.8 31.4 0.36.1

525

296

35.0 37.727.0 23.4 14.3 26.8 0.48.0

13.5 28.2 0.4 34.5 36.98.2 26.3 23.4

474

12.8 24.5 - 37.7 37.79.3 28.4 24.9257

38.2 35.830.4 23.1 12.7 25.3 0.77.8

220

450

36.7 42.929.1 28.0 14.9 20.0 0.47.6

23.2 23.2 1.8 23.6 51.44.5 19.1 28.2

275

28.5 17.2 2.2 19.4 61.32.2 17.2 32.8186

27.7 50.022.7 31.8 18.2 21.8 0.55.0220

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ
ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

全体

(％) (％) 
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（ク）自治会
じ ち か い

などの校区
こ う く

コミュニティ活動
か つ ど う

や、ＮＰＯ・ボランティア活動
か つ ど う

など市民
し み ん

自
みずか

らが 

進
すす

めるまちづくり活動
か つ ど う

の振興
し ん こ う

 

「満足」と「やや満足」をあわせた『満足』の割合は 40.9%、「不満」と「やや不満」をあわせた『不満』の割合は 18.4%である。 

 

【経年比較】 

『満足』の割合は、過去３か年の調査で最も低く、令和５年度調査から 6.2 ポイント減少した 40.9%である。 

※令和５年度調査:「まちづくり政策の重要度と満足度(タ)市民活動の活性化」 

 

【性別】『満足』の割合は、「男性」が 41.4%、「女性」が 40.7%となり、「男性」が「女性」よりも 0.7 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『満足』の割合は、「男性:15・16・17 歳」が 49.1%と最も高く、次いで、「男性:50 歳代」が 46.8%。一方

で、「男性:70~74 歳」が 33.9%と、最も低い。 

 

【ブロック別】『満足』の割合は、ほとんどの地域が４割台となっており、「南西部」が 45.2%と最も高い。一方で、「東部 B（田主

丸）」は 36.6%、「東部 A」は 37.8%で、３割台にとどまっている。 

 

 

  

（ク）自治会などの校区コミュニティ活動や、
NPO・ボランティア活動など市民自らが進めるまちづくり活動の振興

回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 257 1,072 470 128 1,293 25 1,329 598
100.0 7.9 33.0 14.5 3.9 39.8 0.8 40.9 18.4

- 25.0 16.7 8.3 50.012

0.5 40.5 - 44.1 15.48.7 35.4 14.9

- 25.0 25.0

40.0 21.4

195

8.9 31.1 17.0 4.4 36.3135

3.0 36.8 0.7

2.2

45.2 17.27.4 37.8 14.2

525

3.6 43.2 0.4

0.4 40.0 18.1

296

9.7 30.3 14.3

15.68.2 32.5 12.0

3.8 41.5

40.1 21.8

474

8.6 31.5 17.1 4.7 37.7

40.7

257

4.4 40.4 0.9

0.4

41.8 16.88.9 32.9 12.4

220

2.9 45.5 0.7

1.8 41.4 21.8

450

5.5 35.9 18.6

11.65.8 36.4 8.7

3.2 35.0

36.6 27.9

275

6.5 30.1 22.0 5.9 33.3

42.2

186

7.3 38.2 0.5

2.2

37.8 23.76.4 31.4 16.4220

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

全体

（ク）自治会などの校区コミュニティ活動や、
NPO・ボランティア活動など市民自らが進めるまちづくり活動の振興

回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 257 1,072 470 128 1,293 25 1,329 598
100.0 7.9 33.0 14.5 3.9 39.8 0.8 40.9 18.4

9

5.3 25.4 1.8

- 33.3 11.122.2 11.1 11.1

29.92.6 40.4 24.6

- 55.6

33.9 33.1

114

7.4 26.5 24.3 8.8 32.4

43.0

136

7.3 22.9 0.9

0.7

42.2 33.96.4 35.8 26.6

117

3.9 34.5 0.4

0.9 36.7 31.6

109

5.1 31.6 23.9

18.311.4 35.4 14.4

7.7 30.8

39.2 17.6

229

8.2 31.0 14.3 3.3 43.3

46.8

245

6.1 46.2 0.9

-

38.6 14.14.2 34.4 8.0

212

1.9 37.7 -

- 44.8 13.2

212

16.0 28.8 9.4

13.218.9 30.2 11.3

3.8 42.0

44.4 15.7

53

12.5 31.9 14.4 1.3 35.6

49.1

160

5.4 33.8 1.4

4.4

43.3 21.66.8 36.5 16.2

138

5.2 37.0 2.2

0.7 34.7 25.4

148

4.3 30.4 20.3

23.03.7 34.1 17.8

5.1 39.1

40.7 15.1

135

6.2 34.5 12.7 2.4 43.7

37.8

339

2.1 42.8 0.3

0.6

41.1 15.95.2 35.9 13.8

274

2.9 47.8 -

0.4 41.2 12.8

290

8.0 33.2 9.9

12.09.5 30.7 9.1

2.9 45.6

43.1 11.8

274

9.8 33.3 11.8 - 45.1

40.2

51

- 50.0 -

-

33.4 16.716.7 16.7 16.7

5.2 36.9 0.6

- 33.3 -

6

33.3 - - - 66.7

41.4 21.28.8 32.6 16.0

0.9 40.7 16.3

1,427

7.2 33.5 13.3 3.0 42.1

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

1,809

3

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

40.9 18.4

47.1 21.1

43.2 21.5

7.9 

10.0 

7.4 

33.0 

37.1 

35.8 

14.5 

16.4 

17.0 

3.9 

4.7 

4.5 

39.8 

30.4 

34.7 

0.8 

1.5 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

『満足』 『不満』

(％) (％) 
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（ケ）バス、鉄道
て つ ど う

、タクシーなどの公共
こうきょう

交通
こ う つ う

機関
き か ん

やよりみちバスなどの生活
せ い か つ

支援
し え ん

交通
こ う つ う

の現状
げんじょう

 

「満足」と「やや満足」をあわせた『満足』の割合は 40.7%、「不満」と「やや不満」をあわせた『不満』の割合は 35.9%である。 

 

【経年比較】 

『満足』の割合は、40.7%と、過去３か年の調査で最も低く、令和４年度調査の 54.8%と比較して 14.1 ポイント下回って

いる。『不満』の割合も減少傾向にあり、「わからない」の割合が令和 5 年度調査と比較して 17.1 ポイント増加。 

※令和５年度調査:「まちづくり政策の重要度と満足度(エ)公共交通網の充実」 

 

【性別】『満足』の割合は、「男性」が 42.4%、「女性」が 39.4%となり、「男性」が「女性」よりも 3.0 ポイント高い。 

 

【性年齢別】男女ともに若い年齢層で、『満足』の割合が高く、『男性:18～29 歳』が 56.1%、『女性:18～29 歳』が

51.1%となっている。一方で、「女性:65～69 歳」が 27.5%で最も低く、次いで「男性:70~74 歳」が 33.1%である。 

 

【ブロック別】『満足』の割合は、「中央部」が 48.5%で最も高く、次いで、「中央東部」が 48.0%。一方で、「東部 B（田主

丸）」は 25.3%、「西部 B（城島）」は 25.9%で、２割台にとどまっている。 

  

40.7 35.9

47.3 45.7

54.8 37.1

10.9 

13.4 

14.7 

29.8 

33.9 

40.1 

23.5 

29.2 

22.6 

12.4 

16.5 

14.5 

22.7 

5.6 

7.6 

0.8 

1.5 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

『満足』 『不満』

（ケ）バス、鉄道、タクシーなどの公共交通機関や
よりみちバスなどの生活支援交通の現状

回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 355 966 763 401 735 25 1,321 1,164
100.0 10.9 29.8 23.5 12.4 22.7 0.8 40.7 35.9

12 - 16.7 16.7 8.3 58.3 - 16.7 25.0

135 5.2 20.7 26.7 25.9 19.3 2.2 25.9 52.6

195 10.8 22.1 23.6 13.3 30.3 - 32.9 36.9

21.3 13.1 21.7 0.6 43.3 34.4

296 10.8 26.7 23.6 14.2 24.0 0.7 37.5 37.8

525 10.9 32.4

48.0 32.7

474 15.0 33.5 23.0 7.2 20.7 0.6 48.5 30.2

450 15.1 32.9 21.8 10.9 18.7 0.7

257 9.7 33.9 24.5 14.8 16.7 0.4 43.6 39.3

220 7.7 31.8 25.9 9.1 23.6 1.8 39.5 35.0

186 3.8 21.5 28.5 19.4 25.3 1.6 25.3 47.9

275 10.5 32.7 21.5 8.4 26.5 0.4 43.2 29.9

220 9.5 22.7 26.4 12.7 27.7 0.9 32.2 39.1

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

全体

（ケ）バス、鉄道、タクシーなどの公共交通機関や
よりみちバスなどの生活支援交通の現状

回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 355 966 763 401 735 25 1,321 1,164
100.0 10.9 29.8 23.5 12.4 22.7 0.8 40.7 35.9

42.1 36.0114 11.4 30.7 20.2 15.8 19.3 2.6

9 - 22.2 22.2 22.2 33.3 - 22.2 44.4

136 7.4 25.7 25.7 16.2 25.0 - 33.1 41.9

117 9.4 26.5 27.4 12.8 23.1 0.9 35.9 40.2

109 5.5 31.2 32.1 10.1 20.2 0.9 36.7 42.2

39.6 34.9

229 8.7 32.8 25.8 11.4 21.0 0.4 41.5 37.2

212 11.3 28.3 21.2 13.7 24.5 0.9

245 13.1 29.8 23.7 9.8 23.7 - 42.9 33.5

212 19.8 36.3 17.0 8.0 18.9 - 56.1 25.0

160 13.8 28.1 20.0 8.8 25.0 4.4 41.9 28.8

53 18.9 32.1 20.8 11.3 17.0 - 51.0 32.1

37.8 36.3

148 6.1 25.7 23.6 14.2 29.1 1.4 31.8 37.8

135 5.9 31.9 21.5 14.8 23.0 3.0

138 8.7 18.8 33.3 14.5 23.9 0.7 27.5 47.8

339 6.2 26.8 26.8 13.9 25.7 0.6 33.0 40.7

274 11.7 33.6 18.6 10.6 25.5 - 45.3 29.2

290 6.9 31.4 23.8 14.1 23.4 0.3 38.3 37.9

16.7 50.0

274 19.3 31.8 23.4 10.6 15.0 - 51.1 34.0

6 - 16.7 33.3 16.7 33.3 -

51 19.6 27.5 19.6 19.6 13.7 - 47.1 39.2

3 - 33.3 - 33.3 33.3 - 33.3 33.3

1,809 10.3 29.1 23.6 12.8 23.2 0.9 39.4 36.4

1,427 11.8 30.6 23.4 11.8 21.9 0.6 42.4 35.2

女性:70～74歳

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:75歳以上

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

(％) (％) 
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（コ）花
はな

や緑
みどり

、水辺
み ず べ

等
な ど

の魅力
み り ょ く

の向上
こうじょう

 

「満足」と「やや満足」をあわせた『満足』の割合は 60.2%、「不満」と「やや不満」をあわせた『不満』の割合は 20.5%である。 

 

【経年比較】 

『満足』の割合は、令和５年度調査の 59.0%から 1.2 ポイント増加した 60.2%である。一方で、『不満』の割合は減少傾

向にあり、過去３か年の調査で最も低い割合となっている。 

【性別】『満足』の割合は、「女性」が 62.5%、「男性」が 57.3%となり、「女性」が「男性」よりも 5.2 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『満足』の割合は、『女性:18～29 歳』が 73.0%と最も高く、次いで「女性:15・16・17 歳」が 72.5%、「男

性:15・16・17 歳」が 71.7%と、7 割を超えている。「女性:70～74 歳」は 60.2%である一方で、「男性:70～74

歳」は 48.5%となっており、「女性:70～74 歳」は「男性:70～74 歳」より 11.7 ポイント高い。 

 

【ブロック別】『満足』の割合は、「北部 A」が 70.9%と最も高く、次いで「中央部」が 64.1%、「南東部」が 63.5%、「中央東

部」が 62.9%で、６割台となっている。 

 

 

  

60.2 20.5

59.0 25.1

61.0 25.3

15.4 

14.2 

13.4 

44.8 

44.8 

47.6 

15.8 

19.2 

19.4 

4.7 

5.9 

5.9 

18.6 

14.5 

13.1 

0.7 

1.5 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

『満足』 『不満』

（コ）花や緑、水辺等の魅力の向上
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 499 1,454 513 154 603 22 1,953 667
100.0 15.4 44.8 15.8 4.7 18.6 0.7 60.2 20.5

9.6 42.1 22.8 8.8 16.7 - 51.7 31.6

22.2 33.3 11.1 -

114

9 33.3 - 55.5 11.1

136 11.0 37.5 22.1 8.1 21.3 - 48.5

117

30.2

109 8.3 43.1 20.2 15.6 11.9 0.9 51.4 35.8

8.5 41.9 27.4 6.0 15.4 0.9 50.4 33.4

21.9

11.3 44.3 17.9 4.7 20.8 0.9 55.6 22.6

12.7 45.3 15.1 3.7

229 17.0 42.8 15.3 6.6 18.3 - 59.8

212

245 23.3 - 58.0 18.8

212 23.6 43.4 10.8 2.4 19.8 - 67.0

160

13.2

53 30.2 41.5 7.5 3.8 17.0 - 71.7 11.3

16.9 39.4 15.6 1.9 21.9 4.4 56.3 17.5

21.7

8.1 47.4 17.8 5.2 18.5 3.0 55.5 23.0

10.9 44.2 24.6 8.7

148 6.8 53.4 17.6 4.1 16.2 2.0 60.2

135

138 10.9 0.7 55.1 33.3

339 12.4 45.7 16.2 4.1 21.2 0.3 58.1

274

20.3

290 13.4 51.7 11.0 3.8 19.3 0.7 65.1 14.8

19.0 46.0 14.2 2.2 18.6 - 65.0 16.4

11.7

16.7 50.0 16.7 - 16.7 - 66.7 16.7

33.3 39.2 11.8 2.0

274 28.8 44.2 8.8 2.9 15.3 - 73.0

6

51 13.7 - 72.5 13.8

3 33.3 - - - 66.7 - 33.3

1,809

-

1,427 14.4 42.9 17.3 6.0 19.1 0.3 57.3 23.3

16.1 46.4 14.6 3.8 18.1 1.0 62.5 18.4

女性:70～74歳

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:75歳以上

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

（コ）花や緑、水辺等の魅力の向上
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 499 1,454 513 154 603 22 1,953 667
100.0 15.4 44.8 15.8 4.7 18.6 0.7 60.2 20.5

12 -

13.3 46.2 17.9 4.1 18.5 - 59.5

135 10.4 33.3 26.7 6.7 21.5 1.5 43.7

195

33.4

58.3 - 8.3 33.3 - 58.3 8.3

22.0

296 11.1 46.6 14.2 4.7 22.6 0.7 57.7 18.9

13.9 45.9 17.1 5.1 17.3 0.6 59.8 22.2525

21.5

18.7 44.2 16.7 4.9 14.7 0.9 62.9 21.6

15.6 47.9 16.0 4.7

474 19.4 44.7 16.0 5.5 13.7 0.6 64.1

450

257 16.0 - 63.5 20.7

220 11.4 41.4 15.0 5.0 25.9 1.4 52.8

186

20.0

275 18.9 52.0 9.5 1.8 17.5 0.4 70.9 11.3

15.6 35.5 18.3 7.5 22.0 1.1 51.1 25.8

13.7220 14.1 45.0 11.4 2.3 26.4 0.9 59.1

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

全体

(％) (％) 



Ⅱ 調査結果の分析（２．ふだんの生活について） 

78 

（サ）ＩＣＴ環境
かんきょう

などの教育
きょういく

環境
かんきょう

 

「満足」と「やや満足」をあわせた『満足』の割合は 30.8%、「不満」と「やや不満」をあわせた『不満』の割合は 21.2%である。 

 

【経年比較】 

令和５年度調査と比較すると、「満足」は 0.9 ポイント減少して 6.0%、「やや満足」は 1.3 ポイント減少して 24.8%となっ

ている。『不満』の割合も減少傾向にあり、「わからない」の割合が 10.2 ポイント増加。 

※令和５年度調査:「まちづくり政策の重要度と満足度(ツ)教育環境の充実」 

 

【性別】『満足』の割合は、「男性」が 32.5%、「女性」が 29.5%となり、「男性」が「女性」よりも 3.0 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『満足』の割合は、「女性:15・16・17 歳」が 54.9％と最も高く、次いで、「男性:15・16・17 歳」が 51.0%で

ある。 

 

【ブロック別】『満足』の割合は、「北部 A」が 38.2%で最も高く、次いで「南西部」が 35.8%、「中央部」が 32.7%、「南東部」

が 30.3%、「中央東部」が 30.2%と、３割を超えている。 

 

【同居家族別】『満足』の割合は、「上記以外の１８歳未満の子どもがいる」が 46.0％で最も高く、次いで「中学生がいる」が

38.9％、「小学生がいる」が 38.8%となっている。一方で、「６５歳以上の人がいる」は 26.9%と、最も低い。 

 

33.0 28.5

30.8 21.26.0 

6.9 

24.8 

26.1 

15.8 

20.4 

5.4 

8.1 

47.0 

36.8 

1.0 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない 無回答

『満足』 『不満』

（サ）ＩＣＴ環境などの教育環境
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 196 804 512 174 1,525 34 1,000 686
100.0 6.0 24.8 15.8 5.4 47.0 1.0 30.8 21.2

7.5 5.0 62.5 10.0 15.0 12.5

14.7 5.6 49.2 1.1 29.4 20.3

6.6 22.5 13.6 4.7 51.4 1.2 29.1 18.3

18.3 5.8 29.4 0.6 46.0 24.1

4.9 22.0 16.8 5.1 50.4 0.7 26.9 21.9

22.7 8.4 29.4 0.7 38.8 31.1

9.5 29.4 19.9 9.5 31.7 - 38.9 29.4

428

306

361

1,075

354

1,134

40

5.7 25.1

7.0 31.8

12.2 33.8

4.5 24.9

7.5 7.5

402

12

22.9

7.8 28.0 14.9 4.1 44.3 1.0 35.8 19.0

17.7 7.2 43.3 1.0 30.8 24.9

23.1 13.3 3.6 53.8 - 29.3 16.96.2

41.7 16.6

135

195

14.8 8.1 50.4 3.0 23.75.2 18.5

15.4 5.1 48.4 1.3

- 41.7 8.3 8.3 41.7 -

29.7 20.5

296

5.7 24.0525

6.3 26.4 16.0 5.5 44.9 0.8 32.7 21.5

5.4 24.9 18.7 7.0 44.0 - 30.3 25.7

6.2

474

450

257

17.3 5.0 46.4 2.3 29.1 22.3

7.3 30.9 9.5 2.2 49.5 0.7 38.2 11.7

15.8 6.4 46.9 0.7 30.2 22.224.0

220

24.7186

6.4 22.7

21.5 9.1 38.2 2.2 29.0 30.6

275

4.3

4.5 19.1 18.6 4.1 52.7 0.9 23.6 22.7220

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

全体

（サ）ＩＣＴ環境などの教育環境
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 196 804 512 174 1,525 34 1,000 686
100.0 6.0 24.8 15.8 5.4 47.0 1.0 30.8 21.2

22.2 11.1 11.1 11.1 44.4 - 33.3 22.2

4.4114

9

19.9 8.1 48.5 0.7 22.8 28.0

2.8 25.7 22.0 4.6 43.1 1.8 28.5 26.6

18.4 6.1 43.0 3.5 29.0 24.524.6

136

23.1117

2.9 19.9

23.1 12.0 36.8 0.9 27.4 35.1

109

4.3

7.0 28.4 13.1 5.7 45.4 0.4 35.4 18.8

5.3 29.0 16.3 8.2 41.2 - 34.3 24.5

4.2

229

212

245

11.8 4.7 42.9 - 40.6 16.5

20.8 30.2 18.9 3.8 26.4 - 51.0 22.7

16.0 10.4 45.3 0.9 27.3 26.423.1

212

20.6160

13.2 27.4

7.5 - 58.1 4.4 30.0 7.5

53

9.4

- 22.3 14.2 2.7 58.1 2.7 22.3 16.9

0.7 15.2 18.8 5.8 58.7 0.7 15.9 24.6

2.2

148

135

138

14.7 3.2 54.0 1.2 26.8 17.9

4.1 29.3 17.2 6.2 42.1 1.0 33.4 23.4

16.3 5.2 50.4 3.0 25.2 21.523.0

339

21.5274

4.4 22.4

15.3 3.6 52.6 - 28.4 18.9

290

6.9

9.1 28.5 14.2 3.6 44.5 - 37.6 17.8

19.6 35.3 21.6 2.0 21.6 - 54.9 23.6

16.7

274

6

51

- 33.3 33.3 - 33.3 33.3

6.6 25.9 16.7 7.3 42.8 0.8 32.5 24.0

16.7 - 50.0 - 33.4 16.716.7

3

24.01,809

33.3 -

15.1 3.8 50.3 1.3 29.5 18.9

1,427

5.5

女性:70～74歳

（　　）・無回答

性
別
×
年
齢
別

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:75歳以上

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

(％) (％) 
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３． 市
し

の情報
じょうほう

発信
は っ し ん

について 

（１）市政
し せ い

情報
じょうほう

の入手先
にゅうしゅさき

 

市政情報の入手先について、「広報久留米（広報紙）」が 77.6%と７割を超えており、最も高い。次いで、「新聞やテレビ

など」が 27.9%、「市公式ＬＩＮＥ」が 25.6%、「校区だよりや総合支所からのお知らせなどの地域情報」が 24.3%、「市公

式ホームページ」が 23.5%となり、２割台となっている。 

 

【経年比較】 

「広報久留米（広報紙）」の 77.6%、「新聞やテレビなど」の 27.9%、「校区だよりや総合支所からのお知らせなどの地域

情報」の 24.3%、「d ボタン広報誌（ＫＢＣテレビｄボタン）」の 4.0%、「市公式ＹｏｕＴｕｂｅ」、「コミュニティＦＭ（ド

リームスＦＭ）」の 1.1%は、令和５年度調査よりも割合が増加し、令和３年度調査に次いで２番目に高い割合となってい

る。 

 

 

 

  

77.6 

27.9 

25.6 

24.3 

23.5 

14.1 

4.0 

2.5 

1.1 

1.1 

2.2 

0.5 

58.9 

24.7 

27.9 

22.3 

33.9 

14.5 

3.5 

2.7 

0.9 

0.9 

4.0 

2.0 

84.1 

31.6 

22.5 

30.4 

26.3 

16.0 

4.7 

3.9 

1.2 

1.2 

1.5 

0.4 

0.0 50.0 100.0

広報久留米（広報紙）

新聞やテレビなど

市公式ＬＩＮＥ

校区だよりや総合支所からのお知らせなどの

地域情報

市公式ホームページ

市が作成するポスター、チラシなど

dボタン広報誌（ＫＢＣテレビｄボタン）

ケーブルテレビ（くーみんテレビ）

市公式ＹｏｕＴｕｂｅ

コミュニティＦＭ（ドリームスＦＭ）

その他

無回答

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和３年度調査

（n=2,194）

校区だよりや総合支所からのお知らせなどの

地域情報

％ ％ ％

【回答はいくつでも】

問
と い

16 市政
し せ い

情報
じょうほう

はどこから入手
にゅうしゅ

しますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 
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（１）市政
し せ い

情報
じょうほう

の入手先
にゅうしゅさき

 

【性別】「市公式 LINE」は「女性」が 30.6%、「男性」が 19.3%と、「女性」が「男性」よりも 11.3 ポイント高い。「広報久留米

（広報紙）」の割合は「女性」が 80.0%、「男性」が 74.6%となり、「女性」が「男性」よりも 5.4 ポイント高い。一方で、「市

公式ホームページ」は「男性」が 25.2%、「女性」が 22.2%となり、「男性」が「女性」よりも 3.0 ポイント高い結果となってい

る。 

 

【年齢別】「広報久留米（広報紙）」は、高い年齢層で割合が高く、「70～74 歳」が 93.3%、「75 歳以上」が 93.2%、「65

～69 歳」が 91.1%と、９割を超えている。一方で、「市公式ＬＩＮＥ」の割合は「40 歳代」が 36.6%と最も高く、次いで

「30 歳代」が 35.7%となり、３割後半となっている。 

 

【ブロック別】「校区だよりや総合支所からのお知らせなどの地域情報」の割合は、「東部 B（田主丸）」が 38.7%と最も高く、次

いで「東部 A」が 30.9%、「西部 A（城島）」が 30.4%と３割を超えており、その他の地域では２割台となっている。 

 

 

  

市政情報の入手先
回
答
数

広
報
久
留
米
（
広
報
紙
）

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

ｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌

（
Ｋ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
ｄ
ボ
タ
ン
）

市
が
作
成
す
る

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
な
ど

校
区
だ
よ
り
や
総
合
支
所
か
ら
の

お
知
ら
せ
な
ど
の
地
域
情
報

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

（
く
ー
み
ん
テ
レ
ビ
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

（
ド
リ
ー
ム
ス
Ｆ
Ｍ
）

そ
の
他

無
回
答

3,245 2,518 763 831 37 131 459 788 905 80 35 73 17
100.0 77.6 23.5 25.6 1.1 4.0 14.1 24.3 27.9 2.5 1.1 2.2 0.5

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

 西部A（城島）

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央南部

ブ
ロ
ッ

ク
別

 西部B（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

2.51,809 80.0 22.2 30.6 1.1

南西部

66.7 - 33.3 - -

1.0 1.8 0.5

74.6 25.2 19.3 1.3 4.1 14.1 21.9 28.8 2.4 1.2 2.8 0.5

4.0 14.3 26.1 27.2

1,427

3

6

104 46.2

- -

66.7 16.7 16.7 - - - 50.0 16.7 - - - 16.7

- - 33.3 - -

-

487 53.0 19.1 22.2 0.8 1.2 14.8 10.7 31.0 2.7 - 5.3 0.6

24.0 33.7 3.8 1.9 7.719.2 9.6 2.9 4.8 15.4

2.9 0.4

536 79.5 27.6 36.6 1.3 3.5 11.6 22.2 14.0 1.3 1.1 2.1 0.2

2.1 13.1 16.2 16.4 2.1487 69.6 29.2 35.7

22.5 22.8 1.6569 83.3 28.6 27.4 1.2

-1.0

3.2247 91.1 25.9 24.7 2.4

1.2 1.4 0.4

252 88.5 23.8 18.7 0.8 6.0 11.5 30.2 34.9 4.4 2.0 0.8 0.8

4.9 13.0

93.2 10.0 10.0 -

2.4 - 1.6

284 93.3 15.8 18.0 1.1 7.0 20.4 40.8 44.0 3.2 1.8 0.7 0.7

4.9 16.6 34.4 40.9

27.3 1.4

1.4 0.7 0.4

- - - - - - - - - - - - -

5.7 15.4 38.7 43.0 3.2279

2.3 2.3 0.5

186 75.3 14.5 24.2 0.5 4.8 17.2 38.7 33.3 - 0.5 1.6 0.5

5.0 17.7 30.9 25.5 0.5220 81.8 20.5

3.3 0.4

220 78.2 20.9 20.0 1.8 6.4 11.8 29.1 26.8 2.3 0.5 2.7 0.9

6.2 16.4 21.1 25.5 0.7275 70.5 24.4 25.8

20.4 25.6 4.4450 75.6 29.1 27.3 1.1

0.4-

3.2474 76.2 28.3 29.7 1.7

1.3 2.0 0.9

257 79.8 18.7 21.4 1.2 3.5 10.5 23.0 30.0 1.9 0.8 1.9 0.4

3.3 15.1

84.8 23.0 28.7 0.3

1.7 2.1 0.6

525 75.2 24.2 25.1 0.8 3.6 13.0 20.2 27.4 4.4 0.4 3.2 0.4

4.2 12.9 23.0 28.5

26.7 2.6

1.4 1.0 0.3

135 83.7 15.6 17.0 2.2 2.2 16.3 30.4 31.1 3.0 2.2 2.2 -

2.7 16.2 23.0 28.7 0.7296

1.0 1.0 0.5

12 66.7 8.3 - - 16.7 - 16.7 25.0 - - 8.3 -

2.1 11.8 25.1 29.2 1.5195 81.5 24.6

(％) 
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（２）期待
き た い

する情報
じょうほう

発信
は っ し ん

 

期待する情報発信について、「イベントなどの情報」が 55.0%と最も高く、次いで「災害・防災に関する情報」が 42.0%、「医

療・健康に関する情報」が 39.4%となっている。 

 

【経年比較】 

令和３年度調査と比較すると、「イベントなどの情報」は 9.1 ポイント、「グルメに関する情報」は 4.5 ポイント増加している。一

方で、「医療・健康に関する情報」は 13.6 ポイント、「災害・防災に関する情報」は 7.0 ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

55.0 

42.0 

39.4 

26.4 

20.0 

19.0 

18.3 

13.4 

13.1 

2.7 

1.7 

0.9 

45.9 

49.0 

53.0 

21.9 

25.7 

18.2 

16.4 

14.3 

10.6 

3.2 

0.9 

1.2 

0.0 50.0 100.0

イベントなどの情報

災害・防災に関する情報

医療・健康に関する情報

グルメに関する情報

介護・福祉に関する情報

文化・芸術に関する情報

子育て・教育に関する情報

まちの安全についての情報

スポーツに関する情報

ボランティアに関する情報

その他

無回答

令和６年度調査

（n=3,245）

令和３年度調査

（n=2,194）

％ ％ ％

【回答は３つまで】

問
と い

17 特
と く

にどのような情報
じょうほう

発信
は っ し ん

を期待
き た い

しますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

３つまで） 
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（２）期待
き た い

する情報
じょうほう

発信
は っ し ん

 

【性別】「スポーツに関する情報」は「男性」が 18.1%、「女性」が 9.1%と、「男性」が「女性」よりも 9.0 ポイント高い。一方で「子

育て・教育に関する情報」は「女性」が 20.8%、「男性」が 15.1%となり、「女性」が「男性」よりも 5.7 ポイント高くなってい

る。 

 

【年齢別】「文化・芸術に関する情報」の割合は、「15・16・17 歳」が 23.1％と最も高く、次いで「65～69 歳」が 22.7％、「50

歳代」が 21.1％となっている。「イベントなどの情報」は、若い年齢層で割合が高く、「医療・健康に関する情報」は、高い年齢

層で割合が高い傾向にある。 

  

期待する情報発信
回
答
数

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
情
報

文
化
・
芸
術
に
関
す
る
情
報

グ
ル
メ
に
関
す
る
情
報

災
害
・
防
災
に
関
す
る
情
報

子
育
て
・
教
育
に
関
す
る
情
報

医
療
・
健
康
に
関
す
る
情
報

介
護
・
福
祉
に
関
す
る
情
報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
情
報

ま
ち
の
安
全
に
つ
い
て
の
情
報

そ
の
他

無
回
答

3,245 1,786 424 615 857 1,362 594 1,277 648 89 434 55 30
100.0 55.0 13.1 19.0 26.4 42.0 18.3 39.4 20.0 2.7 13.4 1.7 0.9

17.9 1.4 3.2

- - - - - - - - - - - - -

52.0 3.6 56.6 43.4 3.2279 34.1 4.3 17.6 5.0

15.8 1.6 2.0

284 44.0 11.3 19.7 12.0 45.4 4.2 60.9 40.8 2.8 15.5 0.4 1.1

47.8 6.1 58.3 35.2 6.9247 50.6 11.7 22.7 10.1

16.3 2.1 0.5

252 49.6 9.5 19.4 15.9 54.4 4.4 52.0 30.6 1.6 16.7 2.0 0.8

44.3 8.3 42.7 23.4 3.7569 58.2 11.8 21.1 26.2

8.0 1.2 0.6

536 61.6 14.4 18.3 27.4 42.7 34.1 33.8 10.4 2.1 12.5 2.1 0.2

34.7 45.8 26.9 5.3 1.6487 63.0 14.4 14.6 35.9

-

487 57.3 16.2 18.9 47.2 32.0 17.2 20.9 5.7 2.1 10.3 1.6 0.8

13.5 3.8 1.0 9.6 3.832.7 23.1 41.3 26.0 8.7

1,427

3

6

104 66.3

- -

66.7 16.7 16.7 33.3 16.7 - 16.7 - - - - 16.7

33.3 66.7 - - -33.3 - - - 33.3

12.9 1.6 0.8

52.9 18.1 16.3 26.2 41.9 15.1 37.6 17.8 2.6 14.1 1.8 1.0

42.1 20.8 40.7 21.8 2.91,809 56.7 9.1 21.1 26.6

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

(％) 
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（３）久留米
く る め

の魅力
み り ょ く

 

久留米の魅力だと感じるものについて、「ラーメン、焼き鳥など多彩な B 級グルメ」が 33.9%と最も高い。次いで、「充実した医

療環境」が 18.6%、「野菜、フルーツなどの豊富な農産物」が 16.8%、「豊かな自然」が 10.6%となっている。 

 

【経年比較】 

「ラーメン、焼き鳥など多彩な B 級グルメ」の割合は、令和３年度調査の 25.0%と比較すると 8.9 ポイント増加している。一

方で、「充実した医療環境」の割合は 3.6 ポイント減少している。 

 

 

 

 

  

33.9 

18.6 

16.8 

10.6 

3.5 

2.6 

1.8 

1.8 

1.0 

0.9 

0.8 

0.5 

1.0 

5.5 

0.7 

25.0 

22.2 

18.5 

13.2 

3.9 

2.8 

1.8 

2.2 

0.8 

0.8 

0.7 

0.8 

0.5 

5.3 

1.5 

0.0 25.0 50.0

ラーメン、焼き鳥など多彩なB級グルメ

充実した医療環境

野菜、フルーツなどの豊富な農産物

豊かな自然

道路や交通の利便性

美術館やシティプラザなど

文化・芸術に触れられる施設

久留米絣や籃胎漆器などの

伝統工芸品があること

子育てがしやすい環境

地域を代表する産業や企業

健康づくりやスポーツに親しめる施設

市ゆかりの歴史的人物、著名人

寺社仏閣や古墳などの歴史的建造物

その他

特にない

無回答

令和６年度調査

（n=3,245）

令和３年度調査

（n=2,194）

％ ％ ％

【回答は１つ】

美術館やシティプラザなど

文化・芸術に触れられる施設

久留米絣や籃胎漆器などの

伝統工芸品があること

問
と い

18 あなたが久留米
く る め

の魅力
み り ょ く

だと感
か ん

じるものは何
なん

ですか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 



Ⅱ 調査結果の分析（３．市の情報発信について） 

84 

（３）久留米
く る め

の魅力
み り ょ く

 

【性別】「ラーメン、焼き鳥など多彩な B 級グルメ」の割合は、「男性」が 40.4%、「女性」が 28.9%となり、「男性」が「女性」より

も 11.5 ポイント高い。一方で、「野菜、フルーツなどの豊富な農産物」の割合は「女性」が 20.6%、「男性」が 11.9%と、

「女性」が「男性」よりも 8.7 ポイント高くなっている。 

 

【年齢別】「充実した医療環境」、「豊かな自然」、「野菜、フルーツなどの豊富な農産物」は、高い年齢層の割合が高い傾向にあ

る。一方で、「ラーメン、焼き鳥など多彩な B 級グルメ」、「子育てがしやすい環境」は 40 歳代までの若い年齢層で割合が高

い。 

 

 (％) 
久留米の魅力

回
答
者
数

豊
か
な
自
然

野
菜
、
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
豊
富
な

農
産
物

ラ
ー
メ
ン
、
焼
き
鳥
な
ど
多
彩
な

Ｂ
級
グ
ル
メ

道
路
や
交
通
の
利
便
性

美
術
館
や
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
な
ど
文

化
・
芸
術
に
触
れ
ら
れ
る
施
設

健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

め
る
施
設

子
育
て
が
し
や
す
い
環
境

充
実
し
た
医
療
環
境

地
域
を
代
表
す
る
産
業
や
企
業

市
ゆ
か
り
の
歴
史
的
人
物
、
著
名

人 久
留
米
絣
や
籃
胎
漆
器
な
ど
の
伝

統
工
芸
品
が
あ
る
こ
と

寺
社
仏
閣
や
古
墳
な
ど
の
歴
史
的

建
造
物

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

3,245 345 544 1,100 114 85 29 57 605 32 27 58 17 31 177 24
100.0 10.6 16.8 33.9 3.5 2.6 0.9 1.8 18.6 1.0 0.8 1.8 0.5 1.0 5.5 0.7

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

3.2 0.71,809 10.3

1,427

3

6

0.6 0.9 5.3 0.3

11.0 11.9 40.4 3.4 1.9 1.2 1.5 17.0 1.5 0.9 1.1 0.4

2.0 20.1 0.6 0.7 2.420.6 28.9 3.5

1.2

33.3 - 33.3 - - - - - - - - - - 33.3 -

- -

1.0 5.7

16.7 - - 16.7 - 16.7

104 10.6 15.4 49.0 2.9 2.9 - - 7.7 - 2.9 1.9 - 1.0 5.8 -

16.7 16.7 - 16.7 - - -

0.6 1.2 0.8 1.0 3.1 0.4

487 5.7 12.5 53.2 3.7 1.4 0.4 3.9 10.3 0.6 0.6 2.1 - 1.0 4.1 0.4

487 6.6

14.9 42.0 3.7 1.9 0.9 2.2 17.5

0.89.2 57.1 3.7 2.7 1.0 2.7 9.0

0.9 0.4 1.5 0.7 0.9 6.5 0.4

569 12.7 18.5 28.1 2.8 2.3 0.9 1.6 22.7 1.2 0.9 0.7 0.5 0.5 6.2 0.5

536 5.4

2.0 0.4 2.4 6.3 0.8

247 15.8 21.9 13.4 2.4 4.5 0.8 - 27.9 2.4 0.8 2.8 0.4 0.8 5.3 0.8

252 11.5 18.3

4.9 4.9 1.1 0.4 22.2

- 1.621.4 2.4 1.2 1.6 0.8 29.4

2.5 - 3.9 0.7 0.4 5.6 1.8

279 20.4 23.7 4.3 4.7 3.9 1.1 0.4 26.5 - 1.8 1.8 0.7 1.1 7.5

284 16.9 25.0 9.9

-

2.2

- - - - - - - - - - - - - - -
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（４）「広報
こ う ほ う

久留米
く る め

」の閲読
え つ ど く

状況
じょうきょう

 

「広報久留米」の閲読状況について、「毎号必ず読む」の 34.2%と、「ときどき読む」の 34.5%をあわせた『読む』の割合は

68.7%。「まったく読まない」の 17.9%と、「あまり読まない」の 12.9%をあわせた『読まない』の割合は、30.8%である。 

 

【経年比較】 

『読む』の割合は、令和５年度調査から 2.0 ポイント増加し、『読まない』の割合は、0.8 ポイント減少している。 

 

【性別】『読む』の割合は、「女性」が 72.6%、「男性」が 63.7%となり、「女性」が「男性」よりも 8.9 ポイント高い。 

 

【年齢別】高い年齢層で『読む』の割合が高い傾向にあり、「70～74 歳」が 87.0％と最も高い。次いで「75 歳以上」が

86.4％、「65～69 歳」が 85.0%、「60～64 歳」が 82.6％となっている。 

 

【ブロック別】すべての地域で『読む』の割合が６割を超えており、「南西部」が 73.7%と最も高い。次いで、「東部 A」が

72.3%、「西部 A（城島）」と「西部 B（三潴）」がともに 71.8%、「北部 B（北野）」が 71.4%と、７割を超えている。 

  

問
と い

19 あなたは、「広報
こ う ほ う

久留米
く る め

」を読
よ

んでいますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

「広報久留米」の閲読状況
回
答
者
数

毎
号
必
ず
読
む

と
き
ど
き
読
む

あ
ま
り
読
ま
な
い

ま
っ
た
く
読
ま
な
い

無
回
答

『
読
む
』

『
読
ま
な
い
』

3,245 1,109 1,120 419 582 15 2,229 1,001
100.0 34.2 34.5 12.9 17.9 0.5 68.7 30.8

- - -- - - - -

1.8 87.0 11.3

279 62.7 23.7 9.3 2.9 1.4 86.4 12.2

284 59.5 27.5 6.7 4.6

0.8 82.6 16.6

247 53.8 31.2 8.1 6.1 0.8 85.0 14.2

252 43.3 39.3 9.5 7.1

- 73.9 26.1

569 36.6 38.7 13.4 11.2 0.2 75.3 24.6

536 32.5 41.4 10.4 15.7

0.2 35.8 64.0

487 21.6 40.2 16.4 21.8 - 61.8 38.2

487 6.8 29.0 20.3 43.7

66.7 33.3

83.4 -

104 2.9 20.2 18.3 58.7 - 23.1 77.0

66.7 - 33.3 -

66.7 16.7 - - 16.7

27.0

28.9 34.8 14.2 21.7 0.4 63.7 35.9

34.3 12.0 15.0 0.4 72.61,809 38.3

1,427

3

6

-

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

「広報久留米」の閲読状況
回
答
者
数

毎
号
必
ず
読
む

と
き
ど
き
読
む

あ
ま
り
読
ま
な
い

ま
っ
た
く
読
ま
な
い

無
回
答

『
読
む
』

『
読
ま
な
い
』

3,245 1,109 1,120 419 582 15 2,229 1,001
100.0 34.2 34.5 12.9 17.9 0.5 68.7 30.8

- 66.7 33.312 41.7 25.0 - 33.3

- 71.8 28.1

195 40.5 31.3 15.9 11.8 0.5 71.8 27.7

135 33.3 38.5 13.3 14.8

0.2 66.7 33.1

296 39.9 33.8 11.8 13.5 1.0 73.7 25.3

525 34.1 32.6 13.5 19.6

0.4 64.6 35.0

474 34.8 35.0 11.4 18.6 0.2 69.8 30.0

257 30.7 33.9 17.1 17.9

0.9 71.4 27.7

450 30.4 36.7 12.7 19.8 0.4 67.1 32.5

220 37.3 34.1 11.8 15.9

1.1 66.1 32.8

275 30.2 34.5 13.5 21.5 0.4 64.7 35.0

186 31.7 34.4 10.2 22.6

220 35.5 36.8 12.3 15.0 0.5 72.3 27.3

南西部

 西部A（城島）

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央南部

ブ
ロ
ッ

ク
別

 西部B（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

全体

(％) (％) 

68.7 30.8

66.7 31.6

70.1 29.7

34.2 

32.7 

34.7 

34.5 

34.0 

35.4 

12.9 

13.9 

14.5 

17.9 

17.7 

15.2 

0.5 

1.8 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

毎号必ず読む ときどき読む あまり読まない まったく読まない 無回答

『読む』 『読まない』
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（４）「広報
こ う ほ う

久留米
く る め

」の閲読
え つ ど く

状況
じょうきょう

 

「広報久留米」の見やすさについて、「満足している」の 19.2%と「どちらかというと満足している」の 65.5%を合わせた『満足し

ている』の割合は 84.7%。「満足していない」の 1.3%と「どちらかというと満足していない」の 11.1%とあわせた『満足していな

い』の割合は、12.4%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足している

19.2%

どちらかというと満足している

65.5%

どちらかというと

満足していない

11.1%

満足していない

1.3%

無回答

2.9%

全 体

（ｎ＝2,229）

問
と い

19付
ふ

問
も ん

1 【問
と い

19 で「１．毎号
ま い ご う

必
かなら

ず読
よ

む」または「２．ときどき読
よ

む」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         広報
こ う ほ う

久留米
く る め

の見
み

やすさについて感想
か ん そ う

をお聞
き

きします。（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 
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（４）「広報
こ う ほ う

久留米
く る め

」の閲読
え つ ど く

状況
じょうきょう

 

「広報久留米」を読まない理由について、「読む時間がない」が 39.2％と最も高く、３割後半となっている。次いで、「知りたい

情報がない」が 25.7％、「広報紙以外で情報を得ることができる」が 16.8％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.2 

25.7 

16.8 

8.1 

15.2 

10.7 

0.0 30.0 60.0

読む時間がない

知りたい情報がない

広報紙以外で情報を得ることができる

内容が面白くない

その他

無回答

令和６年度調査

（n=1,001）

％ ％ ％

【回答はいくつでも】

問
と い

19付
ふ

問
も ん

２ 【問
と い

19 で「３．あまり読
よ

まない」または「４．まったく読
よ

まない」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         読
よ

まない理由
り ゆ う

を教
お し

えてください。（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 
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４． インターネット利用
り よ う

について 

（１）情報
じょうほう

収集
しゅうしゅう

に利用
り よ う

する情報
じょうほう

機器
き き

端末
た ん ま つ

 

情報収集に利用する情報機器端末について、「スマートフォン」の割合が 87.6%と、８割後半で最も高く、次いで、「パソコン」

が 33.3%となっている。 

 

【経年比較】 

「スマートフォン」は令和３年度調査から 12.9 ポイント増加した 87.6%である。 

 

  

問
と い

20 情報
じょうほう

収集
しゅうしゅう

にはどの情報
じょうほう

機器
き き

端末
た ん ま つ

を使
つ か

っていますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 

87.6 

33.3 

13.3 

6.8 

4.3 

0.5 

0.7 

74.7 

34.4 

13.4 

7.2 

12.3 

1.3 

1.4 

0.0 50.0 100.0

スマートフォン

パソコン

タブレット端末

携帯電話

（スマートフォン以外）

持っていない

その他

無回答

令和６年度調査

（n=3,245）

令和３年度調査

（n=2,194）

％ ％ ％

【回答はいくつでも】

携帯電話

（スマートフォン以外）
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（１）情報
じょうほう

収集
しゅうしゅう

に利用
り よ う

する情報
じょうほう

機器
き き

端末
た ん ま つ

 

 

【性別】「スマートフォン」の割合は、男女ともに８割後半である。「パソコン」の割合は「男性」が 43.2%、「女性」が 25.6%とな

り、「男性」が「女性」よりも 17.6 ポイント高い。 

 

【年齢別】「スマートフォン」の割合は、『18～29 歳』が 98.4%と最も高く、「15・16・17 歳」が 97.1%、「40 歳代」が

96.6%、「30 歳代」が 96.3%、「50 歳代」が 90.7%と、9 割をこえている。一方で、「パソコン」の割合は、「60～64 歳」

が 42.9%と最も高く、次いで「40 歳代」が 39.9%となっている。 

 

【ブロック別】「スマートフォン」の割合は、すべての地域で８割を超えており、「中央部」が 91.4%と最も高く、次いで「南東部」が

91.1%となっている。「パソコン」の割合は「中央部」が 39.9%と最も高く、「タブレット端末」の割合は「東部 A」が 16.8%で

最も高い。 

 

 

 

 

  

情報収集に利用する情報機器端末
回
答
数

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

携
帯
電
話

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
以
外
）

パ
ソ
コ
ン

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

そ
の
他

持
っ
て
い
な
い

無
回
答

3,245 2,842 222 1,082 433 16 141 23
100.0 87.6 6.8 33.3 13.3 0.5 4.3 0.7

- - -- - - - -

0.4 14.4 3.5

279 52.7 20.1 15.8 5.4 0.7 22.2 2.5

284 68.3 12.3 20.1 10.2

1.2 1.2 0.8
247 81.8 9.3 38.5 12.6 0.8 6.1 0.8
252 85.7 7.5 42.9 11.5

0.2 0.2 -

569 90.7 7.2 34.8 12.7 0.4 2.5 0.2

536 96.6 2.2 39.9 15.5

0.2 0.2 0.2

487 96.3 4.1 34.7 14.4 0.8 0.6 -

487 98.4 2.5 35.3 17.2

50.0 33.3 16.7 16.7 - 16.7 -

104 97.1 3.8 24.0 19.2 - 1.0 -

6

0.6 4.1 0.8

1,427

3

0.4 4.6 0.6

- - -

1,809 88.2 6.9 25.6 12.2

87.0 6.6 43.2 14.8

66.7 33.3 - -

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

情報収集に利用する情報機器端末
回
答
数

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

携
帯
電
話

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
以
外
）

パ
ソ
コ
ン

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

そ
の
他

持
っ
て
い
な
い

無
回
答

3,245 2,842 222 1,082 433 16 141 23
100.0 87.6 6.8 33.3 13.3 0.5 4.3 0.7

- 16.7 -12 66.7 16.7 8.3 8.3

0.7 4.4 3.0

195 85.6 6.7 33.8 15.4 - 5.6 -

135 87.4 7.4 28.1 8.9

0.6 3.2 0.6

296 83.1 10.5 36.1 15.2 0.7 7.1 0.7

525 89.7 5.0 32.4 12.0

- 4.7 0.4

474 91.4 5.3 39.9 14.6 0.6 3.2 0.6

257 91.1 5.1 27.6 9.7

0.5 5.0 1.8

450 90.0 5.6 36.9 14.9 0.4 3.1 0.4

220 83.6 6.4 26.4 10.5

0.5 6.5 1.1

275 88.0 6.5 35.6 12.4 - 4.4 -

186 80.1 12.4 28.5 14.5

220 84.1 10.0 29.5 16.8 1.4 3.6 0.9

南西部

ブ
ロ
ッ

ク
別

 西部B（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

 西部A（城島）

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央南部

全体

(％) (％) 
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（２）SNS の利用
り よ う

状況
じょうきょう

 

「使っている」の割合は 70.2%、「使っていない」は 22.4%である。 

 

【経年比較】 

「使っている」は、令和３年度調査から 11.5 ポイント増加した 70.2%である。 

 

 

【性別】「使っている」の割合は、「女性」が 73.4%、「男性」が 66.3%となり、「女性」が「男性」よりも 7.1%高い。 

 

【年齢別】若い年齢層で「使っている」の割合が高く、『18～29 歳』は 92.6％、「15・16・17 歳」は 92.3%と、９割を超えてい

る。 

 

 

  

問
と い

21 あなたはＳＮＳを使
つ か

っていますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

(％) (％) 

SNSの利用状況
回
答
者
数

使
っ
て
い
る

使
っ
て
い
な
い

無
回
答

3,245 2,279 728 238
100.0 70.2 22.4 7.3

279 30.5 43.0 26.5

- - - -

247 60.3 32.0 7.7

284 38.4 42.3 19.4

569 67.5 27.4 5.1

252 62.7 30.6 6.7

487 84.6 13.3 2.1

536 81.2 15.5 3.4

2.9

487 92.6 4.7 2.7

104 92.3 4.8

全体

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

SNSの利用状況
回
答
者
数

使
っ
て
い
る

使
っ
て
い
な
い

無
回
答

3,245 2,279 728 238
100.0 70.2 22.4 7.3

3

6

66.7 33.3 -

66.7 16.7 16.7

1,809 73.4 19.2 7.4

66.3 26.5 7.21,427

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

70.2 

58.7 

22.4 

38.1 

7.3 

3.1 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和３年度調査

（n=2,194）

使っている 使っていない 無回答
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（２）SNS の利用
り よ う

状況
じょうきょう

 

利用しているＳＮＳについて、「ＬＩＮＥ（ライン）」が 95.3%と最も高く、９割台となっている。次いで「ＹｏｕＴｕｂｅ

（ユーチューブ）」が 64.0%、「Ｉｎｓｔａｇｒａｍ（インスタグラム）」が 57.7%となっている。 

 

【経年比較】 

令和３年度と比較すると、「Ｆａｃｅｂｏｏｋ（フェイスブック）」を除くすべての項目が増加傾向にある。「ＬＩＮＥ（ライ

ン）」は 7.3 ポイント増加した 95.3%、「ＹｏｕＴｕｂｅ（ユーチューブ）」は 13.4 ポイント増加した 64.0%、「Ｉｎｓｔ

ａｇｒａｍ（インスタグラム）」は 18.1 ポイント増加した 57.7%、「Ｘ（エックス）旧ツィッター」は 7.9 ポイント増加した

37.8%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問
と い

21付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

21 で「１．使
つ か

っている」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         どのＳＮＳを使
つ か

っていますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 

95.3 

64.0 

57.7 

37.8 

20.1 

2.2 

0.5 

88.0 

50.6 

39.6 

29.9 

35.0 

1.0 

0.3 

0.0 50.0 100.0

ＬＩＮＥ（ライン）

ＹｏｕＴｕｂｅ（ユーチューブ）

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ（インスタグラム）

Ｘ（エックス）旧ツィッター

Ｆａｃｅｂｏｏｋ（フェイスブック）

その他

無回答

令和６年度調査

（n=2,279）

令和３年度調査

（n=1,288）

％ ％ ％

【回答はいくつでも】
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（２）SNS の利用
り よ う

状況
じょうきょう

 

久留米市の公式ＳＮＳの認知度について、見たことがある中では「市公式ＬＩＮＥ」が 43.7%と最も高い。 

 

【経年比較】 

令和３年度調査と比較すると、「市公式ＬＩＮＥ」は 2.1 ポイント増加して 43.7%、「Ｉｎｓｔａｇｒａｍ（くるっぱぐら

む）」は 1.9 ポイント増加して 5.0%である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問
と い

21付
ふ

問
も ん

２ 【問
と い

21 で「１．使
つ か

っている」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         久留米市
く る め し

の公式
こ う し き

ＳＮＳを見
み

たことがありますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 

49.5 

43.7 

6.1 

5.0 

3.2 

0.3 

1.8 

43.1 

41.6 

5.9 

3.1 

3.6 

0.6 

9.7 

0.0 30.0 60.0

見たことがない

市公式ＬＩＮＥ

市公式ＹｏｕＴｕｂｅ

（久留米市公式チャンネル）

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ（くるっぱぐらむ）

Ｘ（くるっぱツイッター）

その他

無回答

令和６年度調査

（n=2,279）

令和３年度調査

（n=1,288）

％ ％ ％

【回答はいくつでも】

市公式ＹｏｕＴｕｂｅ

（久留米市公式チャンネル）
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（２）SNS の利用
り よ う

状況
じょうきょう

 

久留米市のＳＮＳで登録（フォロー）しているものについて、登録（フォロー）している中では「市公式ＬＩＮＥ」が

39.0%と最も高い。 

 

【経年比較】 

久留米市のＳＮＳを登録（フォロー）状況は、令和３年度と比較して全体的に増加しており、「市公式ＬＩＮＥ」は 3.4

ポイント増加した 39.0%、「Ｉｎｓｔａｇｒａｍ（くるっぱぐらむ）」は 0.7 ポイント増加した 2.4%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問
と い

21付
ふ

問
も ん

３ 【問
と い

21 で「１．使
つ か

っている」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         久留米市
く る め し

のＳＮＳで登録
と う ろ く

（フォロー）しているものを教
お し

えてください。（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 

50.7 

39.0 

2.4 

2.1 

1.6 

0.7 

8.2 

46.0 

35.6 

1.7 

1.9 

1.4 

0.1 

15.8 

0.0 30.0 60.0

ない

市公式ＬＩＮＥ

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ（くるっぱぐらむ）

市公式ＹｏｕＴｕｂｅ（久留米市公式

チャンネル）

Ｘ（くるっぱツイッター）

その他

無回答

令和６年度調査

（n=2,279）

令和３年度調査

（n=1,288）

％ ％ ％

【回答はいくつでも】

市公式ＹｏｕＴｕｂｅ

（久留米市公式チャンネル）
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（３）市
し

公式
こ う し き

YouTube の希望
き ぼ う

動画
ど う が

 

市公式ＹｏｕＴｕｂｅで充実してほしいと思う動画について、「イベントの紹介」が 46.7%と最も高く、「市の制度・施策、

手続きの紹介」が 41.3%、「グルメ情報」が 41.1%と、４割を超えている。 

 

【経年比較】 

令和３年度と比較すると、「イベントの紹介」は 5.6 ポイント増加した 46.7%、「市の制度・施策、手続きの紹介」は 2.5 ポ

イント増加した 41.3%、「グルメ情報」は 2.8 ポイント増加した 41.1%、「観光スポットの紹介」は 0.4 ポイント増加した

35.3%である。 

 

  

問
と い

22 市
し

公式
こ う し き

YouTube で充実
じゅうじつ

してほしいと思
お も

う動画
ど う が

は何
なん

ですか?（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 

46.7 

41.3 

41.1 

35.3 

25.6 

15.0 

10.1 

4.6 

6.5 

41.1 

38.8 

38.3 

34.9 

29.4 

17.0 

12.0 

5.2 

11.8 

0.0 30.0 60.0

イベントの紹介

市の制度・施策、

手続きの紹介

グルメ情報

観光スポットの紹介

市の施設の紹介

歴史・文化財の紹介

地域活動・ボランティア

の紹介

その他

無回答

令和６年度調査

（n=3,245）

令和３年度調査

（n=2,194）

％ ％ ％

【回答はいくつでも】

市の制度・施策、

手続きの紹介

地域活動・ボランティア

の紹介
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（３）市
し

公式
こ う し き

YouTube の希望
き ぼ う

動画
ど う が

 

 

【性別】男女ともに「イベントの紹介」の割合が最も高く、「女性」が 49.6%、「男性」が 43.1%となっている。「女性」では「グルメ

情報」が 41.0%と２番目に高く、「男性」では「市の制度・施策、手続きの紹介」が 42.6%で２番目に高い割合となってい

る。 

 

【年齢別】「市の制度・施策、手続きの紹介」の割合は 49.2%、「市の施設の紹介」の割合が 32.1%でそれぞれ「60～64 歳」

が最も高い。「イベントの紹介」の割合は「30 歳代」が 55.9%で最も高く、「歴史・文化財の紹介」は「65～69 歳」が

21.1%で最も高い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市公式YouTubeの希望動画
回
答
数

市
の
制
度
・
施
策
、

手
続
き
の
紹
介

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介

市
の
施
設
の
紹
介

イ
ベ
ン
ト
の
紹
介

グ
ル
メ
情
報

歴
史
・
文
化
財
の
紹
介

地
域
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹
介

そ
の
他

無
回
答

3,245 1,339 1,147 830 1,516 1,333 488 329 150 211
100.0 41.3 35.3 25.6 46.7 41.1 15.0 10.1 4.6 6.5

- - - - -- - - - -

12.9 12.5 6.5 3.2 30.8279 38.4 21.1 25.4 24.7

20.4 19.0 7.7 5.3 17.6284 41.2 28.2 29.9 33.1

26.3 21.1 11.7 4.5 5.3247 47.8 36.0 29.6 47.4

33.7 20.2 10.3 4.8 7.1252 49.2 34.5 32.1 46.0

42.5 15.6 11.6 6.2 2.5569 47.6 37.4 25.1 49.2

48.7 14.7 12.9 5.0 1.9536 45.0 36.9 27.6 52.2

51.5 12.7 9.7 3.7 1.8487 38.6 38.6 25.5 55.9

55.0 10.7 7.8 3.3 1.8487 31.0 39.0 17.9 48.7

64.4 13.5 13.5 6.7 1.9104 21.2 41.3 17.3 49.0

16.7 16.7 - 33.3

1,427

3

6 16.7 16.7 - 33.3 16.7

15.6 10.0 5.3 6.1

33.3 - 33.3 33.3 33.3 - - 33.3 -

42.6 31.1 24.4 43.1 41.3

41.0 14.6 10.3 4.1 6.71,809 40.3 38.8 26.6 49.6

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

(％) 
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５． 環境
かんきょう

について 

（１）住んで
す   

いる周り
まわ  

の環境
かんきょう

の満足度
ま ん ぞ く ど

 

住んでいる周りの環境について、「満足」の 11.4%と「おおむね満足」の 50.8%をあわせた『満足』の割合は、62.2%、「不

満」の 4.8%と「やや不満」の 10.6%をあわせた『不満』の割合は、15.4%である。 

 

【経年比較】 

『満足』の割合は、平成 30 年度調査から令和４年度調査にかけて 15.9 ポイント増加したが、令和４年度から令和６年

度にかけて 7.6 ポイント減少し、62.2%。『不満』の割合は、平成 30 年度から令和 4 年度調査にかけて 16.7 ポイント減少

したが、令和４年度から令和６年度にかけて 2.7 ポイント増加した 15.4%である。 

【性別】『満足』の割合は、「女性」が 62.6%、「男性」が 61.7%となり、男女ともに６割前半となっている。 

 

【性年齢別】『満足』の割合は、男女ともに『18～29 歳』が最も高く、7 割を超えている。女性では「女性:75 歳以上」が

69.4%で２番目に高く、男性では「男性:15・16・17 歳」が 67.9％で２番目に高い割合となっている。 

 

【ブロック別】『満足』の割合は、「中央東部」が 71.8%と最も高く、次いで「北部 A」が 69.5%となっている。一方で、「西部 A

（城島）」は 42.2%が最も低く、次いで、「東部 B（田主丸）」が 48.4%と低い。 

 

  

問
と い

23 あなたは、お住
す

まいになっている周
ま わ

りの環境
かんきょう

に、現在
げ ん ざ い

どのくらい満足
ま ん ぞ く

していますか? 

（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

62.2 15.4

69.8 12.7

53.9 29.4

11.4 

12.2 

11.5 

50.8 

57.6 

42.4 

21.8 

16.7 

15.0 

10.6 

9.0 

24.1 

4.8 

3.7 

5.3 

0.6 

0.9 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

満足 おおむね満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答

『満足』 『不満』
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住んでいる周りの環境の満足度
回
答
者
数

満
足

お
お
む
ね
満
足

ど
ち
ら
で
も
な
い

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 369 1,648 707 343 157 21 2,017 500
100.0 11.4 50.8 21.8 10.6 4.8 0.6 62.2 15.4

5.1 0.5 61.6 15.9

12 8.3 25.0 25.0 25.0 16.7 - 33.3 41.7

195 11.3 50.3 22.1 10.8

4.1 1.7 56.4 18.6

135 5.2 37.0 31.9 17.8 7.4 0.7 42.2 25.2

296 8.1 48.3 23.3 14.5

4.0 0.2 66.5 14.1

525 12.6 55.2 20.8 7.0 4.2 0.2 67.8 11.2

474 13.5 53.0 19.2 10.1

2.9 1.1 71.8 10.0

257 10.1 52.9 21.0 10.9 4.3 0.8 63.0 15.2

450 16.2 55.6 17.1 7.1

3.3 - 69.5 11.3

220 8.2 44.5 26.8 13.2 6.4 0.9 52.7 19.6

275 13.1 56.4 19.3 8.0

8.2 0.5 52.7 20.5

186 7.5 40.9 25.8 15.6 9.1 1.1 48.4 24.7

220 8.2 44.5 26.4 12.3

6.1 - 57.0 19.3

9 11.1 44.4 11.1 22.2 - 11.1 55.5 22.2

114 7.0 50.0 23.7 13.2

7.3 - 56.8 20.1

136 6.6 51.5 25.7 10.3 5.1 0.7 58.1 15.4

109 7.3 49.5 22.9 12.8

7.0 0.4 62.0 15.7

117 7.7 53.0 23.1 11.1 5.1 - 60.7 16.2

229 9.2 52.8 21.8 8.7

6.6 - 54.3 17.4

245 14.3 49.8 20.0 9.8 6.1 - 64.1 15.9

212 9.0 45.3 28.3 10.8

3.8 - 67.9 20.8

212 17.9 54.7 18.9 5.2 2.8 0.5 72.6 8.0

53 22.6 45.3 11.3 17.0

5.4 4.1 59.5 16.2

160 20.6 48.8 16.3 10.6 0.6 3.1 69.4 11.2

148 6.8 52.7 20.3 10.8

4.4 1.5 58.5 14.0

138 6.5 55.8 19.6 13.0 5.1 - 62.3 18.1

135 8.1 50.4 25.9 9.6

6.2 - 60.0 17.9

339 10.3 50.4 21.5 12.7 4.1 0.9 60.7 16.8

290 10.3 49.7 22.1 11.7

3

6

3.6 0.4 70.1 11.3

274 9.5 51.5 26.6 9.5 2.9 - 61.0 12.4

274 16.1 54.0 18.2 7.7

51 21.6 33.3 17.6 19.6 7.8 - 54.9 27.4

33.3 33.3 33.3

4.2 0.9 62.6

66.6 -

50.0 33.3

- - -

- 50.0 - 33.3 - 16.7

15.1

1,427 10.0 5.7 0.2 61.7 15.7

1,809 11.6 51.0 21.4 10.9

11.1 50.6 22.4

（　　）・無回答

南西部

性
別
×
年
齢
別 男性:30歳代

ブ
ロ
ッ

ク
別

 西部B（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

男性:15・16・17歳

 西部A（城島）

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

中央南部

女性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:18～29歳

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

（１）住
す

んでいる周
ま わ

りの環境
かんきょう

の満足度
ま ん ぞ く ど

 

 

 

 

 

 

 

  

(％) 
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（2）住
す

んでいる周
ま わ

りの環境
かんきょう

の具体的
ぐ た い て き

な事柄
こ と が ら

の満足度
ま ん ぞ く ど

 

住んでいる周りの環境について、「満足」と「やや満足」をあわせた『満足』の割合は、「（イ）里山や農地、森林などの緑の豊か

さ」が 83.2%と最も高く、８割を超えている。次いで、「（ア）公園や街路樹などの緑の豊かさ」が 78.5%、「（オ）市街地と

自然のバランス」が 77.5%、「（ク）ごみ処理（資源回収や分別収集など）の状況」が 76.0%で、７割後半となっている。 

「満足」の割合は「（ク）ごみ処理（資源回収や分別収集など）の状況」が 26.6%となり、最も高い。 

 

 

 

 

 

 

  

78.5 20.2

83.2 15.1

60.3 38.2

70.0 28.1

77.5 20.7

70.0 28.5

60.9 37.6

76.0 22.7

66.3 31.7

25.3 

25.8 

14.2 

16.4 

21.5 

17.0 

14.0 

26.6 

12.5 

53.2 

57.4 

46.1 

53.6 

56.0 

53.0 

46.9 

49.4 

53.8 

15.6 

12.7 

30.1 

23.0 

17.3 

23.5 

27.8 

17.2 

26.7 

4.6 

2.4 

8.1 

5.1 

3.4 

5.0 

9.8 

5.5 

5.0 

1.3 

1.7 

1.5 

1.8 

1.8 

1.5 

1.5 

1.3 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

（ア）公園や街路樹などの緑の

豊かさ

（イ）里山や農地、森林などの

緑の豊かさ

（ウ）川や池などの水質や水辺

の状況

（エ）昆虫や魚、鳥などの自然

の生き物（生物多様性）の状

況

（オ）市街地と自然のバランス

（カ）街並みなどの景観

（キ）大気や騒音、振動などの

状況

（ク）ごみ処理（資源回収や分

別収集など）の状況

（ケ）環境教育、環境に関する

情報の得やすさ

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

『満足』 『不満』

（ア）公園や街路樹などの緑の

豊かさ

（イ）里山や農地、森林などの

緑の豊かさ

（ウ）川や池などの水質や水辺の

状況

（エ）昆虫や魚、鳥などの自然の生き物

（生物多様性）の状況

（キ）大気や騒音、振動などの

状況

（ク）ごみ処理（資源回収や

分別収集など）の状況

（ケ）環境教育、環境に関する情報の

得やすさ

全体数 n=3,245

問
と い

24 あなたはお住
す

まいになっている周
ま わ

りの環境
かんきょう

に、次
つ ぎ

の（ア）～（ケ）それぞれの事柄
こ と が ら

について現在
げ ん ざ い

 

どのくらい満足
ま ん ぞ く

していますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

それぞれ１つずつ） 
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（2）住
す

んでいる周
ま わ

りの環境
かんきょう

の具体的
ぐ た い て き

な事柄
こ と が ら

の満足度
ま ん ぞ く ど

 

【経年比較】 

『満足』は、「（イ）里山や農地、森林などの緑の豊かさ」が 83.2%、「（オ）市街地と自然のバランス」が 77.5%、「（エ）

昆虫や魚、鳥などの自然の生き物（生物多様性）の状況」と「（カ）街並みなどの景観」がともに 70%、「（ケ）環境教育、

環境に関する情報の得やすさ」が 66.3%、「（キ）大気や騒音、振動などの状況」が 60.9%となっており、それぞれ平成 30

年度調査以降、最も高い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.5 20.2

75.4 21.7

80.0 17.4

25.3 

21.7 

22.4 

53.2 

53.7 

57.6 

15.6 

16.6 

14.4 

4.6 

5.1 

3.0 

1.3 

2.8 

2.6 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

『満足』 『不満』

(ア)公園や街路樹など

の緑の豊かさ

83.2 15.1

74.9 19.4

81.0 15.1

25.8 

20.4 

22.4 

57.4 

54.5 

58.6 

12.7 

15.5 

12.6 

2.4 

3.9 

2.5 

1.7 

5.7 

3.8 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

『満足』 『不満』

(イ)里山や農地、森林

などの緑の豊かさ

60.3 38.2

58.8 36.2

65.1 31.6

14.2 

12.3 

13.7 

46.1 

46.5 

51.4 

30.1 

27.6 

25.8 

8.1 

8.6 

5.8 

1.5 

5.0 

3.3 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

『満足』 『不満』

(ウ)川や池などの

水質や水辺の状況

70.0 28.1

64.2 28.8

66.5 28.9

16.4 

14.0 

12.2 

53.6 

50.2 

54.3 

23.0 

22.7 

24.3 

5.1 

6.1 

4.6 

1.8 

6.9 

4.6 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

『満足』 『不満』

(エ)昆虫や魚、鳥などの

自然の生き物（生

物多様性）の状況

77.5 20.7

74.3 21.8

73.9 22.3

21.5 

16.6 

15.1 

56.0 

57.7 

58.8 

17.3 

17.8 

18.9 

3.4 

4.0 

3.4 

1.8 

3.9 

3.8 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

『満足』 『不満』

(オ)市街地と自然の

バランス
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（2）住
す

んでいる周
ま わ

りの環境
かんきょう

の具体的
ぐ た い て き

な事柄
こ と が ら

の満足度
ま ん ぞ く ど

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.0 28.5

66.7 30.0

65.4 30.7

17.0 

13.0 

10.4 

53.0 

53.7 

55.0 

23.5 

24.0 

25.2 

5.0 

6.0 

5.5 

1.5 

3.3 

4.0 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

『満足』 『不満』

(カ)街並みなどの景観

60.9 37.6

57.5 39.6

54.4 42.5

14.0 

13.0 

9.1 

46.9 

44.5 

45.3 

27.8 

29.4 

31.8 

9.8 

10.2 

10.7 

1.5 

2.9 

3.1 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

『満足』 『不満』

(キ)大気や騒音、振動

などの状況

76.0 22.7

76.4 21.1

73.2 24.8

26.6 

25.7 

20.5 

49.4 

50.7 

52.7 

17.2 

14.7 

19.2 

5.5 

6.4 

5.6 

1.3 

2.5 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

『満足』 『不満』

(ク)ごみ処理（資源回

収や分別収集

など）の状況

66.3 31.7

59.8 32.3

60.7 35.1

12.5 

10.1 

8.4 

53.8 

49.7 

52.3 

26.7 

26.4 

29.9 

5.0 

5.9 

5.2 

2.0 

8.0 

4.3 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

『満足』 『不満』

(ケ)環境教育、環境に

関する情報の得や

すさ
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（2）住んで
す   

いる周り
まわ  

の環境
かんきょう

の具体的
ぐ た い て き

な事柄
こ と が ら

の満足度
ま ん ぞ く ど

 

【ブロック別】「北部 A」は、「（オ）市街地と自然のバランス」の 85.1%、「（ア）公園や街路樹などの緑の豊かさ」の 84.0%、

「（カ）街並みなどの景観」の 79.3%、「（ケ）環境教育、環境に関する情報の得やすさ」の 70.5%、「（ウ）川や池など

の水質や水辺の状況」の 66.9%で、他の地域と比較して『満足』の割合が最も高い。また、「東部 B（田主丸）」は、

「（イ）里山や農地、森林などの緑の豊かさ」の 89.2%、「（キ）大気や騒音、振動などの状況」の 73.6%がそれぞれ各

地域において『満足』の割合が最も高い。「東部 A」は、「（ク）ごみ処理（資源回収や分別収集など）の状況」が

80.4%、「（エ）昆虫や魚、鳥などの自然の生き物（生物多様性）の状況」が 75.4%となり、他の地域と比較して『満

足』の割合が最も高い。一方で、『不満』の割合は、「（キ）大気や騒音、振動などの状況」と「（ク）ごみ処理（資源回収

や分別収集など）の状況」を除くすべての項目で「西部 A（城島）」が最も高い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（ア）公園や街路樹などの緑の豊かさ
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 821 1,726 506 150 42 2,547 656
100.0 25.3 53.2 15.6 4.6 1.3 78.5 20.2

34.8

82.1 17.0

83.3 16.7

16.4

79.2 20.0

68.5 29.0

21.3

79.7 19.1

81.7 17.5

58.3 16.7 - -

74.7

84.0

75.0

83.5

62.247.4 25.9 8.9 3.0

54.1 14.0 3.5 0.8

55.9 14.4 2.6 1.0

53.3 15.8 4.2 0.8

15.5 53.0 21.6 7.4 2.4

52.7 12.2 4.2 -

51.8 16.8 4.5 3.6

24.4 55.3 14.0 5.1 1.1

296

135

195

12

26.9

29.1

23.2

27.6

25.9

14.8

25.0

220

450

257

474

525

30.8

26.2

1.8 79.1 19.1

186

275

47.8 18.3 4.8 2.2

54.9 11.6 3.6 0.7

23.1

15.2

220 25.9 53.2 15.5 3.6

ブ
ロ
ッ

ク
別

 西部B（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

中央南部

 西部A（城島）

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

南西部

全体

（イ）里山や農地、森林などの緑の豊かさ
満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

836 1,864 412 78 55 2,700 490
25.8 57.4 12.7 2.4 1.7 83.2 15.1

25.0 58.3 8.3 8.3 - 83.3 16.6

23.1 64.1 10.3 0.5 2.1 87.2 10.8

72.6 23.715.6 57.0 19.3

20.6 60.5 14.9 1.0 3.0 81.1 15.9

22.3 54.7 17.1 4.2 1.7 77.0 21.3

84.0 15.826.8 57.2 13.7

30.4 54.9 10.9 3.1 0.8 85.3 14.0

23.6 59.1 13.8 2.4 1.1 82.7 16.2

83.7 12.725.5 58.2 10.0

27.3 61.5 8.0 1.8 1.5 88.8 9.8

37.6 51.6 6.5 1.6 2.7 89.2 8.1

88.6 10.035.0 53.6 9.1 0.9 1.4

2.7 3.6

2.1 0.2

4.4 3.7

(％) 

（ウ）川や池などの水質や水辺の状況
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 461 1,496 976 264 48 1,957 1,240
100.0 14.2 46.1 30.1 8.1 1.5 60.3 38.2

52.8 45.7

16.7 41.7 41.7 - - 58.4 41.7

15.6 2.2 41.4 56.3

8.7 44.1 39.0 6.7 1.5

8.1 33.3 40.7

61.5 37.2

7.8 46.6 35.8 7.4 2.4 54.4 43.2

5.9 - 65.6 34.4

14.5 47.0 28.2 9.0 1.3

16.7 48.9 28.5

64.6 34.0

19.1 44.4 28.8 6.6 1.2 63.5 35.4

13.2 3.2 52.2 44.6

16.2 48.4 27.3 6.7 1.3

9.5 42.7 31.4

53.8 43.6

14.9 52.0 24.7 7.3 1.1 66.9 32.0

7.7 1.8 65.0 33.2

14.0 39.8 32.8 10.8 2.7

19.5 45.5 25.5

296

135

195

12

220

450

257

474

525

186

275

220

ブ
ロ
ッ

ク
別

 西部B（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

中央南部

 西部A（城島）

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

南西部

全体

（エ）昆虫や魚、鳥などの自然の生き物（生物多様性）の状況
満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

533 1,740 746 167 59 2,273 913
16.4 53.6 23.0 5.1 1.8 70.0 28.1

8.3 50.0 25.0 16.7 - 58.3 41.7

13.3 52.3 28.2 4.6 1.5 65.6 32.8

13.3 48.1 25.9 9.6 3.0 61.4 35.5

13.2 57.4 23.0 3.7 2.7 70.6 26.7

15.8 51.8 25.3 5.7 1.3 67.6 31.0

15.4 54.0 25.1 4.4 1.1 69.4 29.5

16.2 53.1 24.7 4.2

22.2 52.5 19.1 5.1 1.2 74.7 24.2

1.8 69.3 28.9

10.9 57.3 20.5 8.2 3.2 68.2 28.7

16.7 57.8 18.2 5.8 1.5 74.5 24.0

23.1 50.5 21.0 2.7 2.7 73.6 23.7

2.3 75.4 22.222.7 52.7 17.7 4.5
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（2）住んで
す   

いる周り
まわ  

の環境
かんきょう

の具体的
ぐ た い て き

な事柄
こ と が ら

の満足度
ま ん ぞ く ど

 

 

 

 

 

 

 

  

（オ）市街地と自然のバランス
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 698 1,816 563 111 57 2,514 674
100.0 21.5 56.0 17.3 3.4 1.8 77.5 20.7

75.0 25.012 16.7 58.3 16.7 8.3

73.8 24.6

-

195 17.4 56.4 23.1 1.5 1.5

36.3

58.1

135 12.6 47.4 29.6 6.7 3.7 60.0

296

1.1 78.3 20.6

22.6 3.4 2.4 71.6 26.013.5

525 22.3 56.0 15.6 5.0

78.7 20.5

14.0 3.6 1.6

474 26.2 52.5 17.5 3.0 0.8

19.4

450

257 24.9 54.5 16.3 3.1 1.2 79.4

77.7 18.6

80.9 17.623.3 57.6

220 18.2 59.5 15.9 2.7

85.1 13.5

3.6

275 25.8 59.3 12.0 1.5 1.5

26.4186 21.0 49.5 22.6 3.8 3.2 70.5

13.2 3.2 1.8 81.9 16.420.5 61.4220

ブ
ロ
ッ

ク
別

 西部B（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

中央南部

 西部A（城島）

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

南西部

全体

（カ）街並みなどの景観
満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

551 1,721 763 161 49 2,272 924
17.0 53.0 23.5 5.0 1.5 70.0 28.5

8.3

26.7

8.3 50.0

31.817.9 49.2 27.2

33.3

6.4

- 58.3 41.6

4.4 60.8 34.810.4 50.4 8.1

4.6 1.0 67.1

63.9 33.812.2 51.7 27.4

5.5 1.3 70.7 28.016.4 54.3

2.4

23.0 4.7

5.5 - 69.8 30.219.4 50.4 24.7

22.5

4.4 1.3

0.8 71.6 27.722.2 49.4

67.3 31.316.9 50.4 26.9

15.0 58.6

20.019.3 60.0 17.5

19.1 3.6 3.6 73.6 22.7

3.2 66.7 30.118.3 48.4 23.1 7.0

2.5 0.7 79.3

77.3 21.315.5 61.8 18.6 2.7 1.4

(％) 

（キ）大気や騒音、振動などの状況
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 453 1,521 903 318 50 1,974 1,221
100.0 14.0 46.9 27.8 9.8 1.5 60.9 37.6

12 16.7 33.3 16.7 33.3 - 50.0 50.0

195 14.9 50.3 25.6 8.2 1.0 65.2 33.8

135 15.6 46.7 24.4 10.4 3.0 62.3 34.8

296 9.8 51.7 26.7 9.5 2.4 61.5 36.2

525 10.5 45.7 30.7 11.8 1.3 56.2 42.5

474 10.5 41.4 35.2 12.9 - 51.9 48.1

450 12.2 43.3 30.9 12.2

257 18.3 43.2 27.6 10.1 0.8 61.5 37.7

1.3 55.5 43.1

220 16.8 54.5 21.4 3.6 3.6 71.3 25.0

275 13.5 53.1 24.4 7.6 1.5 66.6 32.0

186 23.1 50.5 18.3 4.8 3.2 73.6 23.1

1.8 67.7 30.5220 21.8 45.9 24.1 6.4

ブ
ロ
ッ

ク
別

 西部B（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

中央南部

 西部A（城島）

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

南西部

全体

（ク）ごみ処理（資源回収や分別収集など）の状況
満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

862 1,602 559 179 43 2,464 738
26.6 49.4 17.2 5.5 1.3 76.0 22.7

75.0 25.025.0 50.0 - 25.0

72.3 26.2

-

26.7 45.6 22.1 4.1 1.5

21.5

56.1

20.7 54.8 16.3 5.2 3.0 75.5

1.1 74.6 24.2

14.2 4.4 2.0 79.4 18.623.3

27.4 47.2 18.7 5.5

74.6 25.3

17.3 6.2 1.3

27.8 46.8 19.2 6.1 -

21.731.1 46.3 16.3 5.4 0.8 77.4

73.7 23.6

75.1 23.526.7 48.4

22.3 51.4 19.1 4.5

76.7 22.2

2.7

28.7 48.0 16.7 5.5 1.1

20.523.1 54.3 14.0 6.5 2.2 77.4

13.2 5.0 1.4 80.4 18.228.6 51.8

（ケ）環境教育、環境に関する情報の得やすさ
回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 407 1,746 866 161 65 2,153 1,027
100.0 12.5 53.8 26.7 5.0 2.0 66.3 31.7

-

34.1

16.7 41.7

31.3

12

10.8 55.9 28.2

41.7

3.0

- 58.4 41.7

4.4 57.1 38.5

195

10.4 46.7 4.4

3.1 2.1 66.7

66.9 30.0

135

9.1 57.8 27.0296

6.9 1.7 61.7 36.612.6 49.1

3.0

24.9 4.3

5.3 0.4 69.2 30.4

525

13.9 55.3 25.1

29.7

6.2 1.3

1.2 69.6 29.2

474

16.7 52.9

450 69.5 29.1

257

11.3 58.2 22.9

10.9 54.1

28.0

220

13.8 56.7 24.4

25.0 5.0 5.0 65.0 30.0

3.8 62.4 33.9

275

14.0 48.4 28.5 5.4

3.6 1.5 70.5

65.5 32.7

186

13.2 52.3 28.6 4.1 1.8220

ブ
ロ
ッ

ク
別

 西部B（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

中央南部

 西部A（城島）

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

南西部

全体
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（３）「市民
し み ん

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

の環境
かんきょう

配慮
は い り ょ

行動
こ う ど う

指針
し し ん

」の認知度
に ん ち ど

 

知っている中では、「言葉は知っているが、内容はよく知らない」が 16.6%、「言葉も内容も知っている」が 2.6%である。 

 

【性別】「言葉も内容も知っている」の割合は、「男性」が 2.8%、「女性」が 2.3%となり、「男性」が「女性」よりも 0.5 ポイント高

い。また、「言葉は知っているが、内容はよく知らない」の割合は「男性」が 17.7%、「女性」が 15.8%で、「男性」が「女性」よ

りも 1.9 ポイント高い結果となっている。 

 

【年齢別】「言葉も内容も知っている」の割合は、「60～64 歳」が 4.4%と最も高く、次いで『18～29 歳』が 3.7%である。また、

「言葉は知っているが、内容はよく知らない」の割合は「75 歳以上」が 25.1%で最も高く、次いで「65～69 歳」が 19.0%と

なっている。 

 

 

 

 

言葉も内容も

知っている

2.6%

言葉は知っているが、

内容はよく知らない

16.6%

言葉も内容も知らない

78.6%

無回答

2.3%

全 体

（ｎ＝3,245）

問
と い

25 あなたは、『市民
し み ん

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

の環境
かんきょう

配慮
は い り ょ

行動
こ う ど う

指針
し し ん

』について知
し

っていますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

「市民・事業者の環境配慮行動指針」
の認知度

回
答
者
数

言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る

言
葉
は
知
っ
て
い
る
が
、
内
容
は

よ
く
知
ら
な
い

言
葉
も
内
容
も
知
ら
な
い

無
回
答

3,245 83 538 2,550 74
100.0 2.6 16.6 78.6 2.3

50.0 33.3

77.7 1.8

- - 100.0 -

1,427

3

6

2.8 17.7

16.7 -

1,809 2.3 15.8 79.3 2.6

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

「市民・事業者の環境配慮行動指針」
の認知度

回
答
者
数

言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る

言
葉
は
知
っ
て
い
る
が
、
内
容
は

よ
く
知
ら
な
い

言
葉
も
内
容
も
知
ら
な
い

無
回
答

3,245 83 538 2,550 74
100.0 2.6 16.6 78.6 2.3

- - - - -

279 2.9 25.1 65.2 6.8

284 2.1 17.3 76.4 4.2

247 3.2 19.0 73.7 4.0

252 4.4 16.3 78.6 0.8

569 1.9 18.3 77.3 2.5

536 2.2 14.9 81.5 1.3

487 1.6 13.8 84.2 0.4

487 3.7 15.0 80.3 1.0

104 1.0 6.7 89.4 2.9
18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

全体

年
齢
別

15・16・17歳

(％) (％) 
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６． 文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

や活動
か つ ど う

について 

（１）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

状況
じょうきょう

 

この 1 年間の文化・芸術の鑑賞経験は、「（キ）映像文化（映画、映像美術など）」の割合が 27.1％と最も高く、次いで

「（イ）音楽（ポピュラー、クラシック、邦楽など）」が 26.6％、「（ア）美術（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）」が

22.0％である。 

 

【経年比較】 

平成 30 年度調査と比較すると、上位３項目は同じであるが、「（キ）映像文化（映画、映像美術など）」は 7.4 ポイント

減少、「（ア）美術（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）」は 8.3 ポイント減少している。「（イ）音楽（ポピュラー、クラシッ

ク、邦楽など）」は 0.1 ポイント減少したものの、大差ない割合となっている。一方で、「（ク）文芸（小説や詩歌の講演会、

俳句・短歌大会など）」は 1.3 ポイント増加した 2.7%となっている。 

  

問
と い

26 次
つ ぎ

の（ア）～(コ)の中
なか

で、あなたがこの１年間
ねんかん

に鑑賞
かんしょう

したものはありますか。 

（テレビ・ＣＤ・ＤＶＤ・インターネットなど自宅
じ た く

での鑑賞
かんしょう

を除
の ぞ

きます。） 

27.1 

26.6 

22.0 

11.6 

10.4 

6.7 

3.8 

2.9 

2.7 

1.2 

44.7 

3.8 

34.5 

26.7 

30.3 

15.4 

13.6 

9.6 

5.3 

3.2 

1.4 

0.9 

34.8 

2.7 

0.0 45.0 90.0

（キ）映像文化

（映画、映像美術など）

（イ）音楽

（ポピュラー、クラシック、邦楽など）

（ア）美術

（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）

（ウ）演劇・演芸

（演劇、ミュージカル、落語など）

（ケ）歴史・郷土文化

（史跡めぐり、歴史講演会など）

（カ）生活文化

（茶・華道、フラワーアレンジメント、手芸など）

（エ）舞踊

（日本舞踊、バレエ、ダンスなど）

（オ）伝統芸能

（能、狂言、歌舞伎など）

（ク）文芸

（小説や詩歌の講演会、俳句・短歌大会など）

（コ）その他

この１年間で鑑賞したものはない

無回答

令和６年度調査

（n=3,245）

平成30年度調査

（n=1,758）

（イ）音楽

（ポピュラー、クラシック、邦楽など）

％ ％ ％

【回答はいくつでも】

（キ）映像文化

（映画、映像美術など）

（ア）美術

（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）

（ウ）演劇・演芸

（演劇、ミュージカル、落語など）

（ケ）歴史・郷土文化

（史跡めぐり、歴史講演会など）

（カ）生活文化

（茶・華道、フラワーアレンジメント、手芸など）

（エ）舞踊

（日本舞踊、バレエ、ダンスなど）

（オ）伝統芸能

（能、狂言、歌舞伎など）

（ク）文芸

（小説や詩歌の講演会、俳句・短歌大会など）
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（１）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

状況
じょうきょう

 

 

【性別】ほとんどの項目で女性の割合が高い。特に、「（ア）美術」「（カ）生活文化」「（ウ）演劇・演芸」「（イ）音楽」で、 

男性との差が大きい。 

 

【性年齢別】「（キ）映像文化」の割合は、『女性:18～29 歳』が 49.6％で最も高く、次いで「女性:15・16・17 歳」が

49.0％となっている。「（イ）音楽」の割合は、「女性:15・16・17 歳」が 47.1％と最も高く、次いで『女性:18～29 歳』

が 36.1％となっている。「この１年間で鑑賞したものはない」は、高い年齢層で割合が高い傾向にあり、「男性:75 歳以上」

が 58.8%と最も高く、次いで「女性:70～74 歳」が 57.4%、「男性:60～64 歳」が 57.3%、「男性:65～69 歳」が

56.0%、「男性:70～74 歳」が 52.2%と５割を超えている。 

 

【ブロック別】「（イ）音楽」では、「中央部」が唯一３割を超えており、他のブロックより高い。 
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（１）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

状況
じょうきょう

 

 

 

 

  

文化・芸術の鑑賞状況
回
答
者
数

（
ア
）
美
術

　
　
（
絵
画
、
書
、
彫
刻
、
写
真
、
工
芸
な
ど
）

（
イ
）
音
楽

　
　
（
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
邦
楽
な
ど
）

（
ウ
）
演
劇
・
演
芸

　
　
（
演
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
落
語
な
ど
）

（
エ
）
舞
踊

　
　
（
日
本
舞
踊
、
バ
レ
エ
、
ダ
ン
ス
な
ど
）

（
オ
）
伝
統
芸
能

　
　
（
能
、
狂
言
、
歌
舞
伎
な
ど
）

（
カ
）
生
活
文
化

　
　
（
茶
・
華
道
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

　
　
　
手
芸
な
ど
）

（
キ
）
映
像
文
化

　
　
（
映
画
、
映
像
美
術
※
な
ど
）

（
ク
）
文
芸

　
　
（
小
説
や
詩
歌
の
講
演
会
、

　
　
　
俳
句
・
短
歌
大
会
な
ど
）

（
ケ
）
歴
史
・
郷
土
文
化

　
　
（
史
跡
め
ぐ
り
、
歴
史
講
演
会
な
ど
）

（
コ
）
そ
の
他

こ
の
１
年
間
で
鑑
賞
し
た
も
の
は
な
い

無
回
答

3,245 715 862 375 123 95 219 878 87 339 39 1,451 122
100.0 22.0 26.6 11.6 3.8 2.9 6.7 27.1 2.7 10.4 1.2 44.7 3.8

- - 55.6 22.29 11.1 22.2 - - - 11.1 - -

12.5 1.5 52.2 6.6

114 23.7 14.0 7.0 3.5 4.4 2.6 8.8 2.6 11.4 0.9 58.8 8.8

136 23.5 14.7 8.8 3.7 3.7 3.7 14.0 5.1

9.4 0.9 57.3 5.1

109 20.2 17.4 9.2 1.8 1.8 4.6 18.3 2.8 14.7 - 56.0 3.7

117 16.2 25.6 12.8 4.3 3.4 4.3 19.7 2.6

15.1 1.6 48.2 1.2

229 17.9 25.3 9.6 4.4 2.6 4.8 27.1 5.2 15.7 0.9 49.3 2.2

245 22.0 26.5 6.9 4.1 2.4 4.1 30.2 3.7

9.0 0.5 45.3 1.4

212 17.5 27.4 10.4 1.4 0.9 4.7 36.3 1.9 9.4 - 43.4 1.4

212 18.4 31.1 9.4 1.4 3.3 4.2 34.9 2.8

6.3 1.3 43.1 15.0

53 15.1 34.0 7.5 1.9 1.9 - 24.5 1.9 11.3 - 43.4 -

160 22.5 18.1 10.0 8.1 3.8 8.8 11.9 3.1

13.0 2.9 43.5 5.1

148 24.3 20.3 7.4 5.4 3.4 12.8 13.5 1.4 6.1 0.7 57.4 6.1

138 28.3 24.6 11.6 5.8 5.1 14.5 16.7 5.1

9.1 0.6 41.0 2.7

135 21.5 24.4 12.6 4.4 3.7 11.9 14.8 0.7 10.4 - 43.7 5.2

339 21.8 30.1 14.7 2.9 4.4 8.8 26.8 2.1

7.3 1.1 42.0 4.0

290 24.8 29.3 13.1 4.1 2.1 8.3 29.7 2.1 11.4 3.1 41.0 1.0

274 23.0 27.0 13.5 3.6 1.5 6.2 31.4 1.5

9.8 5.9 19.6 3.9

274 25.5 36.1 17.9 3.6 2.2 5.5 49.6 2.2 8.8 1.5 29.9 1.8

51 31.4 47.1 21.6 5.9 5.9 9.8 49.0 2.0

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

性
別
×
年
齢
別

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

 北部B（北野）

ブ
ロ
ッ

ク
別

 西部A（城島）

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

中央部

中央東部

南東部

13.5 4.4

南西部

中央南部

 西部B（三潴）

わからない・無回答

1.5 40.8 4.3

1,427

3

2.7 4.1 26.1 3.4 12.3 0.8 49.6 3.0

- - -

3.2 8.8 28.0 2.2 9.11,809 24.0 28.2

- - - 100.0 -

6

19.6 24.5 9.1 3.0

- - - -

16.7 33.3 - - - 33.3 33.3- 16.7 - - -

220 19.1 26.8 6.4 1.8 0.9 2.7 23.2 2.3 7.3 0.5 49.5 4.5

51.6 4.3

275 16.7 21.5 12.4 2.5 2.5 5.8 22.5 1.8 10.9 1.1 48.4 4.7

2.7 6.5 19.9 2.2 7.0186 17.7 25.3 6.5

24.1 2.7 8.2220 14.5 20.5 8.2 5.5

1.64.3

6.2257 17.9 27.6 10.5 2.3

0.9 52.3 6.4

450 28.9 28.4 12.4 6.2 4.4 10.0 28.7 3.1 12.7 1.6 40.7 3.1

2.3 5.9

25.5 27.6 12.6 3.2

1.2 47.5 1.9

474 28.7 34.6 16.2 4.2 4.2 7.4 34.8 3.2 12.9 1.3 36.3 2.7

1.9 6.6 28.4 1.2

11.1 1.5

1.1 38.7 3.8

296 15.9 20.9 10.5 3.7 2.7 4.7 21.6 2.0 8.4 1.4 50.7 5.1

2.5 7.4 30.7 3.6 12.8525

0.7 50.4 5.2

195 21.5 26.2 12.8 4.1 4.1 8.2 27.2 3.6 11.8 1.0 48.2 1.5

1.5 3.7 20.0 2.2 8.1135 17.8 20.7

8.3 50.0 -- 8.3 25.0 - 16.712 25.0 25.0 - -

(％) 
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（１）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

状況
じょうきょう

 

この 1 年間で鑑賞した場所について、「市内」では「(キ)映像文化」が 76.8%で最も高く、次いで「(カ)生活文化」が 69.9%

となっている。「市外（県内）」では「(オ)伝統芸能」が 56.8%と最も高く、次いで「(イ)音楽」が 52.2%となっている。また、

「県外」では「(ケ)歴史・郷土文化」が 53.7%と最も高い。 

 

 

  

57.8 

43.3 

44.5 

56.9 

29.5 

69.9 

76.8 

39.1 

36.3 

56.4 

46.0 

52.2 

48.3 

35.8 

56.8 

29.2 

24.6 

44.8 

42.2 

15.4 

23.4 

20.9 

18.9 

15.4 

20.0 

12.3 

15.3 

21.8 

53.7 

33.3 

0% 25% 50% 75% 100%

(ア)美術(n=715)

(イ)音楽(n=862)

(ウ)演劇・演芸(n=375)

(エ)舞踊(n=123)

(オ)伝統芸能(n=95)

(カ)生活文化(n=219)

(キ)映像文化(n=878)

(ク)文芸(n=87)

(ケ)歴史・郷土文化(n=339)

(コ)その他(n=39)

市内 市外（県内） 県外

全体数 n=1,672

問
と い

26付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

26 で「１．この１年間
ねんかん

で鑑賞
かんしょう

したものがある」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         鑑賞
かんしょう

した場所
ば し ょ

にあてはまるものはどれですか?（それぞれあてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 
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（１）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

状況
じょうきょう

 

 

【性別】市内鑑賞について、男女ともに「(キ)映像文化」の割合が 76.8%と最も高く、「女性」が 77.3%、「男性」が 76.1%でど

ちらも７割後半となっている。 

 

【年齢別】市内鑑賞について、「(カ)生活文化」と「(キ)映像文化」はすべての年齢層において５割を超えている。「(イ)音楽」の割

合は「70～74 歳」が 76.0%と最も高く、次いで「75 歳以上」が 68.1%、「15・16・17 歳」が 64.3%となっている。一方で

『18～29 歳』は 27.3%と最も低い。「(オ)伝統芸能」は「30 歳代」と「40 歳代」がともに 50.0%で最も高い割合となってい

る。 

 

【ブロック別】市内鑑賞について、「(キ)映像文化」の割合は「東部 A」が 90.2%と最も高く、次いで「南東部」が 83.6%である。

「(イ)音楽」の割合は「東部 B（田主丸）」が 51.1%と最も高く、次いで「西部 A（城島）」が 46.4%である。また、「(ア)

美術」の割合は「中央東部」が 63.8%、「中央部」が 63.2%、「東部 A」が 61.9%である。 
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（１）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

状況
じょうきょう

 

 

 

 

 

 

 

  

文化・芸術の観賞場所
全
体

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
ア
）
美
術

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
イ
）
音
楽

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
ウ
）
演
劇
・
演
芸

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
エ
）
舞
踊

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
オ
）
伝
統
芸
能

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

1,672 74.3 715 57.8 862 43.3 375 44.5 123 56.9 95 29.5

（
カ
）
生
活
文
化

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
キ
）
映
像
文
化

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
ク
）
文
芸

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
ケ
）
歴
史
・
郷
土
文
化

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
コ
）
そ
の
他

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

219 69.9 878 76.8 87 39.1 339 36.3 39 56.4

全体

女性

男性

（　　）

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

性
別

年
齢
別

ブ
ロ
ッ

ク
別

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

全体

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

性
別

女性

男性

（　　）

年
齢
別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

69 78.3

300 71.7

265 70.9

74.5994

676 74.0

- -

115 73.0

110 85.5

106 84.0

292 75.3

302 71.5

113 73.5

60 53.3

98 72.4

435 58.2

289 81.7

302 73.8

131 76.3

91 71.4

253 75.1

130 74.6

101 75.2

82 70.7

129 71.3

57 28.1

279 57.0 350 46.6 130 40.8 43 51.2

510 40.8 245 46.5 80 60.0

38 31.6

-

24 58.3 42 64.3 15 60.0 4 50.0 4 25.0

- - - - - - - - -

15.4

100 56.0 132 40.9 59 40.7 13 53.8 6 50.0

109 36.7 165 27.3 69 33.3 13 53.8 13

50.0

115 54.8 160 40.0 72 43.1 20 40.0 21 23.8

126 58.7 150 38.7 55 52.7 22 77.3 12

11.1

61 59.0 53 54.7 26 50.0 10 30.0 9 22.2

48 47.9 63 41.3 32 40.6 11 45.5 9

40.0

64 76.6 47 68.1 24 41.7 17 70.6 11 36.4

68 85.3 50 76.0 23 65.2 13 69.2 10

50.0

33 51.5 47 51.1 12 25.0 8 50.0 5 40.0

42 61.9 59 45.8 14 35.7 4 100.0 2

-

32 53.1 45 40.0 18 38.9 12 41.7 5 20.0

46 47.8 59 42.4 34 41.2 7 57.1 7

40.0

46 47.8 71 32.4 27 44.4 6 100.0 5 40.0

130 63.8 128 41.4 56 44.6 28 60.7 20

35.0

134 58.2 145 46.2 66 47.0 17 41.2 13 15.4

136 63.2 164 45.7 77 53.2 20 70.0 20

50.0

24 50.0 28 46.4 15 33.3 2 50.0 2 -

47 51.1 62 43.5 31 51.6 11 45.5 8

12.5

160 74.4 506 77.3 39 46.2 164 28.7 28 60.7

42 59.5 51 41.2 25 32.0 8 37.5 8

45.5

- - - - - - - - - -

58 56.9 372 76.1 48 33.3 175 43.4 11

66.7

24 54.2 210 77.1 12 41.7 43 20.9 5 20.0

5 80.0 38 94.7 2 100.0 11 27.3 3

100.0

34 76.5 160 75.6 15 33.3 70 35.7 13 61.5

27 92.6 163 71.8 8 25.0 40 17.5 3

100.0

21 57.1 43 81.4 4 - 25 56.0 1 -

41 56.1 153 75.2 19 31.6 67 35.8 4

-

24 75.0 39 84.6 9 55.6 26 50.0 3 66.7

25 72.0 43 72.1 10 60.0 34 44.1 4

66.7

6 83.3 51 90.2 5 40.0 16 31.3 1 100.0

18 77.8 29 82.8 8 37.5 23 56.5 3

66.7

16 75.0 62 79.0 5 - 30 50.0 3 33.3

12 58.3 37 70.3 4 25.0 13 15.4 3

50.0

45 77.8 129 76.0 14 42.9 57 42.1 7 57.1

13 69.2 53 71.7 6 16.7 18 33.3 2

33.3

35 77.1 165 79.4 15 46.7 61 36.1 6 83.3

17 76.5 73 83.6 3 66.7 16 62.5 3

66.7

14 57.1 64 79.7 6 50.0 25 36.0 4 75.0

39 69.2 161 77.6 19 42.1 67 29.9 6

-

1 -

16 56.3 53 67.9 7 28.6 23 30.4

5 20.0 27 40.7 3 66.7 11 27.3

2

(％) 
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（２）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の活動
か つ ど う

状況
じょうきょう

 

この１年間に制作や発表、練習など実際に活動したものについて、「（イ）音楽（ポピュラー、クラシック、邦楽など）」が

4.3%と最も高く、次いで「（ア）美術（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）」が 3.3%、「（カ）生活文化（茶・華道、フラワ

ーアレンジメント、手芸など）」が 3.1%である。 

 

【経年比較】 

「（イ）音楽（ポピュラー、クラシック、邦楽など）」、「（ク）文芸（小説や詩歌の講演会、俳句・短歌大会など）」、

「（オ）伝統芸能（能、狂言、歌舞伎など）」の割合は、それぞれ平成 30 年度調査と比較して 0.2 ポイント増加している。

一方で、「（キ）映像文化（映画、映像美術など）」は平成 30 年度調査から 2.7 ポイント減少し、1.3%となっている。ま

た、「（ア）美術（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）」、「（ケ）歴史・郷土文化（史跡めぐり、歴史講演会など）」の割合

は、平成 30 年度調査と比較すると、それぞれ 2.6 ポイント減少する結果となっている。 

 

 

  

問
と い

27 次
つ ぎ

の（ア）～（コ）の中
なか

で、あなたがこの１年間
ねんかん

に制作
せ い さ く

や発表
はっぴょう

、練習
れんしゅう

など実際
じ っ さ い

に活動
か つ ど う

したものはありますか。 

オンラインの講座
こ う ざ

やワークショップに参加
さ ん か

する、オンラインのイベントを開催
か い さ い

するといった活動
か つ ど う

も含
ふ く

みます。 

4.3 

3.3 

3.1 

1.4 

1.3 

1.2 

1.0 

0.6 

0.4 

0.6 

84.7 

3.3 

4.1 

5.9 

4.8 

4.0 

4.0 

1.5 

1.0 

0.4 

0.2 

1.1 

76.3 

5.6 

0.0 45.0 90.0

（イ）音楽

（ポピュラー、クラシック、邦楽など）

（ア）美術

（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）

（カ）生活文化

（茶・華道、フラワーアレンジメント、手芸など）

（ケ）歴史・郷土文化

（史跡めぐり、歴史講演会など）

（キ）映像文化

（映画、映像美術など）

（エ）舞踊

（日本舞踊、バレエ、ダンスなど）

（ウ）演劇・演芸

（演劇、ミュージカル、落語など）

（ク）文芸

（小説や詩歌の講演会、俳句・短歌大会など）

（オ）伝統芸能

（能、狂言、歌舞伎など）

（コ）その他

この１年間で活動したものはない

無回答

令和６年度調査

（n=3,245）

平成30年度調査

（n=1,758）

％ ％ ％

【回答はいくつでも】

（イ）音楽

（ポピュラー、クラシック、邦楽など）

（ア）美術

（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）

（カ）生活文化

（茶・華道、フラワーアレンジメント、手芸など）

（ケ）歴史・郷土文化

（史跡めぐり、歴史講演会など）

（キ）映像文化

（映画、映像美術など）

（エ）舞踊

（日本舞踊、バレエ、ダンスなど）

（ウ）演劇・演芸

（演劇、ミュージカル、落語など）

（ク）文芸

（小説や詩歌の講演会、俳句・短歌大会など）

（オ）伝統芸能

（能、狂言、歌舞伎など）
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（２）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の活動
か つ ど う

状況
じょうきょう

 

 

【性別】「女性」では、「（カ）生活文化（茶・華道、フラワーアレンジメント、手芸など）」が最も高く、4.7%となっており、「男性」

の 1.1%と比較すると、「女性」が「男性」よりも 3.6 ポイント高い。一方で、「男性」では、「（イ）音楽（ポピュラー、クラシッ

ク、邦楽など）」の割合が 5.0%と最も高く、「女性」の 3.8%と比較すると、「男性」が「女性」よりも 1.2 ポイント高い。 

 

【性年齢別】「（ア）美術（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）」の割合は、「女性:15・16・17 歳」が 9.8%と最も高く、次い

で「男性:15・16・17 歳」が 7.5%となっている。「（ウ）演劇・演芸（演劇、ミュージカル、落語など）」の割合は、「男

性:50 歳代」が 2.2%と最も高く、次いで「男性:15・16・17 歳」が 1.9%、「女性:30 歳代」が 1.8%である。また、

「（キ）映像文化（映画、映像美術など）」の割合は、『男性:18～29 歳』が 2.4%で最も高く、次いで『女性:18～

29 歳』、「女性:65～69 歳」、「男性:50 歳代」がともに 2.2%となっている。「この１年間で活動したものはない」と回答し

た人の割合は、「男性:65～69 歳」が 91.7%と最も高く、次いで「男性:30 歳代」が 91.5%、「女性:40 歳代」が

91.0%、「男性:40 歳代」が 90.6%と、９割を超えている。 

 

【ブロック別】「（イ）音楽（ポピュラー、クラシック、邦楽など）」の割合は、「南東部」が 5.4%と最も高く、次いで「西部 B（三

潴）」が 5.1%である。「（ア）美術（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）」の割合は「西部 A（城島）」が 5.2 と最も高

く、次いで「中央東部」が 4.4%、「中央部」が 4.2%である。また「（カ）生活文化（茶・華道、フラワーアレンジメント、手芸

など）」の割合は、「中央東部」が 5.3%と最も高く、次いで「西部 B（三潴）」が 3.6%である。「この１年間で活動したもの

はない」の割合は、「西部 B（三潴）」が 87.7%と最も高く、次いで「東部 B（田主丸）」が 87.1%となっている。 
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（２）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の活動
か つ ど う

状況
じょうきょう

 

 

 

 

  

(％) 
文化・芸術の活動状況

回
答
者
数

（
ア
）
美
術

　
　
（
絵
画
、
書
、
彫
刻
、
写
真
、
工
芸
な
ど
）

（
イ
）
音
楽

　
　
（
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
邦
楽
な
ど
）

（
ウ
）
演
劇
・
演
芸

　
　
（
演
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
落
語
な
ど
）

（
エ
）
舞
踊

　
　
（
日
本
舞
踊
、
バ
レ
エ
、
ダ
ン
ス
な
ど
）

（
オ
）
伝
統
芸
能

　
　
（
能
、
狂
言
、
歌
舞
伎
な
ど
）

（
カ
）
生
活
文
化

　
　
（
茶
・
華
道
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

　
　
　
手
芸
な
ど
）

（
キ
）
映
像
文
化

　
　
（
映
画
、
映
像
美
術
※
な
ど
）

（
ク
）
文
芸

　
　
（
小
説
や
詩
歌
の
講
演
会
、

　
　
　
俳
句
・
短
歌
大
会
な
ど
）

（
ケ
）
歴
史
・
郷
土
文
化

　
　
（
史
跡
め
ぐ
り
、
歴
史
講
演
会
な
ど
）

（
コ
）
そ
の
他

こ
の
１
年
間
で
活
動
し
た
も
の
は
な
い

無
回
答

3,245 108 141 31 39 13 101 41 20 46 19 2,750 106
100.0 3.3 4.3 1.0 1.2 0.4 3.1 1.3 0.6 1.4 0.6 84.7 3.3

- 87.7 1.0

12 8.3 - - - - - - - - - 83.3 8.3

- 3.6 0.5 - 0.5195 2.6 5.1 1.0 0.5

0.3 85.1 4.4

135 5.2 3.7 0.7 0.7 - 2.2 1.5 - 1.5 - 83.0 5.9

0.7 2.7 1.7 - -296 2.4 3.0 0.7 1.7

0.4 84.6 1.9

525 3.6 4.0 0.8 1.1 0.4 3.4 1.5 1.1 1.9 0.8 84.0 3.0

0.2 2.1 2.1 0.6

81.6 2.4

257 2.7 5.4 0.8 0.8 0.4 3.1 1.6 0.8 1.2 1.2 85.6 3.1

0.9 5.3

0.40.7

1.7474 4.2 4.9 1.1 1.5

0.9

4.7 1.1

1.3 0.9 2.4450 4.4 4.9 1.3 1.3

2.3 4.1

86.9 1.8

220 1.8 3.6 0.9 1.8 0.9 0.9 0.5 0.5 0.5 0.9 84.1 7.7

- 3.3 0.4 0.4 2.2275 2.9

0.5 0.5 - 86.4 4.5

186 2.7 3.8 1.6 2.2 0.5 3.2 1.1 1.1 1.1 1.1 87.1 3.2

- 2.7 0.5 0.5 0.9220

- 100.0 -

6 16.7 16.7 - - - - - - - - 50.0 33.3

- - - - -3 - - - -

0.6 82.4 3.5

1,427 2.7 5.0 1.1 0.6 0.6 1.1 1.3 0.7 2.1 0.6 87.9 2.8

0.2 4.7 1.3 0.6 0.91,809 3.8 3.8 0.8 1.7

南西部

中央南部

ブ
ロ
ッ

ク
別

 西部A（城島）

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

中央部

中央東部

南東部

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

 西部B（三潴）

わからない・無回答

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

 北部B（北野）

- -

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

性
別
×
年
齢
別

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

- - 76.5 -

274 5.1 4.4 0.7 1.1 - 2.6 2.2 1.1 0.4 0.4 86.5 -

51 9.8 9.8 - 2.0 - 2.0

0.4

290 2.8 1.4 - 0.7 - 4.1 1.0 0.3 0.3 0.3 91.0 -

274 3.6 2.9 1.8 1.5 0.4 4.7 1.1 0.4

1.5 1.5 0.6 6.5 1.2 0.9

- 0.4 86.1

0.7 8.0 2.2 -

1.2 0.3 82.9 1.5

135 5.2 4.4 - 3.7 - 5.9 - - 0.7 1.5 78.5 5.2

339 2.4 4.4

1.9 0.6

2.2 - 76.1 5.8

148 5.4 4.1 - 1.4 - 4.7 0.7 0.7 1.4 2.0 75.7 8.1

138 3.6 4.3 1.4 2.9

2.5 1.3 68.8 19.4

53 7.5 9.4 1.9 1.9 - - - - - - 84.9 -

160 2.5 3.8 0.6 2.5 - 2.5

0.5

212 2.8 4.2 0.9 0.5 0.5 2.4 0.9 - 0.5 - 91.5 0.5

212 3.8 6.1 1.4 - - 1.4 2.4 0.5

0.8 0.8 0.8 0.8 1.6 0.8

1.9 0.5 87.7

- 0.9 - 0.9

2.0 0.8 90.6 0.4

229 2.6 8.7 2.2 1.7 1.7 1.7 2.2 1.7 2.6 0.9 85.6 2.6

245 1.2 4.5

- -

1.7 0.9 88.0 5.1

109 1.8 2.8 0.9 - - - 0.9 0.9 3.7 - 91.7 1.8

117 1.7 2.6 0.9 -

3.7 0.7 83.8 8.1

114 2.6 3.5 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 2.6 0.9 82.5 10.5

136 2.9 2.9 - - 0.7 -

- - 66.7 22.29 11.1 11.1 - - - - - -
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（２）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の活動
か つ ど う

状況
じょうきょう

 

文化・芸術の活動場所について、「市内」では「(カ)生活文化」が 81.2%と最も高く、８割を超えている。次いで、「(エ)舞踊」

が 79.5%となっている。一方で、「市外（県内）」では、「(イ)音楽」が 39.7%と最も高く、次いで、「(キ)映像文化」が

39.0%となっている。また、「県外」では、「(ケ)歴史・郷土文化」が 41.3%と最も高く、次いで、「(ク)文芸」が 30.0%である。 

 

  

69.4 

61.7 

54.8 

79.5 

69.2 

81.2 

56.1 

40.0 

47.8 

73.7 

21.3 

39.7 

22.6 

15.4 

38.5 

19.8 

39.0 

35.0 

30.4 

26.3 

18.5 

17.0 

25.8 

7.7 

0.0 

14.9 

14.6 

30.0 

41.3 

10.5 

0% 25% 50% 75% 100%

(ア)美術(n=108)

(イ)音楽(n=141)

(ウ)演劇・演芸(n=31)

(エ)舞踊(n=39)

(オ)伝統芸能(n=13)

(カ)生活文化(n=101)

(キ)映像文化(n=41)

(ク)文芸(n=20)

(ケ)歴史・郷土文化(n=46)

(コ)その他(n=19)

市内 市外（県内） 県外

全体数 n=389

問
と い

27付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

27 で「１．この１年間
ねんかん

で活動
か つ ど う

したものがある」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         活動
か つ ど う

した場所
ば し ょ

にあてはまるものはどれですか?（それぞれあてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 
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（２）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の活動
か つ ど う

状況
じょうきょう

 

 

【性別】市内活動について、「(カ)生活文化」と「(ク)文芸」の割合は「男性」が「女性」より高い割合となっており、その他の文化活

動は、「女性」が「男性」よりも高い。 

 

【年齢別】市内活動について、「(ア)美術」は、70 歳以上の年代の割合が高く、次いで「30 歳代」が 75.0%、「50 歳代」と「65

～69 歳」が 71.4%である。「(イ)音楽」は、「75 歳以上」が 90.9%と最も高く、次いで「30 歳代」が 88.2%、「15・16・

17 歳」と「70～74 歳」が 80.0%である。また、「(カ)生活文化」は、18 歳以上のすべての年代で６割を超えており、「65～

69 歳」が 90.9%と最も高く、次いで「30 歳代」が 88.9%となっている。 

 

【ブロック別】市内活動について、「(ア)美術」の割合は、「中央南部」が 78.9%、「中央東部」が 75%、「中央部」60.0%であ

る。「(イ)音楽」の割合は、「中央南部」が 61.9%、「中央部」が 60.9%、「中央東部」が 59.1%である。また、「(カ)生活文

化」の割合は、「中央南部」が 88.9%、「中央東部」が 83.3%である。 
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（２）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の活動
か つ ど う

状況
じょうきょう

 

 

 

 

  

文化・芸術の活動場所
全
体

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
ア
）
美
術

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
イ
）
音
楽

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
ウ
）
演
劇
・
演
芸

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
エ
）
舞
踊

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
オ
）
伝
統
芸
能

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

389 69.4 108 69.4 141 61.7 31 54.8 39 79.5 13 69.2

（
カ
）
生
活
文
化

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
キ
）
映
像
文
化

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
ク
）
文
芸

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
ケ
）
歴
史
・
郷
土
文
化

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
コ
）
そ
の
他

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

101 81.2 41 56.1 20 40.0 46 47.8 19 73.7

全体

性
別

女性 255 72.2 69

（　　） - - -

男性 133 63.9 38 60.5 72 59.7

73.9 68 63.2

16 43.8 9 66.7 9 55.6

83.3 4 100.015 66.7 30

- - -

年
齢
別

15・16・17歳 20 65.0 9 55.6 10

- - - - - -

-

18～29歳 62 50.0 22 54.5 25 36.0 5 40.0

80.0 1 - 2 50.0 -

3 100.0 - -

30歳代 54 75.9 16 75.0 17 100.0

40歳代 48 68.8 11 54.5 15 60.0 2 -

88.2 7 71.4 5 60.0 2

4

9 77.8 1 -

75.0 2 50.0

50歳代 80 67.5 14 71.4 35 66.748.6 10 70.0 9 77.8 6

- -

5 80.0 - -

65～69歳 32 68.8 7 71.4 9 100.044.4 3 33.3 4 75.0 1

60～64歳 30 76.7 9 66.7

2 100.0 1 -

75歳以上 28 89.3 8 87.5 11 100.090.9 2 100.0 5 100.0 1

70～74歳 35 80.0 12 100.0 10 80.0

1

北部A 31 61.3 8 50.0 13 53.8 3

- 1 100.0 - -

 東部B（田主丸） 18 66.7 5 80.0 1 100.07 71.4 3 100.0 4 100.0

東部A 20 80.0 5 100.0 9

-

 北部B（北野） 18 83.3 4 50.0 2 -8 75.0 2 50.0 4 75.0

60.9 5

14 71.4 2

33.3 2 50.0 -

4 100.0

南東部 29 58.6 7 71.4 1 100.0100.0 2 100.0

6中央東部 72 75.0 20 75.0 50.0 6 100.022 59.1

21 61.9 4

40.0 7 71.4 1 100.0

中央南部 68 73.5 19 78.9 2 -50.0 6 83.3

中央部 64 67.2 20 60.0 23

50.0 5 60.0 2 100.0

 西部A（城島） 15 60.0 7 71.4

南西部 31 64.5 7 28.6 9 55.6 2

100.0 1 - - -

全体

- -

 西部B（三潴） 22 63.6 5 100.0 10 40.0 2

5 40.0 1 - 1 100.0

ブ
ロ
ッ

ク
別

88.9

10 20.0 16 56.3 11 81.8
性
別

女性 85 81.2 23 65.2

男性 16 81.3 18 62.5

（　　） - - - - - - - -

44.4 10 60.0 30 43.3 8

- -

年
齢
別

15・16・17歳 1 - - - - -

30歳代 18 88.9 5 100.0

- - - -

18～29歳 10 60.0 11 27.3 4

1 - 1 - 1 100.0

25.0 5 - 2 -

50歳代 26 84.6 9 55.6

40歳代 14 78.6 7 42.9

7 71.4 10 40.0 3 100.0

33.3 6 33.3 3 33.33

65～69歳 11 90.9 4 50.0

60～64歳 9 77.8 - -

1 - 7 57.1 - -

- 3 100.0 3 100.01

75歳以上 5 80.0 4 100.0

70～74歳 7 85.7 1 100.0

2 50.0 7 71.4 3 66.7

- 7 57.1 4 100.01

-

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A 6 83.3 1 100.0

 東部B（田主丸） 6 66.7 2 100.0

北部A 9 88.9 1 - 1 -

100.0 2 100.0 2 100.0 2

1

1 - 2 50.0 -

中央部 10 80.0 10 70.0 3 -

11 81.8 4

8 25.0 2

-

 北部B（北野） 2 50.0 1 - 1 100.0 1 - 2 50.0

6 50.0

16.7 10

75.0

南東部 8 75.0 4 75.0 2

中央東部 24 83.3 6 33.3 4 75.0

- -

100.0

50.0 3 66.7 3 33.3

南西部 8 75.0 5 80.0

中央南部 18 88.9 8 37.5

- - - - 1 100.0

--

30.0 4 100.06

 西部B（三潴） 7 85.7 1 100.0

 西部A（城島） 3 66.7 2 -

- - 1 - - -

- 2

(％) 
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（３）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

のまちづくりのための取り組み
と  く  

 

文化・芸術のまちづくりのための取り組みについて、「ホール・劇場、美術館・博物館などの文化施設で講演や展覧会の充実」

が 36.3%と最も高く、次いで、「学校や公園など、身近な場所で音楽や芸術に触れることができる機会の提供」が 35.0%と、

ともに３割半ばとなっている。また、「子供が文化芸術に親しむ機会の充実」は 29.4%、「地域の芸能や祭りなどの継承・保存」

は 22.0%である。 

 

【経年比較】 

「ホール・劇場、美術館・博物館などの文化施設で講演や展覧会の充実」の割合は、36.3%となり、平成 30 年度調査の

27.4%と比較して、8.9 ポイント増加している。一方で、「市民が参加する音楽祭や美術展の開催など、活動の目標となる機

会の提供」の割合は 13.5%で、平成 30 年度調査から 5.5 ポイント減少している。 

  

問
と い

28 久留米市
く る め し

が今後
こ ん ご

、文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

によるまちづくりを進
すす

める上
う え

で、特
と く

にどのようなことに力
ちから

を入
い

れるべきだと思
お も

いますか。 

（あてはまる番号
ば ん ご う

３つまで） 

36.3 

35.0 

29.4 

22.0 

13.5 

10.8 

9.3 

8.3 

6.2 

1.6 

21.4 

2.4 

27.4 

34.1 

32.4 

24.5 

19.0 

12.6 

11.9 

7.6 

7.5 

1.1 

17.1 

1.8 

0.0 30.0 60.0

ホール・劇場、美術館・博物館などの

文化施設で講演や展覧会の充実

学校や公園など、身近な場所で

音楽や芸術に触れることができる機会の提供

子供が文化芸術に親しむ機会の充実

地域の芸能や祭りなどの継承・保存

市民が参加する音楽祭や美術展の開催など、

活動の目標となる機会の提供

文化芸術に関する情報発信の充実

次代を担う芸術家の発掘と育成

練習や作品制作の場の充実

芸術家や文化団体の活動に対する

支援（補助）の拡充

その他

特にない

無回答

令和６年度調査

（n=3,245）

平成30年度調査

（n=1,758）

％ ％ ％

【回答は３つまで】

ホール・劇場、美術館・博物館などの

文化施設で講演や展覧会の充実

学校や公園など、身近な場所で

音楽や芸術に触れることができる機会の提供

市民が参加する音楽祭や美術展の開催など、

活動の目標となる機会の提供

芸術家や文化団体の活動に対する

支援（補助）の拡充
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（３）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

のまちづくりのための取り組み
と   く   

 

 

【性別】「市民が参加する音楽祭や美術展の開催など、活動の目標となる機会の提供」と「次代を担う芸術家の発掘と育成」の

割合は、「男性」が「女性」よりも高く、その他の項目では、「女性」が「男性」よりも高い割合となっている。 

 

【性年齢別】「練習や作品制作の場の充実」の割合は、「女性:60～64 歳」が 10.4%で最も高く、男性では「男性:30 歳

代」と「男性:40 歳代」が 9.0%で、最も高い。一方で、「男性:65~69 歳」が 3.7%、次いで「女性:15・16・17 歳」が

3.9%と低い。「地域の芸能や祭りなどの継承・保存」の割合は、「女性:15・16・17 歳」、「男性:50 歳代」、「男性:65

～69 歳」がともに 27.5%で、最も高い割合となっている。 

 

【ブロック別】「ホール・劇場、美術館・博物館などの文化施設で講演や展覧会の充実」の割合は、「中央部」が 44.1%と最も高

く、次いで「中央南部」が 40.8%となっている。「学校や公園など、身近な場所で音楽や芸術に触れることができる機会の提

供」の割合は、「中央東部」が 39.3%と最も高く、次いで「南東部」が 38.1%である。 
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（３）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

のまちづくりのための取り組み
と  く  

 

 

 

 

 

 

 

文化・芸術のまちづくりのための取り組み
回
答
数

ホ
ー
ル
・
劇
場
、
美
術
館
・
博
物

館
な
ど
の
文
化
施
設
で
講
演
や
展

覧
会
の
充
実

学
校
や
公
園
な
ど
、
身
近
な
場
所

で
音
楽
や
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
機
会
の
提
供

子
供
が
文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会

の
充
実

市
民
が
参
加
す
る
音
楽
祭
や
美
術

展
の
開
催
な
ど
、
活
動
の
目
標
と

な
る
機
会
の
提
供

練
習
や
作
品
制
作
の
場
の
充
実

芸
術
家
や
文
化
団
体
の
活
動
に
対

す
る
支
援
（
補
助
）
の
拡
充

次
代
を
担
う
芸
術
家
の
発
掘
と
育

成 地
域
の
芸
能
や
祭
り
な
ど
の
継

承
・
保
存

文
化
芸
術
に
関
す
る
情
報
発
信
の

充
実

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

3,245 1,177 1,135 955 438 268 202 302 713 351 51 696 77
100.0 36.3 35.0 29.4 13.5 8.3 6.2 9.3 22.0 10.8 1.6 21.4 2.4

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

性
別
×
年
齢
別

中央南部

南西部

 西部A（城島）

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

 西部B（三潴）

わからない・無回答

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

31.1 13.2 1.5 18.9 2.5

1,427

3

7.0 6.0 10.0 21.9 10.2 1.5 24.6 2.0

- - -

9.3 6.5 8.8 22.1 11.41,809 38.7 38.1

- - - 66.7 -

6

33.4 31.1 27.4 13.9

- 33.3 33.3 33.3

16.7 - - - 16.7 33.3 33.3

51 37.3 49.0 15.7 11.8 3.9 2.0 9.8 27.5 7.8 - 17.6 -

- - 16.7 16.7 -

16.4 0.4

274 36.5 46.7 45.6 9.5 10.2 5.5 7.7 17.9 8.4 1.1 18.2 1.1

9.9 5.1 6.6 26.6 11.7274 39.8 33.9 27.4

9.3 20.0 10.0290 40.3 48.6 45.2 12.8

0.714.6

17.8135 44.4 32.6 31.1 13.3

1.0 13.8 0.3

339 45.7 32.4 25.7 13.9 8.8 7.1 10.3 23.0 13.3 3.8 20.4 1.2

10.0 5.9

33.8 31.8 14.2 16.9

0.7 20.7 0.7

138 40.6 41.3 30.4 11.6 8.7 9.4 9.4 23.2 12.3 2.2 18.1 3.6

10.4 6.7 8.9 23.0

20.8 9.4

1.4 24.3 8.1

160 21.3 28.1 20.0 15.0 8.8 6.3 10.6 21.9 7.5 0.6 24.4 11.9

8.1 9.5 7.4 20.3 13.5148

- 30.2 -

212 35.4 30.7 26.4 13.2 7.5 6.6 10.4 20.8 5.2 0.9 25.9 0.9

5.7 9.4 9.4 22.6 13.253 26.4 41.5

18.4 0.5

245 30.6 37.1 31.8 14.7 9.0 4.5 9.0 19.2 10.6 2.0 18.8 1.2

9.0 3.3 9.9 20.8 9.4212 33.5 35.4 37.7

10.9 27.5 13.1229 35.8 27.5 24.0 14.8

1.912.3

12.8109 43.1 31.2 29.4 13.8

2.2 24.9 0.4

117 31.6 27.4 23.9 16.2 8.5 2.6 8.5 21.4 7.7 0.9 29.1 3.4

5.2 7.0

27.2 22.8 16.7 14.0

1.8 19.3 2.8

136 32.4 26.5 23.5 14.0 6.6 9.6 8.8 20.6 11.0 2.2 32.4 1.5

3.7 9.2 13.8 27.5

24.5 12.7

- 34.2 11.4

9 11.1 11.1 11.1 11.1 - - 11.1 11.1 - 11.1 44.4 22.2

4.4 5.3 8.8 16.7 11.4114

1.4 21.8 4.5

186 36.6 34.4 27.4 15.6 9.1 5.4 9.7 24.7 8.6 3.2 22.0 1.6

6.8 6.4 6.8 25.5 10.5220 31.4 34.5

23.6 2.2

220 25.5 30.9 27.7 10.9 5.9 6.4 5.0 23.2 8.2 - 29.1 5.0

8.4 6.9 6.2 18.9 12.0275 38.2 32.7 24.4

13.6 20.0 10.4450 38.7 39.3 32.4 12.9

1.111.3

11.6474 44.1 35.0 34.2 15.2

2.7 17.1 2.4

257 36.2 38.1 29.6 17.5 8.6 6.2 9.7 22.2 12.1 2.3 19.1 1.9

10.7 6.9

31.1 31.4 29.1 11.1

1.3 17.9 0.6

525 40.8 35.2 31.4 13.1 9.0 6.1 10.9 23.6 12.0 1.7 18.1 1.1

8.2 6.3 9.9 20.9

27.7 16.4

1.4 25.7 3.0

135 23.0 34.8 23.7 11.9 8.1 5.2 5.9 17.0 9.6 1.5 30.4 5.2

6.4 6.8 8.8 21.6 9.1296

- 24.6 2.6

12 16.7 16.7 8.3 8.3 - - - 25.0 8.3 - 58.3 8.3

7.2 4.6 8.7 24.6 12.3195 32.8 35.4

(％) 
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７． こころの健康
け ん こ う

について 

（１）不安
ふ あ ん

や悩み
な や   

、ストレスの状況
じょうきょう

 

ここ 1 か月くらいの間の、不安や悩み、ストレスについて、「大いにある」の 24.1%と、「多少ある」の 41.7%をあわせた『ある』の

割合は、65.8%。「まったくない」の 8.9%と、「あまりない」の 23.8%をあわせた『ない』は、32.7%である。 

 

【経年比較】 

『ある』の割合は、令和５年度調査の 71.3%と比較して、5.5 ポイント減少し 65.8％。一方、『ない』の割合は、令和５年

度調査から 5.8 ポイント多い 32.7％となっている。 

 

 

  

問
と い

29 あなたは、ここ 1 か月
げ つ

くらいの間
あいだ

に、不安
ふ あ ん

や悩
なや

み、ストレスをかかえたことがありますか? 

（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

56.1 42.2

62.2 36.6

65.8 32.7

71.3 26.9

65.9 33.3

24.1 

29.3 

23.3 

16.8 

19.9 

41.7 

42.0 

42.6 

39.3 

42.3 

23.8 

21.5 

27.6 

31.9 

29.6 

8.9 

5.4 

5.7 

10.3 

7.0 

1.5 

1.7 

0.8 

1.7 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

令和３年度調査

（n=2,194）

平成29年度調査

（n=1,765）

大いにある 多少ある あまりない まったくない 無回答

『ある』 『ない』
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（１）不安
ふ あ ん

や悩み
な や   

、ストレスの状況
じょうきょう

 

【性別】『ある』の割合は、「女性」が 68.7%、「男性」が 62.1%となり、「女性」が「男性」よりも 6.6 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『ある』の割合は、女性では 18～50 歳代、男性では 30 歳～50 歳代が７割を超えている。 

 

【ブロック別】すべての地域で『ある』の割合は、６割を超えている。「南東部」は 70.1%と最も高く、次いで、「中央東部」が

68.7%、「中央南部」が 68.6%、「北部 A」が 68.4%となっている。一方で、「東部 B（田主丸）」は 60.2%で、最も低

く、次いで、「東部 A」が 60.4%である。 

 

【同居家族別】『ある』の割合は、「中学生がいる」が 76.4%と最も高く、次いで、「小学生がいる」が 74.1%、「就学前の子どもが

いる」が 72.2%となり、７割を超えている。 

 

【家族構成別】『ある』の割合は、「親・子（２世代）」が 69.5%と最も高い。一方で、「夫婦・パートナーのみ」は 58.5%と最も

低く、唯一５割台となっている。 

 

【職業別】『ある』の割合は、「給与所得者（常勤）」が 72.8%と最も高く、次いで「パート・アルバイト（学生は除く）」が

69.3%となっている。一方で、「家事に専念」は 56.5%、「無職」は 52.4%と５割台である。 
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（１）不安
ふ あ ん

や悩み
な や   

、ストレスの状況
じょうきょう

 

 

  

(％) 
不安や悩み、ストレスの状況

回
答
者
数

大
い
に
あ
る

多
少
あ
る

あ
ま
り
な
い

ま
っ
た
く
な
い

無
回
答

『
あ
る
』

『
な
い
』

3,245 781 1,353 771 290 50 2,134 1,061
100.0 24.1 41.7 23.8 8.9 1.5 65.8 32.7

195 21.5 44.6 25.6 6.7 1.5 66.1 32.3

12 33.3 41.7 8.3 16.7 - 75.0 25.0

296 22.6 38.5 25.0 10.1 3.7 61.1 35.1

135 23.0 38.5 28.1 7.4 3.0 61.5 35.5

474 24.1 40.9 23.8 11.0 0.2 65.0 34.8

525 26.7 41.9 21.9 9.0 0.6 68.6 30.9

450 24.0 44.7 22.4 7.1 1.8 68.7 29.5

257 26.1 44.0 20.2 8.6 1.2 70.1 28.8

275 25.1 43.3 23.6 6.9 1.1 68.4 30.5

220 24.5 40.0 22.7 10.5 2.3 64.5 33.2

220 22.7 37.7 26.4 10.9 2.3 60.4 37.3

186 18.8 41.4 29.0 8.6 2.2 60.2 37.6

114 7.0 33.3 36.8 15.8 7.0 40.3 52.6

9 33.3 22.2 11.1 11.1 22.2 55.5 22.2

109 13.8 35.8 34.9 15.6 - 49.6 50.5

136 12.5 36.8 33.1 14.0 3.7 49.3 47.1

229 27.1 44.5 18.8 9.6 - 71.6 28.4

117 17.1 36.8 29.9 13.7 2.6 53.9 43.6

212 27.8 48.1 15.6 8.0 0.5 75.9 23.6

245 31.8 42.0 19.6 5.7 0.8 73.8 25.3

53 17.0 39.6 22.6 20.8 - 56.6 43.4

212 22.2 34.4 29.7 13.2 0.5 56.6 42.9

148 10.1 42.6 36.5 8.8 2.0 52.7 45.3

160 15.0 36.3 28.8 13.1 6.9 51.3 41.9

135 17.8 40.0 36.3 5.2 0.7 57.8 41.5

138 16.7 41.3 33.3 6.5 2.2 58.0 39.8

290 34.1 43.4 14.1 7.2 1.0 77.5 21.3

339 26.5 45.7 21.2 5.0 1.5 72.2 26.2

274 29.6 44.5 17.5 8.4 - 74.1 25.9

274 34.7 46.7 13.5 4.4 0.7 81.4 17.9

50.0 16.7

51 23.5 33.3 35.3 7.8 - 56.8 43.1

68.7 29.7

22.1 40.0 25.2 11.4 1.4

33.3 33.3 33.3 - -

62.1 36.6

66.6 33.3

1,809 25.6

1,427

3

6

43.1 22.7 7.0 1.5

33.3 16.7 - 16.7 33.3

 西部B（三潴）

わからない・無回答

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

性
別
×
年
齢
別

中央南部

南西部

 西部A（城島）

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代
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（１）不安
ふ あ ん

や悩み
な や   

、ストレスの状況
じょうきょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(％) 
不安や悩み、ストレスの状況

回
答
者
数

大
い
に
あ
る

多
少
あ
る

あ
ま
り
な
い

ま
っ
た
く
な
い

無
回
答

『
あ
る
』

『
な
い
』

3,245 781 1,353 771 290 50 2,134 1,061
100.0 24.1 41.7 23.8 8.9 1.5 65.8 32.7

7 14.3 28.6 42.9 14.3 - 42.9 57.2

512 17.8 34.6 28.9 13.5 5.3 52.4 42.4

21 47.6 33.3 14.3 4.8 - 80.9 19.1

243 23.0 37.0 27.2 12.8 - 60.0 40.0

301 16.6 39.9 32.2 9.0 2.3 56.5 41.2

1,372 27.8 45.0 19.0 7.8 0.3 72.8 26.8

515 23.7 45.6 24.1 5.6 1.0 69.3 29.7

51 25.5 35.3 23.5 9.8 5.9 60.8 33.3

223 25.1 38.6 25.6 9.0 1.8 63.7 34.6

70 18.6 47.1 24.3 8.6 1.4 65.7 32.9

12 25.0 33.3 25.0 8.3 8.3 58.3 33.3

1,720 26.2 43.3 21.9 7.7 0.9 69.5 29.6

279 30.5 32.6 22.6 12.9 1.4 63.1 35.5

416 23.6 41.6 23.6 7.9 3.4 65.2 31.5

748 17.5 41.0 28.6 11.0 1.9 58.5 39.6

1,134 22.0 43.2 23.7 9.3 1.8 65.2 33.0

40 22.5 25.0 25.0 10.0 17.5 47.5 35.0

1,075 22.2 37.4 28.7 10.2 1.5 59.6 38.9

354 28.5 41.0 20.3 8.2 2.0 69.5 28.5

306 31.0 45.4 15.0 8.2 0.3 76.4 23.2

361 27.7 38.8 22.2 10.5 0.8 66.5 32.7

402 27.9 44.3 19.2 8.0 0.7 72.2 27.2

428 31.3 42.8 20.1 5.6 0.2 74.1 25.7

無回答

無回答

職
業
別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト
（学生は除く）
学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

無回答

家
族
構
成
別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる
６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

全体
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（１）不安
ふ あ ん

や悩み
な や   

、ストレスの状況
じょうきょう

 

ここ 1 か月くらいの間の、不安や悩み、ストレスの原因について、「仕事に関すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）」の

割合は 51.5%と最も高く、５割を超えている。次いで、「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」が

42.7%、「健康に関すること（身体・こころの病気など）」が 40.7%、「経済的な問題に関すること（金銭関係など）」が

40.2%と、４割台となっている。 

 

【経年比較】 

「仕事に関すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）」の割合は、51.5%と初めて５割を超えて最も高い割合となってい

る。また、「学校に関すること（学校での人間関係、進路など）」は年々増加傾向にあり、令和５年度調査から 1.4 ポイント増

加した 8.4%となっている。 

  

問
と い

29付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

29 で「１．大
お お

いにある」「２．多少
た し ょ う

ある」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         それはどのようなことが原因
げ ん い ん

ですか?（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 

 

51.5 

42.7 

40.7 

40.2 

8.4 

6.9 

4.3 

1.6 

48.6 

45.3 

39.0 

41.2 

7.0 

7.4 

4.6 

4.1 

49.9 

42.6 

44.3 

34.3 

5.4 

7.0 

4.3 

1.8 

0.0 35.0 70.0

仕事に関すること

（仕事の悩み、職場の人間関係など）

家庭に関すること

（家族関係、子育て、家族の介護など）

健康に関すること

（身体・こころの病気など）

経済的な問題に関すること

（金銭関係など）

学校に関すること

（学校での人間関係、進路など）

恋愛、結婚に関すること

その他

無回答

令和６年度調査

（n=2,134）

令和５年度調査

（n=2,146）

令和４年度調査

（n=2,327）

％ ％ ％

【回答はいくつでも】

仕事に関すること

（仕事の悩み、職場の人間関係など）

家庭に関すること

（家族関係、子育て、家族の介護など）

健康に関すること

（身体・こころの病気など）

経済的な問題に関すること

（金銭関係など）

学校に関すること

（学校での人間関係、進路など）
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（１）不安
ふ あ ん

や悩
なや

み、ストレスの状況
じょうきょう

 

 

【性別】「男性」では、「仕事に関すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）」の 57.8%が最も高く、「女性」の 47.2%と比

較して 10.6 ポイント高い。一方で、「女性」では「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」が 50.0%と

最も高く、「男性」の 32.5%と比較して 17.5 ポイント高い。 

 

【性年齢別】「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」の割合は、「女性:50 歳代」が 61.2%と６割を超

え、最も高い。「健康に関すること」は、男女ともに 70 歳より高い年齢が 7 割を超えている。「仕事に関すること（仕事の悩

み、職場の人間関係など）」は、男性の 30 歳代～50 歳代が７割を超えている。「学校に関すること」は、女性男性ともに

「15・16・17 歳」が最も高い。 

 

【ブロック別】「東部 A」は、「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」が 48.1％、「西部 A（城島）」は「健

康に関すること（身体・こころの病気など）」の割合が 44.6%と最も高い。他の地域は、「仕事に関すること（仕事の悩み、

職場の人間関係など）」の割合が最も高い。 

 

【同居家族別】「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」の割合は、「就学前の子どもがいる」が 66.2%と最

も高く、次いで「小学生がいる」が 57.1%、「中学生がいる」が 51.7%となっている。「健康に関すること（身体・こころの病気

など）」の割合は、「障害者手帳を持っている人がいる」が 58.9%、「65 歳以上の人がいる」が 50.5%と５割を超えている。

「仕事に関すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）」の割合は、「小学生がいる」と「上記にあてはまる人はいない」がと

もに 59.3%で最も高い。また、「学校に関すること（学校での人間関係、進路など）」の割合は、「上記以外の 18 歳未満

の子どもがいる」が 33.8%で最も高い結果となっている。 

 

【家族構成別】「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」の割合は、「親・子・孫（３世代）」が 49.4%で

最も高く、次いで「親・子（２世代）」が 48.4%となっている。「健康に関すること（身体・こころの病気など）」の割合は「夫

婦・パートナーのみ」が 49.8%、「単身」が 49.1%である。「仕事に関すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）」の割

合は、「親・子（２世代）」が 56.4%で最も高く、次いで「単身」55.7%となり、５割を超えている。 

 

【職業別】「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」の割合は、「家事に専念」が 60.0%と最も高く、次いで

「パート・アルバイト（学生は除く）」が 55.5%、「自営業」が 44.4%となっている。「健康に関すること（身体・こころの病気

など）」の割合は、「無職」が 72.0%と、７割を超えており、最も高い。「経済的な問題に関すること（金銭関係など）」の割

合は、「自営業」が 48.6%と最も高く、次いで「パート・アルバイト（学生は除く）」が 47.1％である。「仕事に関すること（仕

事の悩み、職場の人間関係など）」の割合は、「給与所得者（常勤）」が 74.7%で７割半ばとなっている。 
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（１）不安
ふ あ ん

や悩
なや

み、ストレスの状況
じょうきょう

 

 

 

 

  

どのようなことが原因か
回
答
者
数

家
庭
に
関
す
る
こ
と
（
家
族
関

係
、
子
育
て
、
家
族
の
介
護
な

ど
）

健
康
に
関
す
る
こ
と
（
身
体
・
こ

こ
ろ
の
病
気
な
ど
）

経
済
的
な
問
題
に
関
す
る
こ
と

（
金
銭
関
係
な
ど
）

仕
事
に
関
す
る
こ
と
（
仕
事
の
悩

み
、
職
場
の
人
間
関
係
な
ど
）

恋
愛
、
結
婚
に
関
す
る
こ
と

学
校
に
関
す
る
こ
と
（
学
校
で
の

人
間
関
係
、
進
路
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

2,134 911 869 858 1,100 148 179 92 35
100.0 42.7 40.7 40.2 51.5 6.9 8.4 4.3 1.6

9 44.4 55.6 55.6 33.3 22.2 22.2 11.1 -

129 39.5 32.6 39.5 50.4 9.3 4.7 5.4 3.9

83 36.1 44.6 31.3 43.4 7.2 15.7 6.0 1.2

181 38.1 38.1 45.9 49.7 4.4 6.6 5.0 2.8

360 45.0 44.4 38.1 52.2 6.9 8.3 5.0 0.8

308 41.6 38.6 40.3 53.9 6.8 7.8 4.9 1.6

180 41.1 43.9 43.9 57.2 8.9 7.2 1.7 1.1

309 46.0 37.5 40.5 54.7 3.9 8.4 2.6 1.6

142 39.4 40.8 34.5 52.1 9.2 5.6 5.6 4.9

188 44.7 42.0 43.1 46.8 9.6 10.1 4.8 -

112 42.0 42.9 42.0 50.0 8.0 10.7 4.5 1.8

133 48.1 42.9 38.3 46.6 4.5 10.5 3.0 -

5 20.0 60.0 - 20.0 - 20.0 - -

46 32.6 76.1 34.8 8.7 - - 2.2 10.9

67 37.3 71.6 41.8 17.9 - - 7.5 1.5

54 40.7 63.0 38.9 25.9 - - 3.7 3.7

63 31.7 50.8 44.4 47.6 3.2 1.6 7.9 4.8

164 32.3 39.0 39.6 70.1 7.3 0.6 6.7 3.7

181 39.2 29.3 48.1 73.5 2.2 3.3 2.8 0.6

161 32.9 26.7 50.3 77.6 8.1 5.0 3.7 0.6

120 19.2 25.0 45.0 62.5 22.5 19.2 3.3 -

30 20.0 16.7 20.0 13.3 10.0 86.7 3.3 -

82 31.7 73.2 32.9 4.9 - 2.4 3.7 7.3

78 47.4 71.8 38.5 15.4 - - 6.4 2.6

80 50.0 58.8 30.0 20.0 1.3 - 7.5 5.0

78 53.8 52.6 39.7 43.6 - - 6.4 -

245 61.2 46.5 41.6 55.1 3.3 5.3 5.3 0.8

225 58.7 32.9 40.4 55.6 8.0 8.0 3.1 -

223 57.8 34.1 42.2 63.7 9.0 5.4 3.1 0.9

203 28.6 24.6 34.5 58.6 19.2 20.2 3.0 -

29 27.6 13.8 10.3 - 3.4 93.1 - -

50.0 - -

33.3 100.0 - - - - - -

9.1 4.2 1.3

32.5 38.8 43.6 57.8 6.9 7.3 4.5 2.1

1,243 50.0

886

2

3

42.0 38.0 47.2 7.0

- - - 50.0 -

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

性
別
×
年
齢
別

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

(％) 
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（１）不安
ふ あ ん

や悩
なや

み、ストレスの状況
じょうきょう

 

 

 

 

 

 

 

  

どのようなことが原因か
回
答
者
数

家
庭
に
関
す
る
こ
と
（
家
族
関

係
、
子
育
て
、
家
族
の
介
護
な

ど
）

健
康
に
関
す
る
こ
と
（
身
体
・
こ

こ
ろ
の
病
気
な
ど
）

経
済
的
な
問
題
に
関
す
る
こ
と

（
金
銭
関
係
な
ど
）

仕
事
に
関
す
る
こ
と
（
仕
事
の
悩

み
、
職
場
の
人
間
関
係
な
ど
）

恋
愛
、
結
婚
に
関
す
る
こ
と

学
校
に
関
す
る
こ
と
（
学
校
で
の

人
間
関
係
、
進
路
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

2,134 911 869 858 1,100 148 179 92 35
100.0 42.7 40.7 40.2 51.5 6.9 8.4 4.3 1.6

3 33.3 100.0 66.7 33.3 - - 33.3 -

17 41.2 58.8 47.1 58.8 11.8 5.9 5.9 -

268 36.2 72.0 39.6 15.3 1.9 0.7 6.3 5.2

170 60.0 58.8 40.0 12.9 - 2.4 8.2 2.4

146 20.5 18.5 21.2 14.4 14.4 77.4 4.1 -

357 55.5 40.6 47.1 49.6 5.9 5.0 4.5 2.0

1,000 40.0 30.9 39.4 74.7 9.4 3.4 2.8 0.7

142 44.4 45.8 48.6 50.0 2.8 4.9 6.3 1.4

31 41.9 54.8 38.7 32.3 3.2 - - 3.2

7 28.6 71.4 28.6 28.6 14.3 14.3 14.3 -

46 39.1 60.9 26.1 43.5 4.3 13.0 - 4.3

176 49.4 38.1 37.5 39.8 9.1 14.2 4.0 3.4

1,196 48.4 34.9 41.2 56.4 5.9 11.2 3.5 0.5

438 36.1 49.8 35.2 41.6 2.1 0.5 5.7 3.0

271 24.7 49.1 48.3 55.7 18.1 4.1 6.3 3.0

19 52.6 42.1 26.3 36.8 - - 10.5 10.5

740 29.5 40.5 41.2 59.3 9.9 4.5 4.1 1.4

246 43.9 58.9 45.1 39.0 6.1 4.5 7.3 2.0

641 45.1 50.5 36.8 42.0 6.4 4.8 4.7 3.0

240 45.8 32.1 38.8 42.1 5.4 33.8 3.3 0.8

234 51.7 28.6 40.6 47.4 5.1 27.4 2.1 0.9

317 57.1 26.5 44.8 59.3 2.2 16.7 3.5 0.9

290 66.2 28.3 44.5 56.6 4.1 5.2 2.4 1.4

全体

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

家
族
構
成
別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる

無回答

無回答

職
業
別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト
（学生は除く）
学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

(％) 
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（２）相談
そ う だ ん

や助け
たす   

を求
も と

めることへのためらい 

不安や悩み、ストレスを抱えた場合、誰かに相談したり助けを求めたりすることへのためらいについて、「感じる」の 12.9%と「どち

らかといえば感じる」の 26.7%を合わせた『感じる』の割合は、39.6%である。また、「どちらかといえば感じない」の 28.7%と「感

じない」の 22.6%を合わせた『感じない』の割合は、51.3%である。 

 

【経年比較】 

『感じる』の割合は、令和 5 年度調査から 5.4 ポイント減少し、39.6％。一方で、『感じない』の割合は、令和 5 年度調査

から 3.8 ポイント多い 51.3%となっている。 

 

  

問
と い

30 あなたが、不安
ふ あ ん

や悩
なや

み、ストレスを抱
か か

えた場合
ば あ い

、誰
だれ

かに相談
そ う だ ん

したり助
た す

けを求
も と

めたりすることに、ためらいを感
か ん

じますか? 

（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

51.5 41.8

49.9 40.1

39.6 51.3

45.0 47.5

36.0 54.7

12.9 

15.9 

12.9 

15.7 

16.0 

26.7 

29.1 

23.1 

35.8 

33.9 

28.7 

29.2 

37.3 

21.5 

20.5 

22.6 

18.3 

17.4 

20.3 

19.6 

6.7 

5.6 

7.4 

5.7 

7.6 

2.5 

1.9 

1.9 

1.0 

2.4 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

令和３年度調査

（n=2,194）

平成29年度調査

（n=1,765）

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない わからない 無回答

『感じる』 『感じない』
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（２）相談
そ う だ ん

や助
た す

けを求
も と

めることへのためらい 

 

【性別】『感じる』の割合は、「男性」が 40.2%、「女性」が 39.0％となり、「男性」が「女性」よりも 1.2 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『感じる』の割合は、女性では 15 歳～50 歳代、男性では 30～50 歳代が４割を超えている。 

 

【ブロック別】『感じる』の割合は、「南東部」が 46.3%と最も高く、次いで「中央東部」が 42.8%、「中央部」が 42.2%と、それ

ぞれ４割台となっている。一方で、「東部 B（田主丸）」は 31.2%と最も低く、次いで「北部 B（北野）」が 34.1%、「西

部 A（城島）」が 34.8%と、３割半ばを下回っている。 

 

【同居家族別】『感じる』の割合は、「中学生がいる」が 44.1%で最も高い。次いで、「障害者手帳を持っている人がいる」が

41.5%、「小学生がいる」が 41.4%、「上記以外の 18 歳未満の子どもがいる」が 41.3%と４割台となっている。 

 

【家族構成別】『感じる』の割合は、「単身」が 42.8%で最も高く、次いで「親・子（２世代）」が 41.9%となり、４割台となって

いる。 

 

【職業別】『感じる』の割合は、「給与所得者（常勤）」が 43.3%、「パート・アルバイト（学生は除く）」が 40.2%でともに４割

前半となっており、その他の職業では３割台となっている。 
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（２）相談
そ う だ ん

や助
た す

けを求
も と

めることへのためらい 

 

 

  

相談や助けを求めることへのためらい
回
答
者
数

感
じ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
な
い

感
じ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
感
じ
る
』

『
感
じ
な
い
』

3,245 418 865 930 734 216 82 1,283 1,664
100.0 12.9 26.7 28.7 22.6 6.7 2.5 39.6 51.3

12 16.7 33.3 25.0 8.3 8.3 8.3 50.0 33.3

195 10.8 27.2 31.8 23.6 5.1 1.5 38.0 55.4

135 8.9 25.9 28.1 25.9 7.4 3.7 34.8 54.0

296 11.5 26.0 26.0 22.0 9.8 4.7 37.5 48.0

525 13.7 25.3 29.7 23.2 6.3 1.7 39.0 52.9

474 13.7 28.5 28.7 21.1 6.5 1.5 42.2 49.8

257 15.2 31.1 24.9 22.2 5.1 1.6 46.3 47.1

450 14.4 28.4 26.2 22.0 6.2 2.7 42.8 48.2

220 11.4 22.7 33.2 20.9 8.2 3.6 34.1 54.1

275 14.2 25.1 30.5 23.6 5.1 1.5 39.3 54.1

186 10.8 20.4 34.9 24.2 7.0 2.7 31.2 59.1

220 10.9 28.6 24.5 24.1 7.3 4.5 39.5 48.6

9 11.1 22.2 - 11.1 33.3 22.2 33.3 11.1

114 11.4 19.3 32.5 16.7 12.3 7.9 30.7 49.2

136 10.3 19.9 33.1 19.1 12.5 5.1 30.2 52.2

109 7.3 31.2 29.4 25.7 6.4 - 38.5 55.1

117 16.2 21.4 31.6 21.4 6.8 2.6 37.6 53.0

229 17.0 27.5 27.9 19.2 7.4 0.9 44.5 47.1

245 16.3 30.6 21.2 21.6 8.2 2.0 46.9 42.8

212 15.1 31.1 26.4 20.3 7.1 - 46.2 46.7

212 14.2 23.6 24.5 33.0 4.2 0.5 37.8 57.5

53 5.7 26.4 26.4 32.1 9.4 - 32.1 58.5

160 5.0 26.3 26.9 18.8 8.1 15.0 31.3 45.7

148 7.4 25.7 34.5 18.2 8.1 6.1 33.1 52.7

138 10.9 19.6 37.0 23.9 4.3 4.3 30.5 60.9

135 8.9 26.7 40.7 13.3 5.9 4.4 35.6 54.0

339 11.8 29.2 30.4 21.5 5.6 1.5 41.0 51.9

290 13.4 29.7 29.3 23.8 3.4 0.3 43.1 53.1

274 16.4 27.7 26.6 26.3 2.6 0.4 44.1 52.9

274 13.9 26.3 23.7 28.5 7.3 0.4 40.2 52.2

51 21.6 21.6 29.4 15.7 11.8 - 43.2 45.1

-

16.7 - - - 50.0 33.3

40.2 50.1

66.7 33.3

16.7 -

2.9 39.0 52.5

13.9 26.3 27.3 22.8 7.8 1.9

1,809 12.1

1,427

3

6

26.9 29.9 22.6 5.6

- 66.7 - 33.3 -

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

性
別
×
年
齢
別

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

女性:30歳代

女性:40歳代

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

(％) 



Ⅱ 調査結果の分析（７．こころの健康について） 

130 

（２）相談
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相談や助けを求めることへのためらい
回
答
者
数

感
じ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
な
い

感
じ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
感
じ
る
』

『
感
じ
な
い
』

3,245 418 865 930 734 216 82 1,283 1,664
100.0 12.9 26.7 28.7 22.6 6.7 2.5 39.6 51.3

7 14.3 28.6 28.6 28.6 - - 42.9 57.2

21 19.0 28.6 28.6 14.3 4.8 4.8 47.6 42.9

512 12.5 21.5 30.5 17.6 11.5 6.4 34.0 48.1

301 9.6 25.6 31.2 21.6 5.6 6.3 35.2 52.8

243 12.3 25.9 25.5 28.0 7.8 0.4 38.2 53.5

515 14.0 26.2 30.5 22.7 5.2 1.4 40.2 53.2

1,372 13.6 29.7 27.6 23.6 4.7 0.9 43.3 51.2

223 10.8 25.1 23.8 25.6 11.7 3.1 35.9 49.4

51 15.7 17.6 41.2 15.7 5.9 3.9 33.3 56.9

12 16.7 8.3 8.3 41.7 - 25.0 25.0 50.0

70 14.3 28.6 24.3 20.0 5.7 7.1 42.9 44.3

279 11.8 22.9 29.4 27.2 6.1 2.5 34.7 56.6

1,720 14.1 27.8 27.9 23.1 5.7 1.3 41.9 51.0

748 8.8 25.1 32.2 21.5 8.3 4.0 33.9 53.7

416 15.4 27.4 26.2 19.2 8.4 3.4 42.8 45.4

40 5.0 22.5 32.5 15.0 7.5 17.5 27.5 47.5

1,134 12.9 26.7 28.6 22.4 7.1 2.3 39.6 51.0

354 18.1 23.4 25.4 22.3 6.8 4.0 41.5 47.7

1,075 11.9 25.0 30.6 20.7 8.1 3.7 36.9 51.3

361 13.6 27.7 25.5 26.9 5.3 1.1 41.3 52.4

306 13.7 30.4 26.8 22.5 5.9 0.7 44.1 49.3

428 14.3 27.1 28.7 25.0 4.4 0.5 41.4 53.7

402 10.9 27.9 26.1 31.1 2.7 1.2 38.8 57.2

無回答

無回答

職
業
別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト
（学生は除く）
学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

家
族
構
成
別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる

全体

(％) 
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（２）相談
そ う だ ん

や助
た す
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不安や悩み、ストレスを抱えた場合、誰かに相談したり助けを求めたりすることへのためらいを感じる原因について、「相談するこ

とで相手に心配をかけたり、困らせてしまうと思うから」の割合が 57.1%と最も高く、５割後半となっている。ついで、「根本的な問

題の解決にはならないから」が 34.9%、「家族や友達など身近な人には、相談したくない（できない）悩みだから」が 28.8%で

ある。 

 

【経年比較】 

「相談することで相手に心配をかけたり、困らせてしまうと思うから」の割合は、令和５年度調査の 61.0%と比較して 3.9 ポイ

ント減少して 57.1％。一方で、「病院や支援機関等（行政の相談窓口、保健所など）の専門家に相談したいと思っている

が、相談するハードルが高く感じるから」の割合は 19.1%となり、過去３か年の調査で最も高い割合となっている。 

 

  

57.1 

34.9 

28.8 

20.7 

19.1 

13.4 

12.7 

9.9 

9.6 

7.8 

1.7 

2.3 

61.0 

36.1 

28.6 

22.3 

15.4 

13.3 

12.1 

9.2 

8.4 

7.0 

2.4 

1.4 

32.1 

31.0 

20.7 

13.4 

12.8 

10.8 

7.7 

7.1 

6.4 

3.7 

1.4 

0.0 35.0 70.0

相談することで相手に心配をかけたり、困らせてしまうと思うから

根本的な問題の解決にはならないから

家族や友達など身近な人には、相談したくない（できない）悩みだから

自分の悩みを解決できるところはないと思っているから

病院や支援機関等（行政の相談窓口、保健所など）の専門家に

相談したいと思っているが、相談するハードルが高く感じるから

どの相談窓口を利用したらよいか分からないから

過去に、身近な人に相談したが、

解決しなかった（嫌な思いをした）から

受診などお金が掛かることは避けたいから

時間の都合がつかないから

過去に、病院や支援機関等に相談したが、

解決しなかった（嫌な思いをした）から

その他

無回答

令和６年度調査

（n=1,283）

令和５年度調査

（n=1,355）

令和４年度調査

（n=1,273）

％

【回答はいくつでも】

％ ％

病院や支援機関等（行政の相談窓口、保健所など）の専門家に

相談したいと思っているが、相談するハードルが高く感じるから

過去に、身近な人に相談したが、

解決しなかった（嫌な思いをした）から

過去に、病院や支援機関等に相談したが、

解決しなかった（嫌な思いをした）から

※令和4年度は選択肢なし

問
と い

30付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

30 で「１．感
か ん

じる」「２．どちらかといえば感
か ん

じる」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         それはどのようなことが原因
げ ん い ん

ですか（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 
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【性別】「相談することで相手に心配をかけたり、困らせてしまうと思うから」の割合は、「女性」が 57.2%、「男性」が 56.8%で、

「女性」が「男性」よりもやや高いが、ともに５割後半となっている。一方で、「病院や支援機関等（行政の相談窓口、保健所

など）の専門家に相談したいと思っているが、相談するハードルが高く感じるから」の割合は、「女性」が 21.2%、「男性」は

16.4%となり、「女性」が「男性」よりも 4.8 ポイント高い。 

 

【性年齢別】「家族や友達など身近な人には、相談したくない（できない）悩みだから」の割合は、「女性:15・16・17 歳」が

50.0%と、最も高い。一方で、「男性:15・16・17 歳」は 11.8%と、最も低くなっている。「病院や支援機関等（行政の相

談窓口、保健所など）の専門家に相談したいと思っているが、相談するハードルが高く感じるから」と「どの相談窓口を利用した

らよいか分からないから」は、男女ともに高い年齢層で割合が高い傾向にある。「自分の悩みを解決できるところはないと思って

いるから」の割合は、「女性:15・16・17 歳」が 31.8%で最も高く、唯一３割台となっている。 

 

【ブロック別】「相談することで相手に心配をかけたり、困らせてしまうと思うから」の割合は、「北部 B（北野）」が 66.7%で最も

高く、次いで「西部 B（三潴）」が 63.5 となり、６割を超えている。「根本的な問題の解決にはならないから」の割合は、「中

央南部」が最も高く、43.9%と唯一４割を超えている。「どの相談窓口を利用したらよいか分からないから」の割合は、「北部

A」と「南東部」がともに 18.5%で最も高い。 

 

【同居家族別】「障害者手帳を持っている人がいる」は、「病院や支援機関等（行政の相談窓口、保健所など）の専門家に相

談したいと思っているが、相談するハードルが高く感じるから」が 33.3%、「過去に、身近な人に相談したが、解決しなかった

（嫌な思いをした）から」が 23.1%、「過去に、病院や支援機関等に相談したが、解決しなかった（嫌な思いをした）から」

が 17.0%、「受診などお金が掛かることは避けたいから」が 13.6%、「どの相談窓口を利用したらよいか分からないから」が

19.7%となっており、いずれも他の世帯と比較して最も高い割合である。「小学生がいる」は、「根本的な問題の解決にはなら

ないから」が 40.7%、「時間の都合がつかないから」が 12.4%で、それぞれ最も高い割合となっている。 

 

【家族構成別】「相談することで相手に心配をかけたり、困らせてしまうと思うから」の割合は、「親・子・孫（３世代）」が 61.9%

で最も高く、６割を超えており、その他の世帯では５割台となっている。「自分の悩みを解決できるところはないと思っているか

ら」の割合は、「夫婦・パートナーのみ」が 16.1%で最も低く、その他の世帯では２割を超えている。「どの相談窓口を利用した

らよいか分からないから」の割合は、すべての世帯で１割台となっており、「夫婦・パートナーのみ」が 16.9%で最も高い。 

 

【職業別】「家族や友達など身近な人には、相談したくない（できない）悩みだから」の割合は、「農林漁業」が 41.2%で最も高

く、次いで「無職」が 36.8%である。「過去に、身近な人に相談したが、解決しなかった（嫌な思いをした）から」の割合は、

「パート・アルバイト（学生は除く）」が 14.5%で最も高く、次いで高い「学生（高校生を含む）」が 14.0%となっている。

「根本的な問題の解決にはならないから」の割合は、「学生（高校生を含む）」が 43.0%と最も高く、唯一４割台となってい

る。 
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（２）相談
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や助け
た す   
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ためらいを感じる原因
回
答
者
数

家
族
や
友
達
な
ど
身
近
な
人
に
は
、
相
談
し
た

く
な
い
（
で
き
な
い
）
悩
み
だ
か
ら

相
談
す
る
こ
と
で
相
手
に
心
配
を
か
け
た
り
、

困
ら
せ
て
し
ま
う
と
思
う
か
ら

病
院
や
支
援
機
関
等
（
行
政
の
相
談
窓
口
、
保

健
所
な
ど
）
の
専
門
家
に
相
談
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
が
、
相
談
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感
じ

る
か
ら

過
去
に
、
身
近
な
人
に
相
談
し
た
が
、
解
決
し

な
か
っ
た
（
嫌
な
思
い
を
し
た
）
か
ら

過
去
に
、
病
院
や
支
援
機
関
等
に
相
談
し
た

が
、
解
決
し
な
か
っ
た
（
嫌
な
思
い
を
し
た
）

か
ら

自
分
の
悩
み
を
解
決
で
き
る
と
こ
ろ
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
か
ら

根
本
的
な
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
か
ら

受
診
な
ど
お
金
が
掛
か
る
こ
と
は
避
け
た
い
か

ら 時
間
の
都
合
が
つ
か
な
い
か
ら

ど
の
相
談
窓
口
を
利
用
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら

な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

1,283 369 732 245 163 100 265 448 127 123 172 22 30
100.0 28.8 57.1 19.1 12.7 7.8 20.7 34.9 9.9 9.6 13.4 1.7 2.3

20.0 10.0 10.0 -

3 66.7 33.3 33.3 - 66.7 - - - - 33.3 - -

10 50.0 70.0 20.0 30.0 20.0 10.0 20.0 30.0

2.8 16.0 0.9 2.8

174 36.8 56.9 33.9 13.2 16.7 25.3 28.7 12.1 4.0 17.8 1.7 4.0

106 27.4 61.3 25.5 10.4 10.4 15.1 36.8 11.3

9.2 20.3 3.4 1.9

93 32.3 59.1 9.7 14.0 2.2 22.6 43.0 10.8 7.5 6.5 1.1 3.2

207 23.7 57.0 22.2 14.5 5.8 17.4 30.0 13.0

7.5 11.3 - 2.5

593 27.5 56.5 14.3 12.1 6.2 21.1 37.3 7.6 12.8 10.5 1.3 1.7

80 25.0 55.0 17.5 12.5 5.0 22.5 37.5 8.8

33.3 33.3 33.3 -

17 41.2 47.1 11.8 5.9 5.9 23.5 23.5 11.8 17.6 17.6 5.9 5.9

3 100.0 100.0 100.0 66.7 66.7 66.7 33.3 66.7

8.2 11.3 3.1 1.0

30 26.7 63.3 26.7 20.0 16.7 26.7 23.3 26.7 6.7 26.7 - 6.7

97 33.0 61.9 22.7 13.4 3.1 21.6 40.2 6.2

6.3 16.9 1.2 2.8

721 29.5 57.1 15.4 13.5 6.9 21.4 36.1 10.1 10.5 11.7 1.7 2.2

254 24.4 53.9 24.8 7.9 6.7 16.1 29.9 7.5

9.1 - - 9.1

178 28.7 56.7 21.3 14.0 12.9 21.9 36.5 10.7 11.2 14.0 1.7 2.2

11 18.2 36.4 9.1 9.1 9.1 - 27.3 -

8.8 19.7 4.8 2.0

449 28.3 55.5 17.1 11.6 6.2 21.2 35.2 9.1 8.2 12.2 0.9 2.0

147 32.7 52.4 33.3 23.1 17.0 24.5 36.7 13.6

10.1 9.4 2.7 3.4

397 33.2 56.2 23.7 12.1 7.6 22.9 32.7 10.1 8.3 16.9 1.5 3.0

149 31.5 56.4 13.4 13.4 6.0 22.8 40.3 8.1

12.4 10.7 2.8 1.1

135 28.9 55.6 15.6 8.9 9.6 12.6 37.8 6.7 8.1 12.6 - 3.7

177 24.3 61.0 14.1 14.1 10.2 16.9 40.7 9.6

16.7 33.3 - -

156 23.7 67.3 15.4 12.2 5.8 19.9 40.4 10.9 10.9 9.6 1.9 1.3

6 33.3 50.0 16.7 16.7 33.3 33.3 50.0 16.7

2.1 12.8 2.1 4.3

74 21.6 63.5 20.3 9.5 5.4 14.9 29.7 6.8 14.9 13.5 4.1 -

47 34.0 53.2 10.6 10.6 4.3 23.4 23.4 2.1

11.2 12.7 2.0 2.4

111 23.4 59.5 15.3 8.1 4.5 18.0 36.9 9.0 5.4 11.7 1.8 2.7

205 25.9 52.7 20.5 15.6 7.3 21.5 43.9 12.2

10.1 18.5 0.8 2.5

200 31.0 56.0 19.0 14.5 9.5 22.0 34.5 9.0 13.0 12.5 1.0 1.5

119 31.9 58.8 22.7 15.1 9.2 16.8 31.9 12.6

5.3 13.3 - 9.3

193 31.1 59.1 20.7 16.1 9.3 18.7 35.2 10.4 8.3 10.4 2.1 1.6

75 34.7 66.7 17.3 10.7 9.3 18.7 28.0 9.3

8.6 15.5 1.7 1.7

108 27.8 49.1 13.9 12.0 7.4 25.0 35.2 13.9 11.1 18.5 2.8 0.9

58 32.8 55.2 22.4 8.6 5.2 25.9 39.7 6.9

33.3 - - -

87 24.1 59.8 21.8 5.7 6.9 24.1 27.6 6.9 6.9 10.3 1.1 2.3

3 66.7 66.7 33.3 33.3 33.3 - 33.3 33.3

- 19.5 - 7.3

35 34.3 40.0 31.4 11.4 8.6 11.4 22.9 11.4 5.7 20.0 2.9 8.6

41 34.1 58.5 34.1 2.4 9.8 22.0 24.4 7.3

13.6 13.6 4.5 4.5

42 31.0 57.1 26.2 11.9 11.9 21.4 33.3 4.8 4.8 9.5 - -

44 22.7 52.3 20.5 9.1 9.1 11.4 31.8 11.4

11.3 10.4 0.9 1.7

102 29.4 56.9 14.7 14.7 7.8 25.5 23.5 7.8 8.8 12.7 2.9 2.9

115 31.3 57.4 12.2 12.2 9.6 29.6 40.9 13.9

12.5 3.8 1.3 1.3

98 31.6 62.2 9.2 14.3 6.1 16.3 37.8 8.2 16.3 14.3 1.0 2.0

80 31.3 55.0 10.0 11.3 6.3 18.8 40.0 8.8

2.0 20.0 - 8.0

17 11.8 70.6 17.6 23.5 - 11.8 17.6 5.9 11.8 5.9 - 5.9

50 22.0 50.0 26.0 2.0 4.0 16.0 26.0 2.0

2.4 21.4 - 4.8

49 26.5 51.0 34.7 8.2 8.2 16.3 30.6 12.2 6.1 20.4 - 2.0

42 33.3 50.0 26.2 11.9 9.5 19.0 21.4 4.8

9.4 15.1 4.3 0.7

48 37.5 47.9 16.7 2.1 8.3 22.9 43.8 12.5 8.3 25.0 - -

139 23.0 56.8 23.0 13.7 7.9 19.4 35.3 11.5

14.0 11.6 2.5 0.8

125 32.0 58.4 16.8 16.0 8.8 21.6 38.4 10.4 9.6 12.0 2.4 1.6

121 23.1 62.0 23.1 18.2 9.9 16.5 43.8 9.9

31.8 40.9 13.6 - 4.5 - 4.5

110 24.5 60.9 17.3 16.4 4.5 26.4 37.3 11.8 10.0 10.9 0.9 0.9

574

2

1

22 50.0 72.7 4.5 9.1 -

- - -

100.0 100.0 100.0 - - - - - - - - -

50.0 50.0 - 50.0 50.0 - 50.0 50.0 50.0

8.8 14.7 1.8 1.8

30.1 56.8 16.4 12.2 8.0 20.9 32.9 9.4 10.5 11.8 1.6 3.0

706 27.5 57.2 21.2 13.0 7.5 20.5 36.5 10.2

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

性
別
×
年
齢
別

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

（　　）・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

家
族
構
成
別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる

無回答

無回答

職
業
別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト
（学生は除く）
学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

(％) 
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（３）不安
ふ あ ん

や心配事
し ん ぱ い ご と

の相談先
そ う だ ん さ き

 

不安に思うことや心配事があったときの、助けを求めることができる人について、「助けを求めることができる人がいる」の割合は

80.4%、「助けを求めることができる人はいない」の割合は 10.0%、「助けを求めようと思わない」の割合は 8.6%である。 

 

【経年比較】 

「助けを求めることができる人がいる」の割合は、令和４年度調査の 82.8%から 2.4 ポイント減少し、80.4%と最も低い。一

方で、「助けを求めようと思わない」の割合は、やや増加傾向にあり、8.6%で最も高い。 

  

問
と い

31 あなたやご家族
か ぞ く

が生活
せ いか つ

していく中
なか

で、不安
ふ あ ん

に思
お も

うことや心配事
し ん ぱ い ご と

があったとき、助
た す

けを求
も と

めることができる人
ひ と

がいますか? 

（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

80.4 

82.8 

81.3 

10.0 

10.1 

12.1 

8.6 

6.3 

5.1 

1.0 

0.8 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

令和元年度調査

（n=2,847）

助けを求めることができる人がいる 助けを求めることができる人はいない

助けを求めようと思わない 無回答
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（３）不安
ふ あ ん

や心配事
し ん ぱ い ご と

の相談先
そ う だ ん さ き

 

 

【性別】「助けを求めることができる人がいる」の割合は、「女性」が 84.1％、「男性」が 75.8%となり、「女性」が「男性」よりも 8.3

ポイント高い。「助けを求めることができる人はいない」と「助けを求めようと思わない」の割合は、「男性」がどちらも 11.6%となっ

ており、「女性」よりも高い結果となっている。 

 

【性年齢別】「助けを求めることができる人がいる」の割合は、男女ともに『18～29 歳』が最も高く、「60～64 歳」が最も低い。 

 

【ブロック別】「助けを求めることができる人がいる」の割合は、「北部 B（北野）」が 86.4%で最も高く、次いで「西部 B（三

潴）」が 85.6%となっている。一方で、「助けを求めることができる人はいない」の割合は、「南西部」が 13.5%で最も高く、

「助けを求めようと思わない」の割合は、「北部 A」が 13.8%と最も高い。 

 

【同居家族別】「助けを求めることができる人がいる」の割合は、「中学生がいる」が 85.6%と最も高く、次いで「上記以外の 18 歳

未満の子どもがいる」が 85.3%となっており、ともに８割半ばである。「助けを求めることができる人はいない」の割合は、「障害

者手帳を持っている人がいる」が 15.3%と最も高く、次いで「65 歳以上の人がいる」が 11.4％、「上記にあてはまる人はいな

い」が 10.5%となり、１割を超えている。 

 

【家族構成別】「助けを求めることができる人がいる」の割合は、「夫婦・パートナーのみ」が 83.8%と最も高い。一方で、「助けを求

めることができる人はいない」と「助けを求めようと思わない」の割合は、どちらも「単身」が最も高い割合となっている。 

 

【職業別】「助けを求めることができる人がいる」の割合は、「家事に専念」が 86.0%で最も高く、次いで「学生（高校生を含

む）」が 84.4%、「給与所得者（常勤）」が 82.7%と８割を超えている。一方で、「農林漁業」は 64.7%と最も低く、６

割台にとどまっている。 
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（３）不安
ふ あ ん

や心配事
し ん ぱ い ご と

の相談先
そ う だ ん さ き

 

 

 

 

 

 

  

不安や悩み、ストレスを抱えた
場合の相談先

回
答
者
数

助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
人
が
い
る

助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
人
は
い
な
い

助
け
を
求
め
よ
う
と

思
わ
な
い

無
回
答

3,245 2,609 325 280 31
100.0 80.4 10.0 8.6 1.0

12 58.3 8.3 33.3 -

195 85.6 5.6 8.2 0.5

135 83.0 9.6 5.2 2.2

296 76.0 13.5 8.4 2.0

525 79.2 11.4 8.6 0.8

474 80.6 9.3 9.9 0.2

257 80.5 9.3 8.9 1.2

450 82.9 10.4 6.0 0.7

220 86.4 6.8 5.5 1.4

275 74.5 11.3 13.8 0.4

186 81.7 9.1 8.6 0.5

220 78.6 10.0 9.1 2.3

9 66.7 11.1 11.1 11.1

114 71.9 9.6 15.8 2.6

136 69.9 12.5 14.0 3.7

109 72.5 16.5 11.0 -

117 66.7 22.2 9.4 1.7

229 75.1 14.8 9.6 0.4

245 75.1 11.0 13.5 0.4

212 80.7 10.8 8.5 -

212 83.5 3.3 12.7 0.5

53 83.0 5.7 11.3 -

160 81.3 7.5 5.6 5.6

148 83.8 8.1 6.1 2.0

138 86.2 8.7 3.6 1.4

135 77.0 17.0 5.9 -

339 83.8 9.4 5.9 0.9

290 84.1 10.3 5.5 -

274 85.0 7.3 7.7 -

274 88.0 4.7 7.3 -

- 16.7

51 82.4 7.8 9.8 -

11.6 0.9

33.3 33.3 33.3 -

1,427

3

6

75.8 11.6

83.3 -

1,809 84.1 8.7 6.2 0.9

 西部B（三潴）

わからない・無回答

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

ブ
ロ
ッ
ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

性
別
×
年
齢
別

中央南部

南西部

 西部A（城島）

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

不安や悩み、ストレスを抱えた
場合の相談先

回
答
者
数

助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
人
が
い
る

助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
人
は
い
な
い

助
け
を
求
め
よ
う
と

思
わ
な
い

無
回
答

3,245 2,609 325 280 31
100.0 80.4 10.0 8.6 1.0

7 85.7 - 14.3 -

21 90.5 9.5 - -

512 73.4 12.1 10.7 3.7

301 86.0 9.3 3.3 1.3

243 84.4 4.9 10.7 -

515 77.7 13.0 8.7 0.6

1,372 82.7 8.9 8.3 0.1

223 79.4 10.3 9.9 0.4

51 64.7 17.6 13.7 3.9

12 41.7 16.7 25.0 16.7

70 72.9 14.3 11.4 1.4

279 82.8 6.8 9.3 1.1

1,720 81.3 10.2 8.0 0.5

748 83.8 8.6 6.4 1.2

416 71.4 13.2 13.7 1.7

40 65.0 15.0 10.0 10.0

1,134 78.7 10.5 10.0 0.9

354 73.2 15.3 9.6 2.0

1,075 79.3 11.4 8.2 1.1

361 85.3 6.9 7.5 0.3

306 85.6 7.8 6.5 -

428 84.8 7.0 8.2 -

402 83.8 7.5 8.2 0.5

無回答

無回答

職
業
別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト
（学生は除く）
学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

無回答

家
族
構
成
別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる
６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

全体

(％) (％) 
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（３）不安
ふ あ ん

や心配事
し ん ぱ い ご と

の相談先
そ う だ ん さ き

 

不安に思うことや心配事があったときの、助けを求めることができる人について、「家族・親族」が 90.9%と、９割を超えており最

も高い。次いで、「友人・知人」が 59.4%となっている。 

 

【経年比較】 

「家族・親族」の割合は、令和４年度調査の 90.8%と比較して大差なく、0.1 ポイント増加している。「友人・知人」はやや

減少し、過去２回の調査で最も割合が高い令和４年度調査の 62.3%に次いで高い。一方で、「地域や隣近所の人」の割合

は、7.2%となり、令和４年度調査の 27.2%と比較して 20.0 ポイント減少している。 

 

  

90.9 

59.4 

8.1 

7.2 

3.2 

2.0 

1.6 

1.1 

2.0 

90.8 

62.3 

6.8 

27.2 

3.2 

2.9 

3.2 

1.0 

0.9 

84.9 

53.5 

5.9 

26.3 

2.3 

2.0 

3.8 

0.6 

5.2 

0.0 50.0 100.0

家族・親族

友人・知人

専門職（医師やケアマネジャーなど）

地域や隣近所の人

相談支援機関の職員（地域包括支援センター

や…

市役所の職員

民生委員など（地域のボランティアなども含む）

その他

無回答

令和６年度調査

（n=2,609）

令和４年度調査

（n=2,923）

令和元年度調査

（n=1,963）

％ ％ ％

【回答はいくつでも】

相談支援機関の職員（地域包括支援センターや

障害者基幹相談支援センターなど）

問
と い

31付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

31 で「１．助
た す

けを求
も と

めることができる人
ひ と

がいる」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         それは、どのような人
ひ と

ですか?（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 
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（３）不安
ふ あ ん

や心配事
し ん ぱ い ご と

の相談先
そ う だ ん さ き

 

 

【性別】「家族・親族」の割合は、「女性」が 92.0%、「男性」が 89.4%となり、「女性」が「男性」よりも 2.6 ポイント高い。また、

「友人・知人」の割合は、「女性」が 63.2%、「男性」が 54.3%となり、「女性」が「男性」よりも 8.9 ポイント高い。 

 

【性年齢別】「家族・親族」の割合は、「女性:15・16・17 歳」が 97.6%で９割後半となっており、最も高い。一方で、「男性:

15・16・17 歳」は 84.1%で、「男性:70～74 歳」の 76.8%に次いで２番目に低い割合となっている。「友人・知人」は、

男女ともに若い年齢層で割合が高い傾向にある。一方で、「地域や隣近所の人」、「民生委員など（地域のボランティアなども

含む）」、「相談支援機関の職員（地域包括支援センターや障害者基幹相談支援センターなど）」、「専門職（医師やケア

マネジャーなど）」、「市役所の職員」は男女ともに高い年齢層で割合が高い。 

 

【ブロック別】「家族・親族」の割合は、すべての地域で８割後半を超えている。「東部 A」は 95.4%で最も高く、次いで「西部 B

（三潴）」は 95.2%となっており、９割後半となっている。「友人・知人」の割合は、「北部 A」の 65.4%が最も高く、「地域

や隣近所の人」の割合は、「東部 A」が 12.1%で最も高い。 

 

【同居家族別】「民生委員など（地域のボランティアなども含む）」、「相談支援機関の職員（地域包括支援センターや障害者

基幹相談支援センターなど）」、「専門職（医師やケアマネジャーなど）」の割合は、いずれも「障害者手帳を持っている人が

いる」が最も高く、次いで「65 歳以上の人がいる」の割合が２番目に高い。一方で、「地域や隣近所の人」の割合は、「65 歳

以上の人がいる」が 11.0%と最も高く、次いで「障害者手帳を持っている人がいる」が 9.7%となっている。 

 

【家族構成別】「家族・親族」の割合は、「夫婦・パートナーのみ」が 93.0%で最も高く、「単身」が 80.5%で最も低い。一方で、

「友人・知人」は「単身」が 68.4%で最も高く、「夫婦・パートナーのみ」は 50.4%で最も低い結果となっている。 

 

【職業別】「家族・親族」の割合は、「パート・アルバイト（学生は除く）」が 94.0%と最も高く、「友人・知人」は「学生（高校生

を含む）」が 77.6%で最も高い。また、「地域や隣近所の人」の割合は「農林漁業」が 12.1%と最も高く、次いで「家事に専

念」が 12.0％となっている。 
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（３）不安
ふ あ ん

や心配事
し ん ぱ い ご と

の相談先
そ う だ ん さ き

 

 

 

  

どのような人か
回
答
者
数

家
族
・
親
族

友
人
・
知
人

地
域
や
隣
近
所
の
人

民
生
委
員
な
ど
（
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
も
含
む
）

相
談
支
援
機
関
の
職
員
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
）

専
門
職
（
医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
）

市
役
所
の
職
員

そ
の
他

無
回
答

2,609 2,372 1,550 189 41 83 211 52 30 51
100.0 90.9 59.4 7.2 1.6 3.2 8.1 2.0 1.1 2.0

14.3 - - - -7 100.0 42.9 14.3 -

4.8 9.6 3.6 1.2 0.6167 95.2 59.3 9.6 1.2

2.7 5.4 2.7 0.9 4.5112 89.3 54.5 9.8 -

5.3 7.6 2.7 0.9 3.1225 89.3 57.8 7.1 1.3

4.1 9.6 2.4 1.2 1.9416 90.9 61.3 7.7 1.4

1.6 8.4 1.0 2.1 1.6382 90.3 60.2 4.5 1.3

1.4 6.8 1.4 0.5 3.9207 91.8 56.0 5.8 2.4

2.9 9.1 2.4 1.1 1.6373 90.3 59.2 5.9 2.4

2.6 6.8 3.2 0.5 2.6190 90.0 63.7 9.5 2.6

1.0 6.8 1.0 1.0 0.5205 91.2 65.4 4.9 0.5

2.6 7.2 1.3 1.3 2.0152 86.8 57.9 8.6 -

6.4 8.1 0.6 1.2 0.6173 95.4 53.2 12.1 2.9

- 16.7 - - -6 100.0 16.7 - -

7.3 14.6 4.9 - 9.882 87.8 34.1 12.2 4.9

5.3 6.3 1.1 - 6.395 76.8 51.6 13.7 1.1

5.1 10.1 6.3 1.3 3.879 89.9 45.6 13.9 -

3.8 9.0 2.6 2.6 2.678 87.2 46.2 9.0 1.3

4.7 8.7 2.3 0.6 0.6172 87.2 50.0 6.4 2.3

2.2 6.0 3.3 1.1 2.2184 91.8 51.1 5.4 0.5

0.6 2.9 0.6 1.2 0.6171 94.7 58.5 4.1 -

2.3 5.1 1.7 2.3 0.6177 93.2 72.9 5.1 0.6

4.5 2.3 - - 4.544 84.1 68.2 2.3 -

4.6 9.2 3.8 0.8 6.2130 86.9 47.7 13.8 6.2

7.3 9.7 2.4 0.8 3.2124 88.7 52.4 16.1 4.0

3.4 15.1 2.5 - 5.0119 89.1 51.3 8.4 3.4

4.8 13.5 1.9 1.0 -104 93.3 52.9 10.6 2.9

2.8 12.3 2.1 2.1 0.7284 92.3 64.4 7.0 1.4

2.0 7.4 0.4 0.8 -244 93.4 63.5 6.6 1.2

2.1 5.6 1.7 0.9 0.4233 94.0 73.0 5.2 0.9

1.2 4.6 0.8 2.1 0.8241 92.5 72.6 0.8 -

- -

42 97.6 83.3 2.4 - 2.4 7.1 - - -

- - - 20.0 -

2.6

100.0 100.0 - - - - - - -

7.3 1.1 3.4 6.8 2.4

1.7 1.2 1.51,521 92.0 63.2 7.2 1.9

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

1,082

1

5

89.4 54.3

100.0 -

3.0 8.9

1.1

性
別
×
年
齢
別

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

男性:15・16・17歳

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

女性:50歳代

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:50歳代

男性:60～64歳

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

 西部A（城島）

 西部B（三潴）

わからない・無回答

(％) 
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（３）不安
ふ あ ん

や心配事
し ん ぱ い ご と

の相談先
そ う だ ん さ き

 

 

 

  

どのような人か
回
答
者
数

家
族
・
親
族

友
人
・
知
人

地
域
や
隣
近
所
の
人

民
生
委
員
な
ど
（
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
も
含
む
）

相
談
支
援
機
関
の
職
員
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
）

専
門
職
（
医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
）

市
役
所
の
職
員

そ
の
他

無
回
答

2,609 2,372 1,550 189 41 83 211 52 30 51
100.0 90.9 59.4 7.2 1.6 3.2 8.1 2.0 1.1 2.0

16.7 16.7 - - -6 66.7 66.7 - -

31.6 42.1 15.8 10.5 -19 73.7 42.1 - 10.5

7.7 13.6 2.9 0.3 4.5376 84.3 46.5 10.4 3.2

3.9 9.3 3.1 0.8 3.5259 92.3 54.1 12.0 2.3

2.0 3.4 - 1.5 1.0205 92.2 77.6 2.0 -

2.8 10.0 2.5 1.3 0.5400 94.0 60.5 7.0 1.8

1.7 5.4 1.6 1.3 1.31,134 92.5 62.1 5.6 1.0

1.7 10.2 1.1 1.1 2.3177 88.7 56.5 11.3 1.7

- 3.0 - - 6.133 81.8 54.5 12.1 -

- 20.0 - - 20.05 80.0 40.0 20.0 -

7.8 17.6 7.8 - 3.951 78.4 60.8 3.9 -

1.7 7.4 1.3 0.9 2.6231 90.9 58.9 5.2 1.3

2.9 6.9 1.6 1.2 1.31,398 92.7 61.7 6.9 1.1

2.4 8.6 2.1 0.8 2.9627 93.0 50.4 10.2 2.6

6.4 11.1 3.0 2.0 2.0297 80.5 68.4 4.4 2.0

3.8 11.5 3.8 3.8 3.826 88.5 61.5 7.7 3.8

2.8 6.4 1.6 1.1 1.7892 89.2 61.9 5.5 0.9

11.6 21.6 5.4 1.2 1.2259 88.4 52.9 9.7 3.9

3.4 9.6 2.1 1.2 3.4852 90.3 52.0 11.0 2.7

1.6 6.2 2.3 1.0 1.3308 92.9 66.2 3.6 0.6

1.1 4.6 1.1 - 0.4262 92.7 64.9 5.0 1.1

1.9 6.1 1.4 1.4 0.8363 93.7 66.4 9.6 0.6

1.5 5.0 1.2 0.9 1.2337 95.8 63.2 4.7 0.6

全体

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

無回答

家
族
構
成
別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる

無回答

無回答

職
業
別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト
（学生は除く）
学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

(％) 
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（４）「自殺
じ さ つ

はその多く
おお  

が防ぐ
ふせ  

ことができる社会的
し ゃ か い て き

な問題
も ん だ い

である」に対する
た い     

考え
かんが  

 

「自殺はその多くが防ぐことのできる社会的な問題である」ということについて、「そう思う」の 32.9% と、「ややそう思う」の

36.2%をあわせた『思う』は 69.1%。「ややそう思わない」の 11.8%と「そう思わない」の 7.9%をあわせた『思わない』の割合は

19.7%である。また、「わからない」は 9.9%となっている。 

【性別】「そう思う」の割合は、「男性」が 34.8%、「女性」が 31.4%となり、「男性」が「女性」よりも 3.4 ポイント高い。一方で、

「ややそう思う」の割合は、「女性」が 38.2%、「男性」が 33.8%となり、「女性」が「男性」よりも 4.4 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『思う』の割合は、「男性:65～69 歳」が 78.9%で最も高く、次いで『女性:18～29 歳』が 73.0%、「女性:

40 歳代」が 72.1%となっている。一方で「女性:15・16・17 歳」は 56.9%と、唯一５割台にとどまっており、最も低い割合

となっている。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は、「西部 B（三潴）」が 73.8%で最も高い。次いで「東部 B（田主丸）」が 71.5%、「中央東

部」が 71.4%、「中央部」が 71.3%となり、7 割を超えている。一方で、「西部 A（城島）」は 65.2%で最も低く、次いで、

「北部 B（北野）」は 65.4%となっている。 

 

【同居家族別】『思う』の割合は、「中学生がいる」と「上記以外の 18 歳未満の子どもがいる」が、ともに 70.6%で最も高く、次い

で「小学生がいる」が 70.3%である。一方で、「障害者手帳を持っている人がいる」は 62.1%と、最も低い。 

 

【家族構成別】『思う』の割合は、「夫婦・パートナーのみ」が 70.8％で最も高く、その他の世帯でも６割後半となっている。 

 

【職業別】『思う』の割合は、「家事に専念」が 73.4%と最も高く、次いで「自営業」が 70.9%、「給与所得者（常勤）」が

70.0%である。一方で、「無職」が 65.2%で、最も低い結果となっている。 

  

そう思う

32.9%

ややそう思う

36.2%

ややそう思わない

11.8%

そう思わない

7.9%

わからない

9.9%

無回答

1.3%

全 体

（ｎ＝3,245）

問
と い

32 「自殺
じ さ つ

はその多
お お

くが防
ふせ

ぐことのできる社会的
し ゃ か い て き

な問題
も ん だ い

である」ということについて、あなたの考
かんが

えに最
もっと

も近
ち か

いものを選
え ら

んでくだ 

さい。（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 
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（４）「自殺
じ さ つ

はその多く
おお  

が防ぐ
ふせ  

ことができる社会的
し ゃ か い て き

な問題
も ん だ い

である」に対する
た い     

考え
かんが  

 

 

 

 

  

「自殺はその多くが防ぐことのできる社会的な問題である」に対する考え
回
答
者
数

そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 1,068 1,174 384 256 320 43 2,242 640
100.0 32.9 36.2 11.8 7.9 9.9 1.3 69.1 19.7

9.7 1.0 73.8 15.4

12 41.7 16.7 16.7 16.7 - 8.3 58.4 33.4

195 32.3 41.5 9.2 6.2

11.8 2.4 67.5 18.2

135 31.1 34.1 14.1 5.9 11.9 3.0 65.2 20.0

296 33.4 34.1 9.8 8.4

9.1 1.1 71.3 18.6

525 30.1 37.0 13.9 7.8 10.5 0.8 67.1 21.7

474 36.7 34.6 11.4 7.2

8.4 1.1 71.4 19.1

257 33.5 35.0 10.1 10.9 9.7 0.8 68.5 21.0

450 32.7 38.7 12.0 7.1

8.0 0.7 68.8 22.5

220 30.9 34.5 9.5 10.5 12.3 2.3 65.4 20.0

275 32.4 36.4 13.8 8.7

12.7 1.8 68.2 17.3

186 36.6 34.9 14.0 7.0 6.5 1.1 71.5 21.0

220 31.4 36.8 10.9 6.4

14.0 5.3 69.3 11.4

9 44.4 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 55.5 22.2

114 41.2 28.1 5.3 6.1

9.2 - 78.9 11.9

136 32.4 32.4 9.6 5.1 16.2 4.4 64.8 14.7

109 45.0 33.9 7.3 4.6

7.0 0.4 71.2 21.4

117 30.8 33.3 14.5 7.7 11.1 2.6 64.1 22.2

229 36.7 34.5 10.9 10.5

7.1 - 66.9 25.9

245 29.4 34.7 13.5 11.8 10.2 0.4 64.1 25.3

212 31.1 35.8 12.7 13.2

13.2 - 67.9 18.9

212 34.9 36.8 12.3 10.4 5.2 0.5 71.7 22.7

53 45.3 22.6 13.2 5.7

16.2 3.4 64.9 15.5

160 32.5 29.4 8.8 4.4 17.5 7.5 61.9 13.2

148 30.4 34.5 10.1 5.4

11.9 - 68.9 19.2

138 35.5 33.3 9.4 8.0 10.9 2.9 68.8 17.4

135 31.9 37.0 9.6 9.6

6.6 - 72.1 21.4

339 30.1 41.3 14.2 4.4 9.4 0.6 71.4 18.6

290 31.4 40.7 15.9 5.5

8.8 - 73.0 18.3

274 30.7 40.9 13.5 8.0 6.6 0.4 71.6 21.5

274 31.4 41.6 9.9 8.4

- 66.6

83.4 -

51 31.4 25.5 15.7 11.8 15.7 - 56.9 27.5

16.7 - - - 16.7

- 33.3 33.3 33.3 -

69.6 18.9

34.8 33.8 11.4 9.4 9.5 1.3 68.6 20.8

38.2 12.2 6.7 10.2 1.31,809 31.4

1,427

3

6

-

66.7

 西部B（三潴）

わからない・無回答

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

女性:18～29歳

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

性
別
×
年
齢
別

中央南部

南西部

 西部A（城島）

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

(％) 
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（４）「自殺
じ さ つ

はその多く
おお  

が防ぐ
ふせ  

ことができる社会的
し ゃ か い て き

な問題
も ん だ い

である」に対する
た い     

考え
かんが  

 

 

 

 

  

(％) 
「自殺はその多くが防ぐことのできる社会的な問題である」に対する考え

回
答
者
数

そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 1,068 1,174 384 256 320 43 2,242 640
100.0 32.9 36.2 11.8 7.9 9.9 1.3 69.1 19.7

14.3 - 71.5 14.37 42.9 28.6 14.3 -

15.4 4.5 65.2 14.8

21 38.1 28.6 9.5 4.8 19.0 - 66.7 14.3

512 32.0 33.2 7.8 7.0

9.9 - 68.4 21.8

301 30.9 42.5 9.3 5.6 10.6 1.0 73.4 14.9

243 34.2 34.2 11.1 10.7

6.9 0.4 70.0 22.6

515 33.8 34.0 13.2 6.8 10.7 1.6 67.8 20.0

1,372 32.7 37.3 13.8 8.8

11.8 5.9 66.7 15.7

223 35.0 35.9 11.2 6.7 11.2 - 70.9 17.9

51 31.4 35.3 5.9 9.8

17.1 2.9 64.3 15.7

12 25.0 25.0 8.3 8.3 25.0 8.3 50.0 16.6

70 30.0 34.3 10.0 5.7

8.1 0.8 69.4 21.7

279 32.6 34.8 11.5 8.6 10.0 2.5 67.4 20.1

1,720 31.3 38.1 13.3 8.4

12.0 1.9 67.3 18.7

748 36.0 34.8 10.4 5.6 11.6 1.6 70.8 16.0

416 35.1 32.2 9.1 9.6

10.4 0.9 69.1 19.7

40 25.0 42.5 5.0 5.0 10.0 12.5 67.5 10.0

1,134 33.9 35.2 11.5 8.2

11.4 1.6 68.3 18.6

354 26.8 35.3 13.3 9.9 11.9 2.8 62.1 23.2

1,075 32.8 35.5 11.3 7.3

7.2 1.0 70.6 21.2

361 33.5 37.1 12.5 8.3 8.0 0.6 70.6 20.8

306 34.3 36.3 13.7 7.5

9.0 1.0 69.9 20.1

428 35.0 35.3 12.6 9.1 7.7 0.2 70.3 21.7

402 33.8 36.1 11.4 8.7

無回答

無回答

無回答

職
業
別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト
（学生は除く）
学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

家
族
構
成
別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる
６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

全体
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（５）「ゲートキーパー」の認知度
に ん ち ど

 

「ゲートキーパー」について、「名称を聞いたことはなく、なにかよくわからない」が 67.2％、次いで、「名称を聞いたことがあるが、

研修を受講したいとは思わない」が 11.0％となっている。聞いたことがある中では「名称を聞いたことがあるが、研修を受講したい

とは思わない」が 11.0%と最も高く、次いで「名称を聞いたことがあり、研修を受講したいと思う」が 4.1%、「ゲートキーパー研修

を受けたことがあり、知っている」が 1.4%である。 

【性別】「ゲートキーパー研修を受けたことがあり、知っている」の割合は、「男性」が 1.7%、「女性」が 1.2%となり、「男性」が「女

性」よりも 0.5 ポイント高い。 

 

【性年齢別】「ゲートキーパー研修を受けたことがあり、知っている」の割合は、「男性:60～64 歳」が 3.4%と最も高く、次いで

「女性:75 歳以上」が 2.５%となっている。また、「名称を聞いたことがあり、研修を受講したいと思う」の割合は、「男性:

50 歳代」が 5.7%と最も高く、次いで、「男性:40 歳代」が 5.3％となっている。 

 

【ブロック別】「ゲートキーパー研修を受けたことがあり、知っている」の割合は、「中央部」が 3.4%で最も高く、「北部 A」と「南東

部」がともに 0.4%と最も低い。「名称を聞いたことがあり、研修を受講したいと思う」の割合は、「中央東部」が 5.6%と最も高

く、次いで「北部 A」が 5.1%となっている。一方で、「西部 A（城島）」は 2.2%で最も低い。 

 

【同居家族別】「ゲートキーパー研修を受けたことがあり、知っている」の割合は、「就学前の子どもがいる」の 2.0%が最も高く、次

いで「小学生がいる」が 1.9%である。また、「名称を聞いたことがあり、研修を受講したいと思う」の割合は、「障害者手帳を持

っている人がいる」が 4.5%と最も高く、次いで「上記にあてはまる人はいない」が 4.4%となっている。 

 

【家族構成別】「ゲートキーパー研修を受けたことがあり、知っている」の割合は、すべての家族構成において大差ない割合となって

おり、最も高い「夫婦・パートナーのみ」は 1.6%で、最も低い「単身」の 1.2%より 0.4 ポイント高い。 

 

【職業別】「ゲートキーパー研修を受けたことがあり、知っている」と「名称を聞いたことがあり、研修を受講したいと思う」の割合は、ど

ちらも「給与所得者（常勤）」が最も高く、次いで「自営業」が２番目に高い割合となっている。 

  

ゲートキーパー研修を受けた

ことがあり、知っている

1.4%

名称を聞いたことがあり、

研修を受講したいと思う

4.1%

名称を聞いたことがあるが、研修を受

講したいとは思わない

11.0%

名称を聞いたことはないが、

研修を受講したいと思う

6.8%

名称を聞いたことはなく、研修

を受講したいとも思わない

8.1%

名称を聞いたことはなく、何かよく

わからない

67.2%

無回答

1.5%

全 体

（ｎ＝3,245）

問
と い

33 あなたは、「ゲートキーパー」について知
し

っていますか?（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 
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（５）「ゲートキーパー」の認知度
に ん ち ど

 

 

 

  

「ゲートキーパー」の認知度
回
答
者
数

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り
、
知
っ
て
い
る

名
称
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
研

修
を
受
講
し
た
い
と
思
う

名
称
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

研
修
を
受
講
し
た
い
と
は
思
わ
な

い 名
称
を
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
、

研
修
を
受
講
し
た
い
と
思
う

名
称
を
聞
い
た
こ
と
は
な
く
、
研

修
を
受
講
し
た
い
と
も
思
わ
な
い

名
称
を
聞
い
た
こ
と
は
な
く
、
何

か
よ
く
わ
か
ら
な
い

無
回
答

3,245 45 132 356 221 262 2,180 49
100.0 1.4 4.1 11.0 6.8 8.1 67.2 1.5

16.7 50.0 8.312 - - - 25.0

5.9 66.7 3.7

195 0.5 4.6 11.3 7.7 6.7 67.7 1.5

135 0.7 2.2 14.8 5.9

6.9 68.6 1.1

296 1.4 3.4 10.1 5.1 11.1 66.2 2.7

525 1.3 4.6 11.0 6.5

8.6 67.3 1.6

474 3.4 2.5 12.7 7.0 8.0 65.4 1.1

257 0.4 3.5 10.5 8.2

10.5 66.8 2.3

450 1.8 5.6 12.0 7.8 7.1 64.7 1.1

220 1.4 3.2 10.5 5.5

10.2 67.7 1.1

275 0.4 5.1 8.7 6.9 8.4 69.8 0.7

186 0.5 4.3 9.1 7.0

11.1 55.6 22.2

220 0.9 5.0 9.5 5.9 5.9 71.4 1.4

9 - - 11.1 -

10.3 69.9 3.7

114 0.9 3.5 6.1 4.4 8.8 70.2 6.1

136 1.5 0.7 8.8 5.1

11.1 61.5 2.6

109 0.9 4.6 7.3 7.3 9.2 68.8 1.8

117 3.4 5.1 11.1 5.1

6.9 62.9 0.4

229 1.3 5.7 10.9 3.5 8.7 69.0 0.9

245 2.4 5.3 15.9 6.1

4.7 68.4 0.5

212 1.4 3.3 19.8 4.2 11.8 59.4 -

212 1.9 4.2 16.0 4.2

8.8 62.5 7.5

53 - - 17.0 3.8 1.9 77.4 -

160 2.5 3.8 10.0 5.0

13.0 57.2 2.9

148 2.0 0.7 5.4 8.1 8.8 71.6 3.4

138 1.4 5.1 10.1 10.1

8.3 66.7 1.2

135 1.5 2.2 11.1 6.7 7.4 71.1 -

339 0.3 5.0 8.8 9.7

4.4 72.3 0.4

290 1.0 4.8 11.7 11.7 9.3 61.4 -

274 1.1 5.1 8.0 8.8

- 92.2 -

274 1.1 4.0 9.5 5.8 6.9 72.6 -

51 - 2.0 2.0 3.9

-

- - - - - 66.7 33.3

- 33.3 - 33.3 33.3

1.4

1.7 4.1 13.2 4.8 8.4 66.3 1.5

4.1 9.2 8.4 7.8 67.91,809 1.2

1,427

3

6

-

 西部B（三潴）

わからない・無回答

男性:65～69歳

男性:70～74歳

男性:75歳以上

（　　）・無回答

ブ
ロ
ッ

ク
別

東部A

 東部B（田主丸）

北部A

 北部B（北野）

中央東部

南東部

中央部

性
別
×
年
齢
別

中央南部

南西部

 西部A（城島）

男性:18～29歳

男性:30歳代

男性:40歳代

男性:50歳代

男性:60～64歳

女性:60～64歳

女性:65～69歳

女性:70～74歳

全体

性
別

女性

男性

（　　）

無回答

女性:75歳以上

男性:15・16・17歳

女性:15・16・17歳

女性:18～29歳

女性:30歳代

女性:40歳代

女性:50歳代

(％) 
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（５）「ゲートキーパー」の認知度
に ん ち ど

 

 

 

 

「ゲートキーパー」の認知度
回
答
者
数

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り
、
知
っ
て
い
る

名
称
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
研

修
を
受
講
し
た
い
と
思
う

名
称
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

研
修
を
受
講
し
た
い
と
は
思
わ
な

い 名
称
を
聞
い
た
こ
と
は
な
い
が
、

研
修
を
受
講
し
た
い
と
思
う

名
称
を
聞
い
た
こ
と
は
な
く
、
研

修
を
受
講
し
た
い
と
も
思
わ
な
い

名
称
を
聞
い
た
こ
と
は
な
く
、
何

か
よ
く
わ
か
ら
な
い

無
回
答

3,245 45 132 356 221 262 2,180 49
100.0 1.4 4.1 11.0 6.8 8.1 67.2 1.5

9.5 66.7 -

7 - - 14.3 - - 85.7 -

21 - 4.8 9.5 9.5

11.3 67.1 1.3

512 0.6 2.9 8.2 5.3 8.8 69.1 5.1

301 1.7 3.3 8.3 7.0

6.8 73.6 1.6

243 0.8 2.1 12.3 5.8 4.9 74.1 -

515 1.0 3.5 6.4 7.2

5.4 69.1 -

1,372 1.9 5.4 14.3 7.3 8.5 62.0 0.7

223 1.8 3.6 11.2 9.0

- 58.3 16.7

51 - 2.0 3.9 - 11.8 78.4 3.9

12 - - 25.0 -

6.8 67.7 2.2

70 - 2.9 8.6 5.7 5.7 72.9 4.3

279 1.4 3.6 12.5 5.7

9.5 66.6 1.7

1,720 1.4 4.2 11.3 6.5 8.0 67.6 1.0

748 1.6 3.1 9.5 8.0

5.0 65.0 10.0

416 1.2 5.8 11.3 7.0 7.5 65.6 1.7

40 - 5.0 7.5 7.5

9.9 66.7 3.4

1,134 1.4 4.4 10.7 7.0 8.3 67.2 1.1

354 1.4 4.5 8.5 5.6

6.1 69.8 0.6

1,075 1.1 3.7 11.1 6.4 8.5 67.3 2.0

361 0.6 3.9 12.7 6.4

5.8 66.4 -

306 1.6 3.6 12.4 7.8 7.2 66.7 0.7

428 1.9 4.0 15.0 7.0

402 2.0 2.5 10.0 7.5 10.2 66.7 1.2

無回答

無回答

職
業
別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト（学生は
除く）
学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

無回答

家
族
構
成
別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同
居
家
族
別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の
子どもがいる
６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人
がいる
上記にあてはまる人はいない

全体

(％) 
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TEL 0942-30-9015 FAX 0942-30-9711 

 

お問い合わせフォーム  
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 7.1%  1.8%  2.8%  2.4%  1.9% 

 3.8%  3.0%  1.8%  1.3%  4.1% 

 3.9%  2.8%  4.8%  4.4%  2.4% 

 4.4%  2.9%  2.8%  0.8%  0.7% 

 1.8%  4.6%  2.7%  2.5%  0.4% 

 0.6%  4.3% 0.3%  0.3% 3.0% 

0.4%  0.6%  0.5%  0.6%  0.7% 

 4.2%  1.2%  0.7%  2.2%  0.3% 

 0.7%  0.6%  0.3%  1.3%  1.5% 

 3.2%  0.3%  無回答 0.1% 

 3.2%   2.2%   12.8%    15.0% 

16.5%  17.5%   7.8%   7.6% 

 8.8%    8.6%  無回答 0.0% 

 1.6%  6.9% 

 42.3%  15.9% 

7.5%  9.3% 

 15.8%  0.6% 

無回答 0.2%     

 55.7%  44.0%  0.1% 

無回答 0.2%     

 12.8%  23.1% 

 53.0%  8.6% 

 2.2%        無回答 0.4% 
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 12.4% 

 13.2% 

 9.4% 

 11.1% 

 33.1% 

 10.9% 

 34.9%                   無回答 1.2% 

 60.5% 

 10.7% 

 3.1% 

 23.0% 

 1.8% 

 0.7%     無回答 0.3% 

 10.2%  7.6%  16.0% 

 18.4%  14.8%  33.0% 

無回答 0.1%   

 38.5%      6.4% 

 1.0%  2.9% 

 

 14.5% 

 5.2%        30.9% 

無回答 0.7%   

 75.2%  14.1%  9.9% 

無回答 0.8%   

 38.2%  21.0% 

 3.8%  81.9% 

 16.2%  19.9% 

 0.9%         無回答 0.2% 
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 47.4%  45.8% 

 5.1%  1.5% 無回答 0.2% 

42.1%  45.9% 

8.2%  3.1% 無回答 0.6% 

無
回
答 

39.9% 46.0% 9.9% 3.8% 0.4% 

17.2% 47.5% 25.5% 9.4% 0.4% 

15.4% 44.1% 30.6% 9.4% 0.4% 

10.8% 54.2% 27.1% 7.2% 0.8% 

14.4% 53.9% 24.4% 6.8% 0.5% 

17.4% 54.8% 21.9% 5.3% 0.6% 

15.1% 56.9% 19.6% 6.9% 1.4% 

10.9% 50.4% 29.9% 7.9% 0.9% 

9.6% 45.9% 33.9% 9.5% 1.0% 

5.4% 24.5% 45.4% 23.9% 0.9% 

7.9% 28.1% 43.0% 20.2% 0.7% 

18.6% 38.2% 28.3% 14.0% 0.9% 
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 43.0%  33.8%

 9.6%  3.2%

 9.3%           無回答 1.0% 

 11.6% 

 71.6% 

 14.0% 

 2.5%         無回答 0.3% 

 25.5%  55.1% 

 15.5%  3.8%      無回答 0.1% 

 36.8%  20.9%

 10.9%  4.4% 

 2.8%  24.1% 

無回答 0.2%   

 12.9%  51.5%

 25.8%  9.2%

無回答 0.6%    
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無
回
答 

8.0 

% 

4.1 

% 

17.6 

% 

44.5 

% 

25.1 

% 

0.6 

% 

3.3 

% 

4.2 

% 

13.6 

% 

36.8 

% 

41.3 

% 

0.8 

% 

0.1 

% 

1.0 

% 

6.0 

% 

33.8 

% 

58.2 

% 

0.7 

% 

0.1 

% 

0.1 

% 

0.2 

% 

1.0 

% 

97.6 

% 

1.0 

% 

22.5%  77.3%  無回答 0.2% 

7.8%  34.3% 

 34.1%  23.6% 
無回答 0.3%   
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 0.9%   2.1% 

 3.7%  11.2% 

 4.5% 

 76.6% 無回答 1.0% 

 11.0%  78.5%  無回答 10.5% 

 19.1% 

 40.5% 

 27.7%

 11.2% 無回答 1.5% 

 15.1% 

 11.0% 

 10.9% 

 22.2% 

 49.6% 

 21.8% 

 34.3% 

 2.0% 無回答 2.0% 

 81.7%  7.3%

 10.5% 無回答 0.5% 



Ⅲ 使用した調査票と全体結果 

154 

 

無
回
答 

15.6 

% 

42.9 

% 

19.8 

% 

9.3 

% 

11.8 

% 

0.6 

% 

12.8 

% 

41.3 

% 

24.9 

% 

12.6 

% 

7.9 

% 

0.6 

% 

6.3 

% 

30.3 

% 

22.1 

% 

9.8 

% 

30.8 

% 

0.7 

% 

10.8 

% 

31.5 

% 

29.1 

% 

23.1 

% 

4.9 

% 

0.6 

% 

31.5 

% 

40.0 

% 

9.2 

% 

3.9 

% 

14.8 

% 

0.5 

% 

28.3 

% 

38.8 

% 

10.5 

% 

6.3 

% 

15.6 

% 

0.5 

% 

7.2 

% 

26.1 

% 

24.9 

% 

15.4 

% 

25.7 

% 

0.6 

% 

7.9 

% 

33.0 

% 

14.5 

% 

3.9 

% 

39.8 

% 

0.8 

% 

10.9 

% 

29.8 

% 

23.5 

% 

12.4 

% 

22.7 

% 

0.8 

% 

15.4 

% 

44.8 

% 

15.8 

% 

4.7 

% 

18.6 

% 

0.7 

% 

6.0 

% 

24.8 

% 

15.8 

% 

5.4 

% 

47.0 

% 

1.0 

% 

 77.6%  23.5%

 25.6%  1.1% 

 4.0% 14.1%

 24.3% 

27.9%  2.5% 

1.1%

 2.2%   無回答 0.5% 
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55.0%  13.1% 19.0% 

26.4% 42.0% 18.3% 

39.4% 20.0% 

 2.7%  13.4% 

 1.7%   無回答 0.9% 

 10.6%

 16.8% 

 33.9% 

 3.5% 

 2.6% 

 0.9% 

 1.8%

 18.6% 

 1.0%

 0.8% 

 1.8% 

 0.5% 

 1.0% 

 5.5%      無回答 0.7% 

 34.2%  34.5% 

 12.9%  17.9%   無回答 0.5%

 19.2%  65.5% 

 11.1% 1.3% 無回答 2.9%

 8.1%  16.8% 

 25.7%  39.2% 

 15.2%    無回答 10.7% 



Ⅲ 使用した調査票と全体結果 

156 

 

 87.6%  6.8% 

 33.3%  13.3% 

 0.5% 

 4.3%   無回答 0.7% 

 70.2%  22.4%

無回答 7.3% 

 95.3%  20.1% 

 57.7%  37.8% 

 64.0% 

 2.2%  無回答 0.5% 

 43.7%  6.1% 

5.0%  3.2% 

 0.3%  49.5% 

無回答 1.8%    

 39.0%  2.1% 

 2.4%  1.6%

 0.7%  50.7%       無回答 8.2% 

 41.3%  35.3% 

 25.6%  46.7% 

 41.1%  15.0% 

 10.1%  4.6% 

無回答 6.5%  
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 11.4%  50.8%  21.8% 

 10.6%  4.8%   無回答 0.6% 

無
回
答 

25.3% 53.2% 15.6% 4.6% 1.3% 

25.8% 57.4% 12.7% 2.4% 1.7% 

14.2% 46.1% 30.1% 8.1% 1.5% 

16.4% 53.6% 23.0% 5.1% 1.8% 

21.5% 56.0% 17.3% 3.4% 1.8% 

17.0% 53.0% 23.5% 5.0% 1.5% 

14.0% 46.9% 27.8% 9.8% 1.5% 

26.6% 49.4% 17.2% 5.5% 1.3% 

12.5% 53.8% 26.7% 5.0% 2.0% 

 2.6%  16.6% 

 78.6% 無回答 2.3% 
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 22.0% 

 26.6% 

 11.6% 

 3.8% 

 2.9% 

 6.7% 

 27.1% 

 2.7% 

 10.4% 

 1.2% 

 51.5%  44.7%  

 

57.8% 46.0% 23.4% 

43.3% 52.2% 20.9% 

44.5% 48.3% 18.9% 

56.9% 35.8% 15.4% 

29.5% 56.8% 20.0% 

69.9% 29.2% 12.3% 

76.8% 24.6% 15.3% 

39.1% 44.8% 21.8% 

36.3% 42.2% 53.7% 

56.4% 15.4% 33.3% 

  

       

無回答 3.8% 
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 3.3% 

 4.3% 

 1.0% 

 1.2% 

 0.4% 

 3.1% 

 1.3% 

 0.6% 

 1.4% 

 0.6% 

 12.0%  84.7% 

69.4% 21.3% 18.5% 

61.7% 39.7% 17.0% 

54.8% 22.6% 25.8% 

79.5% 15.4% 7.7% 

69.2% 38.5% 0.0% 

81.2% 19.8% 14.9% 

56.1% 39.0% 14.6% 

40.0% 35.0% 30.0% 

47.8% 30.4% 41.3% 

73.7% 26.3% 10.5% 

   

無回答 3.3% 
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 36.3% 

 35.0% 

 29.4% 

 13.5% 

 8.3% 

 6.2% 

 9.3% 

 22.0% 

 10.8% 

 1.6% 

 21.4%      無回答 2.4% 

 24.1%  41.7% 

 23.8%  8.9%  無回答 1.5%

 42.7%

 40.7%

 40.2%

 51.5% 

 6.9%

 8.4% 

 4.3% 無回答 1.6% 

   



Ⅲ 使用した調査票と全体結果 
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 12.9%  26.7% 

 28.7%  22.6%

 6.7%    無回答 2.5% 

28.8%

 57.1%

 

 19.1%

 12.7%

 7.8%

 20.7%

 34.9%

 9.9% 

 9.6%

 13.4%

 1.7%  無回答 2.3% 

80.4%

 10.0%

 8.6%   無回答 1.0%

 90.9% 

 59.4% 

 7.2% 

 1.6% 

 3.2% 

 8.1% 

 2.0% 

 1.1%         無回答 2.0% 
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 32.9%

 36.2%

 11.8%

 7.9%

 9.9%  無回答 1.3% 

 1.4% 

 4.1% 

 11.0% 

 6.8% 

 8.1% 

 67.2%  無回答 1.5% 
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